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調査区全景（平成23年度調査）

第3092号竪穴建物跡遺物出土状況（平成22年度調査）



序

　公益財団法人茨城県教育財団は，国や県などの各事業者から委託を

受けて埋蔵文化財の発掘調査と整理業務を実施することを主な目的と

して，昭和 52 年に調査課が設置されて以来，数多くの遺跡の発掘調

査を実施し，その成果として発掘調査報告書を刊行してきました。

　この度，茨城県による島名・福田坪一体型特定土地区画整理事業に

伴って実施した，茨城県つくば市島名熊の山遺跡の発掘調査報告書を

刊行する運びとなりました。

　当遺跡は茨城県から委託を受け，平成７年度から平成 28 年度にわ

たって，約 27 万平方メートルについて発掘調査を実施しました。そ

の成果については，既に『茨城県教育財団文化財調査報告第 120 集』

以下 20 冊を順次刊行し，本年度が最終報告となります。

　今回の調査区は当遺跡の南端部にあたり，古墳時代から平安時代に

かけての竪穴建物跡や掘立柱建物跡などが確認でき，遺跡全体の集落

の様相が明らかになりました。これらの成果は，当地域の社会の成り

立ちや歴史を知る上で，欠くことのできない貴重な資料となります。

　本書が，歴史研究の学術資料としてはもとより，郷土の歴史に対す

る理解を深め，教育・文化の向上のための資料として広く活用いただ

ければ幸いです。

　最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，多大な

御協力を賜りました委託者であります茨城県に対して厚く御礼申し上

げるとともに，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会はじめ，御指

導，御協力をいただきました関係各位に対し，深く感謝申し上げます。

 

平成 31 年３月

公益財団法人茨城県教育財団

理 事 長 野 口　 通



例 言

　本書は，茨城県の委託により，公益財団法人茨城県教育財団が平成 22・23 年度に発掘調査を実施した，

茨城県つくば市島名字寺ノ前 1,672-3 番地ほかに所在する島
しま

名
な

熊
くま

の山
やま

遺跡 12 区の発掘調査報告書である。

　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

　調査　平成 22 年 ４月１日～６月 30 日　８月１日～９月 30 日　　　 　

　　　　平成 23 年11月１日～平成 24 年３月 31 日

　整理　平成 30 年 ４月１日～平成 31 年３月 31 日

　発掘調査は，平成 22 年度が調査課長池田晃一，平成 23 年度が調査課長樫村宣行のもと，以下の者が担当

した。

　平成 22 年度

　　首席調査員兼班長　　　仲村浩一郎　　　　

　　首 席 調 査 員　　　小澤　重雄　　　平成 22 年４月１日～５月 31 日

　　首 席 調 査 員　　　酒井　雄一　　　平成 22 年４月１日～６月 30 日

　　主 任 調 査 員　　　本橋　弘巳　　　平成 22 年８月１日～９月 30 日

　　主 任 調 査 員　　　大関　　隆　　　平成 22 年４月１日～５月 31 日

　　調 査 員　　　宮崎　　剛　　　平成 22 年４月１日～６月 30 日

　　調 査 員　　　大久保隆史　　　平成 22 年８月１日～９月 30 日

　平成 23 年度

　　首席調査員兼班長　　　稲田　義弘

　　主 任 調 査 員　　　兼子　博史

　　副 主 任 調 査 員　　　清水　　哲

　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長皆川修のもと，以下の者が担当した。

　　調 査 員　　　海老澤　稔

　　調 査 員　　　見越　広幸　　　平成 30 年 10 月１日～ 10 月 31 日

　本書の執筆分担は，下記のとおりである。

　　海老澤　稔　　第１章～第３章第３節１（１），２（１）・（２），３（１）・（２），５，第４節

　　見越　広幸　　第３章第３節１（２），２（３），３（３）・（４），４

　下記の金属製品の保存処理については，パリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

　第 1520 号竪穴建物跡出土の鏃１点，第 1604 号竪穴建物跡出土の帯金具１点，第 3077 号竪穴建物跡出土

の鎌２点，第 3078 号竪穴建物跡出土の鎌１点，第 3079 号竪穴建物跡出土の刀子１点，第 3095 号竪穴建物

跡出土の鏃１点，第 3130 号竪穴建物跡出土の刀子１点，第 3136 号竪穴建物跡出土の鎌２点，第 3144 号竪

穴建物跡出土の刀子１点

　当遺跡から出土した砥石６点の石材鑑定について，産業技術総合研究所地質調査総合センターイノベーシ

ョンコーディネーター斎藤眞氏，宮崎一博氏，昆慶明氏にご指導いただいた。

　本遺跡の出土遺物及び実測図・写真等の資料は，一括して茨城県埋蔵文化財センターにて保管している。
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凡 例

１　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ｘ＝＋ 7,320 ｍ，Ｙ＝＋ 20,200 ｍの交点を

基準点（Ａ１a1）とした。なお，この原点は，世界測地系による基準点である。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々 40 ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を

東西・南北に各々 10 等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３

…とし，「Ａ１区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へ a，b，c…j，西から東へ 1，2，3，

…0 と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１a1 区」のように呼称した。

２　抄録の北緯及び東経の欄には，世界測地系に基づく緯度・経度を（　）を付けて併記した。 

３　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　　SB －掘立柱建物跡　SE －井戸跡　SI －竪穴建物跡　SK －土坑　

　　遺物　　DP －土製品　Ｍ－金属製品・銭貨　Ｑ－石器・石製品・剥片

　　土層　　Ｋ－撹乱

４　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

　（1）遺構全体図は 400 分の１，各遺構の実測図は原則として 60 分の１の縮尺とした。種類や大きさにより

異なる場合は，個々に縮尺をスケールで表示した。

　（2）遺物実測図は，原則として３分の１の縮尺とした ｡ 種類や大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をス

ケールで表示した。

　（3）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　　　焼土・施釉　　　　　　　　　　　　　　　火床面

　　　　竈部材・粘土範囲・黒色処理　　　　　　　柱痕跡・柱あたり　　　硬化面

●土器　　 ○土製品　 　□石器・石製品　 　△金属製品

５　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。また，土層解説中の含有物については，各々総量を記述した。

６　遺構一覧表・遺物観察表の表記は，次のとおりである。

　（1）計測値の単位はｍ，㎝，ｇで示した。なお，現存値は（　）を，推定値は［　］を付して示した。

　（2）遺物番号は通し番号とし，本文，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

　（3）遺物観察表の備考の欄は，残存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

７　竪穴建物跡の「主軸」は，炉・竈を通る軸線とし，主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，

座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　Ｎ－ 10 ﾟ－Ｅ）。

８　今回の報告分で，整理の段階で遺構名を変更したもの及び欠番にしたものは以下のとおりである。

　　変更　SI1527 → SI3141　SI3141 → SI1527　SI3130 → SI3096　SK7162 → SI2969 P1 

　　　　　SK7166 → SI2969 P2　SB557 P12 → SK7002　SB586 P4 → SK7176　SI3137 P1 → SK7644

　　　　　SI3137 P2 → SK7645　SI3095P8 → SB569P7　SB184 P2 → SK7647　SI3111 P7 → SK7650

　　　　　SK7178 → SB590 P4　SK7179 → SB590 P3

　　欠番　SI3046　SI3076　SI3101　SI3106　SI3126　SI3135　SI3147　SI3152　SI3154　SK7029　SK7152

　　　　　SK7164
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　　　 ●  

島
しま

名
な

熊
くま

の山
やま

遺跡の概要

遺跡の位置と調査の目的

　島名熊の山遺跡は，つくば市の南西部，谷
や

田
だ

川
がわ

右岸

の標高約 24 ｍの台地上から 13 ｍの低地にかけて立地

しています。遺跡の内容を図や写真に記録して保存す

るため，調査を平成７年度から平成 28 年度にわたり

断続的に行いました。今回報告する区域は，平成 22・

23 年度に調査を行った面積 1,800㎡で，遺跡南端部の

平坦部から斜面部にあたります。

調査の内容

　今回の調査では，竪
たて

穴
あな

建
たて

物
もの

跡
あと

70 棟（古墳時代 19・奈良時代 16・平安時代

35），掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

跡
あと

28 棟（奈良時代 15・平安時代 13），土
ど

坑
こう

167 基，井
い

戸
ど

跡
あと

２基などを確認しました。大きな集落が遺跡全体に，古墳時代後期から平安時

代中頃まで継続していたことがわかりました。

平成 23 年度調査区近景（北から）

つくば市
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調査の成果

　本報告が当遺跡の最終報告書で，これまでに，270,000㎡を超
こ

える面積を

調査しています。当遺跡の中心時期は，古墳時代後期から平安時代前半（約

1,400 ～ 1,000 年前）にかけてです。確認された遺構は，竪穴建物跡約 2,600 棟，

掘立柱建物跡約 450 棟，堀・溝跡約 400 条，井戸跡約 230 基などです。

　この遺構数は古代の河内郡内で最大であることから，当遺跡は河内郡嶋
しま

名
な

郷
ごう

の中心地域と考えられます。このことを裏付けるように，搬入品と考えられる

古墳時代後期の坏
つき

・長
ちょう

頸
けい

瓶
へい

・𤭯
はそう

・提
てい

瓶
へい

などの須恵器や地方の役人が使用したと

考えられる奈良・平安時代の円
えん

面
めん

硯
けん

，帯
おび

金
かな

具
ぐ

などが出土しています。また，掘

立柱建物跡が並んで建てられた地区は役所の機能をもった施設と考えられ，数

多い竪穴建物跡と合わせて，継
けい

続
ぞく

型
がた

大
だい

集
しゅう

落
らく

と呼ぶにふさわしい遺跡と考えられ

ます。

重なり合う竪穴建物跡

奈良時代の竪穴建物跡から出土した硯
すずり

硯が出土した奈良時代の竪穴建物跡

古墳時代の竪穴建物跡から出土した提
てい

瓶
へい
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  平成６年８月 18 日 , 茨城県知事は , 茨城県教育委員会教育長あてに島名・福田坪一体型特定土地区画整理事

業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて照会した。これを受けて茨城県教育委員会は，

平成６年９月 19 日から 27 日にかけて現地踏査を実施し，遺跡の所在を確認した。平成７年３月８日，茨城県

教育委員会教育長は，茨城県知事あてに事業地内に島名熊の山遺跡が所在すること及びその取扱いについて別

途協議が必要であることを回答した。

　平成７年３月14日 ,茨城県知事は,茨城県教育委員会教育長あてに文化財保護法第57条の３（現同法第94条）

に基づく土木工事の通知を提出した。平成７年３月 16 日 , 茨城県教育委員会教育長は , 茨城県知事あてに , 現

状保存が困難であることから , 記録保存のための発掘調査が必要であると決定し , 工事着手前に発掘調査を実

施するよう通知した。

　平成 22 年２月 10 日 , 茨城県つくばまちづくりセンター長は , 茨城県教育委員会教育長あてに , 島名・福田

坪一体型特定土地区画整理事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施についての協議書を提出した。平成 22 年２

月 24 日及び平成 23 年２月 25 日 , 茨城県教育委員会教育長は茨城県つくばまちづくりセンター長あてに , 島名

熊の山遺跡について発掘調査の範囲及び面積等について回答し , 併せて埋蔵文化財の調査機関として , 財団法

人茨城県教育財団（現公益財団法人茨城県教育財団）を紹介した。

　財団法人茨城県教育財団は , 茨城県つくばまちづくりセンター長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託

を受け , 平成 22 年４月１日から６月 30 日までと８月１日から９月 30 日まで , 平成 23 年 11 月１日から平成

24 年３月 31 日まで発掘調査を実施した。  

　島名熊の山遺跡の一部である 12 区の調査は，平成 22 年４月１日から６月 30 日までと８月１日から９月 30

日まで，平成 23 年 11 月１日から平成 24 年３月 31 日まで実施した。以下，その概要を表で記載する。

第１章　調 査 経 緯

調 査 経 過

　　第１節 調査に至る経緯

　　第２節

期間 平成 22 年度 平成 23 年度

工程 ４　月 ５　月 ６　月 ８　月 ９　月 11　月 12　月 １　月 ２　月 ３　月

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注 記
写真整理

撤 収
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　島名熊の山遺跡 12 区は，茨城県つくば市島名字寺ノ前 1,672-3 番地ほかに所在している。

　つくば市は筑波山を北端に，そこから南東へ延びる標高 20 ～ 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。こ

の台地は筑波・稲敷台地と呼ばれ，東を霞ヶ浦へ流入する桜川，西は利根川に合流する小貝川によって区切ら

れている。両河川の間には，東から花室川，蓮沼川，小野川，谷田川，西谷田川などの中小河川が北から南に

向かって流れているため，台地は複雑に開析され，谷津や低地が細長く入り込んでいる。

　筑波・稲敷台地は，貝化石を含む海成層の成田層を基盤として，さらにその上に黄褐色砂や黄褐色荒砂層で

ある竜ケ崎層，さらに灰白色の粘土層である常総粘土層，そして表土下を厚く覆う褐色の関東ローム層が堆積

し , 最上部は腐食土層となっている１）。

　つくば市南西部の島名地区は，谷田川と西谷田川によって開析された，狭長な台地上の中央部に位置して

いる。当遺跡は谷田川に面した標高約 24 ｍの台地上に立地し，遺跡の範囲は南北 880 ｍ，東西 560 ｍである。

当遺跡を囲むように周辺には谷津が入り込み，台地基部から独立した南北約 700 ｍ，東西約 500 ｍの島状を呈

している。これまでの調査から，台地上に複数の埋没谷が入り込む様子が明らかとなっており，起伏に富んだ

地形であったことがうかがえる。

　今回報告する 12 区は，遺跡南東部に鎮座する香取神社の西側に位置し，標高 13 ～ 16 ｍの台地斜面部から

標高 17 ～ 22 ｍの台地縁辺部にかけて立地している。また，北部及び西部の台地上から延びている埋没谷が合

流する部分にあたる。調査前の現況は畑地である。

　島名熊の山遺跡周辺の小貝川，西谷田川，谷田川，蓮沼川流域の台地には，縄文時代から中世にかけての遺

跡が数多く存在している。ここでは，主に谷田川と西谷田川流域の遺跡について概観する。

　旧石器時代は，平
たいら

北
きた

田
だ

遺跡２）〈37〉，下
しも

河
かわ

原
ら

崎
ざき

谷
や

中
なか

台
だい

遺跡３）〈75〉，元
もと

宮
みや

本
もと

前
まえ

山
やま

遺跡４）〈77〉で石器集中地点が

確認され , ナイフ形石器や角錐状石器，掻器，尖頭器をはじめ，石核や剥片などが出土している。また，島
しま

名
な

前
まえ

野
の

東
ひがし

遺跡５）〈７〉，島
しま

名
な

一
いっ

町
ちょう

田
だ

遺跡６）〈９〉，島
しま

名
な

境
さかい

松
まつ

遺跡〈10〉，島
しま

名
な

ツバタ遺跡７）〈16〉でナイフ形石器や

尖頭器，サイドスクレイパー，面
おも

野
の

井
い

北
きた

ノ
の

前
まえ

遺跡８）〈25〉で荒屋型彫器 , 当遺跡でナイフ形石器や尖頭器，細

石刃石核などが採集されており９），当遺跡における石器製作と狩猟生活の様子を示す資料が蓄積されている。

　縄文時代では，元宮本前山遺跡で早期の炉穴，下河原崎谷中台遺跡で早期の炉穴や中期から晩期にかけての

建物跡，島名ツバタ遺跡で早期と中期の建物跡やフラスコ状土坑，島名境松遺跡で中・後期の建物跡や土器焼

成遺構，土坑などがそれぞれ確認されている。これらの遺跡は河川を望む台地の縁辺部に立地し，特に早期の

集落が西谷田川左岸で成立する様子がうかがえる。そのほか，各調査区で前期から後期にかけての土器片や石

鏃，石斧，磨石，石皿などが採集されており，当時の人々の生活の痕跡をうかがうことができる。

　弥生時代の遺跡は当地域では少なく，当遺跡でも 12 区の埋没谷周辺から後期後半の土器片が採集されてい

るだけである。出土した土器片には籾痕が認められ 10），当地域の稲作を考える上で興味深い資料となっている。

第２章

歴 史 的 環 境

位 置 と 環 境

　　第１節 位 置 と 地 形

　　第２節
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　古墳時代前期になると , 谷田川沿いに小規模な集落が点在するようになる。島名一町田遺跡では , 南関東系

の土器を伴う初期の集落が出現し , 当遺跡や島
しま

名
な

前
まえ

野
の

遺跡 11）〈６〉では集落跡 , 島名前野東遺跡では集落に付

随した形で方形周溝墓３基が確認されている。また , 面
おも

野
の

井
い

古墳群 12）〈28〉では , 方形周溝墓４基と円墳１基

が確認され , 周溝からは南関東系の装飾壺 , 及び底部穿孔壺の土師器が出土しており , 谷田川上流域に南関東

系の文化を持った集団が移住してきたことが明らかとなっている。特に第２号方形周溝墓からは , 方台部に木

棺直葬の埋葬施設が確認され , 副葬品として石製の勾玉と管玉 , ガラス製の玉類が出土し , 県内でも貴重な調

査事例である。

　中期になると , 集落が西谷田川沿いにも広がりを見せ , 前述した遺跡に加えて島名ツバタ遺跡や谷
や

田
た

部
べ

漆
うるし

遺

跡〈56〉, 上
かみ

萱
かや

丸
まる

古
ふる

屋
や

敷
しき

遺跡 13）〈57〉, 真
ま

瀬
せ

三
さん

度
ど

山
やま

遺跡〈58〉などで集落跡が確認されている。特に , 元宮本前

山遺跡では滑石製模造品の製作跡が確認され , 下河原崎谷中台遺跡では県内初の琴柱形石製品の出土が注目さ

れる。これらの集落は , 台地縁辺部や低湿地へ向かう緩斜面部に適度な距離をおいて営まれており , その立地

や経営には , 台地裾部の自然湧水を利用した谷津田との関わりが強く考えられる。

　後期になると , ６世紀後半以降 , 台地全体に集落域が拡大していく様子が確認できる。当遺跡周辺では島
しま

名
な

八
はち

幡
まん

前
まえ

遺跡 14）〈３〉, 島名前野遺跡 , 島名前野東遺跡 , 平北田遺跡などの集落が継続して営まれており , 当遺跡

の集落は , 近接するこれらの遺跡と補完し合う形をとりながら , 古墳時代の終わりまで存続したものと考えら

れる。また , 当該期は古墳が急増し , 当遺跡南東部の台地先端部で径約 19 ｍと約８ｍの円墳２基が確認されて

いる。当遺跡周辺では島
しま

名
な

前
まえ

野
の

古墳〈８〉, 島
しま

名
な

榎
えのき

内
うち

古墳群〈13〉, 島
しま

名
な

榎
えのき

内
うち

西
にし

古墳群〈14〉, 島
しま

名
な

関
せき

ノ
の

台
だい

古墳群〈18〉

, 面野井古墳群 , 下
しも

河
かわ

原
ら

崎
ざき

高
たか

山
やま

古墳群〈74〉などがあり , いずれも径 10 ～ 20 ｍの小円墳を主とした構成からな

る地域的な群集墳の在り方を示している。中でも , 当遺跡の北側に隣接する島名関ノ台古墳群は , 全長約 40 ｍ

の前方後円墳と円墳 27 基が存在したと言われ , 被葬者は島名地区の盟主的存在であった可能性が高い。

　奈良時代になると , 島名地区は急速に集落の再編が進んでいる。その背景には , 律令国家の成立と国郡制の

整備が考えられ , 当地区は河内郡嶋名郷に編入される。当遺跡や島名八幡前遺跡の集落跡は , 大型建物跡とそ

れに付随する掘立柱建物跡が中心で , いずれも真北を主軸とした配置をとるようになる。さらに , 当集落の中

央部にＬ字状に掘立柱建物群が配置され , 郷関連の官衙的施設の可能性も指摘されている。一方 , ７世紀に一

旦集落が途絶えていた島名前野遺跡や島名前野東遺跡では , ８世紀中頃に再び集落が形成される。それは , 空

閑地となっていた土地が律令体制の進展と共に再開発の適地となったためと考えられる。しかし , これらの遺

跡以外に島名地区では集落跡が認められなくなり , 当遺跡周辺だけに集落が集中する現象が認められる。

　平安時代になると遺跡数はさらに減少し , 現在集落跡として明確に捉えられるのは当遺跡と島名八幡前遺跡

のみである。両遺跡では , 鍛冶生産や紡績などの手工業関連の遺構・遺物が確認でき , ９世紀への集落の継続

性を考えたとき , 極めて示唆的である。また , 大規模な集落を残し , ８世紀以来の集落が消滅していく状況は ,

律令体制の行き詰まりに伴う集落の再編成と考えることもできる。

　また , 当遺跡 12 区の南東部の斜面では湧水点に木枠を設置した水場が構築されており , その周辺からは多量

の土器や木製品が出土している。特に「嶋名」と記された墨書土器や人名が記された木簡が注目される。この

水場において , 当集落の人々による祭祀行為の可能性が想定されている 15）。９世紀の集落再編も 10 世紀を迎

えると新たな展開を示し , 島名八幡前遺跡の集落は終焉を迎えている。一方 , 当遺跡の集落はそれ以降も存続

し ,11 世紀まで断続的に営まれている。その後の集落の様相は , 不明瞭であるが , 墓坑や井戸跡から平安時代

末期と考えられる和鏡 16）や小銅仏 17）が出土しており , 遺物の面から有力者の存在をうかがうことができる。

　平安時代末期には , 島名地区周辺は八条院領として立荘された田中荘に組み込まれ , 鎌倉時代以降に田中荘
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は小田氏の支配下となる。当該期の周辺の遺跡は , 平出氏の居城と伝えられる面
おも

野
の

井
い

城跡〈27〉や島名前野東

遺跡がある。島名前野東遺跡では , 方一町に巡る堀に囲まれた方形居館が確認され , 島名地区一帯を治めてい

た有力者の居宅と思われる。永仁五年（1297）には , 当遺跡の中央部西寄りに妙徳寺が開山し , 当遺跡では梵

鐘の乳や鰐口などの鋳型片が出土した鋳造土坑が確認されている 18）。また ,15 世紀後半から 17 世紀前半にか

けての墓域が確認され , 妙徳寺との関連をうかがうことができる。妙徳寺の周辺では幅５ｍ , 深さ２ｍの薬研

堀が確認され , 寺域周辺は防御施設としての機能も果たしていたことが明らかとなってきた 19）。

※　本章は , 既刊の「島名熊の山遺跡」を参照し , 加筆した。文中の〈　〉内の番号は , 第１図及び表１の当

該番号と同じである。
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第１図　島名熊の山遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院 25,000 分の１「谷田部」）
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表１　島名熊の山遺跡周辺遺跡一覧表

番

号
遺　跡　名

時　　　代

番

号
遺　跡　名

時　　　代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉
・
室
町

江

戸

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉
・
室
町

江

戸

① 島 名 熊 の 山 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 42 小白硲民部山遺跡 ○
２ 島 名 薬 師 遺 跡 ○ 43 小 白 硲 水 表 遺 跡 ○
３ 島 名 八 幡 前 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 44 小白硲海道端遺跡 ○ ○ ○
４ 島 名 本 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 45 小白硲海道端塚群 ○ ○
５ 島 名 中 代 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 46 谷田部カロウド塚古墳 ○
６ 島 名 前 野 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 47 谷田部台成井遺跡 ○
７ 島 名 前 野 東 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 48 谷田部下成井遺跡 ○ ○
８ 島 名 前 野 古 墳 ○ 49 谷田部台町古墳群 ○
９ 島 名 一 町 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 50 谷田部福田前遺跡 ○ ○ ○
10 島 名 境 松 遺 跡 ○ ○ ○ 51 谷田部漆出口遺跡 ○ ○ ○ ○
11 島名タカドロ遺跡 ○ ○ 52 谷 田 部 福 田 遺 跡 ○ ○
12 島 名 榎 内 南 遺 跡 ○ ○ ○ 53 谷 田 部 大 堀 遺 跡 ○ ○
13 島 名 榎 内 古 墳 群 ○ 54 谷 田 部 山 合 遺 跡 ○ ○ ○
14 島名榎内西古墳群 ○ 55 谷 田 部 陣 馬 遺 跡 ○ ○
15 島 名 榎 内 遺 跡 ○ 56 谷 田 部 漆 遺 跡 ○ ○ ○
16 島 名 ツ バ タ 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 57 上萱丸古屋敷遺跡 ○ ○ ○
17 島 名 関 ノ 台 遺 跡 ○ 58 真 瀬 三 度 山 遺 跡 ○ ○ ○
18 島名関ノ台古墳群 ○ 59 二 本 松 遺 跡 ○
19 島 名 関 ノ 台 塚 ○ ○ 60 西 山 遺 跡 ○ ○ ○
20 島名関ノ台南Ａ遺跡 ○ ○ 61 苗 代 山 遺 跡 ○
21 島名関ノ台南Ｂ遺跡 ○ ○ ○ ○ 62 真 瀬 戸 崎 遺 跡 ○ ○ ○
22 高 田 和 田 台 遺 跡 ○ 63 真 瀬 西 原 遺 跡 ○ ○
23 高 田 遺 跡 ○ ○ 64 真 瀬 中 畑 遺 跡 ○ ○ ○
24 高 田 原 山 遺 跡 ○ ○ 65 真瀬新田谷津遺跡 ○
25 面野井北ノ前遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 66 真 瀬 新 田 古 墳 群 ○
26 面 野 井 西 ノ 台 塚 ○ ○ 67 真 瀬 堀 附 南 遺 跡 ○ ○
27 面 野 井 城 跡 ○ 68 真 瀬 堀 附 北 遺 跡 ○
28 面 野 井 古 墳 群 ○ 69 真 瀬 山 田 遺 跡 ○ ○ ○
29 面 野 井 南 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 70 真 瀬 山 田 北 遺 跡 ○ ○
30 水 堀 下 道 遺 跡 ○ ○ 71 鍋沼新田長峰遺跡 ○ ○
31 水 堀 遺 跡 ○ 72 下河原崎高山窯跡 ○
32 水 堀 屋 敷 添 遺 跡 ○ ○ 73 下河原崎高山遺跡 ○
33 水 堀 道 後 前 遺 跡 ○ 74 下河原崎高山古墳群 ○
34 大 和 田 氏 屋 敷 跡 ○ ○ 75 下河原崎谷中台遺跡 ○ ○ ○ ○
35 柳 橋 仲 畑 遺 跡 ○ ○ ○ 76 下 河 原 崎 古 墳 群 ○
36 柳 橋 遺 跡 ○ ○ 77 元 宮 本 前 山 遺 跡 ○ ○ ○
37 平 北 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 78 元中北東藤四郎遺跡 ○
38 平 後 遺 跡 ○ ○ ○ 79 元中北鹿島明神古墳 ○
39 大白硲西ノ裏遺跡 ○ 80 上河原崎本田遺跡 ○ ○ ○
40 大 白 硲 桜 下 遺 跡 ○ 81 上河原崎小山台古墳 ○
41 大白硲民部山遺跡 ○ 82 上河原崎八幡脇遺跡 ○
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第２図　島名熊の山遺跡調査区設定図（つくば市研究学園都市都市計画図 2,500 分の１から作成）
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凡例
　　調査・報告終了調査区
　　本報告調査区

13区
平成15・16・21・22年度調査
『第264・３９０集』

14区
平成16・21・２４・２５年度調査
『第280・３９０・431集』

11区
平成９・18年度調査
『第166・328集』

４区
平成７・９～11・17・21・22年度調査
『第120・166・174・280・４０３集』

３区
平成７・９年度調査
『第120・149集』

５区
平成８・９・11年度調査

『第133・149・166・174集』

２区
平成７・10年度調査
『第120・174集』

６区
平成８・９年度調査
『第133・166集』７区

平成８・９・16年度調査
『第149・280集』

10区
平成10・15年度調査
『第190・236集』

９区
平成９・16・18年度調査
『第166・280・291集』

16区
平成16・17・19・23・２４年度調査
『第280・322・３９０集』

1５区
平成16～21・２４・２５年度調査
『第291・360・389・390集』

８区
平成８～11・23年度調査

『第133・166・174・403集』

１区
平成７年度調査
『第120集』

12区
平成14～18・20・22・23年度調査

『第214・236・291・360・380・437集』

保存区域

０ 160ｍ

第３図　島名熊の山遺跡調査区割図（つくば市研究学園都市都市計画図 2,500 分の１から作成）
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  島名熊の山遺跡は，つくば市の南西部に位置し，谷田川右岸の標高約 24 ｍの台地上に立地している。調査

区は便宜上１～ 16 区（第３図）に分けられており，今回の報告分は平成 22 年度に調査した 12 区Ａ地区 1,137

㎡とＡ地区に隣接し，平成 23 年度に調査した 12 区Ｄ地区 663㎡，合計 1,800㎡についてである。

　調査の結果，Ａ地区とＤ地区合わせて，竪穴建物跡 70 棟（古墳時代 19・奈良時代 16・平安時代 35），掘立

柱建物跡 28 棟（奈良時代 15・平安時代 13），土坑 167 基（古墳時代３・奈良時代６・平安時代 12・時期不明

146），井戸跡２基（平安時代）を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に 87 箱出土している。主な遺物は，土師器（坏・椀・高台付坏・

高台付椀・皿・小皿・高坏・鉢・甕・甑・手捏土器），須恵器（坏・高台付坏・蓋・盤・瓶・鉢・甕・甑・短頸壺・

長頸瓶・𤭯・提瓶），灰釉陶器（椀・皿・長頸瓶），土製品（土玉・勾玉・羽口），石器（鏃・砥石・紡錘車），

石製品（五輪塔部材），金属製品（刀子・鏃・鎌・釘），銭貨などである。

　Ａ地区とＤ地区の境界部の台地上に位置するＲ８b7 区でテストピットを設定し，土層の堆積状況を観察し

た。土層は８層に分層できる。基本層序は以下のとおりである。

　第１層は，暗褐色を呈する表土層である。粘性は普通で , 締まりはやや強く，層厚は８～ 46㎝である。

   第２層は，褐色を呈するソフトローム層である。粘性は強く，締まりは普通で，層厚は 12 ～ 45㎝である。

　第３層は，褐色を呈するハードローム層である。粘性・締まりともにやや強く，層厚は４～ 32㎝である。

　第４層は，褐色を呈するハードローム層である。粘性はやや強く，締まりは強く，層厚は 28 ～ 36㎝である。

　第５層は，白色粒子を微量含む暗褐色を呈するハードローム層である。粘性・締まりともにやや強く，層厚

は 12 ～ 18㎝である。第２黒色帯上層に相当する。

　第６層は，白色粒子を少量含む暗褐色を呈する

ハードローム層である。粘性・締まりともにやや

強く，層厚は16 ～ 20㎝である。第２黒色帯下層に

相当する。

　第７層は，赤色粒子を微量含む灰褐色を呈する

粘土層である。粘性・締まりともにやや強く，層

厚は 10 ～ 18㎝である。

　第８層は，灰褐色を呈する粘土層である。粘性

はやや強く , 締まりは強い。下層が未掘のため，

本来の層厚は不明である。

　遺構は , 第２層上面で確認している。

第３章 調 査 の 成 果

　　　第２節 基 本 層 序

　　　第１節 調 査 の 概 要

第４図　基本土層図
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　⑴　竪穴建物跡

　第 1520 号竪穴建物跡（第５・６図）

調査年度　平成 22・23 年度に調査した。南部は平成 14 年度に調査し , 当財団調査報告『第 214 集』において報

告している。柱穴の番号については , 今回報告分と合わせて , 既調査分を新しい番号に更新した。

１　古墳時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴建物跡 19 棟 , 土坑３基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

　　　第３節 遺 構 と 遺 物

３２

１

５

４
３

D D′

２
１

C
21.4m

C′

B B′

５
４

３
２ １

A A′
21.8m

D
D
′

C
C′

B

B′

A

A′

SI 3096

SD90

SI 1528

SI 1519
P４

P３

P２

P１

平成 14年度調査

３

２

平成 22年度調査 平成 23年度調査

R8g8

０ ２m

第５図　第 1520 号竪穴建物跡実測図
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1

2

M1

3

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量
２　褐　　　色　　ロームブロック中量 , 焼土ブロック微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　暗　褐　色　　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　
５　褐　　　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土ブロック・炭化物微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量
３　暗　褐　色　　焼土粒子少量 , ロームブロック・炭化粒子微量

４　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量 , 炭化粒子
　　　　　　　　　微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック少量

位置　12 区中央部のＲ８g8 区，標高 22 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　 第 1519・1528 号竪穴建物跡を掘り込み，第 3096 号竪穴建物 , 第 90 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 6.30 ｍ，短軸 5.40 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－５ －゚Ｅである。壁は高さ 34 ～ 40㎝で，

直立している。

床　平坦で，中央部から北部にかけて踏み固められている。壁溝が南部以外の壁下に巡っている。

竈　北壁の中央から東寄りに付設されている。煙道部を第 3096 号竪穴建物に , 火床面と左袖部を耕作の撹乱

により壊されており , 右袖部だけの確認である。そのため , 詳しい形状や規模は不明である。

ピット　４か所。Ｐ１・Ｐ３は深さ 30㎝・82㎝で , 規模や配置から主柱穴と考えられる。Ｐ２・Ｐ４につい

ては ,『第 240 集』を参照されたい。覆土の第１・２層は埋土で , 第３～５層は柱抜き取り痕である。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックなどを含む層が不規則に堆積していることから , 埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片 225 点（坏 29，高台付坏１，甕類 195），須恵器片 32 点（坏 11，蓋２，高台付坏１，

高坏１，壺２，甕類 14，甑１），灰釉陶器片２点（椀），金属製品１点（鏃）が覆土中から散乱した状態で出

土している。３は北東コーナー部の床面から横位の状態で出土しており，遺棄されたものと思われる。２は北

西コーナー部の覆土上層から出土しており，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第６図　第 1520 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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第 1520 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第６図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［14.4］（3.3） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削

り　体部内面横ナデ 覆土中 40%

２ 土師器 甕 ［18.6］（9.4） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面横ナデ 覆土上層 10%

３ 土師器 甕 15.1 18.7 6.9 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ磨き　体

部内面ヘラナデ
北東コーナー

床面 90%　PL32

調査年度　平成 22 年度に調査した。北部は平成 15 年度に調査し , 当財団調査報告『第 236 集』において報告し

ている。柱穴の番号については，今回報告分と合わせて , 既調査分を新しい番号に更新した。

ピット土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量 , 炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック少量 , 炭化粒子微量

３　褐　　　色　　ローム粒子少量 , 炭化粒子微量
４　褐　　　色　　ローム粒子少量

　第 1740 号竪穴建物跡（第７・８図）

位置　12 区中央部のＲ７a4 区，標高 23 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　 第 206 号掘立柱建物，第 6841 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 5.78 ｍ，短軸 5.60 ｍの方形で，主軸方向はＮ－４ －゚Ｅである。壁は高さ 20 ～ 44㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，主柱穴に囲まれた部分が踏み固められている。壁溝が壁下に巡っている。

竈　北壁の中央部のやや東寄りに付設されている。詳しくは『第 236 集』を参照されたい。

ピット　５か所。Ｐ２・Ｐ３は深さ 34㎝・48㎝で , 規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 12㎝で , 出入口

施設に伴うピットと考えられる。Ｐ１・Ｐ４については ,『第 236 集』を参照されたい。覆土の第１・２層は

柱抜き取り痕で , 第３・４層は柱を立てた時の充填土である。

覆土　10 層に分層できる。ロームブロックなどが含まれる層が不規則に堆積していることから , 埋め戻されて

いる。
土層解説
１　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，焼土粒子少量
２　黒 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子
　　　　　　　　　微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子少量
５　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

６　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量
７　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
８　褐　　　色　　ロームブロック中量
９　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
10　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ１ 鏃 ［4.3］ 0.6 ～
2.2 0.3 （6.0） 鉄 有茎五角形式　鏃身部両丸造り　鏃身関賜抉　頸部断面長方形 覆土中 PL47

遺物出土状況　土師器片 366 点（坏 79，高台付坏１，甕類 285，甑１），須恵器片 95 点（坏 34，高台付坏５，

蓋 11，甕類 45），石器１点（砥石），金属製品１点（鏃ヵ）が覆土中から散乱した状態で出土している。４・

６は中央部から南西寄りの覆土中層から出土しており，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。Ｍ２は床面

から出土したものと覆土中層から出土したものが接合していることから，折ってから投棄されたものと思われ

る。Ｑ１は南壁際の床面から出土しており，遺棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。
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第７図　第 1740 号竪穴建物跡実測図
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第 1740 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第８図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

４ 土師器 坏 ［13.0］（3.8） － 長石・石英・
赤色粒子 灰褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削

り　体部内面横ナデ 覆土中層 50%

５ 土師器 坏 ［13.8］（4.0） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削

り　体部内面指頭押圧 覆土中 40%

６ 土師器 甕 ［15.8］（7.1） － 長石・石英・
細礫

にぶい
赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ 覆土中層 10%　

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ１ 砥石 17.5 15.2 4.9 1,755 粘板岩 断面長方形　砥面３面 南壁際
覆土下層 PL45

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ２ 鏃カ （8.2） 0.4 ～
0.7

0.2 ～
0.4 （6.5） 鉄 頸部長く屈折　頸部・茎部断面は長方形　頸関棘関 床　　面

覆土中層 PL47

4

5

6

M2

Q1

第８図　第 1740 号竪穴建物跡出土遺物実測図

　第 2808 号竪穴建物跡（第９～ 11 図　PL ３）
位置　12 区東部のＲ９f4 区，標高 19 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　 第 3151 号竪穴建物 , 第 586・587 号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　南東部が削平されているが , 壁や柱穴の状況から長軸 5.60 ｍ，短軸 5.22 ｍの方形で，主軸方向

はＮ－ 21 －゚Ｗと推測される。壁は西部で遺存しており , 高さ 19㎝でほぼ直立している。

床　中央部から北西部は平坦で，踏み固められている。壁溝が北壁西側と西壁下に巡っている。
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第９図　第 2808 号竪穴建物跡実測図

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 146㎝ , 燃焼部幅は 58㎝である。火床部は

床面から６㎝掘りくぼめ , ロームブロックを含む第６層を埋土して構築されている。袖部は地山のローム層上

に粘土ブロックを含む第７・８層を積み上げて構築されている。火床面は第６層上面で , 火熱を受けて赤変硬

化している。煙道部は壁外に 45㎝掘り込まれ , 火床部から緩やかに立ち上がっている。
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第 10図　第 2808 号竪穴建物跡出土遺物実測図（１）

遺物出土状況　土師器片 143 点（坏 34，鉢３，甕類 106），須恵器片７点（坏３，長頸瓶１，甕類３）が，竈

南側から北西コーナー部を中心に散乱した状態で出土している。９・10 は竈前面の床面からほぼ完形で出土

していることから，遺棄されたものと思われる。そのほかの遺物の多くは覆土中層を中心に破片で出土してい

ることから，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から 7 世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１　黒 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２　灰 褐 色　　ロームブロック中量 , 焼土ブロック・炭化物少量
３　にぶい褐色　　焼土ブロック・粘土ブロック中量,ロームブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物微量
４　にぶい赤褐色　　焼土ブロック多量 , 炭化物中量 , ロームブロッ
　　　　　　　　　ク・粘土ブロック少量
５　暗　褐　色　　炭化物中量 , ロームブロック・焼土ブロック・

　　　　　　　　　粘土ブロック少量
６　赤　褐　色　　焼土ブロック多量 , ロームブロック少量 , 炭化
　　　　　　　　　粒子微量
７　褐　　　色　　ロームブロック中量 , 焼土ブロック・炭化物・
　　　　　　　　　粘土ブロック少量
８　にぶい黄褐色　　粘土ブロック中量 , ロームブロック少量 , 炭化
　　　　　　　　　粒子微量

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 46 ～ 60㎝で , 規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 28㎝で , 南壁際

の竈に向かい合う位置にあることから出入口施設に伴うピットと考えられる。覆土の第１・２層は柱抜き取り

後の埋土で , 第３～７層は柱抜き取り後の堆積土である。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量 , 炭化物微量
２　にぶい黄褐色　　ロームブロック多量 , 炭化粒子微量
３　褐　　　色　　ロームブロック多量
４　黒　褐　色　　ロームブロック中量 , 粘土ブロック少量

５　黒　褐　色　　ロームブロック中量 , 炭化物微量
６　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 炭化物微量
７　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 炭化粒子微量

覆土　７層に分層できる。ロームブロックなどを含む層が不規則に堆積していることから , 埋め戻されている。
土層解説
１　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量
２　黒 褐 色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量
４　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 炭化粒子微量

５　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量 , 焼土ブロック少量
７　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量
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第 11図　第 2808 号竪穴建物跡出土遺物実測図（２）

第 2808 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 10・11 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

７ 土師器 坏 ［12.6］（4.0） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削

り　体部内面横ナデ 覆土中層 40%

８ 土師器 坏 ［14.0］（3.7） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ磨き　体
部内面ナデ 覆土中層 40%

９ 土師器 坏 13.4 4.8 － 長石・石英・
雲母・細礫 黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削

り　体部内面ヘラ磨き 床面 100% PL29

10 土師器 坏 13.2 4.6 － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位・斜位の

ヘラ削り　体部内面ヘラナデ 床面 90%　PL29

11 土師器 坏 ［14.3］ 4.6 － 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位・斜位のヘ

ラ削り　体部内面ナデ　底部に条線状の研磨痕 覆土中層 80%　PL29

12 土師器 坏 ［13.6］（3.8） － 長石・石英 にぶい
黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削

り　体部内面ナデ　 覆土中層 50%　
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

13 土師器 鉢 13.2 8.9 8.2 長石・石英・細礫 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラナデ　下
端部ヘラ磨き　体部内面ナデ 覆土中層 95%　PL29

14 須恵器 長頸瓶 9.1 （16.0） － 長石・石英 灰 普通 口縁部・頸部外・内面ロクロナデ　２条２組の沈線文周回　肩部櫛
歯状工具の刺突文　沈線文　体部外面ヘラ削り　体部内面指頭押圧 覆土中層 50%　PL30

北関東産カ

15 土師器 甕 13.9 （11.1） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部外面横ナデ　口縁部内面ヘラナデ　体部
外面ヘラ磨き　体部内面ヘラナデ　 覆土中層 40%　PL32

16 土師器 甕 ［17.0］（9.0） － 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラナ

デ　体部内面横ナデ 覆土中層 40%

17 土師器 甕 19.5 ［31.7］ 9.0 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラナ

デ　横位のヘラ削り　底部ヘラ削り 床面 20%

18 土師器 鉢 ［5.2］ 5.1 ［6.4］ 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面指頭押圧　体

部内面指ナデ　底部木葉痕 覆土中層 50%　PL30

19 土師器 鉢  ［6.6］ 4.8 4.0 長石・石英・
黒色粒子 浅黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ

底面木葉痕 覆土上層 50%　

　第 2969 号竪穴建物跡（第 12 図　PL ４）

位置　12 区中央部のＱ８h9 区，標高 20 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　 第 2970 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　北半部が調査区域外へ延びているため,東西幅は2.76ｍで，南北軸は1.80ｍだけ確認した。方形で，

主軸方向はＮ－ 13 －゚Ｗと推測される。壁は高さ 10 ～ 12㎝で，外傾している。

床　北半部は未調査で東部は削平されているが，西部はほぼ平坦で，さほど踏み固められてはいない。壁溝が

東部と南壁の一部を除いて巡っている。

ピット　２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ 22㎝・16㎝で , 規模や配置から主柱穴と考えられる。Ｐ１の第１～３層は

柱抜き取り後の埋土である。Ｐ２の第４層は柱抜き取り痕である。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック少量　

３　黒　褐　色　　ロームブロック少量 , 炭化粒子・粘土粒子微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

覆土　第 2970 号竪穴建物跡の床面精査の際，本跡が確認されたため，覆土の状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片８点（甕類）が，床面及び壁溝覆土から出土している。小片のため図示できない。

所見　第 2970 号竪穴建物に掘り込まれていることから，時期は７世紀中葉以前と考えられる。
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　第 2970 号竪穴建物跡（第 13・14 図　PL ４）

位置　12 区中央部のＱ８i9 区，標高 20 ｍの台地縁辺部に位置している。
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ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ 36 ～ 68㎝で , 規模や配置から主柱穴と考えられる。Ｐ４は深さ 20㎝で，

南壁際に位置することから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５は深さ 36㎝で，性格は不明である。

覆土の第１～５層は，すべて柱抜き取り後の埋土である。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　
３　黒　褐　色　　ロームブロック中量　　　

４　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　
５　暗　褐　色　　ロームブロック中量

覆土　３層に分層できる。西側からの流入が認められる自然堆積である。

土層解説
１　灰　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土ブロック微量
２　褐　灰　色　　ロームブロック少量　

３　黒　褐　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片 88 点（坏 15，甕類 73），須恵器片 13 点（坏５，蓋３，甕類５）が，南西部を中心に

出土している。20・21 は南壁際の床面からほぼ完形でそれぞれ出土し，遺棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から７世紀中葉と考えられる。

第 2970 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 14 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

20 土師器 坏 13.1 4.3 － 長石・石英 にぶい
黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　体

部内面ナデ 床面 80%　PL29

21 土師器 坏 13.6 4.9 － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　体
部内面ナデ 床面 70%　PL29

22 土師器 甕 ［22.6］（16.0） － 長石・石英・雲母・
黒色粒子 明黄褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面下位ヘラ磨

き　体部内面ヘラナデ 覆土下層 30%

20

22

21

第 14図　第 2970 号竪穴建物跡出土遺物実測図

重複関係　 第 2969・3128 号竪穴建物跡を掘り込み，第 7160・7161・7163・7165 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北部が調査区域外へ延びているため , 南北軸は 6.24 ｍだけ確認した。東部が削平されており，東

西軸は柱穴の状況から 6.72 ｍで，主軸方向はＮ－ 21 －゚Ｗと推測される。壁は高さ 35㎝で，ほぼ直立している。

床　東部は削平されているが，南西部はほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が南壁西側と西

壁壁下に巡っている。

　第 3083A 号竪穴建物跡（第 15 図　PL ５）

位置　12 区中央部のＲ 7e0 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している

重複関係　 当初は１棟の竪穴建物跡として調査を進めたが , 第 3083B・C 号竪穴建物の２回にわたり建て替え

が行われていると判断した。そのほか , 第 138・578 号掘立柱建物，第 6987 土坑に掘り込まれている。
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竈・貼床土層解説
１　褐　　　色　　ロームブロック多量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック多量
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子・炭化粒子・粘

                           土粒子微量
４　極 暗 褐 色　　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子少量・炭
　　　　　　　　　化粒子微量

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 32 ～ 54㎝で , 規模や配置から , 主柱穴と考えられる。

規模と形状　長軸 5.42 ｍ，短軸 4.90 ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－７ －゚Ｗである。壁はすべて削平され

ており不明である。

床　平坦で，主柱穴で囲まれた部分が踏み固められている。壁溝が北東部と北西部・南西部を除いて，壁下に

巡っている。北東部と北西部・南西部で壁溝が確認できなかったのは , 本跡を拡張した第 3083B 号竪穴建物の

掘方により壊されたと考えられる。

竈　北壁の中央部に付設されている。第 3083B 号竪穴建物のための掘り込みで , 袖部や燃焼部は壊されてお

り , 第 3083B 号竪穴建物の床面で , 竈の掘方が確認されている。火床部は確認面から 14㎝ほど掘り込まれ，粘

土粒子・ロームブロックなどを含む層を埋土し，構築されている。煙道部は壁外へ 45㎝掘り込まれ , 緩やか

に立ち上がっている。
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遺物出土状況　土師器片３点（坏１，甕類２）が，本跡の床面である第１層の下のローム層上面から出土して

いる。土器片はいずれも細片で図示できない。
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　第 3083B・3083C 号竪穴建物跡（第 16 ～ 18 図　PL ４・５）
　ここでは , 規模や形状を変えずに建て替えを行っている第 3083B 号竪穴建物跡と第 3083C 号竪穴建物跡を

一緒に報告する。　

所見　時期を決定できる土器は出土していないが，第 3083B 号竪穴建物が本跡の主柱穴の位置を変えずに建

て替えを行っていることから，本跡の廃絶と第3083B号竪穴建物への建て替えは連続して行われたと思われる。

したがって，本跡の時期は第 3083B 号竪穴建物跡と同時期の７世紀前葉と考えられる。
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位置　12 区中央部のＲ 7e0 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。
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重複関係　第 3083A 号竪穴建物跡の四方を拡張して第 3083B 号竪穴建物が構築され , 第 3083B 号竪穴建物の

規模や形状を変えずに , 第 3083C 号竪穴建物が建て替えられている。そのほか , 第 138・560・578 号掘立柱建

物 , 第 6987・6993 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 6.58 ｍ，短軸 6.10 ｍの方形で，主軸方向はＮ－５ －゚Ｗである。壁は高さ 16 ～ 22㎝で , ほ

ぼ直立している。

床　第 3083B・3083C 号竪穴建物跡は平坦な貼床で，中央部と竈周辺が踏み固められている。壁溝が北壁東側

を除いて，壁下に巡っている。第 3083B 号竪穴建物跡の掘方は壁周辺では地山を 16 ～ 22㎝ほど掘り込み , ロ

ーム粒子などが含まれる第５～８層を埋土している。貼床は , その上にロームブロックが多量に含まれる締ま

りの強い第２層などを突き固めて構築されれいる。第 3083C 号竪穴建物の貼床は，第 3083B 号竪穴建物跡の

床の上にロームブロックを多量に含み締まりの強い第１層を積み上げ構築している。

掘方・貼床土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック多量（締まり強い）
２　褐 色　　ロームブロック多量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
　　　　　　　　　（締まり強い）
３　褐　　　色　　ロームブロック多量
４　暗 褐 色　　ローム粒子・焼土粒子少量 , 粘土粒子微量　　

５　暗　褐　色　　焼土粒子・粘土粒子少量 , ローム粒子・炭化粒
　　　　　　　　　子微量
６　褐　　　色　　ローム粒子中量 , 焼土粒子微量
７　暗　褐　色　　ローム粒子少量 , 粘土粒子微量
８　黒　褐　色　　ローム粒子少量 , 粘土粒子微量

竈　北壁の中央部に付設されており , 他には竈の痕跡は確認されていないことから , 第 3083C 号竪穴建物は建

て替えに際して，竈の位置を変えなかったと考えられる。規模は焚口部から煙道部まで 128㎝で , 燃焼部幅は

32㎝である。火床部は床面から 22 ～ 28㎝掘りくぼめ , 第 21 ～ 23 層を埋土して構築されている。袖部は , そ

の上に砂質粘土を主体とした第 13・14 層などを積み上げて構築されている。火床面は , 第 11 層上面で , 火熱
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竈土層解説
１　灰　褐　色　　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量
２　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　　・粘土粒子微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック少量，粘土粒子微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土粒子
　　　　　　　　　微量
６　極 暗 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　　・粘土粒子微量
７　灰　褐　色　　粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック
　　　　　　　　　・炭化物微量
８　灰　褐　色　　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量　　
９　赤　褐　色　　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘
　　　　　　　　　土粒子微量
10　褐　　　色　　ローム粒子少量
11　赤　褐　色　　焼土粒子中量，粘土粒子少量，ローム粒子・炭
　　　　　　　　　化粒子微量
12　暗 赤 褐 色　　焼土粒子中量，粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

　　　　　　　　　粒子微量
13　にぶい褐色　　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒
　　　　　　　　　子微量
14　灰　褐　色　　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
15　にぶい褐色　　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒
　　　　　　　　　子微量
16　赤　褐　色　　焼土ブロック中量，粘土粒子少量，ローム粒子
　　　　　　　　　・炭化粒子微量
17　暗　褐　色　　焼土ブロック少量，ローム粒子・粘土粒子・炭
　　　　　　　　　化粒子微量
18　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒
　　　　　　　　　子微量
19　赤　褐　色　　焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子微量
20   暗　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量　
21　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量
22　暗 赤 褐 色　　ローム粒子・焼土粒子少量
23　褐　　　色　　ロームブロック中量　

を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 45㎝掘り込まれ , 火床部から外傾している。 

遺物出土状況　第 3083B 号竪穴建物跡の貼床である第２層から，土師器片８点（坏２，甕類６），須恵器片２

点（坏，甕類）が出土しているが，細片で図示できない。第 3083C 号竪穴建物跡からは土師器片 533 点（坏

57，高坏１，甕類 475），須恵器片 24 点（坏６，高坏２，蓋３，甕類 13），土製品１点（土玉）が散乱した状

態で出土している。23 は西壁寄りの覆土下層から出土しており，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　第 3083B 号竪穴建物の廃絶と第 3083C 号竪穴建物への建て替えは，規模や竈の位置を変えずに行って

いることから，連続していたと思われる。したがって，時期は第 3083B 号竪穴建物跡と第 3083C 号竪穴建物

跡を同時期のものと捉え，第 3083C 号竪穴建物跡出土土器から７世紀前葉と考えられる。

覆土　12 層に分層できる。ロームブロックや焼土ブロックなどが含まれる層が不規則に堆積しており , 埋め戻

されている。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子微量
３　褐　　　色　　ロームブロック中量
４　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土ブロック・炭化粒子

　　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５　褐　　　色　　ロームブロック多量　　　　　　　　　　　　
６　暗　褐　色　　ロームブロック中量

ピット　８か所。Ｐ１～Ｐ４は，Ｐ１・Ｐ４では新旧関係が確認され，Ｐ２・Ｐ３では柱抜き取り後埋土され

ていることや，深さは 32 ～ 54㎝で規模や配置から，第 3083B 号竪穴建物の主柱穴と考えられる。Ｐ１・Ｐ４

～Ｐ６は第 3083C 号竪穴建物の貼床と考えられる第１層上で確認されていることや , 深さ 36 ～ 62㎝で規模や

配置から , 第 3083C 号竪穴建物の主柱穴と考えられる。第 3083C 号竪穴建物の北側の主柱穴の位置はＰ１・Ｐ

４を利用し，南側主柱穴はＰ２・Ｐ３から約 50㎝南へＰ５・Ｐ６を新たに構築している。Ｐ７・Ｐ８は深さ 34

㎝・62㎝で , 南側の東西軸上に位置しており , 第 3083C 号竪穴建物の補助柱穴と考えられる。Ｐ１・Ｐ４の第１・

３～５層は第 3083C 号竪穴建物跡の主柱穴の抜き取り痕である。Ｐ２・Ｐ３の第１・２・４・６層は第 3083B

号竪穴建物跡主柱穴の抜き取り後の埋土である。Ｐ５～Ｐ８の第１～３層は柱抜き取り後の埋土である。

土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量
３　極 暗 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック少量 , 炭化物微量
４　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　
５　極 暗 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量　
６　暗　褐　色　　ローム粒子少量 , 焼土粒子・粘土粒子微量　　
７　極 暗 褐 色　　粘土粒子少量 , ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

　　　　　　　　　子微量
８　黒　褐　色　　ローム粒子少量 , 焼土ブロック・炭化物・粘土
　　　　　　　　　粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　
９　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土ブロック・炭化物微量
10　暗　褐　色　　ローム粒子少量 , 焼土ブロック・炭化物微量　
11　極 暗 褐 色　　ロームブロック少量 , 炭化粒子微量　　　　　
12　暗　褐　色　　ローム粒子少量 , 焼土ブロック・炭化物微量
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

23 土師器 甕 ［17.8］（6.6） － 長石・石英・雲
母・黒色粒子 黄橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外・内面横ナデ 覆土下層 5%

第 3083C 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 18 図）

番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP1 土玉 1.9 （1.5） 0.5 （3.6） 長石・石英 にぶい赤褐 ナデ　一方からの穿孔　上・底面平坦 覆土中 PL45

23 DP1

第 18図　第 3083C 号竪穴建物跡出土遺物実測図

位置　12 区中央部のＲ 7d4 区，標高 23 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　 第 3086・3090C・3095 号竪穴建物 , 第 569 号掘立柱建物 , 第 6815・6816・6819・6820・6822・

6823・6840 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 7.00 ｍ，短軸 6.88 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 10 －゚Ｗである。壁は高さ 30 ～ 35㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦な貼床で，中央部と竈南側は踏み固められている。貼床はロームブロックなどを含む第 10 層を突き

固めて構築されている。壁溝が南西部を除いて，壁下に巡っている。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 135㎝ , 燃焼部の幅は 42㎝である。火床部

は床面から 13 ～ 18㎝掘りくぼめ , ロームブロックを中量含む第 24・25 層を埋土して構築されている。袖部

はその上に砂質粘土を主体とした第 18 ～ 22 層を積み上げて構築されている。火床面は , 第 23 層上面で , 火

熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 50㎝掘り込まれ , 外傾している。

　第 3087 号竪穴建物跡（第 19・20 図　PL ５・６）

竈土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土
　　　　　　　　　粒子少量
２　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量，
　　　　　　　　　炭化物微量　
３　灰 褐 色　　粘土ブロック中量,ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物微量
４　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量 , 焼土粒子・炭化粒
　　　　　　　　　子微量
５　灰　褐　色　　粘土粒子中量 , ローム粒子・炭化粒子少量 ,
　　　　　　　　　焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　
６　にぶい赤褐色　　焼土ブロック・粘土粒子中量 ,　ローム粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子少量　　　　　　　　　　　
７　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量 , ロームブロック・炭化物・
　　　　　　　　　粘土粒子少量　　　　　
８　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量 ,
　　　　　　　　　粘土粒子微量
９　暗　褐　色　　焼土粒子・粘土粒子少量 , 炭化物微量　
10　灰　褐　色　　粘土粒子中量 , ロームブロック・焼土ブロック・
　　　　　　　　　炭化物少量
11　暗 赤 褐 色　　焼土粒子・粘土粒子中量 , ローム粒子・炭化粒
　　　　　　　　　子少量
12　褐　　　色　　ロームブロック・焼土粒子中量 , 炭化粒子微量

13　にぶい赤褐色　　焼土ブロック中量 , 粘土ブロック・炭化物少量 ,
　　　　　　　　　ローム粒子微量
14　灰　褐　色　　粘土粒子中量 , ローム粒子・焼土粒子・炭化粒
　　　　　　　　　子少量
15　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量 , 炭化粒子少量 ,ローム粒子微量
16　極暗赤褐色　　焼土ブロック少量 , ローム粒子・炭化粒子微量
17　暗　褐　色　　焼土ブロック少量 , ローム粒子・炭化粒子微量
18　赤　褐　色　　焼土ブロック多量 , 炭化物・粘土粒子少量 , ロー
　　　　　　　　　ム粒子微量
19　褐　灰　色　　粘土粒子多量 , 焼土ブロック・ローム粒子少量，
　　　　　　　　　炭化物微量
20　灰　褐　色　　粘土粒子多量 , ロームブロック・焼土ブロック・
　　　　　　　　　炭化物少量
21　灰　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子中量 , 焼土ブロック・
　　　　　　　　　炭化物少量
22　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子中量，焼土粒子・炭
　　　　　　　　　化粒子微量
23　にぶい赤褐色　　焼土ブロック・灰少量 , 炭化粒子・粘土粒子微量
24　暗 赤 褐 色　　ロームブロック中量 , 炭化粒子・粘土粒子少量 ,
　　　　　　　　　焼土粒子微量
25　褐　　　色　　ロームブロック中量 , 粘土ブロック・炭化物少
　　　　　　　　　量 , 焼土粒子微量
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第 19図　第 3087 号竪穴建物跡実測図

26　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒
　　　　　　　　　子少量

27　暗　褐　色　　ローム粒子中量 , 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒
　　　　　　　　　子微量

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 35 ～ 52㎝で , 規模と配置から主柱穴である。Ｐ１～Ｐ３の第１～５層は

柱抜き取り後の埋土である。Ｐ４の第１・２層は柱抜き取り痕である。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ローム粒子少量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック中量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック中量 , 炭化物微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック中量 , 焼土粒子・炭化粒子微量

５　褐　　　色　　ロームブロック中量 , 炭化物微量
６　褐　　　色　　ロームブロック中量 , 炭化粒子微量
７　暗　褐　色　　ロームブロック中量　
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第 20図　第 3087 号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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覆土　９層に分層できる。ロームブロックなどが含まれた層が不規則に堆積していることから , 埋め戻されて

いる。第 10 層は貼床の構築土である。

土層解説
１　褐　　　色　　ロームブロック中量 , 焼土ブロック微量
２　褐　　　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
３　にぶい褐色　　ロームブロック・焼土ブロック微量
４　橙　　　色　　ローム粒子・焼土粒子微量
５　明　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子微量

６　褐　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量
７　にぶい褐色　　ロームブロック中量 , 焼土粒子微量
８　褐　　　色　　ロームブロック少量 , 焼土ブロック少量　
９　にぶい橙色　　ロームブロック中量 , 焼土粒子微量
10　褐　　　色　　ローム粒子中量 , 炭化粒子微量 

遺物出土状況　土師器片 411 点（坏 107，甕類 304），須恵器片 15 点（坏 10，蓋１，甕類４），土製品２点（管

玉，支脚）が散乱した状態で出土している。25 は中央部からやや東寄りの床面から出土しており，遺棄ある

いは投棄されたものと思われる。DP ３は竈燃焼部から横位の状態で出土し，遺棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第 3087 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 20 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

24 土師器 坏 ［12.2］ 4.3 － 長石・石英 黒 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削
り　体部内面ナデ 覆土中 50%　PL29

25 土師器 鉢 ［12.8］（5.1） － 長石・石英 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ナデ 床面 10%

番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP2 管玉 3.4 1.2 0.3 （5.1） 長石・石英 にぶい赤褐 ナデ　一方からの穿孔　一部欠損 覆土中 PL45

　第 3090A 号竪穴建物跡（第 21 図）

位置　12 区中央部のＲ７c2 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　当初は１棟の竪穴建物跡として調査を進めたが , 第 3090B・3090C 号竪穴建物へと２回の建て替え

が行われていることが判明した。そのほか , 第 3088・3097 号竪穴建物 , 第 570 掘立柱建物 , 第 6826・6874・

6885 号土坑に掘り込まれている。　 

規模と形状　竈や柱穴の位置から一辺 4.40 ｍほどの方形で，主軸方向はＮ－６ －゚Ｗと推定される。壁はすべ

て壊されており不明である。

床　第 3090B 号竪穴建物構築時の掘り込みにより削平されたと考えられる。

竈　第 3090B 号竪穴建物構築時に本跡竈の袖部や燃焼部は壊されており , 第 3090B 号竪穴建物跡の床面で，

竈の掘方が北壁の中央部に確認されている。燃焼部は確認面から 15㎝ほど掘り込まれている。煙道部は壁外

へ 122㎝掘り込まれ , 緩やかに立ち上がっている。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 45 ～ 56㎝で , 規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 39㎝で , 南壁際

の竈に向かい合う位置にあることから , 出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　第 3090B 号竪穴建物跡の床で確認されたため , 覆土の状況は不明である。

遺物出土状況　竈掘方の覆土から土師器片６点（坏２，甕類４），須恵器片１点（甕類）が出土している。い

ずれも細片で図示できない。

所見　時期を決定できる遺物は出土していないが，第 3090B 号竪穴建物は本跡の柱穴を利用して建て替えを

番号 器　種 最小径 最大径 高さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP3 支脚 3.0 10.4 19.4 703.9 長石・石英・細礫 橙 ナデ　指頭押圧 竈覆土中層 100%　PL45
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行っていることから，本跡の廃絶と第 3090B 号竪穴建物への建て替えは連続していたと思われる。したがって，

本跡の時期は第 3090B 号竪穴建物跡と同時期の６世紀後葉と考えられる。
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　第 3090B・3090C 号竪穴建物跡（第 22 ～ 24 図　PL ６）

　ここでは , 規模や形状を変えずに建て替えを行っている第 3090B 号竪穴建物跡と第 3090C 号竪穴建物跡を

一緒に報告する。

位置　12 区中央部のＲ 7c2 区，標高 23 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 3090A 号竪穴建物跡の四方を拡張して第 3090B 号竪穴建物跡が構築され , 第 3090B 号竪穴建物

の規模や形状を変えずに , 第 3090Ｃ号竪穴建物が建て替えられている。そのほか , 第 3087・3088A・3089・

3091・3092・3097 号竪穴建物 , 第 570 号掘立柱建物 , 第 6826・6834・6858・6873・6874 号土坑に掘り込まれ

ている。

規模と形状　長軸 8.04 ｍ，短軸 7.56 ｍの方形で，主軸方向はＮ－６ －゚Ｗである。壁は高さ 10 ～ 14㎝で，ほ

ぼ直立している。
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床　第 3090B・3090C 号竪穴建物跡の床はともにほぼ平坦な貼床で，中央部と竈周辺は踏み固められている。

第 3090C 号竪穴建物跡の貼床は，ロームブロックを中量含み締まりが強い第 18 層を第 3090B 号竪穴建物跡の

貼床はロームブロックを中量含み締まりが強い第 19 層を突き固めて構築されている。壁溝が重複箇所以外の

壁下に巡っている。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 122㎝で , 燃焼部幅は 68㎝である。火床部

は床面から 13 ～ 17㎝掘りくぼめ , 第 15 ～ 19 層を埋土して構築されている。袖部は , 埋土の上に粘土ブロック・

ロームブロックが含まれる第 11 ～ 14 層を積み上げて構築されている。火床面は , 第 16 層上面で , 火熱を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 55㎝掘り込まれ , 緩やかに立ち上がっている。

竈土層解説
１　にぶい赤褐色　　焼土粒子中量 , ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　暗 赤 褐 色　　焼土粒子・炭化粒子少量 , ローム粒子微量
３　にぶい赤褐色　　焼土粒子多量 , 炭化粒子少量
４　にぶい赤褐色　　炭化粒子中量 , 焼土粒子少量 , ローム粒子微量
５　灰　褐　色　　ローム粒子中量 , 焼土粒子・炭化粒子少量
６　にぶい赤褐色　　焼土粒子中量 , ローム粒子・炭化粒子微量
７　暗　褐　色　　焼土粒子少量 , ローム粒子・炭化粒子・粘土粒
　　　　　　　　　子微量
８　褐　　　色　　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量　
９　にぶい褐色　　焼土ブロック・粘土ブロック少量 , 炭化粒子微量
10　褐　　　色　　ロームブロック少量,焼土ブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物微量
11　灰　褐　色　　粘土粒子多量 , 焼土ブロック中量 , 炭化物・ロー
　　　　　　　　　ム粒子少量
12　灰　褐　色　　粘土粒子多量 , 焼土ブロック・炭化物中量 , ロー

　　　　　　　　　ムブロック少量
13　灰　褐　色　　粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化物中量，ロー
　　　　　　　　　ム粒子少量
14　褐　　　色　　ロームブロック中量 , 焼土ブロック・炭化物少量
15　暗　褐　色　　ロームブロック中量 , 焼土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　　少量
16　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量 ,
　　　　　　　　　粘土ブロック少量
17　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック中量,粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物少量
18　暗　褐　色　　ロームブロック中量 , 焼土粒子少量 , 炭化粒子・
　　　　　　　　　粘土粒子微量
19　褐　　　色　　ロームブロック中量,焼土ブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物微量
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第 23図　第 3090B・3090C 号竪穴建物跡実測図（２）　　

ピット　11 か所。いずれのピットも重複関係があり , 古い方のピット番号の前にＢを , 新しい方にはＣを付け

報告する。ＢＰ１～ＢＰ４は深さ 40 ～ 75㎝で , 規模や配置から第 3090B 号竪穴建物跡の主柱穴と考えられる。

ＢＰ５・ＢＰ６は深さ 19㎝・28㎝で , 南壁際の竈に向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピット

と考えられる。ＣＰ１～ＣＰ４は深さ 46 ～ 82㎝で , 規模や配置から第 3090C 号竪穴建物跡の主柱穴と考えら

れる。ＣＰ５は深さ 12㎝で , 南壁際の竈に向かい合う位置にあることから出入口施設に伴うピットと考えられ

る。ＣＰ１・ＣＰ４の第１・２層は第 3090C 号竪穴建物跡の柱抜き取り痕である。
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ピット土層解説
１　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
４　褐　　　色　　ローム粒子少量 , 炭化粒子微量　　　　　　　
５　灰　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量 , 焼土粒子微量

６　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 炭化粒子微量　　　　　
７　暗　褐　色　　ローム粒子少量 , 焼土粒子微量　　　　　　　
８　褐　　　色　　ロームブロック少量 , 炭化粒子微量　　　　　
９　灰　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量
　　　　　　　　　　　　　　　

貯蔵穴　北東コーナー部に付設されている。長径 90㎝ , 短径 56㎝の楕円形で , 深さは 32㎝である。底面は平

坦で , 壁は外傾している。

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量
２　黒　褐　色　　ロームブロック少量

３　暗　褐　色　　ロームブロック中量 , 炭化粒子少量
４　暗　褐　色　　ロームブロック中量 , 粘土ブロック少量　

覆土　17 層に分層できる。ロームブロックなどが含まれる層が不規則に堆積していることから , 埋め戻されて

いる。第 20 ～ 22 層は，堀方の埋土で，第 18・19 層は，それぞれ第 3090C・3090B 号竪穴建物跡の貼床の構

築土である。
土層解説
１　暗　褐　色　　ローム粒子少量 , 炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック中量 , 焼土粒子微量
６　暗　褐　色　　焼土ブロック・炭化物少量 , ローム粒子微量
７　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量 , 焼土ブロック微量
８　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 炭化物微量
９　黒　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土ブロック微量
10　暗　褐　色　　ロームブロック中量
11　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量
12　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量　
13　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・砂粒少量，炭
　　　　　　　　　化物微量

14　灰　褐　色　　焼土ブロック・粘土粒子中量 , ロームブロック・
　　　　　　　　　炭化物少量　　　　　　　　　　　　　　　　
15　暗　褐　色　   ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土
　　　　　　　　　粒子少量
16　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック・炭化物少量 , ロームブロック微量
17　暗　褐　色　　ローム粒子微量
18　暗　褐　色　　ロームブロック中量 , 炭化物少量 , 焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク微量（締まり強い）
19　褐　　　色　　ロームブロック中量 , 炭化物微量（締まり強い）
20　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量,ロームブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物少量
21　暗　褐　色　　ロームブロック中量 , 焼土ブロック・炭化粒子少量
22　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量，
　　　　　　　　　粘土ブロック少量

遺物出土状況　第 3090B 号竪穴建物跡の貼床である第 19 層から土師器片８点（坏３，甕類５），須恵器片１点（甕

類）が出土しているが細片で図示できない。第 3090C 号竪穴建物跡からは土師器片 337 点（坏 91，高台付坏１，

高坏２，鉢１，甕類 240，甑２），須恵器片 24 点（坏 10，高台付坏１，甕類 13）が出土している。28 は中央

部からやや南寄りの床面から出土しており，遺棄されたものと思われる。26 は南壁際の覆土下層から，29 は

中央部からやや南西寄りの覆土下層から，それぞれ出土しており，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

30・32 は竈袖部に貼り付けられたような状態で出土しており，袖部の補強として利用されたものと思われる。

27・31 は床面のものと離れた位置のものが接合していることから，割られてから投棄されたものと思われる。

所見　第3090B号竪穴建物から第3090C号竪穴建物への建て替えは，規模や竈の位置を変えていないことから，

短時間に行われたと思われる。したがって，第 3090B 号竪穴建物跡と第 3090C 号竪穴建物跡の時期は，ほぼ

同時期のものとすることができ，第 3090C 号竪穴建物跡出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第 3090C 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 24 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

26 土師器 坏 ［13.2］ 4.5 － 長石・石英 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削
り　体部内面ナデ 覆土下層 50%

27 土師器 坏 ［13.2］ 4.8 － 長石・石英・細礫 浅黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削
り　体部内面ナデ

床面
覆土下層 40%　PL29

28 土師器 坏 12.1 8.3 － 長石・石英・雲母 にぶい
赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　体

部内面ヘラ磨き  煤付着 床面 90%　PL31

29 土師器 高坏 － （5.6） － 長石・石英 にぶい橙 普通 坏部外・内面ヘラ磨き　脚部外・内面ヘラ削り 覆土下層 30%

30 土師器 鉢 ［14.4］（6.5） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ナデ 竈袖部
覆土下層 20%

31 土師器 甕 ［18.0］（8.5） － 長石・石英 にぶい
黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削

り　体部内面ヘラナデ
床面

覆土下層 10%

32 土師器 甑 ［24.8］（13.4） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削
り　体部内面横位・縦位の磨き

竈袖部
覆土下層 10%
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　第 3092 号竪穴建物跡（第 25 ～ 32 図　PL ７・８）

位置　12 区中央部のＲ６c0 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 3090C 号竪穴建物跡を掘り込み , 第 3088A・3093 号竪穴建物 , 第 571 号掘立柱建物 , 第 6870 号

土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北西部が調査区域外へ延びているが , 確認された壁や柱穴の状況から長軸 7.04 ｍ , 短軸 6.94 ｍの

方形で，主軸方向はＮ－６ －゚Ｗと推測される。壁は高さ 21 ～ 28㎝で，ほぼ直立している。
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第 24図　第 3090C 号竪穴建物跡出土遺物実測図

床　平坦な貼床で，壁際以外は踏み固められている。壁際の掘方はロームブロックを中量含む第 22 層で埋土

され，貼床はロームブロックを中量含む締まりの強い第 21 層を積み上げて構築されている。壁溝が壁下に巡

っている。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 156㎝で , 燃焼部幅は 62㎝である。火床部

は床面から 14㎝掘りくぼめ , ロームブロックを中量含む第 29 ～ 31 層を埋土して構築されている。袖部は , そ

の上に粘土粒子を含む第 21 ～ 28 層を積み上げて構築されている。火床面は , 第 29 層上面で , 火熱を受けて

赤変硬化している。煙道部は壁外に 48㎝掘り込まれ , 火床部から外傾している。
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第 26図　第 3092 号竪穴建物跡実測図（２）

竈土層解説
１　褐 色　　焼土ブロック・粘土粒子少量，ロームブロック
　　　　　　　　　・炭化物微量
２　暗 褐 色　　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量
３　褐 色　　焼土ブロック中量，炭化粒子少量
４　にぶい黄褐色　　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量，ロ
　　　　　　　　　ーム粒子微量
５　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物微量
６　灰　赤　色　　焼土ブロック・炭化物・粘土粒子少量
７　暗　褐　色　　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・粘
　　　　　　　　　土粒子微量
８　にぶい褐色　　焼土ブロック中量，粘土粒子少量　
９　暗　褐　色　　焼土粒子・粘土粒子少量
10　褐　　　色　　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・粘
　　　　　　　　　土粒子微量
11　暗　褐　色　　焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量
12　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
13　暗　褐　色　　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
14　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
15　黒　褐　色　　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
16　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量，
　　　　　　　　　粘土粒子微量

17　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化物少量
18　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・
　　　　　　　　　粘土粒子少量
19　極暗赤褐色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
20　極暗赤褐色　　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロ
　　　　　　　　　ック・炭化物微量
21　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック・炭化物・粘土粒子中量，ローム
　　　　　　　　　ブロック少量
22　にぶい赤褐色　　焼土ブロック・粘土粒子中量，ロームブロック
　　　　　　　　　・炭化物少量
23　にぶい褐色　　ロームブロック中量，粘土粒子少量，焼土粒子
　　　　　　　　　・炭化粒子微量
24　暗　褐　色　　ロームブロック中量，粘土粒子少量，焼土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化粒子微量
25　褐　灰　色　　粘土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子・炭
　　　　　　　　　化粒子少量
26　にぶい褐色　　ロームブロック・粘土粒子中量，焼土ブロック
　　　　　　　　　・炭化物少量
27　暗　褐　色　　焼土ブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク少量
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ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 39 ～ 76㎝で , 規模や配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５・Ｐ６は深さ 30㎝・

49㎝で,南壁際の竈に向かい合う位置にあることから出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ３・Ｐ４の第２・

５層は柱抜き取り痕である。そのほかの層は柱抜き取り後の埋土である。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量
２　黒　褐　色　　ロームブロック少量 , 炭化粒子微量
３　褐　　　色　　ロームブロック中量
４　褐　　　色　　ロームブロック中量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック中量 , 焼土粒子・炭化粒子微量

　　　　　　
６　暗　褐　色　　ロームブロック中量 , 炭化粒子微量
７　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
８　暗　褐　色　　ローム粒子少量 , 焼土粒子微量　　　　　　　
９　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 炭化粒子微量　　　　　
　　　　

貯蔵穴　竈の東側に付設されている。長径 82㎝ , 短径 66㎝の楕円形で , 深さは 37㎝である。底面は平坦で , 壁

は外傾している。
貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
２　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化物少量
３　暗　褐　色　　ロームブロック中量

４　黒　褐　色　　ロームブロック中量 , 炭化粒子微量
５　褐　　　色　　ロームブロック中量 , 炭化粒子微量　

覆土　20 層に分層できる。ロームブロックなどが含まれる層が不規則に堆積していることから , 埋め戻されて

いる。第 22 層は掘方の埋土で，第 21 層は貼床の構築土である。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　　微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物微量
４　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
５　暗　褐　色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
６　暗　褐　色　　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化
　　　　　　　　　物微量
７　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
８　褐　　　色　　ロームブロック中量 , 粘土粒子少量
９　褐　      色　　ロームブロック中量 , 焼土ブロック少量
10　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・
　　　　　　　　　炭化物少量

11　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック少量　
12　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　　微量　
13　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量　　　
14　暗　褐　色　　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　
15　褐　　　色　   ロームブロック中量
16　暗　褐　色　　ロームブロック中量
17　黒　褐　色　　ロームブロック中量
18　褐　　　色　　ロームブロック中量 , 炭化物少量
19　褐　　　色　　ロームブロック・炭化物微量
20　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
21　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
　　　　　　　　　（締まり強い）
22　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化物微量　

遺物出土状況　土師器片 1,051 点（坏 153，鉢６，甕類 887，甑５），須恵器片 16 点（坏８，𤭯１，提瓶１，甕類６），

土製品４点（土玉２，支脚２），金属製品４点（鏃）が散乱した状態で出土している。38 は南東コーナー部寄

りの 45・53・59・M ６は中央部の床面からそれぞれほぼ完形で出土していることから，遺棄されたものと思

われる。40・41・46・48・50 は破片で床面から出土していることから，遺棄されたかあるいは投棄されたも

のと思われる。49・54 は離れた位置から出土したものが接合していることから，割られてから投棄されたも

のと思われる。43 の𤭯は口縁部が欠損しているが体部は完全な形で，44 の提瓶は完形で中央部の覆土中層か

らそれぞれ出土しており，本跡がある程度埋まってから置かれたものと思われる。その他の遺物は破片で覆土

全体から偏りなく出土していることから，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

28　暗　褐　色　　ロームブロック中量,粘土粒子少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物微量
29　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック中量,粘土ブロッ

　　　　　　　　　ク・炭化物少量
30　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック中量 , 炭化物微量
31　暗 赤 褐 色　   ロームブロック中量，焼土ブロック少量
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第 27図　第 3092 号竪穴建物跡出土遺物実測図（１）
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第 28図　第 3092 号竪穴建物跡出土遺物実測図（２）
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第 29図　第 3092 号竪穴建物跡出土遺物実測図（３）
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第 30図　第 3092 号竪穴建物跡出土遺物実測図（４）
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第 31図　第 3092 号竪穴建物跡出土遺物実測図（５）
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第 32図　第 3092 号竪穴建物跡出土遺物実測図（６）
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第 3092 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 27 ～ 32 図）

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP4 土玉 1.8 ～ 2.0 1.8 0.4 6.4 長石・石英 橙 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL45

DP5 土玉 2.7 ～ 2.8 2.8 0.5 21.5 長石・石英 褐灰 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL45

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M ３ 鏃 （7.7） 1.0 0.4 （5.9） 鉄 鏃身部欠損　頸部断面長方形　茎部断面正方形 覆土上層 PL47

M ４   鏃カ （7.3） （0.4） 0.4 （7.5） 鉄 鏃身部・頸部欠損　茎部断面正方形 覆土上層 PL47

M ５ 鏃 （6.8） 0.5 ～ 0.9 0.3 （6.3） 鉄 鏃身部欠損　頸部断面長方形 覆土中層 PL47

M ６ 鏃 ［13.7］ 1.8 0.3 ～ 0.5 （13.7） 鉄 鏃身部両丸造り　鏃身関賜抉　頸関棘関　頸部断面長方形 床面 PL47

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 　備　考

33 土師器 坏 ［14.0］（4.1） － 長石・石英 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　体
部内面ナデ 覆土上層 20%

34 土師器 坏 ［15.2］（4.0） － 長石・石英・
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削

り　体部内面ナデ 覆土中層 20%

35 土師器 坏 ［14.0］（4.4） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　体

部内面ナデ
貯蔵穴
覆土中 20%

36 土師器 坏 ［12.0］ 3.6 － 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ 覆土上層 50%

37 土師器 坏 － （2.8） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　体

部内面ナデ 覆土上層 50%

38 土師器 坏 14.6 5.2 － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　体
部内面ナデ 床面 90%　PL31

39 土師器 坏 13.6 6.2 7.2 長石・石英・
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　体

部内面ヘラナデ　底面木葉痕　輪積み痕 覆土中層 90%　PL31

40 土師器 坏 ［13.6］（8.4） － 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 褐灰 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削

り　体部内面ヘラナデ 床面 60%　PL31

41 土師器 坏 ［19.2］ 7.7 － 長石・石英 にぶい
黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削

り　体部内面ナデ 床面 40%　PL31

42 土師器 坏 ［18.6］ 6.4 － 長石・石英・
雲母・赤色粒子 暗赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　体

部内面ヘラ磨き  覆土中層 50%　PL31

43 須恵器 𤭯 － （6.5） － 緻密　 灰 普通 体部ロクロナデ　２条の沈線文　中央部に焼成
前の穿孔　 覆土中層 70%　PL30

湖西産ヵ

44 須恵器 提瓶 8.3 25.7 － 長石・細礫 黄灰 普通
口頸部外・内面ロクロナデ　中央部に２条の沈
線文　背部は粘土盤による閉塞　体部外面カキ
目　肩部にボタン状貼付文

覆土中層
100%　PL30
北関東産ヵ

45 土師器 鉢 13.7 12.6 6.6 長石・石英 にぶい
赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削

り　体部内面ナデ　底面木葉痕 床面 85%　PL32

46 土師器 甕 17.4 （20.8） － 長石・石英・雲母
・赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ磨

き　体部内面横ナデ 床面 70%　PL34

47 土師器 甕 ［20.8］（16.6） － 長石・石英・雲母 にぶい
赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラナ

デ　体部内面縦位のヘラナデ 覆土中層 20%

48 土師器 甕 17.2 （15.1） － 長石・石英 にぶい
赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ磨

き　体部内面ナデ 床面 50%

49 土師器 甕 21.3 （15.4） － 長石・石英・
細礫・赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラ磨き　

体部内面ヘラナデ
床面

覆土下層 20%

50 土師器 甕 21.7 （27.3） － 長石・石英・細礫 にぶい
黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ磨き　体

部内面ナデ 床面 70%　PL34

51 土師器 甕 19.0 26.9 8.6 長石・石英・細礫 にぶい
黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　体

部内面ナデ
P ２　覆土
上・中層 80%　PL34

52 土師器 甕 ［20.2］（19.8） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラナデ　体

部内面ナデ 覆土下層 20%

53 土師器 甕 21.2 35.3 8.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ磨

き　体部内面ナデ 床面 80%　PL34

54 土師器 甕 26.3 （42.1） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面縦位のヘ

ラナデ 覆土下層 60%　PL34

55 土師器 甕 ［16.2］ 21.7 9.0 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 明黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削

り　体部内面ヘラナデ
P ２　覆土

上層 60%　PL35

56 土師器 甕 ［23.4］（24.0） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ磨
き　体部内面ヘラナデ 覆土下層 20%

57 土師器 甕 ［22.9］ 34.6 9.0 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ磨
き　体部内面ヘラナデ 覆土中層 80%　PL34

58 土師器 甑 22.2 16.4 ［8.1］ 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削
り　体部内面ナデ　指頭押圧 覆土中層 70%　PL33

59 土師器 甑 ［22.2］（27.5） － 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削

り　体部内面ヘラナデ  床面 80%

60 土師器 甑 － （23.2） 10.2 長石・石英 浅黄橙 普通 体部外面縦位のヘラ削り　体部外面下位横位の
ヘラ削り　体部内面縦位のヘラ削り 覆土上層 50%　PL33

61 土師器 甑 24.9 25.9 8.0 長石・石英 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削
り　体部内面ヘラナデ 覆土中層 90%　PL33

　第 3099 号竪穴建物跡（第 33 図　PL ８）

位置　12 区中央部のＲ７e2 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　 第 3088A 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　北半部が第 3088A 号竪穴建物に掘り込まれているため，東西軸は 3.90 ｍで，南北軸は 2.34 ｍし
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　第 3128 号竪穴建物跡（第 34 図）

位置　12 区中央部のＱ８j9 区，標高 21 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第 2970 号竪穴建物，第 588 号掘立柱建物，第 7165・7167 号土坑に掘り込まれている。

か確認できなかった。東・南・西壁の状況から方形で，主軸方向はＮ－８ －゚Ｗと推定される。壁は高さ 10 ～

22㎝で，外傾している。                                                                                                                     

覆土　４層に分層できる。南側からの流入が確認できる自然堆積である。

土層解説
１　褐　　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　にぶい褐色　　ロームブロック少量

３　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
４　褐　　　色　　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片 12 点（坏４，甕類８），須恵器片３点（甕類）が，覆土中からまばらな状態で出土し

ている。いずれも細片のため，図示できない。

所見　時期は，第 3088A 号竪穴建物に掘り込まれていることや出土土器から７世紀後葉と考えられる。

床　平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が壁下に巡っている。

ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ 20㎝・18㎝で , 南東コーナー部と南西コーナー部に位置することから，

四隅に位置する主柱穴の可能性がある。Ｐ３は深さ 12㎝で，南壁寄りの中央部に位置することから、出入口

施設に伴うピットと考えられる。
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第 33図　第 3099 号竪穴建物跡実測図

規模と形状　北東部は第 2970 号竪穴建物に大きく掘り込まれ，南東コーナー部は削平されている。南北軸は

4.44 ｍで，東西軸は柱穴の位置から 4.92 ｍで，主軸方向Ｎ－ 23 －゚Ｗの長方形と推定される。壁は高さ 15㎝で，

ほぼ直立している。

ピット土層解説
１　褐　　　色　　ローム粒子微量
２　明　褐　色　　ローム粒子中量

３　にぶい褐色　　ローム粒子中量
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床　西部は平坦で，踏み固められている。壁溝が南壁西側と西壁の壁下に巡っている。

ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ 38㎝・64㎝で，規模や配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３は深さ 30㎝で，

南壁際の竈に向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。覆土の第１～３層は柱

抜き取り痕で，第４～６層は柱抜き取り後の埋土である。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　黒　褐　色　　ロームブロック少量

４　褐　　　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック少量
６　暗　褐　色　　ロームブロック中量
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第 34図　第 3128 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

覆土　２層に分層できる。西側からの流入が認められる自然堆積である。
土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量 ２　黒　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片５点（坏２，甕類３）がまばらな状態で出土している。62 は北西コーナー部壁際の

床面からほぼ完形で出土し，遺棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

62
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第 3128 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 34 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

62 土師器 坏 12.8 5.0 － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位・横位の

ヘラ削り　体部内面ヘラ磨き 床面 90%  PL32

位置　12 区中央部のＲ８d9 区，標高 21 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　 第 3133・3137 号竪穴建物に掘り込まれている。

　第 3131 号竪穴建物跡（第 35 図）
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第 35図　第 3131 号竪穴建物跡実測図

規模と形状　北東コーナー部は削平され，南東部は第 3133・3137 号竪穴建物に大きく掘り込まれているが，

北西コーナー部の屈曲の仕方や竈の位置，柱穴の位置から南北軸 4.54 ｍ，東西軸 4.48 ｍ，主軸方向Ｎ－ 13 ゜

－Ｗの方形と推定される。壁は高さ 18 ～ 30㎝で，ほぼ直立している。

床　北西部はほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が竈西側から西壁の壁下に巡っている。
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　第 3134 号竪穴建物跡（第 36・37 図）

位置　12 区中央部のＲ９c2 区，標高 20 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　 第 3140・3148・3149 号竪穴建物，第 590 号掘立柱建物，第 7180・7192・7211 号土坑に掘り込ま

れている。

規模と形状　長軸 5.74 ｍで，東部は削平されているが，短軸は柱穴の位置から 5.48 ｍの方形と推定される。

主軸方向はＮ－ 17 －゚Ｗである。壁は高さ 12 ～ 25㎝で，外傾している。

床　西部はほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が竈西側から西壁・南壁の壁下に巡っている。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 132㎝である。火床部は床面から 20㎝掘

りくぼめ , ロームブロックを多量に含む第７・８層を埋土して構築されている。袖部はその上に粘土ブロック

を中量含む第４・６層を積み上げて構築されている。火床面は第５層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に 28㎝掘り込まれ , 緩やかに立ち上がっている。

竈　北壁の中央部に付設されている。西側部分は撹乱により壊されている。規模は，焚口部から煙道部まで

120㎝である。火床部は床面から 18㎝掘りくぼめ , ロームブロックを多量に含む第６層を埋土して構築されて

いる。袖部はその上に粘土粒子を中量含む第４層を積み上げて構築されている。火床面は第５層上面で , 火熱

を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 15㎝掘り込まれ , 緩やかに立ち上がっている。

竈土層解説
１　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化
　　　　　　　　　粒子微量
３　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック

　　　　　　　　　少量
４　灰　褐　色　　焼土粒子・粘土粒子中量，炭化物微量
５　にぶい赤褐色　　焼土粒子多量
６　褐　　　色　　ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化物少量

ピット　３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ 10 ～ 12㎝で , 規模や配置から主柱穴と考えられる。覆土の第１～３層は，

柱抜き取り後の堆積土である。

ピット土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量
２　褐　　　色　　ロームブロック多量

３　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　４層に分層できる。ロームブロックなどを含む層が不規則に堆積していることから , 埋め戻されている。
土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

３　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量，粘土ブロック微量
４　にぶい黄褐色　　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 35 点（坏 11，甕類 24），須恵器片３点（坏２，蓋１）が，まばらな状態で出土している。

いずれも小片で図示できない。

所見　時期は，重複関係や出土土器から７世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１　褐　      色　　粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク中量，炭化物少量
２　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック
　　　　　　　　　少量，炭化粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック
　　　　　　　　　中量，炭化物少量
４　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量

５　にぶい赤褐色　　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量，炭化物  
　　　　　　　　　少量，ロームブロック微量
６　にぶい黄褐色　　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量
７　暗　褐　色　　ロームブロック多量，焼土ブロック中量，炭化粒
　　　　　　　　　子少量
８　にぶい黄褐色　　ロームブロック多量，焼土粒子微量　　　　　
　　

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 64 ～ 76㎝で , 規模や配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ 35㎝で，

南壁際の竈に向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。覆土の第１～５層は，

柱抜き取り後の埋土である。
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第 36図　第 3134 号竪穴建物跡実測図　
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第 37図　第 3134 号竪穴建物跡出土遺物実測図

覆土　４層に分層できる。ロームブロックを中量含む黒褐色土が広く覆っていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物少量
２　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少

　　　　　　　　　量，粘土ブロック微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量　
４　黒　褐　色　　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　

遺物出土状況　土師器片 224 点（坏 33，高台付坏５，鉢２，甕類 184），須恵器片 26 点（坏６，蓋１，高坏１，

甕類 17）が，散乱した状態で出土している。68 は北西コーナー部壁寄りの床面から，70 は竈前面の床面から

それぞれほぼ完形で出土していることから，遺棄されたものと思われる。65 は覆土下層と覆土上層から出土

した破片が接合していることから，割られてから投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から７世紀中葉と考えられる。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子微量
３　黒　褐　色　　ロームブロック微量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク微量　　
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第 3134 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 37 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

63 土師器 坏 ［12.6］（3.5） － 長石・石英・
赤色粒子 灰褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削

り　体部内面ナデ 床面 20%

64 土師器 坏 ［14.7］（4.0） － 長石・石英 灰褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削
り　体部内面ヘラ磨き 床面 20%

65 須恵器 坏 ［10.6］（3.1） － 長石・石英 灰黄 普通 体部外・内面ロクロナデ　体部外面下位ヘラ削 覆土上層
覆土下層

50%　PL30
北関東産カ

66 須恵器 高坏 － （4.6） － 長石・石英・
黒色粒子 灰白 普通 坏部外面横ナデ　脚部外・内面ロクロナデ 床面 20%

北関東産カ

67 土師器 鉢 10.5 6.0 4.2 長石・石英・雲母 にぶい
黄褐 普通 口縁部・体部外面横ナデ　体部内面ヘラナデ　

底部木葉痕　輪積み痕 覆土上層 95%　PL30

68 土師器 鉢 17.0 11.0 7.0 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　体

部内面ヘラナデ　口縁を研磨して再利用　 床面 90%　PL32

69 土師器 甕 ［13.2］（11.6） － 長石・石英・細礫・
黒色粒子 明黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削

り　体部内面ナデ　 床面 30%

70 土師器 甕 15.2 21.2 7.6 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削

り　体部内面ヘラナデ　底面ヘラ削り 床面 95%　PL32

　第 3146 号竪穴建物跡（第 38 ～ 41 図　PL ９）

位置　12 区中央部のＲ９a5 区，標高 18 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　 第 7260 号土坑に堀り込まれている。

規模と形状　長軸 3.92 ｍ，短軸 3.80 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 39 －゚Ｗである。壁は高さ 24 ～ 48㎝で，

ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が南コーナー部を除いて巡っている。

竈　北西壁の西コーナー寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 106㎝で，燃焼部の幅は 56㎝

である。火床部は床面から４㎝掘りくぼめ , ロームブロック・粘土ブロックを含む第９・10・16・22 層を埋

土して構築されている。袖部は第 22 層の上に粘土ブロックを含む第 19 ～ 21 層を積み上げて構築されている。

火床面は第８層上面で , 火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 10㎝掘り込まれ，ほぼ直立している。

竈土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
２　暗 灰 黄 色　　ロームブロック・粘土ブロック少量
３　黄　褐　色　　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　灰 黄 褐 色　　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
５　黒　褐　色　　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
６　黄　褐　色　　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量
７　暗オリーブ褐色　　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
８　赤　褐　色　　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量
９　黒　　　色　　炭化粒子多量，ロームブロック・粘土ブロック少量
10　にぶい黄褐色　　粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
11　灰 黄 褐 色　　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック・
　　　　　　　　　粘土ブロック少量
12　暗　褐　色　　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
13　にぶい黄褐色　　焼土ブロック少量，粘土粒子微量

14　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量，焼土ブロック少量
15　黄　褐　色　　粘土粒子多量，焼土ブロック中量
16　灰　褐　色　　粘土粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック
　　　　　　　　　少量，炭化物微量
17　にぶい黄褐色　　焼土ブロック・粘土ブロック中量，ロームブロッ
　　　　　　　　　ク少量
18　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック
　　　　　　　　　少量
19　にぶい赤褐色　　焼土ブロック・粘土ブロック多量，ロームブロッ
　　　　　　　　　ク少量
20　にぶい黄褐色　　粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物微量
21　にぶい黄橙色　　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
22　黒　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子
　　　　　　　　　微量

ピット　Ｐ１は深さ 12㎝で , 南壁寄りの中央部に位置することから，出入口施設に伴うピットの可能性がある。

覆土の第１・２層は柱抜き取り後の堆積土である。

ピット土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ２　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　６層に分層できる。ロームブロックなどを含む層が不規則に堆積していることから , 埋め戻されている。

土層解説
１　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
２　灰 黄 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　　微量
３　にぶい黄褐色　　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

４　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量
５　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
６　黒　褐　色　　ロームブロック少量
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第 38図　第 3146 号竪穴建物跡実測図　

の床面に置かれたような状態でそれぞれ出土しており，遺棄されたかあるいはの廃絶時に置かれたものと思わ

れる。81 の須恵器平瓶は口頸部は欠損しているが，北東壁際の床面から正位の状態で出土しており，遺棄さ

れたか置かれたものと思われる。

所見　完形近い土器がまとまって，北西壁際に置かれたような状態で確認されている。建物廃絶時に，何らか

の祭祀行為が行われた可能性がある。時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

遺物出土状況　土師器片 161 点（坏 38，高坏１，小形甕１，甕類 120，甑１），須恵器片２点（高坏，平瓶）

が出土している。71・72・74・77・79・82 ～ 84・88・91 はほぼ完形で，竈右袖部から北コーナー部にかけて
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第 39図　第 3146 号竪穴建物跡出土遺物実測図（１）
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第 40図　第 3146 号竪穴建物跡出土遺物実測図（２）
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第 41図　第 3146 号竪穴建物跡出土遺物実測図（３）

第 3146 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 39 ～ 41 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

71 土師器 坏 12.5 4.6 － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削

り　体部内面ナデ　一部剥がれ 床面 90%　PL31

72 土師器 坏 － （4.5） － 長石・石英 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削
り　体部内面ナデ 床面 90%　PL31

73 土師器 坏 ［12.4］ 5.0 － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　体
部内面ナデ　 床面 60%

74 土師器 坏 12.4 4.5 － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面斜位のヘラ削
り　体部内面ナデ　 床面 80%　PL31

75 土師器 坏 ［12.4］ 5.2 － 長石・石英・雲母 にぶい
黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　体

部内面ナデ　　　　　　 覆土中層 50%

76 土師器 坏 ［12.4］ 4.0 － 長石・石英・
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削

り　体部内面ヘラナデ　　 覆土中 50%　

77 土師器 坏 13.1 4.8 － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位・斜位の
ヘラ削り　体部内面ナデ　 床面 90%　PL31

78 土師器 坏 14.2 4.0 － 長石・石英・細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削
り　体部内面ヘラ磨き 床面 90%　PL29
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

79 土師器 坏 14.6 4.9 － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位のヘラ削
り　体部内面ヘラナデ 床面 70%　PL29

80 須恵器 高坏 － （6.2） － 長石・石英 灰 普通 脚部外面ロクロナデ，２条の沈線文　脚部上半
部縦位の沈線文　下半部三角形状の透かし　　 覆土中 10%

北関東産カ

81 須恵器 平瓶 － （10.4） 4.7 長石・石英 灰 普通 体部外・内面ロクロナデ　体部外面下端部ヘラ
削り　底部ヘラ切り　 床面 70%　PL30

北関東産カ

82 土師器 小形甕 12.4 11.2 7.2 長石・石英・雲母・
黒色粒子 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面上半部ヘラ削

り　下半部ヘラ磨き　底部ヘラ削り 床面 90%　PL32

83 土師器 甕 ［15.0］ 17.5 7.4 長石・石英・細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削
り　体部内面ヘラナデ 床面 70%　PL35

84 土師器 甕 ［13.0］ 19.3 7.5 長石・石英 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削
り　体部内面ヘラナデ　 床面 90%　PL35

85 土師器 甕 15.4 24.2 8.4 長石・石英・細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　ヘラナデ　体部外面下
半部ヘラ磨き　体部内面ナデ　

覆土中層
覆土下層 70%　PL35

86 土師器 甕 － （23.0） 8.2 長石・石英・雲母
・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面縦位・横位のヘラ削り　体部内面ヘラ

ナデ　底部ヘラ削り 床面 60%

87 土師器 甕 21.7 ［40.7］ 7.8 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削
り　下半部ヘラ磨き　底部ヘラ削り

覆土中層
覆土下層 70%

88 土師器 甕 23.4 35.1 9.2 長石・石英 にぶい褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面横位のヘラ
磨き　体部内面ナデ 床面 80%　PL35

89 土師器 甕 25.3 35.6 9.0 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ磨き　体

部内面ヘラナデ　底部ヘラ削り 覆土下層 90%　PL35

90 土師器 甕 ［29.4］（31.9） － 長石・石英・細礫 黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削
り　体部内面ヘラナデ　輪積み痕 覆土下層 30%

91 土師器 甑 ［23.8］ 25.9 8.2 長石・石英・赤
色粒子・細礫 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位・斜位の

ヘラ削り　体部内面ヘラナデ　 床面 90%　PL33

　第 3153 号竪穴建物跡（第 42 図）

位置　12 区中央部のＲ９e3 区，標高 20 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　 第 3150 号竪穴建物，第 586 号掘立柱建物，第 7169 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北部は撹乱により，東部は削平されているため，西壁の壁溝や柱穴の状況から，南北幅 4.90 ｍ，

東西幅は 4.56 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 19 －゚Ｗと推定される。壁は遺存していない。

床　西部はほぼ平坦で，壁溝際を除いて踏み固められている。壁溝が西側に巡っている。
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第 42図　第 3153 号竪穴建物跡実測図　
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表２　古墳時代竪穴建物跡一覧表

ピット　３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ 22 ～ 40㎝で , 規模や配置から主柱穴と考えられる。Ｐ１～Ｐ３の第１・

２層は，柱抜き取り後の埋土である。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　にぶい褐色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

覆土　削平と攪乱により，覆土は存在していない。

遺物出土状況　土師器片３点（坏１，甕類２）が，壁溝覆土やピット覆土から出土している。いずれも小片で

図示できない。

所見　時期は，推定される主軸方向や出土土器から７世紀後葉と考えられる。

番号 位 置 主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

1520 Ｒ８g 8 Ｎ－５°－Ｅ［長方形］［6.30］×［5.40］34 ～ 40 平坦 一部 ３ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，
灰釉陶器，金属製品 ７世紀前葉

SI1519・1528 →
本跡→ SI3096，
SD90

1740 Ｒ７a 4 Ｎ－４°－Ｅ 方形 5.78 × 5.60 20 ～ 44 ほぼ
平坦 全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，石器，

金属製品 ７世紀後葉 本跡→ SB206，
SK6841

2808 Ｒ９f 4 Ｎ－21°－W ［方形］［5.60］×［5.22］ 19 平坦 （一部） ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ７世紀前葉 本跡→ SI3151，
SB586・587

2969 Q ８h 9 Ｎ－13°－W ［方形］   2.76 ×（1.80）10 ～ 12 ほぼ
平坦 一部 ２ － － － － － 土師器 ７世紀中葉

以前 本跡→ SI2970

2970 Q ８i 9 Ｎ－21°－W［方形・
長方形］［6.72］×［6.24］ 35 ほぼ

平坦 （一部） ３ １ １ － － 自然 土師器，須恵器 ７世紀中葉
SI2969・3128 →
本跡→ SK7160・
7161・7163・7165

3083A Ｒ７e 0 Ｎ－７°－ W ［隅丸
長方形］［5.42］× 4.90 － 平坦 ［ほぼ

全周］ ４ － － 北壁 － － 土師器 ７世紀前葉
本跡
→ SI3083B･C，
SB138・578

3083B Ｒ７e 0 Ｎ－５°－ W 方形 6.58 × 6.10 16 ～ 22 平坦 全周 ４ － － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ７世紀前葉
SI3083 Ａ→
本跡→ SI3083C，
SB138・560・578

3083C Ｒ７e 0 Ｎ－５°－ W 方形 6.58 × 6.10 16 ～ 22 平坦 全周 ４ － ２ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，
土製品 ７世紀前葉

SI3083 Ａ・B →
本跡→ SB138・
560・578

3087 Ｒ７d 4 Ｎ－10°－W 方形 7.00 × 6.88 30 ～ 35 平坦 ［全周］ ４ － － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，
土製品 ６世紀後葉

本跡→ SI3086・
3090C・3095，
SB569

3090A Ｒ７c 2 Ｎ－６°－ W ［方形］［4.40］×［4.40］ － － － ４ １ － 北壁 － － 土師器，須恵器 ６世紀後葉
本跡→ SI3088・
3090B･C・3097，
SB570

3090B Ｒ７c 2 Ｎ－６°－ W ［方形］ 8.04 ×［7.56］10 ～ 14 ほぼ
平坦 ［全周］ ４ ２ － 北壁 １ 人為 土師器，須恵器 ６世紀後葉

SI3090A→本跡→
SI3090C・3087 ～
3089・3091・
3092B･C・3097，
SB570

3090C Ｒ７c 2 Ｎ－６°－ W ［方形］ 8.04 ×［7.56］10 ～ 14 ほぼ
平坦 ［全周］ ４ １ － 北壁 １ 人為 土師器，須恵器 ６世紀後葉

SI3090A・B→本跡
→3087～3089・
3091・3092B･C・
3097，SB570

3092 Ｒ６c 0 Ｎ－６°－ W 方形 7.04 × 6.94 21 ～ 28 平坦 ［全周］ ４ ２ － 北壁 １ 人為 土師器，須恵器，
金属製品 ７世紀前葉

SI3090B･C →
本跡→ SI3088・
3093，SB571，
SK6870

3099 Ｒ７e 2 Ｎ－８°－ W ［方形］   3.90 ×（2.34）10 ～ 22 平坦 ［全周］ ２ １ － － － 自然 土師器，須恵器 ７世紀後葉 本跡→ SI3088A・
3088B

3128 Q ８j 9 Ｎ－23°－W［長方形］［4.92］× 4.44 15 平坦 （一部） ２ １ － － － 自然 土師器 ７世紀前葉
本跡→ SI2970，
SB588，
SK7165・7167

3131 Ｒ８d 9 Ｎ－13°－W ［方形］ 4.54 ×［4.48］18 ～ 30 ほぼ
平坦 （一部） ３ － － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ７世紀中葉 本跡→ SI3133・

3137

3134 Ｒ９c 2 Ｎ－17°－W ［方形］ 5.74 ×［5.48］12 ～ 25 ほぼ
平坦 ［全周］ ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ７世紀中葉

本跡→ SI3140・
3148・3149，
SB590

3146 Ｒ９a5 Ｎ－39°－W 方形 3.92 × 3.80 24 ～ 48 ほぼ
平坦

ほぼ
全周 － １ － 北西

壁 － 人為 土師器，須恵器 ７世紀前葉 本跡→ SK7260

3153 R ９e3 Ｎ－19°－W ［方形］［4.90］×［4.56］ － ほぼ
平坦 （一部） ３ － － － － － 土師器 ７世紀後葉 本跡→ SI3150，

SB586，SK7169
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　第 6869 号土坑（第 43 図）

位置　12 区北部の R ６f0 区，標高 22 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 1603・3098 号竪穴建物，第 567 号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　南部が第 567 号掘立柱建物に掘り込まれているため，短軸は 0.48 ｍで，長軸は 0.62 ｍしか確認

できなかったが，長方形と推定でき，長軸方向は，N － 85°－ W である。深さは 44㎝で，壁は外傾している。

底面は皿状である。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックが含ま

れていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量
３　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量
４　褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片９点（坏２，甕類７）が

出土しているが，いずれも細片のため図示できな

い。

所見　時期は，第 1603・3098 号竪穴建物，第

567 号掘立柱建物に掘り込まれていることや，出

土遺物から７世紀後葉と考えられる。性格は不明

である。 第 43図　第 6869 号土坑実測図
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　⑵　土坑

　第 6874 号土坑（第 44 図）

位置　12 区北部の R ７c2 区，標高 22 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 3090C 号竪穴建物跡を掘り込み，第 3097 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　東部が第 3097 号竪穴建物に掘り込まれているが，長径 0.95 ｍ，短径 0.75 ｍの楕円形で，長径方

向は N － 53°－ E である。深さは 50㎝で，壁は外傾している。底面は皿状である。

覆土　８層に分層できる。ロームブロックが含ま

れていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子
　　　　　　　　微量
２　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化物微量
４　褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量
５　褐 色　ロームブロック中量
６　黒 褐 色　ロームブロック少量
７　暗 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量
８　褐 色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片17 点（坏１，甕類 16）が

出土しているが，いずれも細片のため図示できな

い。 第 44図　第 6874 号土坑実測図
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　第 7220 号土坑（第 45 図）

位置　12 区北部の R ８c8 区，標高 21 ｍほどの台地傾斜部に位置している。

重複関係　第 7221 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東部が第 7221 号土坑に掘り込まれているため，長径は 0.94 ｍで，短径は 0.77 ｍしか確認できな

かった。楕円形で，長径方向は N － 56°－ W である。深さは 28㎝で，壁はほぼ直立もしくは外傾している。

底面は平坦である。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックなどが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子・
　　　　　　　　炭化粒子微量

２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片 11 点（坏４，甕類７）のほか，混入した陶器片１点（甕類）が出土している。92 は，

覆土中から出土していることから，埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土遺物から７世紀中葉と考えられる。性格は不明である。

第 45図　第 7220 号土坑・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

92 土師器 坏 ［14.0］（3.5） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後，
磨き　体部内面放射状の磨き 覆土中 30％

第 7220 号土坑出土遺物観察表（第 45 図）

表３　古墳時代土坑一覧表

番号 位 置 主軸方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

6869 Ｒ ６ f0 Ｎ－85°－W ［長方形］ （0.62）×　0.48　 44 皿状 外傾 人為 土師器 本跡→ SI1603・
3098，SB567

6874 Ｒ ７c2 Ｎ－ 53°－ E ［楕円形］ （0.95）×（0.75） 50 皿状 外傾 人為 土師器 SI3090A・B・C →
本跡→ SI3097

7220 Ｒ ８c8 Ｎ－56°－W ［楕円形］ 　0.96　×（0.77） 28 平坦 ほぼ直立
外傾 人為 土師器 本跡→ SK7221

所見　時期は，第 3090C 号竪穴建物跡を掘り込み，第 3097 号竪穴建物に掘り込まれていることや，出土遺物

から７世紀前葉と考えられる。性格は不明である。
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　⑴　竪穴建物跡

２　奈良時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴建物跡 16 棟 , 掘立柱建物跡 15 棟 , 土坑６基を確認した。以下，遺構及び遺物につ   

　いて記述する。

　第 1603 号竪穴建物跡（第 46・47 図　PL10）
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第 46図　第 1603 号竪穴建物跡実測図

調査年度　平成 22 年度に調査した。南部は平成 14 年度に調査し，当財団調査報告『第 214 集』において報告

している。柱穴の番号については，今回の報告分と合わせて，既調査分を新しい番号に更新した。

位置　12 区中央部のＲ６f0 区，標高 23 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　第 3098 号竪穴建物跡を掘り込み，第 567 号掘立柱建物，第 1513 号土坑に掘り込まれている。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

93 須恵器 坏 ［13.8］ 4.0 ［6.0］ 長石・石英・
雲母・細礫 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の削り 覆土中層 20%

94 須恵器 坏 ［14.8］ 4.2 ［8.6］ 長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の削り 床面 20%

新治窯
95 須恵器 鉢 ［26.8］（5.0） － 長石・石英・

雲母・黒色粒子 灰白 普通 口縁部外・内面ロクロナデ　体部外面縦位の
平行叩き　体部内面ロクロナデ 覆土上層 10%

新治窯
96 灰釉陶器 長頸瓶 － （2.5） － 緻密 暗オリーブ

灰白 普通 ロクロナデ　漬け掛け 覆土中 5%
猿投窯カ

97 土師器 甕 ［20.4］（16.6） － 長石・石英・
雲母・黒色粒子

にぶい
赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面横位の

ナデ　指頭痕　 覆土下層 20%

第 1603 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 47 図）

と考えられる。そのほかの遺物は小破片が多く，全域に散らばった状態で出土していることから，投棄された

り，混入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が壁下に巡っている。

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　　粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量，ロー
　　　　　　　　　ムブロック微量
２　極暗赤褐色　　焼土ブロック・炭化物中量，粘土粒子少量，ロー
　　　　　　　　　ムブロック微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土
　　　　　　　　　粒子少量
４　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック多量，粘土粒子中量，ロームブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物少量
５　暗 褐 色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物・
　　　　　　　　　粘土粒子少量
６　灰 褐 色　　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ

　　　　　　　　　ク・炭化物少量
７　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物微量
８　暗 褐 色　　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物少量
９　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック中量，粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物少量
10　赤　褐　色　　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量
11　灰　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量　
12　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
13　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量

ピット　２か所。Ｐ１・Ｐ２については『第 214 集』を参照されたい。

覆土　５層に分層できる。西側から流入している第１・２層が広く床面を覆っていることから，自然堆積である。

土層解説
１　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　極 暗 褐 色　　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
３　極 暗 褐 色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒
　　　　　　　　　子微量
５　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

規模と形状　北西コーナー部は調査区域外で未調査であるが，壁の状況などから長軸 4.74 ｍ，短軸 4.04 ｍの

長方形で，主軸方向はＮ－３ －゚Ｅと推定される。壁は高さ６～ 28㎝で，外傾している。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 144㎝ , 燃焼部の幅は 46㎝である。火床部

は床面から 14㎝掘りくぼめ , ロームブロックを中量含む第５層を埋土して構築されている。第２・９・10・

12 層は，焼土ブロックを中量含む土層で，天井部の崩落土と考えられる。袖部は地山のローム層上にローム

ブロック・粘土ブロックなどが含まれた第６・７層を積み上げて構築されている。火床面は第４層上面で , 火

熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 90㎝掘り込まれ , 火床部から緩やかに立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片 243 点（坏 25，甕類 218），須恵器片 121 点（坏 33，高台付坏４，蓋１，高坏１，鉢

１，甕類 81），灰釉陶器片１点（長頸瓶），土製品１点（勾玉），金属製品２点（鏃，不明製品）が，覆土中か

ら散乱した状態で出土している。94・DP ６は床面から出土していることから，遺棄されたか投棄されたもの

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M ７ 鏃 （3.8） （3.0） （0.2） （5.6） 鉄 短茎三角形式　鏃身部平造　腸抉　茎部断面長方形　　 覆土上層 PL47

M ８ 不明製品 （1.6） （1.4） （1.0） （1.2） 銅 径１㎜ほどの針金を輪状に束ねたもの 覆土中

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP ６ 勾玉 2.1 1.6 0.9 1.8 長石・赤色粒子 灰褐 ヘラによる成形　一方向からの穿孔 床面 PL45
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第 47図　第 1603 号竪穴建物跡出土遺物実測図

　第 1742 号竪穴建物跡（第 48 図）

調査年度　平成 22 年度に調査した。北部は平成 15 年度に調査し，当財団調査報告『第 236 集』において報告

している。柱穴の番号については，今回の報告分と合わせて，既調査分を新しい番号に更新した。

位置　12 区中央部のＲ８b1 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　第 1741A 号竪穴建物，第 559 号掘立柱建物に掘り込まれている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が西壁下に巡っている。

規模と形状　南北軸は西壁やピットの状況から 3.52 ｍと推定される。東西軸は東部が第 1741A 号竪穴建物に

掘り込まれているため，2.56 ｍしか確認できなかった。形状は方形で，主軸方向はＮ－２ －゚Ｅと推定される。

竈　北壁に付設されている。規模や構造などは『第 236 集』を参照されたい。

ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ 18㎝・42㎝で，規模や配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３は深さ 16㎝で，

南寄りで竈に向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。第１～３層は柱抜き取

り後の埋土である。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

３　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

覆土　３層に分層できる。ロームブロックを含む層が不規則に堆積していることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

３　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　　微量
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　第 3077 号竪穴建物跡（第 49 ～ 51 図　PL10）

位置　12 区中央部のＲ８c6 区，標高 21 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　 第 6995 号土坑を掘り込み , 第 557・564 号掘立柱建物，第 6997 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6.38ｍ，短軸6.12ｍの方形で，主軸方向はＮ－２－゚Ｗである。壁は高さ４～18㎝で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦な貼床で，コーナー部を除いて，踏み固められている。貼床はロームブロックを多量に含み締ま

りが強い第５層を積み上げて，構築されている。壁溝が壁下に巡っている。

竈　北壁の中央からやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 132㎝ , 燃焼部幅は 50㎝であ

る。火床部は床面から 22㎝掘りくぼめ , ロームブロックを中量含む第９層を埋土して構築されている。袖部は

地山にロームブロック・粘土ブロックなどを含む第 11 ～ 15 層を積み上げて構築されている。火床面は第８層上面

で , 火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 24㎝掘り込まれ , 火床部から緩やかに立ち上がっている。

竈土層解説
１　褐 色　　ローム粒子中量 , 焼土粒子微量
２　黒　褐　色　　炭化粒子多量，ローム粒子微量
３　暗　褐　色　　粘土粒子少量，炭化粒子微量
４　暗　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗 赤 褐 色　　炭化粒子少量，焼土粒子微量
６　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子少量
７　黒　　　色　　焼土粒子・炭化粒子微量
８　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量
９　極 暗 褐 色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量

10　灰　褐　色　　粘土ブロック中量
11　暗　褐　色　　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク少量，炭化粒子微量　
12　暗　褐　色　　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物微量
13　褐　　　色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土粒子
　　　　　　　　　微量
14　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子少量　　
15　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量　

遺物出土状況　土師器片 20 点（坏２，甕類 18），須恵器片６点（坏４, 甕類２）が覆土中からまばらな状態で

出土している。いずれも細片で図示できない。

所見　時期は，第 1741A 号竪穴建物に掘り込まれていることや出土土器から８世紀後葉と考えられる。
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ピット　９か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 58 ～ 76㎝で , 規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 60㎝で , 南壁際

の竈に向かい合う位置にあることから出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ９は深さ 12 ～ 26㎝で，

主柱穴の南北軸線上に位置していることから，補助柱穴と考えられる。Ｐ１の第１層，Ｐ２～Ｐ４・Ｐ６・Ｐ

９の第３層，Ｐ５の第６層は柱抜き取り痕である。

ピット土層解説
１　褐　　　色　　ロームブロック中量・炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ローム粒子中量
３　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
４　褐　　　色　　ロームブロック少量

５　極 暗 褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子
　　　　　　　　　微量
６　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子少量　　　　　　　
７　褐　　　色　　ローム粒子・炭化粒子少量　

覆土　４層に分層できる。ロームブロックを中量含む第１層が広範囲に床面を覆っていることから，埋め戻さ

れている。第５層は貼床の構築土である。

土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量
２　暗　褐　色　　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量

４　暗　褐　色　　ローム粒子少量
５　褐　　　色　　ロームブロック多量（締まり強い）

遺物出土状況　土師器片 539 点（坏 99，鉢１，甕類 439），須恵器片 143 点（坏 79，高台付坏１，蓋 38，円面

硯１，甕類 24），石器１点（砥石），金属製品２点（鎌）が，床面を中心に散乱した状態で出土している。99・

101 はＰ４の覆土上層から出土し，柱抜き取り後，柱穴がある程度埋まってから，投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。
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第 3077 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 51 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

98 土師器 坏 ［14.2］（5.3） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面斜位のヘラ削

り　体部内面ヘラ磨き
覆土下層

床面
30%

99 須恵器 坏 ［10.2］ 3.4 6.0 長石・石英・
雲母・黒色粒子・ 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底面ヘラ切り後，多

方向の削り　
Ｐ４

覆土上層
80%　PL39
新治窯

100 須恵器 坏 － （4.3） 5.4 長石・石英・
雲母・黒色粒子

オリーブ
黒 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底面ヘラ切り後，一

方向の削り 床面 50%
新治窯

101 須恵器 坏 ［16.1］ 4.8 10.2 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底面ヘラ切り後，多
方向の削り

覆土下層
Ｐ４覆土上層

50%
新治窯

102 土師器 鉢 － （5.2） 4.7 長石・赤色粒子・
黒色粒子 にぶい橙 普通 体部外面斜位・横位のヘラ削り　体部内面ヘラ

ナデ　輪積痕 掘方埋土中 50%　

103 須恵器 蓋 16.2 3.1 － 長石・石英・雲母・
黒色粒子・細礫 灰白 普通 天井部回転ヘラ削り後，摘み貼付け　 掘方埋土中 70%　PL37

新治窯　
104 須恵器 蓋 ［17.4］ 3.7 － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 天井部回転ヘラ削り後，摘み貼付け　 床面 60%　PL37

新治窯

105 須恵器 円面硯 16.2 （3.1） － 長石・黒色粒子・
細礫 黄灰 普通

脚部上位に隆起線周回　透かし 17 か所　透か
し間に刻み目　外堤割って高さを調整　内堤隆
起線周回　硯部使用痕

南西コーナ
ー部　床面

40%　PL37
堀之内窯ヵ



－ 68 －

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ２ 砥石 （14.0） 8.2 4.8 （473.6） 凝灰岩 砥面５面　側面に条線状の研磨痕　一部欠損 床面 PL46

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M９ 鎌 （15.2） 3.2 0.3 （44.9） 鉄 切先部欠損　刃部湾曲　基部折り返し 覆土下層 PL48

M10 鎌 （5.9） （2.3） 0.2 （11.6） 鉄 刃部湾曲　基部欠損　 掘方埋土中 PL48

98

99

102

103100

104

101

105

Q2

M9M10
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　第 3078 号竪穴建物跡（第 52 ～ 54 図　PL11）
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位置　12 区中央部のＲ８e6 区，標高 21 ｍの平坦な台地上に位置している。



－ 70 －

重複関係　第 558・574 号掘立柱建物，第 6992 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 5.94 ｍ，短軸 5.62 ｍの方形で，主軸方向はＮ－２ －゚Ｗである。壁は高さ９～ 20㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦な貼床で，出入口部と思われる部分から竈前面にかけての中央部は踏み固められている。貼床はロー

ムブロックを中量含む第８層と，ロームブロックを中量含み締まりがやや強い第９層を埋め戻して構築されて

いる。壁溝が壁下に巡っている。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 116㎝である。燃焼部は第 574 号掘立柱建

物のＰ３に掘り込まれており , 規模や状況は不明である。袖部は地山の上に粘土ブロックなどを含む第６層を

積み上げて構築されている。煙道部は壁外に６㎝掘り込まれ , 緩やかに立ち上がっている。

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 28 ～ 66㎝で , 規模や配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 25㎝で，南壁際

の竈に向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７は深さ18㎝・12㎝で，

主柱穴の間に位置することから，補助柱穴と考えられる。Ｐ２・Ｐ５の第２層は柱の抜き取り痕である。Ｐ１・

Ｐ３・Ｐ４・Ｐ６・Ｐ７の第１～６層は柱抜き取り後の埋土である。

竈土層解説
１　暗 褐 色　　粘土ブロック中量，炭化物少量
２　褐　　　色　　粘土ブロック・炭化粒子少量
３　暗　褐　色　　粘土ブロック・ローム粒子少量
４　灰　褐　色　　粘土ブロック中量

５　褐　　　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子微量
６　灰　褐　色　　粘土ブロック中量，炭化材少量
７　褐　　　色　　粘土ブロック・ローム粒子少量
８　褐 色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子少量
３　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

４　褐　　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
５　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
６　褐　　　色　　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　７層に分層できる。ロームブロックなどが含まれた層が不規則に堆積していることから , 埋め戻されて

いる。第８・９層は貼床の構築土である。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
４　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　黒　　　色　　ロームブロック少量，炭化物微量

６　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量　　　　　
７　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量　　　　　
８　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量　　　　　
９　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量（締まりや
　　　　　　　　　や強い）　

遺物出土状況　土師器片 573 点（坏 103，甕類 470），須恵器片 68 点（坏 43，高台付坏１，蓋 14，甕類 10），

金属製品１点（釘）が，南部の床面を中心に散乱した状態で出土している。103・106・108 は南東コーナー部

寄りの床面から破片で出土していることから，遺棄されたかあるいは投棄されたものと考えられる。107・Ｍ

11 は覆土中層・覆土上層から出土していることから，埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

106 土師器 坏 14.6 5.4 － 長石・石英・赤
色粒子・黒色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面斜位・横位の

ヘラ削り　体部内面ヘラナデ 床面 70%　PL38

107 土師器 坏 ［14.8］ 4.8 － 長石・石英・赤
色粒子・細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面斜位のヘラ削

り　体部内面ナデ　内面黒色処理　 覆土中層 60%　PL38

108 須恵器 坏 － （2.8） 8.0 長石・石英・
雲母

にぶい
黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，回

転ヘラ削り 床面 40%
新治窯

109 土師器 甕 ［14.2］（6.4） － 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部縦位ヘラ削り　

体部内面ヘラナデ　 床面 10%

第 3078 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 54 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M11 釘 （3.0） （0.6） （0.5） （2.9） 鉄 断面長方形　一部欠損 覆土上層

　第 3081 号竪穴建物跡（第 55・56 図　PL11）

位置　12 区中央部のＲ８d1 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　 第 3082A 号竪穴建物 , 第 559・560・563 号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.88 ｍ，短軸 4.84 ｍの方形で，主軸方向はＮ－７ －゚Ｅである。壁は高さ２～５㎝で，緩や

かに立ち上がっている。

床　平坦で，主柱穴の内側と竈周辺は踏み固められている。壁溝が壁下に巡っている。

竈　北壁の中央からやや北東コーナー部寄りに付設されている。火床部は第 560 号掘立柱建物跡のＰ 10 に掘

り込まれており , 規模や状況は不明である。袖部は地山の上に粘土粒子やロームブロックを含む第１～６層を

積み上げて構築されている。煙道部は壁外に 38㎝掘り込まれ , 緩やかに立ち上がっている。

竈土層解説
１　極 暗 褐 色　　粘土粒子少量 , ロームブロック・焼土粒子・炭
　　　　　　　　　化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量
３　暗　褐　色　　粘土粒子少量，ロームブロック微量
４　暗　褐　色　　粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
５　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量，

　　　　　　　　　炭化物微量
６　褐　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量
７　灰　褐　色　　粘土粒子中量 , ローム粒子少量 , 焼土粒子微量
８　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック少量 , ローム粒子・粘土粒子微量
９　暗　褐　色　　ローム粒子少量 , 焼土粒子・炭化粒子微量

106

108

109

107 M11
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ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

３　暗　褐　色　　ロームブロック少量

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 56 ～ 74㎝で , 規模や配置から主柱穴である。覆土の第１～３層は柱抜き

取り後の埋土である。

覆土　５層に分層できる。床面上をロームブロックを中量含む第２層が広く覆っており , 埋め戻されている。
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土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック少量 , 炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック中量 , 炭化粒子微量
３　にぶい褐色　　ロームブロック・粘土ブロック少量

４　黒　褐　色　　ロームブロック中量 , 炭化粒子微量
５　暗　褐　色　　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　

遺物出土状況　土師器片 166 点（坏 24，高台付坏２，甕類 138，甑２），須恵器片 57 点（坏 35，高台付坏１，蓋５，

甕類 14，甑２），灰釉陶器片４点（椀１，長頸瓶３），土製品１点（支脚）がまばらな状態で出土している。110

は竈袖部脇の床面から，112 は南東コーナー部寄りの床面からそれぞれ破片で出土し，遺棄されたかあるいは投

棄されたものと思われる。111 は覆土下層から破片で出土しており，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

110 須恵器 坏 ［14.8］（5.0） － 長石・石英・雲母 にぶい
黄橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 床面 20%

新治窯
111 須恵器 甕 － （8.7） － 長石・石英 褐灰 普通 体部外面同心円文の叩き　 覆土下層 5%

新治窯カ

112 土師器 甑 ［22.2］（14.2） － 長石・石英・雲母 にぶい
赤褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面縦位のヘラ

削り　体部内面ヘラナデ 床面 30%

第 3081 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 56 図）

110

112

111
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　第 3088A 号竪穴建物跡（第 57 ～ 59 図）

位置　12 区中央部のＲ７e1 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　 当初は１棟の竪穴建物跡として調査を進めたが，建て替えが行われていることが判明し，古い竪

穴建物跡を第 3088A 号竪穴建物跡，新しい竪穴建物跡を第 3088B 号竪穴建物跡として報告する。そのほか，

第 3090C・3092・3099 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　竈の位置や柱穴の配置から長軸 4.22 ｍ，短軸 3.86 ｍの方形で，主軸方向はＮ－２ －゚Ｗと推定さ

れる。壁は建て替えですべて削平されており，不明である。

床　第 3088B 号竪穴建物跡の床下から確認されている。中央部は地山を削り出しにより造り出し，四方は 14

～ 22㎝掘り込んでいる。四方の掘方はロームブロックを含む暗褐色土の第３～６層で埋土され，床が構築さ

れている。床はほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

貼床・掘方土層解説
１　黒 褐 色　　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量，ロー
　　　　　　　　　ムブロック微量（締まり強い）
２　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物少量（締まり強い）
３　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
６　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物微量（締まり強い）
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－ 75 －

７　暗　褐　色　　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック・
　　　　　　　　　粘土ブロック少量
８　灰　褐　色　　粘土ブロック・炭化物中量，ロームブロック・
　　　　　　　　　焼土ブロック少量

９　黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少
　　　　　　　　　量，粘土ブロック微量
10　暗　褐　色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物少量

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 53 ～ 76㎝で，規模と配置からの主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ 28㎝で，

南壁際の竈に向かい合う位置にあることから出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　第 3088B 号竪穴建物跡の床面精査で確認されたため，覆土の状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片３点（甕類），須恵器片６点（坏４，蓋１，甕類１），土製品１点（土玉）が掘方埋土

中から出土している。DP ７は，出入口ピットと考えられるＰ５近くの掘方埋土中から出土している。

所見　柱穴の位置を変えずに，本跡から第 3088B 号竪穴建物へ建て替えていると考えられることから，本跡

の廃絶と第 3088B 号竪穴建物への建て替えは連続して行われたと思われる。このことから，本跡の時期は第

3088B 号竪穴建物跡と同時期の８世紀後葉と考えられる。
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第 58図　第 3088A・3088B 号竪穴建物跡実測図（２）

第 3088A 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 59 図）

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP ７ 土玉 2.0 ～
　　2.2 1.9 0.3 6.5 長石・石英 にぶい赤褐 ナデ　一方向からの穿孔 掘方埋土 PL45

竈　建て替えの際，袖部や燃焼部は壊され，竈の掘方だけが確認されている。竈は北壁中央部に付設されて

いる。火床部は床面から 28 ～ 32㎝ほど掘りくぼめ，ロームブロックなどを含む第①・②・③層を埋土してい

る。第①層の上面は赤変硬化している。煙道部は壁外へ 35㎝掘り込まれている。

竈土層解説
①　極暗赤褐色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
②　暗　褐　色　　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック・
　　　　　　　　　粘土ブロック少量

③　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量，
　　　　　　　　　粘土ブロック少量　　
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ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ５の内，重複が確認できたのはＰ１だけであり，本跡の柱穴は第 3088A 号竪穴建

物跡の柱穴の位置を変えずに，引き続き使用したと考えられる。したがって，Ｐ１～Ｐ４は規模や配置から

主柱穴と考えられる。Ｐ５は南壁際の竈に向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットと考え

られる。ピットの覆土の第１層から第８層はすべて柱抜き取り後の埋土である。

ピット土層解説
１　灰　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・
　　　　　　　　　炭化物少量
２　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量，
　　　　　　　　　粘土ブロック微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化物微量　　　　　　
５　褐　　　色　　ロームブロック中量
６　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量　　　　　
７　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
８　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

貯蔵穴　北東コーナー部に位置している。長径 82㎝，短径 72㎝の楕円形で，深さ 20㎝である。底面は平坦で，

壁はほぼ直立している。

　第 3088B 号竪穴建物跡（第 57 ～ 60 図　PL11・12）

位置　12 区中央部のＲ７e1 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　 第 3088A・3090C・3092・3099 号竪穴建物跡を掘り込み，第 567 号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　第 3088A 号竪穴建物跡の柱穴の位置を変えずに，北へ 96㎝，南へ 58㎝拡張している。長軸 5.56 ｍ，

短軸 4.54 ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－２ －゚Ｗである。壁は高さ 22 ～ 38㎝で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦な貼床で，出入口部と思われる部分から竈前面にかけての中央部は踏み固められている。貼床は

第 3088 Ａ号竪穴建物跡の床の上にロームブロックを中量含む締りの強い第２層を重ね，構築している。壁溝

が北壁東側部分を除いて，壁下に巡っている。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 145㎝で，燃焼部の幅は 64㎝である。火

床部は床面から 15㎝掘りくぼめ，ロームブロックを中量含む第 29 層を埋土して構築されている。左袖部は地

山を削り出して基部を造り，右袖部は地山を掘り込み，その上に粘土ブロックやロームブロックを含む第 21

～ 28 層を積み上げて構築されている。火床面は第９層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁

外へ 48㎝掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。

竈土層解説
１　暗 褐 色　　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒
　　　　　　　　　子微量
２　灰 黄 褐 色　　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒
　　　　　　　　　子微量
３　灰　褐　色　　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，炭
　　　　　　　　　化粒子微量
４　にぶい黄褐色　　焼土ブロック多量，炭化物少量，ロームブロッ
　　　　　　　　　ク微量
５　暗 赤 褐 色　　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
６　灰　褐　色　　焼土ブロック・灰少量，ロームブロック微量
７　灰　褐　色　　焼土ブロック少量 , ローム粒子・炭化粒子微量
８　灰　褐　色　　灰多量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
９　赤　褐　色　　焼土ブロック多量，灰中量，炭化粒子少量
10　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
11　にぶい赤褐色　　焼土ブロック多量，炭化粒子少量　　　　　　
12　黒　褐　色　　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
13　黒　褐　色　　焼土ブロック・炭化物少量，粘土粒子微量
14　灰　褐　色　　粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量　　
15　灰　褐　色　　灰多量，焼土ブロック少量，炭化物微量
16　暗　褐　色　　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量，
　　　　　　　　　ローム粒子微量
17　暗 赤 褐 色 　  焼土ブロック・炭化物中量 

18　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量
19　にぶい黄褐色　　粘土ブロック多量，焼土粒子微量　　　　　　
20　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量
21　灰　褐　色　　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　
22　褐　灰　色　　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物少量
23　灰　褐　色　　粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
24　にぶい黄褐色　　粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物微量
25　灰　褐　色　　粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，
　　　　　　　　　焼土粒子微量
26　灰　褐　色　　粘土ブロック多量，ロームブロック少量，炭化
　　　　　　　　　粒子微量
27　暗　褐　色　　炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量　
28　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量
29　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック
　　　　　　　　　少量，炭化粒子微量 
30　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
31　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物微量
32　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
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貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量　　　　　
３　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

４　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量
５　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量
６　黒　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量

覆土　13 層に分層できる。ロームブロックなどを含む層が不規則に堆積していることから , 埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
３　褐　　　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量
４　褐　　　色　　ロームブロック少量
５　にぶい黄褐色　　ロームブロック少量
６　暗　褐　色　　ロームブロック微量　　　　　　　　　　
７　褐　　　色　　ローム粒子中量

　　　　　
８　褐　　　色　　粘土ブロック・ロームブロック少量　　　　　
９　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　
10　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
11　褐　　　色　　ロームブロック中量
12　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
13　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片 592 点（坏 41，鉢２，甕類 549），須恵器片 378 点（坏 228，高台付坏８，蓋 18，盤４，

甕類 116，甑４），石器２点（砥石，紡錘車）が覆土全体から散乱した状態で出土している。118・121・123・

126 はほぼ完形で，貯蔵穴周辺の床面から出土しており，遺棄されたものと思われる。115 は貯蔵穴脇の床面

とＰ４の覆土上層から出土した破片が接合している。120 は床面と覆土中層から出土した破片が接合している。

DP ８は貯蔵穴底面と竈の火床面から出土した破片が接合している。115・120・DP ８は離れた位置から出土

したものが接合していることから，割られてから投棄されたものと思われる。その他の遺物は床面や覆土中か

ら出土しており，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

113 須恵器 坏 ［12.5］ 5.3 8.0 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
回転ヘラ削り 床面 60%　PL38

新治窯
114 須恵器 坏 ［13.4］ 4.2 8.0 長石・石英・

雲母・細礫 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
二方向のヘラ削り 床面 60%

新治窯
115 須恵器 坏 ［14.2］ 4.4 7.6 長石・石英・雲母 オリーブ

灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向のヘラ削り

Ｐ４覆土上層
　床面

60%　PL38
新治窯

116 須恵器 坏 ［13.6］ 4.8 7.8 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
二方向のヘラ削り 覆土下層 70%　PL38

新治窯
117 須恵器 坏 12.8 4.7 7.2 長石・石英・細礫 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

多方向のヘラ削り 覆土中層 80%　PL38
堀之内窯

118 須恵器 坏 13.2 4.1 7.7 長石・石英・
雲母・細礫 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

一方向のヘラ削り 床面 90%　PL39
新治窯

119 須恵器 高台付坏 ［12.7］（4.3） － 長石・石英 暗灰 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り
後，高台貼付け 覆土中層 40%　PL39

産地不明
120 須恵器 高台付坏 ［12.9］ 5.3 8.4 長石・石英・

雲母・黒色粒子
にぶい
黄橙 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け 覆土中層

床面
50%　PL39
新治窯

121 須恵器 高台付坏 12.8 5.8 8.8 長石・石英・細礫 灰 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け 床面 80%　PL39
新治窯

122 須恵器 盤 ［14.2］ 3.8 8.8 長石・石英・
雲母・細礫 灰黄褐 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り

後，高台貼付け　 覆土中層 80%　PL39
新治窯

123 須恵器 盤 17.9 3.0 12.2 長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け　口縁破損

後，磨って皿として再利用 床面 80%　PL39
新治窯

124 須恵器 盤（硯に
転用） 11.1 2.3 14.3 長石・石英・細礫 灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け　体部と高

台の高さを割って調整し，硯として再利用 覆土中層 40%　PL39
堀之内窯カ

125 土師器 甕 － （11.9） 7.8 長石・石英・
雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端外面横位のヘラ削り　体部内面ヘラ

ナデ　底面木葉痕 覆土下層 30%

126 土師器 甕 14.8 18.7 7.4 長石・石英・
雲母・細礫

にぶい
赤褐 普通

口縁部外・内面横ナデ　体部外面上半部縦位
のヘラ削り，指頭痕　体部外面下半部横位の
ヘラ削り　体部内面ヘラナデ　底面木葉痕

床面 90%

127 須恵器 甕 － （8.9） － 長石・石英・細礫 灰 普通 体部外面斜位の平行叩き　体部下端横位のヘ
ラ削り　体部内面指頭痕　底部一方向の削り 覆土上層 10%

新治窯
128 須恵器 甕 ［23.0］（10.3） － 長石・石英・

雲母・赤色粒子 灰 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面横位の平行
叩き　体部内面横ナデ 覆土上層 10%

新治窯

第 3088B 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 59・60 図）

番号 器　種 高さ 最小径 最大径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP ８ 支脚 7.0 4.7 9.2 197.5 長石・石英・
雲母・細礫 にぶい橙 ロクロ水挽成形　高盤脚部と同じ作り方で支

脚として利用　
竈火床面

貯蔵穴底面 PL45

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ３ 砥石 4.7 6.0 2.6 15.9 軽石 上面・側面に条線状の研磨痕　底面に凹み３か所 覆土中 PL46

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ４ 紡錘車 ［4.3］ （1.1） ［0.6］ （8.4） 粘板岩 上面・側面に線刻による鋸歯文　 覆土中 PL46
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第 59図　第 3088A・3088B 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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第 60図　第 3088B 号竪穴建物跡出土遺物実測図

　第 3095 号竪穴建物跡（第 61 ～ 64 図　PL12・13）

位置　12 区中央部のＲ７e4 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　 第 3087 号竪穴建物跡を掘り込み，第 569 号掘立柱建物，第 6816・6840 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.66 ｍ，短軸 4.60 ｍの隅丸方形で，主軸方向はＮ－５ －゚Ｗである。壁は高さ 14 ～ 30㎝で，

ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦な貼床で，出入口部と思われる部分から竈にかけての中央部は踏み固められている。四隅の掘方

はロームブロックを含む第 11 ～ 13 層で埋め戻されている。貼床は掘方埋土の上にロームブロックを含む締ま

りの強い第 10 層を積み上げて構築されている。壁溝が壁下に巡っている。

竈　北壁の中央部に付設されているが，煙道部を第 569 号掘立柱建物のＰ８に掘り込まれているため，規模

は不明である。火床部は床面から 23㎝掘りくぼめ，ロームブロックを中量含む第 25 層を埋土して構築されて

いる。袖部は地山のローム層を削り出して基部を造り，その上にロームブロックや粘土粒子を含む第 15 ～ 23

層を積み上げて構築されている。火床面は第 24 層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。
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竈土層解説
１　黒　褐　色　　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
２　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量，炭化物
　　　　　　　　　微量
３　黒　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量
４　暗　褐　色　　焼土粒子中量，粘土粒子少量，炭化物微量
５　暗 赤 褐 色　　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒
　　　　　　　　　子微量
６　黒　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
７　にぶい褐色　　焼土粒子・粘土粒子微量　
８　灰　赤　色　　焼土ブロック・粘土粒子中量，炭化粒子微量
９　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，ローム
　　　　　　　　　粒子微量
10　暗 赤 褐 色　　焼土粒子中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量
11　暗 赤 褐 色　　焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子微量
12　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・粘土粒子微量
13　黒　褐　色　　炭化粒子中量，焼土ブロック少量　　　　　　
14　灰　褐　色　　焼土粒子中量，炭化粒子少量
15　灰　褐　色　　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量，　
　　　　　　　　　炭化粒子微量

16　暗　褐　色　　粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭
　　　　　　　　　化粒子微量
17　灰　褐　色　　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子中量，炭
　　　　　　　　　化粒子微量
18　にぶい赤褐色　　粘土粒子多量，焼土ブロック中量，ローム粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子少量
19　灰　褐　色　　粘土ブロック・焼土ブロック中量，ローム粒子・
　　　　　　　　　炭化物少量
20　灰　褐　色　　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量，ロー
　　　　　　　　　 ムブロック少量
21　褐　　　色　　ロームブロック中量，粘土粒子少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量
22　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物・
　　　　　　　　　粘土粒子少量
23　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子
　　　　　　　　　少量，焼土ブロック微量　　　　　　　　　　
24　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック・灰中量，ロームブロック・炭化
　　　　　　　　　粒子少量
25　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化
　　　　　　　　　物微量　　

ピット　11 か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 38 ～ 45㎝で , 規模や配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 17㎝で，南壁

際の竈に向かい合う位置にあることから出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７は深さ 19㎝・21㎝，

Ｐ８・Ｐ９は深さ 26㎝・28㎝でいずれも主軸と同じ向きに配置されていることから，補助柱穴と考えられる。

Ｐ 10・Ｐ 11 は深さ 31㎝・23㎝で，性格は不明である。覆土の状況はＰ２・Ｐ８は柱抜き取り後の堆積土で，

Ｐ１・Ｐ４・Ｐ６・Ｐ７・Ｐ９は柱抜き取り後の埋土である。 
ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　
４　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　

　
５　明　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
６　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　
７　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
８　褐　　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　９層に分層できる。ロームブロックなどを含む層が周囲から投げ込まれた状況を示していることから，

埋め戻されている。第 11 ～ 13 層は掘方の埋土で，第 10 層は貼床の構築土である。

土層解説
１　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
３　極 暗 褐 色　　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
５　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
６　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
７　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
８　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　

９　黒　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭
　　　　　　　　　化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　
10　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
　　　　　　　　　（締まり強い）
11　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量
12　褐　　　色　　ロームブロック中量
13　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 1,007 点（坏 136，高台付坏１，皿１，甕類 869），須恵器片 277 点（坏 166，高台付坏９，

蓋９，盤２，高坏１，短頸壺１，甕類 89），土製品２点（土玉，羽口），金属製品２点（鏃）が覆土全体から

散乱した状態で出土している。138・139・141 は床面から破片で出土していることから，遺棄されたか投棄さ

れたものと思われる。131 は東壁際の掘方埋土中から出土している。135 はＰ 10 の覆土中層から出土しており，

Ｐ 10 が埋まる前に投棄されたものと思われる。129 は覆土中層と覆土上層から出土した破片が接合しており，

離れた位置から出土した破片が接合していることから，割られてから投棄されたものと思われる。その他の土

器はすべて破片で，覆土全体にわたって出土していることから，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。
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第 61図　第 3095 号竪穴建物跡実測図（１）
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第 62図　第 3095 号竪穴建物跡実測図（２）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

129 土師器 坏 15.6 6.0 6.2 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラ磨き，

指頭痕
覆土上層
覆土中層 80%　PL38

130 須恵器 坏 ［13.2］ 3.5 8.2 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，二
方向のヘラ削り　底部刻書「×」墨書「主ヵ」 覆土下層 40%　PL38

新治窯
131 須恵器 坏 － （2.8） 8.0 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，一

方向のヘラ削り　火襷 掘方埋土 30%
新治窯

132 須恵器 坏 ［14.4］ 4.9 ［8.8］ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，一
方向のヘラ削り 覆土中層 30%

新治窯
133 須恵器 坏 ［14.5］ 4.6 9.6 長石・石英・雲母 黄灰 普通 底部ヘラ切り後，一方向のヘラ削り 覆土上層 30%

新治窯
134 須恵器 坏 ［12.6］ 4.0 8.8 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部ヘラ切り後，回転

ヘラ削り 覆土中層 60%　底部墨書
「□」  新治窯

135 須恵器 坏 ［11.5］ 3.6 6.4 長石・石英・雲母・
黒色粒子・細礫 灰白 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部ヘラ切り後，回転

ヘラ削り　
P10

覆土中層
70%　PL38
新治窯

136 須恵器 坏 13.6 4.1 9.0 長石・石英・雲母 灰白 普通 底部ヘラ切り後，一方向のヘラ削り 覆土上層
覆土中層

70%　PL38
新治窯

137 須恵器 高台付坏 ［14.4］ 5.1 ［9.0］ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け 覆土上層 20%
新治窯

138 土師器 甕 ［21.0］（11.7） － 長石・石英・
雲母・細礫

にぶい
赤褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラナデ 床面 20％

139 土師器 甕 ［22.6］（10.5） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部縦位のヘラナデ 床面 ５％

140 土師器 甕 － （24.1）［10.2］長石・石英・
雲母・細礫 明赤褐 普通 体部下半外面ヘラ磨き　体部内面ヘラナデ　横

位のヘラ削り　底面木葉痕　 覆土上層 10%

141 須恵器 甕 ［21.4］（18.1） － 長石・石英・
雲母・細礫 灰 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面斜位の平行叩

き　体部内面指頭痕 床面 20%
新治窯

第 3095 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 63・64 図）

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP ９ 土玉 0.9 ～
　    1.1 0.9 0.1 0.83 長石・石英 にぶい

赤褐 ナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL45

DP10 羽口 ［2.7 ～           
　 4.2］（5.4） （1.5）（38.9）長石・石英・雲母 灰褐 ナデ　筒形　先端部一部滓化　　 覆土中層

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M12 鏃 （9.5） 2.3 0.6 （19.8） 鉄 鏃身部三角形　両丸造り　直角関　頸部台形関　断面形方形
茎部断面形方形　一部欠損 覆土上層 PL47

M13 鏃 （5.4） （1.3） （0.4） （4.9） 鉄 頸部から茎部にかけての部分　頸部棘関　断面形長方形　茎部
断面形長方形　　　　　　　　 覆土上層 PL47
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　第 3097 号竪穴建物跡（第 65・66 図　PL13）

位置　12 区中央部のＲ７c3 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　 第 3090 号竪穴建物跡，第 6874 号土坑を掘り込み，第 3089 号竪穴建物，第 570 号掘立柱建物，第

6829・6831・6858 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.74 ｍ，短軸 4.28 ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－５ －゚Ｅである。壁は高さ 20 ～ 28㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦な貼床で，出入口部と思われる部分から竈にかけての中央部は踏み固められている。貼床は，ローム

ブロックを中量含む第７層を地山の上に積み重ね構築している。壁溝が壁下に巡っている。

竈　北壁のやや北東コーナー部寄りに付設されている。竈の上半部を第 3089 号竪穴建物に掘り込まれている

ため，火床部だけが確認されている。火床部は床面から 18㎝掘りくぼめ，ロームブロックなどが含まれる第

２～４層を埋土して構築されている。火床面は第１層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁
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外へ 24㎝掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。

竈土層解説
１　明 赤 褐 色　　焼土粒子多量，炭化粒子少量
２　明　褐　色　　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
３　暗　褐　色　　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブロッ

                             ク微量
４　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 15 ～ 43㎝で , 規模や配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 15㎝で，南壁

際の竈に向かい合う位置にあることから出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ１～Ｐ４の覆土の状況は，

すべて柱抜き取り後の埋土である。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量

３　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

覆土　６層に分層できる。ロームブロックなどを含む層が不規則に堆積していることから埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量
２　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　
４　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

５　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
６　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量，粘土ブロック少量
７　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
　　　　　　　　　（締まり強い）　　　　　　　　　　　　　　

遺物出土状況　土師器片 107 点（坏 11，高台付坏１，甕類 95），須恵器片 33 点（坏 14，甕類 19）が，覆土中

からまばらな状態で出土している。142 は北東コーナー部の床下から確認されており，掘方埋土と一緒に投棄

されたものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所見　時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

142 須恵器 坏 ［13.8］ 3.5 ［8.4］ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底面ヘラ切り後，一
方向の削り 掘方埋土中 40%

新治窯

第 3097 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 66 図）
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　第 3098 号竪穴建物跡（第 67 図　PL13）

位置　12 区中央部のＲ６f0 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　 第 6869 号土坑を掘り込み，第 1603 号竪穴建物，第 567 号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　西側の大部分と南側の一部が調査区域外へ延びているため，北壁は 1.24 ｍ，東壁は 4.48 ｍしか

確認できなかった。北壁や東壁の状況から方形で，主軸方向はＮ－１ －゚Ｅと推定される。壁は高さ６～ 28㎝で，

外傾している。

床　平坦で，あまり踏み固められていない。壁溝が東壁の中央部に確認されている。
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ピット　５か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ 50㎝・42㎝で , 規模や配置から主柱穴である。Ｐ３～Ｐ５は深さ 30 ～ 55

㎝で，規模や主柱穴の近くに位置することから補助柱穴と考えられる。Ｐ３の覆土の第 11・12 層は柱抜き取

り後の埋土である。

覆土　12 層に分層できる。ロームブロックなどを含む層が不規則に堆積していることから埋め戻されている。

土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
４　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
６　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量　　　　　

７　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
８　暗　褐　色　　ロームブロック少量
９　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量
10　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
11　暗　褐　色　　ロームブロック中量
12　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 66 点（坏５，甕類 61），須恵器片３点（坏２，蓋１）が覆土中からまばらな状態で

出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

143 須恵器 蓋 ［18.0］ 3.3 － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 天井部回転ヘラ削り後，摘み貼付け 覆土中 40%
新治窯

第 3098 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 67 図）
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　第 3133 号竪穴建物跡（第 68・69 図　PL14）

位置　12 区中央部のＲ８d9 区，標高 21 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第 3131・3137 号竪穴建物跡を掘り込み，第 7228 号土坑に掘り込まれている。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量

４　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

㎝で，位置から補助柱穴と考えられる。Ｐ７・Ｐ８は深さ 28㎝・14㎝で性格は不明である。Ｐ１～Ｐ５の第１・

２・５層は柱抜き取り後の埋土である。Ｐ６・Ｐ８の第１～４層はピットの埋土である。

覆土　９層に分層できる。ロームブロックを含む層が不規則に堆積しており，埋め戻されている。
土層解説
１　灰　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量
３　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量，粘土粒子少量，炭化粒子
　　　　　　　　　微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

５　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量
６　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
７　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
８　褐　　　色　　ロームブロック中量，粘土粒子少量
９　にぶい褐色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片123点（坏 11，蓋１，皿１，甕類 110），須恵器片58 点（坏 20，高台付坏２，蓋６，鉢２，甕類

27，甑１）が，覆土全体からまばらな状態で出土している。144 はＰ５の覆土上層から出土しており，Ｐ５の埋

土と一緒に投棄されたものと思われる。145 は離れた位置のものが接合しており，割られてから投棄されたも

のと思われる。そのほかの土器は破片で覆土全体から出土しており，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 134㎝で，燃焼部幅は 74㎝である。火床部は

床面から20㎝掘りくぼめ，ロームブロックや粘土ブロックなどを含む第４・７層を埋土して構築されている。袖部

は埋土の上に，粘土ブロックを多量に含み締まりの強い第５層を積み上げて構築されている。火床面は第２層上面

で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ 44㎝掘り込まれ，火床部から穏やかに立ち上がっている。

竈土層解説
１　灰　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック・
　　　　　　　　　粘土ブロック少量
３　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック
　　　　　　　　　少量，炭化粒子微量
４　黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロ
　　　　　　　　　ック少量，炭化物微量

５　にぶい黄褐色　　粘土ブロック多量（締まり強い）
６　にぶい黄褐色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロ
　　　　　　　　　ック少量，炭化粒子微量
７　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土
　　　　　　　　　粒子微量
８　黒　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

規模と形状　確認された壁や柱穴の位置から，長軸 5.64 ｍ，短軸 4.60 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４ －゚Ｅ

と推定される。壁は高さ 12 ～ 28㎝で，ほぼ直立している。

床　東部は削平されているが，中央部から西部は平坦で，主柱穴の内側は踏み固められている。壁溝が壁下に巡っている。

ピット　８か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 52 ～ 88㎝で , 南北の壁寄りに位置し，内傾して掘り込まれている。これ

らは規模から主柱穴であり，配置から上屋構造が同時期の竪穴建物跡とは異なる可能性がある。Ｐ５は深さ

42㎝で，南壁際の竈に向かい合う位置にあることから出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ 26

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

144 須恵器 坏 ［13.4］ 4.0 ［7.8］ 長石・石英・
雲母・黒色粒子 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底面ヘラ切り後，一

方向の削り　
Ｐ５

覆土上層
40%
新治窯

145 須恵器 高台付坏 ［10.2］ 5.0 ［6.6］ 長石・石英・雲
母 灰 普通 体部下端回転ヘラ削り　底面回転ヘラ削り後，

高台貼付け
床面

覆土中層
40%　PL39
新治窯

146 須恵器 蓋 ［14.3］（2.5） － 長石・石英・
細礫・黒色粒子 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中 60%　PL37

新治窯
147 須恵器 鉢 ［31.0］（7.6） － 長石・石英・雲

母
灰

オリーブ 普通 体部外面縦位の平行叩き　体部内面横ナデ 覆土上層 10%
新治窯

148 須恵器 甑 ［30.2］（9.2） － 長石・石英・
黒色粒子 灰 普通 体部外面横位の平行叩き　体部内面指頭痕 覆土中 10%

新治窯

第 3133 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 69 図）



－ 89 －

K
７

６６

５５

４

２

１

K K′

８ ７
K

７
４４

３

２

２ １１

J
21.2m

J′

２
１

I I′

２

１

144H H′

５５

２２ １１

G G′

K

５
２

１

F F′

５

４ ３

２

１

E E′

９９
７ ６ ４

３ ２

B B′

K

９ ８ ７

５４
４

３

３

A A′
21.6m

14
7

14
5

D
D
′

21
.4
m９
７

5

5

４

１

Ｋ
Ｋ

C
C
′

K K′

J
J′

I

I′
H

H
′

G G′

F

F′

E

E′

D
D
′

C

C
′

B

B′

A

A′

SI 3137

SI 3131

P８
P７

P６

P５

P４

P３ P２

P１

147

145

144

撹乱 削平

SK7228

R8e0

０ １m

０ ２m

第 68図　第 3133 号竪穴建物跡実測図
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第 69図　第 3133 号竪穴建物跡出土遺物実測図

　第 3136 号竪穴建物跡（第 70・71 図　PL14）

位置　12 区中央部のＲ８c9 区，標高 21 ｍの台地縁辺部に位置している。

規模形状　長軸 4.94 ｍ，短軸 4.80 ｍの方形で，主軸方向はＮ－３ －゚Ｗである。壁は高さ４～ 34㎝で，ほぼ

直立している。

床　東部は削平されているが，中央部から西部はほぼ平坦で，主柱穴の内側は踏み固められている。壁溝が壁

下に巡っている。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２　にぶい褐色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

３　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

竈　北壁の中央部に付設されている。燃焼部から煙道部にかけて撹乱を受けているため，袖部と火床部の一

部だけが確認されている。火床部は床面から 10㎝掘りくぼめ，ロームブロックや粘土ブロックなどを含む第

２層を埋土して構築されている。火床面は第１層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。

竈土層解説
１　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック・
　　　　　　　　　粘土ブロック少量

２　灰 黄 褐 色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物微量

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 40 ～ 56㎝で , 規模や配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 32㎝で，南壁際

の竈に向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ１～Ｐ３の第１・２層は

柱の抜き取り痕である。Ｐ４・Ｐ５の第１～３層は柱抜き取り後の埋土である。

覆土　３層に分層できる。西側はロームブロックを中量含む第１層が覆っており，埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量
２　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

３　にぶい黄褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量
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遺物出土状況　土師器片 104 点（坏７，甕類 97），須恵器片 45 点（坏 16，高台付坏２，蓋６，盤１，高坏１，

甕類 19），金属製品４点（鎌２，釘２）が，覆土中からまばらな状態で出土している。150 は南壁際の壁溝上

から出土しており，遺棄されたものと思われる。Ｍ 14 ～Ｍ 16 は西壁寄りの床面から出土しており，遺棄され

たものか投棄されたものと思われる。Ｍ 17 は西壁寄りの床面下から出土し，掘方の埋土に伴った遺物と思わ

れる。

所見　時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。
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第 70図　第 3136 号竪穴建物跡実測図
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第 71図　第 3136 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

149 須恵器 蓋 ［16.8］（1.8） － 長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰白 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中 20%

新治窯
150 土師器 甕 － （12.8） 7.6 長石・石英・

雲母・細礫
にぶい
赤褐 普通 体部外面下位横位のヘラ削り　体部内面ヘラナ

デ　底面木葉痕 壁溝中 40%

第 3136 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 71 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M14 鎌 （7.2） 4.7 0.3 （51.2） 鉄 曲刃鎌　基部折り返し　切っ先部欠損　 床面 PL48

M15 鎌 （11.3） 3.1 0.3 （48.9） 鉄 曲刃鎌　基部折り返し　切っ先部欠損 床面 PL48

M16 釘 （6.8） （0.8） （0.6）（13.8） 鉄 脚部の破片　断面方形　頭部・先端部欠損 床面 PL47

M17 釘 （6.3） （1.2）（0.7 ～   
0.8） （14.9） 鉄 脚部の破片　断面方形　先端部寄り屈曲 掘方埋土中 PL47

　第 3137 号竪穴建物跡（第 72 図）

位置　12 区中央部のＲ８d0 区，標高 20 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　 第3131・3142号竪穴建物跡を掘り込み，第3133号竪穴建物，第7228・7645号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　後世の削平や撹乱により東部の遺存状態は良好ではないが，北側，西側，南側の一部に確認され

た壁溝の状況から南北軸 4.48 ｍ，東西軸 4.42 ｍの方形で，主軸方向はＮ－８ －゚Ｗと推測される。

床　西部は平坦で，中央部は踏み固められている。壁溝が西部の壁下に確認されている。西壁は６㎝で，ほぼ

直立している。

竈　北壁の中央から東寄りに，撹乱坑の底面で火床の一部が確認されている。構築状況については，壊され

ているため不明である。

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ８～20㎝で,形態や配置から柱穴とは考えにくく，性格は不明である。Ｐ１・

Ｐ２の第１・２層は自然堆積の状況を示している。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ２　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

覆土　３層に分層できる。第 3133 号竪穴建物跡の床面下で，本跡の覆土が確認できた。いずれの層にもロー

ムブロックが含まれており，埋め戻されている。第４層はロームブロックを中量含む層で，第 3133 号竪穴建

物跡の貼床の構築土である。
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　第 3142 号竪穴建物跡（第 73 図）

位置　12 区中央部のＲ８c0 区，標高 20 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　 第 3137・3143 号竪穴建物跡，第 7223 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　西部は後世の撹乱により，東部は第 3143 号竪穴建物や削平により掘り込まれており , 遺存状態

は良好ではないが竈やピット及び壁溝の確認状況から，南北軸 4.60 ｍ，東西軸 3.80 ｍの長方形で，主軸方向

はＮ－７ －゚Ｗと推測される。

床　撹乱や削平を受けていない中央部はほぼ平坦な貼床で，踏み固められている。厚さ４～８㎝の貼床は，ローム

ブロックを中量含む締まり強い第１層を積んで構築している。壁溝が南壁の南西コーナー寄りに確認されている。
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第 72図　第 3137 号竪穴建物跡実測図

遺物出土状況　土師器片 20 点（坏１，甕類 19），須恵器片３点（坏１, 蓋２）が覆土中からまばらな状態で出

土している。いずれも細片で図示できない。

所見　時期は，第 3142 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや出土土器から８世紀中葉と考えられる。

竈　北壁の中央部に付設されている。竈の上半部が壊されているため，火床部と煙道部だけが確認されている。

火床部は床面から８㎝掘りくぼめ，ロームブロックを含む第１・２層を埋土して構築されている。火床面は第

２層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。

竈土層解説
１　暗 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量 ２　赤 褐 色　　焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化物少量

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　　ロームブロック多量，炭化粒子微量

３　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
４　褐　　　色　　ロームブロック中量
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ピット　３か所。Ｐ１は深さ26㎝で,規模や配置から柱穴と思われるが他のピットとの対応関係は不明である。

Ｐ２は深さ 18㎝で，性格は不明である。Ｐ３は深さ 36㎝で，南壁際の竈に向かい合う位置にあることから出

入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ１・Ｐ３の覆土の状況は柱の抜き取り後の堆積土である。
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第 73図　第 3142 号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説
１　にぶい黄褐色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
２　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化物微量

３　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
４　灰 黄 褐 色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

覆土　確認面で覆土はほとんど存在せず，覆土の状況は不明である。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量（締まり強い） ２　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量　

遺物出土状況　土師器片 26 点（坏４, 高台付坏１, 鉢１, 甕類 20），須恵器片６点（坏１, 甕類５）が覆土中から

まばらな状態で出土している。いずれも細片で図示できない。

所見　時期は，第 3137 号竪穴建物に掘り込まれていることや出土土器から８世紀前葉と考えられる。

　第 3145 号竪穴建物跡（第 74 図）

位置　12 区中央部のＲ８b9 区，標高 20 ｍの台地端部に位置している。

重複関係　第 7222 号土坑に掘り込まれている。
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竈　東壁部で確認されている。上半部は削平されており，袖部や火床部の構築状況などは不明である。規模は

焚口部から煙道部まで 110㎝で，煙道部は壁外へ 40㎝掘り込まれている。

竈土層解説
１　暗 褐 色　　焼土粒子中量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化物微量

３　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

覆土　３層に分層できる。ロームブロックを中量含む層が広く堆積していることから，埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片24点（坏２，高台付坏１，甕類21），須恵器片29点（坏８，蓋１，甕類 20）が，覆土全体か

らまばらな状態で出土している。151 は床面から出土しており，遺棄されたかあるいは投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

規模と形状　北半部は撹乱され，南東コーナー部は削平されているため，東西軸は 3.42 ｍ，南北軸は 2.18 ｍ

しか確認できなかった。遺存している壁の状況や竈の位置から方形で，主軸方向はＮ－ 106 －゚Ｅと推定される。

壁は南西コーナー部で遺存しており，高さ８㎝で，ほぼ直立している。

床　南半部は平坦で，中央部は踏み固められている。南西コーナー部に壁溝が巡っている。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

151 須恵器 坏 ［12.8］ 4.2 ［7.9］ 長石・石英・
雲母・細礫

にぶい
赤褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，多

方向の削り 床面 20%
新治窯

第 3145 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 74 図）
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第 74図　第 3145 号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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　第 3151 号竪穴建物跡（第 75・76 図　PL14）

位置　12 区中央部のＲ９e5 区，標高 19 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　 第 2808 号竪穴建物跡を掘り込み，第 587 号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　北壁西側と東半部を撹乱や削平により壊されているが，西壁と南壁の状況や柱穴の配置などから，南

北軸3.62ｍ，東西軸3.90ｍの方形で，主軸方向はＮ－１ －゚Ｅと推測される。西壁は高さ22㎝で，ほぼ直立している。

床　西部は平坦で，中央部は踏み固められている。壁溝が西壁と南壁の西側で確認されている。

竈　撹乱と削平により竈の上半部は壊されており，袖部や煙道部の構築状況は不明であるが，北壁中央部に

火床面が確認されている。火床部は床面から８㎝掘りくぼめ，ロームブロックなどを含む第１～３層を埋土

して構築されている。火床面は第１層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。

竈土層解説
１　赤　褐　色　　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量，ローム
　　　　　　　　　ブロック少量，炭化粒子微量
２　褐 色　　ロームブロック多量，焼土粒子微量

３　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物少量
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152

153

154

第 76図　第 3151 号竪穴建物跡出土遺物実測図

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 18 ～ 40㎝で , 配置から主柱穴の可能性がある。Ｐ５は深さ 22㎝で，南壁寄

りに位置することから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ 36㎝で，Ｐ１の近くに位置する

ことから補助柱穴と考えられる。Ｐ３の第１層は柱抜き取り痕で，それ以外は柱抜き取り後の埋土と思われる。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子少量，粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
２　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
３　灰　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロッ

　　　　　　　　　ク少量，炭化物微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物微量　　

貯蔵穴　南西コーナー部寄りに付設されている。長径 64㎝，短径 56㎝の楕円形で，深さは 30㎝である。底面

は平坦で壁は外傾している。

覆土　２層に分層できる。西側から黒褐色土が流入した状況を示しており，自然堆積である。

土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量 ２　褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 102 点（坏 16，甑１, 甕類 85），須恵器片４点（坏）が，覆土中からまばらな状態で

出土している。153 はＰ４の覆土上層から出土しており , Ｐ４が埋まる前に投棄されたものと思われる。154

は貯蔵穴内から出土しており , 遺棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

３　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，炭化物微量
４　灰 黄 褐 色　　ロームブロック多量，炭化粒子微量　　
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表４　奈良時代竪穴建物跡一覧表

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

152 土師器 坏 ［13.6］（3.5） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラナデ　体
部内面ナデ 覆土中 10%

153 須恵器 坏 ［17.3］ 4.2 － 長石・石英・
雲母・細礫 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底面ヘラ切り後 , 二

方向のヘラ削り
Ｐ４

覆土上層
30%
新治窯

154 土師器 甑 ［28.6］ 27.2 10.1 長石・石英・細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削
り指頭痕　内面ヘラナデ , ヘラ磨き

貯蔵穴
覆土中層 60%

第 3151 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 76 図）

番号 位 置 主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

1603 Ｒ６f 0 Ｎ－３°－Ｅ 長方形 4.74 × 4.04 ６～ 28 ほぼ
平坦 一部 ２ － － 北壁 － 自然

土師器，須恵器，
灰釉陶器，土製品，
金属製品

８世紀後葉 SI3098 →本跡
→ SB567，SK1513

1742 Ｒ８b1 Ｎ－２°－Ｅ ［方形］［3.52］×（2.56） － 平坦 一部 ２ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ８世紀後葉 本跡→ SI 1742A，
SB559

3077 Ｒ８c 6 Ｎ－２°－ W 方形 6.38 × 6.12 ４ ～ 18 ほぼ
平坦

ほぼ
全周 ４ １ ４ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，

石器，金属製品 ８世紀前葉
SK6995 →本跡
→ SB557・564，
SK6997

3078 Ｒ８e 6 Ｎ－２°－ W 方形 5.94 × 5.62 ９ ～ 20 平坦 全周 ４ １ ２ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，
金属製品 ８世紀前葉 本跡→ SB558・

574，SK6792

3081 Ｒ８d 1 Ｎ－ 7°－Ｅ 方形 4.88 × 4.84 ２～５ 平坦 ほぼ
全周 ４ － － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，

灰釉陶器，土製品 ８世紀前葉 本跡→ SI3082A，
SB559・560・563

3088A Ｒ７e 1 Ｎ－２°－ W ［方形］［4.22］×［3.86］ － ほぼ
平坦 － ４ １ － 北壁 － － 土師器，須恵器，

土製品 ８世紀後葉
SI3090C・3092・
3099 →本跡
→ SI3088B

3088B Ｒ７e 1 Ｎ－２°－ W 隅丸
長方形 5.56 × 4.54 22 ～ 38 ほぼ

平坦
ほぼ
全周 ４ １ － 北壁 １ 人為 土師器，須恵器，

石器 ８世紀後葉
SI3088A・3090C・
3092・3099 →
本跡→ SB567

3095 Ｒ７e 4 Ｎ－５°－ W 隅丸
方形 4.66 × 4.60 14 ～ 30 ほぼ

平坦 全周 ４ １ ６ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，
土製品，金属製品 ８世紀中葉

SI3087 →本跡→
SB569，SK6816・
6840

3097 Ｒ７c 3 Ｎ－５°－Ｅ 隅丸
長方形 4.74 × 4.28 20 ～ 28 平坦 全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ８世紀中葉

SI3090，SK6874 →
本跡→ SI3089，
SB570，SK6829・
6831・6858

3098 Ｒ６f 0 Ｎ－１°－Ｅ ［方形］（4.48）×（1.24）６ ～ 28 平坦 一部 ２ － ３ － － 人為 土師器，須恵器 ８世紀前葉 SK6869 →本跡
→ SI1603，SB567

3133 Ｒ８d 9 Ｎ－４°－Ｅ［長方形］［5.64］×（4.60）12 ～ 28 平坦 一部 ４ １ ３ 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ８世紀後葉 SI3131・3137 →
本跡→ SK7228

3136 Ｒ８c 9 Ｎ－３°－ W 方形 4.94 × 4.80 ４ ～ 34 ほぼ
平坦 ［全周］ ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，

金属製品 ８世紀前葉

3137 Ｒ８d 0 Ｎ－８°－Ｗ［方形］［4.48］×［4.42］ ６ 平坦 一部 － － ４ 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ８世紀中葉
SI3131・3142 →
本跡→ SI3133，
SK7228・7645

3142 Ｒ８c 0 Ｎ－７°－Ｗ［長方形］［4.60］×［3.80］ － ほぼ
平坦 一部 １ １ １ 北壁 － － 土師器，須恵器 ８世紀前葉 本跡→ SI3137・

3143，SK7223

3145 Ｒ８b9 Ｎ－106°－Ｅ ［方形］［3.42］×（2.18） ８ 平坦 一部 － － － 東壁 － 人為 土師器，須恵器 ８世紀後葉 本跡→ SK7222

3151 Ｒ９e 5 Ｎ－１°－Ｅ ［方形］［3.90］×（3.62） 22 平坦 一部 ４ １ １ 北壁 １ 自然 土師器，須恵器 ８世紀中葉 SI2808 →本跡
→ SB587
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　（2）　掘立柱建物跡

　第 138 号掘立柱建物跡（第 77・78 図）

調査年度　平成 22 年度に調査した。南部は平成 14 年度に調査し，当財団報告『第 214 集』において報告して

いる。柱穴の番号については，今回報告分と合わせて，既調査分を新しい番号に更新した。

位置　12 区中央部の R ７g9 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　 第 1569・1579・3083C 号竪穴建物跡，第 143 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 184 号掘立柱建物，

第 36 号井戸，第 1471・1496・7647・7649 号土坑に掘り込まれている。
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第 77図　第 138 号掘立柱建物跡実測図
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土層解説（各柱穴共通）
１　黒 褐 色　　ローム粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック少量，粘土粒子微量（締まり強い）
３　極 暗 褐 色　　ロームブロック少量　　　　
４　極 暗 褐 色　　ロームブロック微量

５　黒　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック微量
６　黒　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子微量
７　暗　褐　色　　ロームブロック少量
８　暗　褐　色　　ロームブロック中量

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－３ －゚Ｗの南北棟である。規模は，桁行 7.4

ｍ，梁行 4.8 ｍで，面積は 35.52㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.4 ｍ（８尺），2.5 ｍ（８尺），2.5 ｍ（８

尺），北梁行が 2.5 ｍ（８尺），2.3 ｍ（８尺）で，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　10 か所。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ８～Ｐ10 について記載する。平面形は隅丸方形で，規模は長軸 118 ～ 144㎝，短軸

104 ～ 130㎝である。深さは 70 ～ 112㎝で，掘方の壁はＰ８以外，段を持ち立ち上がっている。平成 14 年度調

査のＰ３～Ｐ７についてもすべて段を持ち立ち上がっていることから，建て替えられた可能性がある。Ｐ１・

Ｐ２・Ｐ９・Ｐ 10 の第１層は柱痕跡，第２～８層は埋土，Ｐ８の第３・４・７層は埋土である。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ９・

Ｐ10 の底面で，柱のあたりを確認した。Ｐ３～Ｐ７については，『第 214 集』を参照されたい。

遺物出土状況　土師器片 62 点（坏６，甕類 56），須恵器片 35 点（坏 19，高台付坏１，蓋７，甕類８）が，Ｐ

１・Ｐ２・Ｐ９・Ｐ 10 の埋土中から出土している。155 はＰ１の埋土上層から，156 はＰ９の埋土中層からそ

れぞれ破片で出土しており，埋土に混入したものか，あるいは投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，第 1579 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや出土土器から８世紀後葉と考えられる。本跡は

掘立柱建物が集中して配置されている地区の中心部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連す

る建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

155 須恵器 坏 － （3.2） 7.4 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向のヘラ
削り

Ｐ１
埋土上層

30%
新治窯

156 須恵器 高台付坏 － （3.6） 11.0 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り後，
高台貼付け

Ｐ９
埋土中層

60%
新治窯

第 138 号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第 78 図）

　第 557A 号掘立柱建物跡（第 79 図　PL23）

位置　12 区中央部の R ８c7 区，標高 21 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　当初は１棟の掘立柱建物跡として調査を進めたが，第 557B 号掘立柱建物へ建て替えが行われてい

ると判断した。そのほか 第 3077 号竪穴建物跡を掘り込み，第 6997・7002 号土坑に掘り込まれている。

155 156

第 78図　第 138 号掘立柱建物跡出土遺物実測図
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規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－１ －゚Ｗの南北棟である。規模は，桁行 5.7

ｍ，梁行 4.2 ｍで，面積は 23.94㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 1.7 ｍ（６尺），2.1 ｍ（７尺），1.9 ｍ（６

尺），北梁行が 2.1 ｍ（７尺）の等間で，柱筋はほぼ揃っている。
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土層解説（各柱穴共通）
１　褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック中量　
３　暗 褐 色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　
４　暗 褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

５　暗　褐　色　　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
６　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子微量
７　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片５点（坏２，甕類３），須恵器片４点（坏２，蓋１，甕類１）が，ＡＰ３～ＡＰ６の

埋土中から出土している。いずれも，小片で図示できない。

所見　本跡から第 557B 号掘立柱建物への建て替えは，Ｐ１・Ｐ２・Ｐ７～Ｐ 10 を引き続き使用しているこ

となどから，連続していたと考えられる。時期は，第 3077 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや出土土器か

ら８世紀後葉と考えられる。本跡は掘立柱建物が集中して配置されている地区の西部に位置し，これまでに確

認されている掘立柱建物と関連する建物と考えられる。性格は，規模や形状から穀物類などを納める屋と考え

られる。

　第 557B 号掘立柱建物跡（第 79・80 図　PL23）

位置　12 区中央部の R ８c7 区，標高 21 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　第 3077 号竪穴建物跡，第 557A 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 6997・7002 号土坑に掘り込まれて

いる。

規模と構造　第 557A 号掘立柱建物を建て替えた桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－６ －゚

Ｗの南北棟である。規模は桁行 5.5 ｍ，梁行 3.9 ｍ，面積は 21.45㎡で，わずかに縮小している。柱間寸法は桁

行が北妻から 1.9 ｍ（６尺），1.9 ｍ（６尺），1.7 ｍ（６尺），北梁行が 2.0 ｍ（７尺），1.9 ｍ（６尺）で柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　11 か所。平面形は隅丸方形または楕円形で，規模は長軸 58 ～ 108㎝，短軸 52 ～ 100㎝である。深さは

28 ～ 56㎝で，掘方の壁はほぼ直立または外傾している。Ｐ 11 はＢＰ４に接して位置し，深さ 34㎝で，底面

に柱のあたりがあるが，性格は不明である。ＢＰ３・Ｐ９の第７層は柱痕跡，第２～４層は埋土で，ＢＰ４・

ＢＰ５の第６～８層は柱抜き取り痕で，第１・３・５層は埋土である。そのほかの柱穴の第１～５層は , 埋

土である。Ｐ１・Ｐ２・ＢＰ３・ＢＰ５・Ｐ８・Ｐ９の底面で柱のあたりを確認した。

遺物出土状況　土師器片 42 点（坏４，甕類 38），須恵器片 20 点（坏５，蓋３，盤１，短頸壺１，甕類 10）が，

Ｐ１・P ２，ＢＰ３～ＢＰ６・Ｐ８～Ｐ 10 の埋土中から出土している。158 はＰ２の底面から，157 はＰ２の

159 はＰ５の埋土上層からそれぞれ出土し，遺棄されたかあるいは混入したものと考えられる。

所見　第 557A 号掘立柱建物の廃絶と本跡への建て替えは，Ｐ１・Ｐ２，Ｐ７～Ｐ 10 を引き続き使用してい

ることなどから，連続していたと考えられる。時期は，第 3077 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや出土土

器から８世紀後葉と考えられる。本跡は掘立柱建物が集中して配置されている地区の東部に位置し，これまで

に確認されている掘立柱建物と関連する建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

柱穴　10 か所。Ｐ３～Ｐ６で，重複が確認され，古く考えられる柱穴の前にはＡを，新しく考えられる柱穴の

前にはＢを付け記載する。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ７～Ｐ 10 では重複は確認されず，建て替え後も同じ柱穴を使用し

たと考えられる。平面形は隅丸方形または楕円形で，規模は長軸 80 ～ 108㎝，短軸 66 ～ 84㎝である。深さは

14 ～ 56㎝で，掘方の壁は外傾している。ＡＰ３～ＡＰ６の第１・３・４層は埋土である。ＡＰ４・ＡＰ６の

底面で柱のあたりを確認した。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

157 須恵器 坏 － （1.8） 7.0 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の削り Ｐ２
埋土上層

10%
新治窯

158 須恵器 短頸壺 ［7.2］ （5.4） ［5.4］ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り　底部高台剥離 Ｐ２
底面

20%
新治窯

159 土師器 甕 － （2.9） ［9.0］ 長石・石英・雲母 黒褐 普通 体部下端外面ヘラ磨き　体部内面ヘラナデ
底部ヘラ削り

ＢＰ５
埋土上層 10%

第 557B 号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第 80 図）

157
159

158

第 80図　第 557B 号掘立柱建物跡出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）
１　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　黒 褐 色　　ローム粒子・炭化粒子微量　
３　極 暗 褐 色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　
４　暗 褐 色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

５　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　　微量
６　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
７　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

　第 558 号掘立柱建物跡（第 81・82 図　PL23）

位置　12 区中央部の R ８f5 区，標高 21 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　第 3078 号竪穴建物跡，第 6991・6992・6994 号土坑を掘り込み，第 574 号掘立柱建物，第 6989・

6990 号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行２間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－０ の゚南北棟である。規模は，桁行 4.6 ｍ，

梁行 4.6 ｍで，面積は 21.62㎡である。柱間寸法は桁行が 2.3 ｍ（８尺）の等間，梁行が 2.3 ｍ（８尺）の等間で，

柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　８か所。平面形は隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸 96 ～ 146㎝，短軸 82 ～ 110㎝である。深

さは 46 ～ 56㎝で，掘方の壁はほぼ直立または外傾している。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ４～Ｐ８の第１層は柱痕跡，第

２～５層は埋土である。Ｐ３の第６・７層は柱抜き取り痕で，第２～５層は柱抜き取り後の覆土である。Ｐ１

～Ｐ８の底面で，柱のあたりを確認した。

遺物出土状況　土師器片 89 点（坏 20，甕類 69），須恵器片 24 点（坏 13，蓋７，平瓶カ１，甕類３），金属製

品３点（鎌１，釘２）が，Ｐ１～Ｐ８の埋土及び覆土中から出土している。160 は完存率がやや高く，Ｍ 18・

Ｍ 19 とともにＰ２の埋土上層からそれぞれ出土しており，意識的に置かれた可能性がある。

所見　時期は，第 3078 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや出土土器から８世紀中葉と考えられる。本跡は

掘立柱建物が集中して配置されている地区の中央部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連す

る建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

160 須恵器 蓋 15.6 3.6 － 長石・石英・
雲母・細礫 褐灰 良好 天井部回転ヘラ削り後，摘み貼付け Ｐ２

埋土上層
70%　PL37
新治窯

161 須恵器 平瓶カ － （4.8） － 緻密 黄灰 良好 ロクロ水挽き成形　自然釉 Ｐ５
埋土中

10%
東海産カ

第 558 号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第 82 図）
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M18 鎌 （13.2） 2.9 0.2 （28.4） 鉄 先端部欠損　刃部わずかに彎曲　基部折り返し　 Ｐ２
埋土上層 PL48

M19 釘 （4.2） （0.6） （0.4） （4.4） 鉄 頭部欠損　先端部尖頭，屈曲　脚部断面長方形　 Ｐ２
埋土上層

M20 釘 （5.4） （0.5） （0.3 ～  
0.4） （4.0） 鉄 先端部・頭部欠損　脚部断面方形 Ｐ８

埋土中
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　第 562 号掘立柱建物跡（第 83・84 図　PL23・24）

位置　12 区中央部の R ８e7 区，標高 21 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　第 3096 号竪穴建物，第 573・577 号掘立柱建物，第 6813・6876・7212 号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　東平の柱穴が第 3096 号竪穴建物に掘り込まれていることや削平により確認されていないが，

桁行３間，梁行２間の側柱建物跡と想定される。西平の状況から，桁行方向がＮ－２ －゚ W の南北棟である。
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第 83図　第 562 号掘立柱建物跡実測図
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第 82図　第 558 号掘立柱建物跡出土遺物実測図

規模は，桁行 5.5 ｍ，梁行 4.3 ｍで，面積は 23.65㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.2 ｍ（７尺），1.6 ｍ（５

尺），1.7 ｍ（６尺），北梁行が 2.1 ｍ（７尺），2.2 ｍ（７尺）で，柱筋はほぼ揃っている。
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土層解説（各柱穴共通）
１　褐　　　色　　ローム粒子中量，粘土粒子微量
２　褐　　　色　　ローム粒子中量
３　暗 褐 色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
４　暗 褐 色　　ロームブロック少量

５　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
６　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック微量
７　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片 45 点（坏 16，甕類 28，甑１），須恵器片 27 点（坏８，高台付坏１，蓋４，甕類 13，甑１）

が，Ｐ１～Ｐ７の埋土及び覆土中から出土している。163 はＰ５の覆土下層から破片で出土しており，覆土に

混入したものと思われる。

所見　時期は，第 3096 号竪穴建物に掘り込まれていることや出土土器から８世紀中葉と考えられる。本跡は

掘立柱建物が集中して配置されている地区の中央部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連す

る建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

162 土師器 坏 ［18.6］（4.2） － 長石・石英・雲母 にぶい
黄橙 普通 口縁部外面横ナデ，内面ヘラ磨き　体部外面横

位のヘラ削り　内面横ナデ
Ｐ１

埋土中 10%

163 須恵器 高台付坏 － （3.2） ［9.5］ 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り後，
高台貼付け

Ｐ５
覆土下層

10%
新治窯

164 須恵器 甕 － （7.8） － 長石・石英・雲母 灰白 良好 体部外面横位の平行叩き Ｐ４
埋土中

10%
新治窯

第 562 号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第 84 図）

柱穴　７か所。平面形は楕円形または隅丸方形で，規模は長径 50 ～ 98㎝，短径 48 ～ 84㎝である。深さは 28 ～

44㎝で，掘方の壁は外傾している。P１・P ２・P４・Ｐ６・P ７の第１・４層は柱痕跡，第２・３・５・６層は埋土で

ある。P３・Ｐ５の第２～７層は柱抜き取り後の覆土である。Ｐ１・Ｐ２・P４～Ｐ６の底面で，柱のあたりを確認した。

　第 563 号掘立柱建物跡（第 85・86 図　PL24）

位置　12 区中央部の R ７c0 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　第 3081 号竪穴建物跡を掘り込み，第 559・560 号掘立柱建物，第 7026 号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－６ －゚Ｅの南北棟である。規模は，桁行 6.0

ｍ，梁行 4.4 ｍで，面積は 26.40㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 1.9 ｍ（６尺），2.0 ｍ（７尺），2.1 ｍ（７

尺），梁行が 2.2 ｍ（７尺）の等間で，柱筋は揃っている。

柱穴　10 か所。平面形は楕円形または円形で，規模は長径 62 ～ 110㎝，短径 48 ～ 76㎝である。深さは 26 ～

58㎝で，掘方の壁はほぼ直立または 外傾している。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ４・Ｐ６・Ｐ９・Ｐ 10 の第４層は柱痕跡，

第２・３・５～９層は埋土である。Ｐ３・Ｐ５・Ｐ７・Ｐ８・Ｐ 10 の第１層は柱抜き取り痕で，第２・３・５・

８～ 11 層は柱抜き取り後の覆土である。Ｐ１～Ｐ４・Ｐ６・Ｐ８～Ｐ 10 の底面で，柱のあたりを確認した。

柱のあたりや柱痕跡から，柱は直径 16 ～ 28㎝と推定できる。

162

163

164

第 84図　第 562 号掘立柱建物跡出土遺物実測図
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所見　時期は，第 3081 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや出土土器から８世紀中葉と考えられる。本跡は

掘立柱建物が集中して配置されている地区の中央部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連す

る建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

22.6m
I

J

K

I′

J′

K′

第 86図　第 563 号掘立柱建物跡実測図（２）

土層解説（各柱穴共通）
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量　
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
５　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

　第 564 号掘立柱建物跡（第 87 図　PL25）

位置　12 区中央部の R ８b5 区，標高 21 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　第 3077 号竪穴建物跡，第 6980 号土坑を掘り込み，第 6995 号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－６ －゚Ｗの南北棟である。規模は，桁行 6.0

ｍ，梁行 3.8 ｍで，面積は 22.80㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.1 ｍ（７尺），1.8 ｍ（６尺），2.1 ｍ（７

尺），梁行が 1.9 ｍ（６尺）の等間で，柱筋は揃っている。

柱穴　９か所。平面形は円形で，規模は径 52 ～ 92㎝である。深さは 12 ～ 46㎝で，掘方の壁は 外傾している。

Ｐ２～Ｐ７の第２層は柱痕跡で，第３～５層は埋土である。Ｐ８・Ｐ９の第１層は柱抜き取り痕で，第３・４

層は柱抜き取り後の覆土である。Ｐ１～Ｐ７・Ｐ９の底面で，柱のあたりを確認した。

遺物出土状況　土師器片９点（坏１，甕類８），須恵器片４点（坏３，蓋１）が，Ｐ１・Ｐ４～Ｐ６・Ｐ９の

埋土及び覆土中からまばらに出土している。いずれも細片で図示できない。

所見　時期は，第 3077 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや出土土器から８世紀後葉と考えられる。本跡は

掘立柱建物が集中して配置されている地区の中央部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連す

る建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１　褐　　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ローム粒子中量　
３　褐　　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量　　　　
４　暗 褐 色　　ロームブロック少量
５　極 暗 褐 色　　ロームブロック中量
６　褐　　　色　　ロームブロック・炭化物微量

７　褐　　　色　　ロームブロック少量
８　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
９　暗　褐　色　　ロームブロック少量，粘土粒子微量
10   黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
11　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片 28 点（坏 11，甕類 17），須恵器片７点（坏２，蓋１，甕類４）が，Ｐ１～Ｐ 10 の埋

土及び覆土中からまばらに出土している。いずれも細片で図示できない。
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第 88図　第 570 号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

規模と構造　桁行２間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－４ －゚Ｅの南北棟である。規模は，桁行 4.5 ｍ，

梁行 4.3 ｍで，面積は 19.35㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.1 ｍ（７尺），2.4 ｍ（８尺），北梁行が 2.0 ｍ（７

尺），2.3 ｍ（８尺）で，柱筋は揃っている。

　第 570 号掘立柱建物跡（第 88 図）

位置　12 区中央部の R ７c3 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　第 3090C・3097 号竪穴建物跡を掘り込み，第 3089 号竪穴建物，第 6826・6829・6831・6858・

6873・6874 号土坑に掘り込まれている。
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土層解説（各柱穴共通）
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量　
３　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　

４　褐 色　　ロームブロック少量
５　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

柱穴　８か所。平面形は楕円形または円形で，規模は長径56～82㎝，短径46～56㎝である。深さは24～56㎝で，

掘方の壁はほぼ直立または 外傾している。Ｐ１～Ｐ４の第１層は柱抜き取り痕で，第２～５層は埋土である。

　第 573 号掘立柱建物跡（第 89 図　PL23）

位置　12 区中央部の R ８d7 区，標高 21 ｍの台地中央部に位置している。
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第 89図　第 573 号掘立柱建物跡実測図

遺物出土状況　土師器片 12 点（坏２，甕類 10），須恵器片５点（坏２，短頸壺１，甕類２）が，Ｐ１～Ｐ４

の埋土中からまばらに出土している。165 はＰ２の埋土中から出土しており，混入したものと思われる。

所見　時期は，第 3097 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや出土土器から８世紀後葉と考えられる。本跡は

掘立柱建物が集中して配置されている地区の西部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連する

建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

165 須恵器 短頸壺 ［9.7］ （4.6） － 長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰白 普通 体部外・内面ロクロナデ　 Ｐ２

埋土中
10%
新治窯

第 570 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 88 図）
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柱穴　８か所。平面形は隅丸長方形または隅丸方形で，規模は長軸 55 ～ 88㎝，短軸 40 ～ 72㎝である。深さ

は 17 ～ 44㎝で，掘方の壁はほぼ直立または 外傾している。Ｐ３・Ｐ５・Ｐ６・Ｐ８の第１層は柱痕跡で，第２・

３層は埋土である。Ｐ１の第５層は柱抜き取り痕である。Ｐ２の第２～４層は柱抜き取り後の覆土である。Ｐ

１・Ｐ３・Ｐ５～Ｐ７の底面で柱のあたりを確認した。

土層解説（各柱穴共通）
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量　
３　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　

４　褐 色　　ロームブロック少量
５　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片８点（坏１，甕類７），須恵器片５点（坏３，蓋１，甕類１）が，Ｐ１～Ｐ３，Ｐ５・

Ｐ７・Ｐ８の埋土及び覆土中からまばらに出土している。いずれも細片で図示できない。

所見　時期は，第 562 号掘立柱建物跡を掘り込んでいることや出土土器から８世紀後葉と考えられる。本跡は

掘立柱建物が集中して配置されている地区の中央部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連す

る建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

規模と構造　桁行２間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－１ －゚Ｗの南北棟である。規模は，桁行 4.0 ｍ，

梁行 3.8 ｍで，面積は 15.20㎡である。柱間寸法は桁行が 2.0 ｍ（７尺）の等間，北梁行が 1.9 ｍ（６尺）の等間で，

柱筋はほぼ揃っている。

　第 574 号掘立柱建物跡（第 90 図）

位置　12 区中央部の R ８d5 区，標高 21 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　第 3078 号竪穴建物跡，第 558 号掘立柱建物跡，第 6992・6994 号土坑を掘り込んでいる。

遺物出土状況　土師器片５点（坏１，蓋１，甕類３），須恵器片６点（坏１，甕類５）が，Ｐ３・Ｐ７・Ｐ８の埋土及

び覆土中からまばらに出土している。166 はＰ８の埋土中から出土しており , 掘方に伴うものと思われる。

土層解説（各柱穴共通）
１　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　極 暗 褐 色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量　
３　暗 褐 色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　
４　極 暗 褐 色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

６　灰　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック
　　　　　　　　　少量，炭化粒子微量
７　褐　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
８　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－０ の゚南北棟である。規模は，桁行 6.0 ｍ，

梁行 4.0 ｍで，面積は 24.00㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.0 ｍ（７尺），1.7 ｍ（６尺），2.3 ｍ（８尺），

梁行が 2.0 ｍ（７尺）の等間で，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　10か所。平面形は楕円形または円形で，規模は長径52～70㎝，短径44～56㎝である。深さは10～38㎝で，

掘方の壁は外傾している。Ｐ１・Ｐ４・Ｐ７・Ｐ８・Ｐ 10 の第１層は柱痕跡，第２～４層は埋土である。Ｐ２・

Ｐ３・Ｐ６の第５層は柱抜き取り痕で，第４・６～８層は柱抜き取り後の覆土である。Ｐ５・Ｐ９の第７層は

柱抜き取り後の覆土である。Ｐ４・Ｐ５・Ｐ９の底面で柱のあたりを確認した。

所見　時期は，第 3078 号竪穴建物跡，第 558 号掘立柱建物跡を掘り込んでいることや出土土器から８世紀後

葉と考えられる。本跡は掘立柱建物が集中して配置されている地区の中央部に位置し，これまでに確認されて

いる掘立柱建物と関連する建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

重複関係　第 562 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 6996 号土坑に掘り込まれている。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

166 土師器 甕 ［19.4］（8.2） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ
ナデ

Ｐ８
埋土中 10%

第 574 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 90 図）
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　第 579 号掘立柱建物跡（第 91 図）

調査報告　平成 22 年度に調査した。南部は平成 14 年度に調査し，当財団報告『第 214 集』において報告して

いる。柱穴の番号については，今回報告分と合わせて，既調査分を新しい番号に更新した。　

位置　12 区中央部のＲ７g8 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

土層解説（各柱穴共通）
１　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量　
３　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量　　　　
４　黒 褐 色　　ロームブロック少量
５　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

６　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量
７　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック微量
８　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量
９　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
10　褐　　　色　　ロームブロック少量 

重複関係　第 1570・1583 号竪穴建物，第 138 号掘立柱建物，第 7021・7648 号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－99 －゚Eの東西棟である。規模は，桁行4.8ｍ，

梁行 3.8 ｍで，面積は 18.24㎡である。柱間寸法は桁行が 1.6 ｍ（５尺）の等間，梁行が 1.9 ｍ（６尺）の等間で，

柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　10 か所。Ｐ１・Ｐ８～Ｐ 10 について記載する。平面形は楕円形で，規模は長径 82 ～ 94㎝，短径 70 ～

80㎝である。深さは 50 ～ 68㎝で，掘方の壁は外傾している。Ｐ８の第１～５層は柱抜き取り後の埋土である。

Ｐ９の第６・９層は柱抜き取り痕で，第７・８・10 層は埋土である。Ｐ 10 の第３層は柱痕跡で，第６～８層

は埋土である。Ｐ１は第 138 号掘立柱建物跡Ｐ８と重複していたため，形状などは捉えられなかった。Ｐ８～

Ｐ 10 の底面で，柱のあたりを確認した。Ｐ３～Ｐ７については，『第 214 集』を参照されたい。
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遺物出土状況　土師器片３点（坏１，甕類２），須恵器片２点（坏，甕類）が，Ｐ８・Ｐ９の埋土中からまば

らに出土している。いずれも細片で図示できない。

所見　時期は，第 138 号掘立柱建物に掘り込まれていることや出土土器から８世紀中葉と考えられる。本跡は

掘立柱建物が集中して配置されている地区の中央部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連す

る建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

　第 586 号掘立柱建物跡（第 92 図）

位置　12 区中央部のＲ９f3 区，標高 19 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第 2808・3153 号竪穴建物跡，第587号掘立柱建物跡を掘り込み，第3150号竪穴建物に掘り込まれ

ている。

規模と構造　南部が調査区域外へ延びており，西平は柱穴を確認できなかったところもあるが，桁行２間以上，

梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－０ の゚南北棟と推定できる。確認できた規模は，桁行 3.9 ｍ，梁行

4.4 ｍである。柱間寸法は桁行が北妻から 2.0 ｍ（７尺），1.9 ｍ（６尺），遺構の重複により中間の柱穴は確認

されていないが，北梁行が 2.2 ｍ（７尺）の等間と推定される。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　４か所。平面形は楕円形または円形で，規模は長径 92 ～ 125㎝，短径 80 ～ 108㎝である。深さは 22 ～

46㎝で，掘方の壁はほぼ直立または外傾している。Ｐ１・Ｐ２の第１層は柱痕跡で，第２～６・８層は埋土で

ある。P ４の第７層は柱抜き取り後の覆土である。Ｐ１・Ｐ２の底面で，柱のあたりを確認した。
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土層解説（各柱穴共通）
１　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・粘
　　　　　　　　　土粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
４　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量　

５　褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量
６　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
７　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
８　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
９　にぶい黄褐色　　ロームブロック少量，粘土粒子微量　　

遺物出土状況　土師器片 11 点（甕類），須恵器片５点（坏１，高台付坏１，蓋１，甕類２）が，Ｐ１～Ｐ３の

埋土中からまばらに出土している。167 はＰ１の埋土上層から出土している。

所見　時期は，第 587 号掘立柱建物跡を掘り込んでいることや出土土器から８世紀後葉と考えられる。本跡は

掘立柱建物が集中して配置されている地区の東端部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連す

る建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

167 須恵器 高台付坏 － （3.5） ［6.6］ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り後，
高台貼付け

Ｐ１
埋土上層

30%
新治窯

第 586 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 92 図）

　第 587 号掘立柱建物跡（第 93 図）

位置　12 区中央部のＲ９e4 区，標高 19 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第 2808 号竪穴建物跡を掘り込み，第 586 号掘立柱建物に掘り込まれている。
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　第 589 号掘立柱建物跡（第 94 図）

位置　12 区中央部のＲ９a2 区，標高 20 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第 3132・3140 号竪穴建物，第 590 号掘立柱建物 , 第 7168 号土坑に掘り込まれている。第 7178・

7238 号土坑とも重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造　北部や南部は遺構の重複により，東部は撹乱されているため，確認できたのは西平の桁行３間，

南梁の１間である。桁行方向がＮ－８ －゚Ｗの南北棟と推定され，確認された規模は，桁行 5.6 ｍ，梁行 1.8 ｍ

である。柱間寸法は桁行が北妻から 1.8 ｍ（６尺），1.8 ｍ（６尺），2.0 ｍ（７尺）で，梁行は 1.8 ｍ（６尺）

である。柱筋はほぼ揃っている。

土層解説（各柱穴共通）
１　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　　微量
２　極 暗 褐 色　　ロームブロック少量　

３　黒 褐 色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　極 暗 褐 色　　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック中量

規模と構造　南部が調査区域外へ延びており，東部は遺構の重複により柱穴を確認できなかったが，桁行２間

以上，梁行１間以上の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－１ －゚Ｗの南北棟と推定できる。確認できた規模は，桁

行 4.2 ｍ，梁行 1.9 ｍである。柱間寸法は桁行が北妻から 2.4 ｍ（８尺），1.8 ｍ（６尺），北梁行が 1.9 ｍ（６尺）

である。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　４か所。Ｐ１・Ｐ２は第2808号竪穴建物跡の床面で確認された。そのため，柱穴の規模等についてはＰ３・

Ｐ４について記載する。平面形は隅丸長方形または隅丸方形で，規模は長軸 72 ～ 100㎝，短軸 68 ～ 82㎝であ

る。深さは 54 ～ 58㎝で，掘方の壁はほぼ直立している。Ｐ３の第１・２層は柱抜き取り痕で，第３～５層は

埋土である。Ｐ４の第１～３層は柱抜き取り後の覆土である。Ｐ１～Ｐ４の底面で，柱のあたりを確認した。

遺物出土状況　土師器片３点（ミニチュア土器１，甕類２），須恵器片１点（坏）が，Ｐ２・Ｐ３の埋土中からまばら

に出土している。168のミニチュア土器はＰ２の埋土中層から出土しており，意識的に埋土に混入させた可能性がある。

所見　時期は，第 2808 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや出土土器から８世紀中葉と考えられる。本跡は

掘立柱建物が集中して配置されている地区の東端部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連能

する建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

168 土師器 ミニチュア土器 － （5.5） － 長石・石英 浅黄橙 普通 体部外・内面ヘラ成形　体部上位に焼成前の
穿孔

Ｐ２
埋土中層 50%

第 587 号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第 93 図）

遺物出土状況　土師器片２点（甕類）が，Ｐ３の埋土中からまばらに出土している。細片で図示できない。

所見　時期は，第 590 号掘立柱建物に掘り込まれていることや出土土器から８世紀中葉以降と考えられる。本

跡は掘立柱建物が集中して配置されている地区の東端部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関

連する建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，粘土粒子少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子・粘
　　　　　　　　　土粒子微量
３　黒 褐 色　　ロームブロック少量

４　褐 色　　ロームブロック中量，粘土粒子少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量
５　褐　　　色　　ロームブロック中量，粘土粒子少量，炭化粒子
　　　　　　　　　微量

柱穴　5 か所。平面形は楕円形または円形で，規模は長径 52 ～ 116㎝，短径 44 ～ 80㎝である。深さは５～ 44㎝で，

掘方の壁は外傾している。第１～６層は柱抜き取り後の埋土である。Ｐ２～Ｐ５の底面で，柱のあたりを確認した。
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第 94図　第 589 号掘立柱建物跡実測図

　第 590 号掘立柱建物跡（第 95 図）

位置　12 区中央部のＲ９b2 区，標高 20 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第 3134 号竪穴建物跡，第 589 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 3132・3140 号竪穴建物に掘り込まれ

ている。第 7168・7178・7238 号土坑とも重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造　東部は撹乱され，柱穴を確認できないところもあるが，桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方

向がＮ－５－゚Ｗの南北棟である。規模は，桁行6.1ｍ，梁行4.7ｍで，面積は28.67㎡である。柱間寸法は桁行が北妻

から2.1ｍ（７尺），1.9ｍ（６尺），2.1ｍ（７尺）で，梁行は2.1ｍ（７尺），2.6 ｍ（９尺）である。柱筋はほぼ揃って

いる。

柱穴　９か所。平面形は楕円形または円形で，規模は長径 72 ～ 108㎝，短径 66 ～ 92㎝である。深さは 24 ～

75㎝で，掘方の壁は外傾している。Ｐ４・Ｐ５・Ｐ９の第４層は柱痕跡で，第３・５～ 10 層は埋土である。Ｐ６・

Ｐ８の第１～３層は柱抜き取り痕で，第５～７層は覆土である。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ７の第１～３・５～７層は柱

抜き取り後の覆土である。Ｐ１・Ｐ３～Ｐ９の底面で柱のあたりを確認した。
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第 95図　第 590 号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片 39 点（坏６，甕類 33），須恵器片 11 点（坏４，高台付坏１，甕類６）が，Ｐ４～Ｐ

９の埋土及び覆土中からまばらに出土している。169 はＰ５の埋土中から出土している。

所見　時期は，第 589 号掘立柱建物跡を掘り込んでいることや出土土器から８世紀後葉と考えられる。本跡は

掘立柱建物が集中して配置されている地区の東端部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連す

る建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

169 須恵器 坏 － （4.0） ［9.4］ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向のヘラ削り

Ｐ５
埋土中

10%
新治窯

第 590 号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第 95 図）

表５　奈良時代掘立柱建物跡一覧表

番号 位 置 桁行方向
柱間数 規　模 面 積

（㎡）

柱間寸法 柱     穴 
主な出土遺物 時　期 備　考

桁×梁（間） 桁 × 梁
（ｍ） 桁間（ｍ）梁間（ｍ）構造 柱穴数 平 面 形 深さ（㎝）

138 Ｒ７g9 Ｎ－ 3 °－W ３×２ 7.4 × 4.8 35.52 2.4 ～ 2.5 2.3 ～ 2.5 側柱 10 隅丸方形　 70 ～ 112 土師器，須恵器 ８世紀後葉
SI1569・1579・
3083C,SB143 →
本跡→
SB184,SE36

557A Ｒ８c7 Ｎ－ 1 °－W ３×２ 5.7 × 4.2 23.94 1.7 ～ 2.1 2.1 側柱 10 隅丸方形
楕円形　 14 ～ 56 土師器，須恵器 8 世紀後葉 SI3077 →本跡

→ SB557B
557B Ｒ８c7 Ｎ－ 6 °－W ３×２ 5.5 × 3.9 21.45 1.7 ～ 1.9 1.9 ～ 2.0 側柱 11 隅丸方形

楕円形　 28 ～ 56 土師器，須恵器 ８世紀後葉 SI3077，
SB557A →本跡

558 Ｒ８f5 Ｎ－ 0 °　　 ２×２ 4.6 × 4.6 21.62 2.3 2.3 側柱 ８ 隅丸方形
隅丸長方形 46 ～ 56 土師器，須恵器

金属製品 ８世紀中葉 SI3078 →本跡
→ SB574

562 Ｒ８e7 Ｎ－ 2 °－Ｗ ３×２ 5.5 × 4.3 23.65 1.6 ～ 2.2 2.1 ～ 2.2 側柱 ７ 楕円形
隅丸方形　 28 ～ 44 土師器，須恵器 ８世紀中葉 本跡→ SI3096，

SB573・577
563 Ｒ７c0 Ｎ－ 6 °－Ｅ ３×２ 6.0 × 4.4 26.40 1.9 ～ 2.1 2.2 側柱 10 楕円形

円形　 26 ～ 58 土師器，須恵器 ８世紀中葉 SI3081 →本跡
→ SB559・560

564 Ｒ８b5 Ｎ－ 6 °－Ｗ ３×２ 6.0 × 3.8 22.80 1.8 ～ 2.1 1.9 側柱 ９ 円形　 12 ～ 46 土師器，須恵器 ８世紀後葉 SI3077 →本跡
→ SK6995

570 Ｒ７c3 Ｎ－ 4 °－Ｅ ２×２ 4.5 × 4.3 19.35 2.1 ～ 2.4 2.0 ～ 2.3 側柱 ８ 楕円形
円形　 24 ～ 56 土師器，須恵器 ８世紀後葉

SI3090C・
3097 →本跡
→ SI3089

573 Ｒ８d7 Ｎ－ 1 °－Ｗ ２×２ 4.0 × 3.8 15.20 2.0 1.9 側柱 ８ 隅丸長方形
隅丸方形　 17 ～ 44 土師器，須恵器 ８世紀後葉 SB562 →本跡

→ SK6996

574 Ｒ８d5 Ｎ－ 0 °　　 ３×２ 6.0 × 4.0 24.00 1.7 ～ 2.3 2.0 側柱 10 楕円形
円形　 10 ～ 38 土師器，須恵器 ８世紀後葉 SI3078，

SB558 →本跡
579 Ｒ７g8 Ｎ－99°－Ｅ ３×２ 4.8 × 3.8 18.24 1.6 1.9 側柱 ９ 楕円形　 50 ～ 68 土師器，須恵器 ８世紀中葉 本跡→ SI1570・

1583，SB138

586 Ｒ９f3 Ｎ－ 0 °　　 ２×２ （3.9）× 4.4 － 1.9 ～ 2.0 2.2 側柱 ４ 楕円形 
円形　 22 ～ 46 土師器，須恵器 ８世紀後葉

SI2808・3153，
SB587 →本跡
→ SI3150

587 Ｒ９e4 Ｎ－ 1 °－Ｗ ２×１ （4.2）×（1.9） － 1.8 ～ 2.4 1.9 側柱 ４ 隅丸長方形
隅丸方形　 54 ～ 58 土師器，須恵器 ８世紀中葉 SI2808 →本跡

→ SB586
589 Ｒ９a2 Ｎ－ 8 °－Ｗ ３×１ （5.6）×（1.8） － 1.8 ～ 2.0 1.8 側柱 ５ 楕円形

円形　 ５～ 44 土師器 ８世紀中葉
以降

本跡→ SI3132・
3140，SB590

590 Ｒ９b2 Ｎ－ 5 °－Ｗ ３×２ 6.1 × 4.7 28.67 1.9 ～ 2.1 2.1 ～ 2.6 側柱 ９ 楕円形
円形　 24 ～ 75 土師器，須恵器 ８世紀後葉

SI3134，
SB589 →本跡
→ SI3140

土層解説（各柱穴共通）
１　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック中量
４　黒 褐 色　　ロームブロック少量，炭化物微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土
　　　　　　　　　粒子・炭化粒子微量
６　灰 黄 褐 色　　ロームブロック多量，炭化粒子微量

７　にぶい黄褐色　　ロームブロック多量
８　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　　微量　
９　暗　褐　色　　ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子
　　　　　　　　　少量，炭化粒子微量
10　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
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　第 6830 号土坑（第 96 図）

位置　12 区北部の R ７c4 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　径 0.72 ｍの円形である。深さは 20㎝で，壁は外傾している。底面は平坦である。

覆土　４層に分層できる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積である。

土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子少量
２　褐 色　ローム粒子中量

３　褐 色　ローム粒子微量
４　褐 色　ローム粒子少量

第 96図　第 6830 号土坑・出土遺物実測図
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　（3）　土坑

遺物出土状況　土師器片７点（甕類），須恵器片４点（坏３，高台付坏１）が出土している。170・171 は，そ

れぞれ覆土中から出土していることから，埋没の過程で投棄されたものあるいは流れ込んだものと考えられる。

所見　時期は，出土遺物から８世紀後葉以前と考えられる。性格は不明である。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

170 須恵器 坏 － （1.8） ［7.6］ 長石・石英・雲母 灰黄褐 良好 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
二方向のヘラ削り 覆土中 ５％

新治窯
171 須恵器 高台付坏 － （2.2） ［9.0］ 長石・石英・雲母 黄灰 良好 底部回転ヘラ切り後，高台貼付け 覆土中 20％

新治窯

第 6830 号土坑出土遺物観察表（第 96 図）

　第 6840 号土坑（第 97 図  PL28）

位置　12 区北部の R ７e4 区，標高 23 ｍほどの台地平坦

部に位置している。

重複関係　第 3087・3095号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 0.95 ｍ，短径 0.71 ｍの楕円形で，長径

方向は，N － 26°－ W である。深さは 35㎝で，壁は外傾

している。底面は平坦である。

覆土　５層に分層できる。不規則な堆積状況を示している

ことから，埋め戻されている。

第 97図　第 6840 号土坑実測図
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遺物出土状況　土師器片 13 点（坏３，甕類 10），須恵器片３点（坏，蓋，甕類）が出土しているが，いずれ

も細片のため図示できない。

所見　時期は，第 3087・3095 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや，出土遺物から８世紀後葉と考えられる。

性格は不明である。

　第 6995 号土坑（第 98 図）

位置　12 区北部の R ８c5 区，標高 21 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 3077 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　上面を第 3077 号竪穴建物に掘り込まれているため，径 0.52 ｍしか確認できなかったが，円形と

推定できる。深さは 24㎝で，壁は外傾している。底面は平坦である。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片２点（坏）が出土しているが，

いずれも細片のため図示できない。

所見　時期は，第 3077 号竪穴建物に掘り込まれている

ことや，出土遺物から８世紀前葉と考えられる。性格は

不明である。第 98図　第 6995 号土坑実測図
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　第 7021 号土坑（第 99 図）

位置　12 区北部の R ７f 7 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 579 号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.55 ｍ，短径 1.29 ｍの楕円形で，長径方向は，N － 79°－ E である。深さは 38㎝で，壁は

外傾している。底面は平坦である。

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量

所見　時期は，第 143・579 号掘立柱建物跡を掘り込んでいることや，出土遺物から８世紀後葉と考えられる。

性格は不明である。

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれているこ

とから，埋め戻されている。

遺物出土状況　須恵器片３点（高台付坏１，甕類２）が出土している。172 は，破片で覆土中層から出土して

いることから，埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ローム粒子少量
３　褐 色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

４　褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量
５　褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第 99図　第 7021 号土坑・出土遺物実測図
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　第 7214 号土坑（第 100 図）

位置　12 区北部の R ８d8 区，標高 22 ｍほどの台地傾斜部に位置している。

第 100 図　第 7214 号土坑実測図
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土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量
３　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片１点（坏），須恵器片１点（坏）

が出土しているが，いずれも細片のため図示できない。

所見　時期は，出土遺物から８世紀中葉と考えられる。

性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックが含まれてい

ることから，埋め戻されている。

　第 7242 号土坑（第 101 図）

位置　12 区北部の R ９b3 区，標高 19 ｍほどの台地傾斜部に位置している。

規模と形状　東部が撹乱されているため，長径は 0.82 ｍで，短径は 0.67 ｍしか確認できなかったが，楕円形と

推定でき，長径方向は，N－19°－E である。深さは 56㎝で，壁は外傾もしくは直立している。底面は凹凸である。

覆土　５層に分層できる。第３～５層は埋土，第１～２層は柱抜き取り後の堆積土である。

土層解説
１　黒 褐 色　炭化物・ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量

４　暗 褐 色　ロームブロック中量
５　暗 褐 色　ロームブロック少量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

172 須恵器 高台付坏 － （3.5） ［8.0］ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 底部回転ヘラ切り後，高台貼付け　底部に墨
書「□」 覆土中層 10％

新治窯

第 7021 号土坑出土遺物観察表（第 99 図）

規模と形状　径 0.59 ｍの円形である。深さは 40㎝で，

壁はほぼ直立もしくは外傾している。底面は凹凸である。
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所見　時期は，出土遺物から８世紀後葉と考えられる。性格は，周囲に関連する遺構は確認できなかったが，

覆土の堆積状況から柱穴の可能性がある。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

173 須恵器 坏 ［12.4］ 3.4 ［7.4］ 長石・石英・雲母 褐灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘラ切り
後，ナデ 覆土中 10％

新治窯

第 7242 号土坑出土遺物観察表（第 101 図）

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

6830 Ｒ７c4 Ｎ－ 0 °　　 円形 0.72 × 0.72 20 平坦 外傾 自然 土師器，須恵器

6840 Ｒ７e4 Ｎ－26°－W 楕円形 0.95 × 0.71 35 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3087・3095 →
本跡

6995 Ｒ８c5 Ｎ－ 0 °　　 ［円形］ （0.52）×（0.52） 24 平坦 外傾 人為 土師器 本跡→ SI3077

7021 Ｒ７f7 Ｎ－ 79°－ E 楕円形 1.55 × 1.29 38 平坦 外傾 人為 須恵器 SB143・579 →本
跡

7214 R ８d8 Ｎ－ 0 °　　 円形 0.59 × 0.59 40 凹凸 ほぼ直立
外傾 人為 土師器，須恵器

7242 R ９b3 Ｎ－ 19°－ E 楕円形 　0.82 ×（0.67） 56 凹凸 外傾
直立 人為 土師器，須恵器

表６　奈良時代土坑一覧表

遺物出土状況　土師器片９点（甕類），須恵器片９点（坏４，甕類４，甑１）が出土している。173 は，破片

で埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

第 101 図　第 7242 号土坑・出土遺物実測図
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　⑴　竪穴建物跡

３　平安時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴建物跡 35 棟 , 掘立柱建物跡 13 棟 , 土坑 12 基 , 井戸跡２基を確認した。以下，遺構        

　及び遺物について記述する。

　第 1527 号竪穴建物跡（第 102・103 図）

調査年度　平成 23 年度に調査した。南部は平成 14 年度に調査し，当財団報告『第 214 集』において報告して

いる。柱穴の番号については，今回報告分と合わせて，既調査分を新しい番号に更新した。

位置　12 区中央部のＲ８f9 区，標高 20 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第 1528 号竪穴建物跡，第 7193 号土坑を掘り込み , 第 3141 号竪穴建物，第 7210 号土坑に掘り込ま

れている。

規模と形状　長軸 5.14 ｍ，短軸 5.10 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 1 －゚Ｗである。西壁は高さ 25㎝で，ほぼ

直立している。

床　ほぼ平坦で，竈前面と主柱穴の内側が踏み固められている。壁溝が南東コーナー部を除いて，壁下に巡

っている。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 148㎝ , 燃焼部の幅は 42㎝である。火床部

は床面から 22㎝掘りくぼめ , ロームブロックを中量含む第５・10 層を埋土して構築されている。袖部は地山

上にロームブロック・粘土ブロックなどを含む第７～９層を積み上げて構築されている。火床面は第６層上

面で , 火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 38㎝掘り込まれ , 火床部から外傾している。

竈土層解説
１　にぶい赤褐色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土
　　　　　　　　　粒子少量
２　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，炭化物少量，ロームブロッ
　　　　　　　　　ク・粘土ブロック微量
３　灰 褐 色　　ロームブロック中量，焼土ブロック少量 , 粘土
　　　　　　　　　ブロック微量
４　にぶい褐色　　焼土ブロック・粘土ブロック中量，ローム粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子少量
５　黒 褐 色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

６　赤 褐 色　　焼土ブロック多量，炭化粒子微量
７　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物微量
８　にぶい黄褐色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク微量
９　にぶい黄褐色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量
10　黒　褐　色　　ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子少量

ピット　７か所。Ｐ１・Ｐ４は深さ 58㎝・62㎝で , 規模と配置から主柱穴である。Ｐ２・P ３，P ５～ P ７に

ついては『第 214 集』を参照されたい。Ｐ１・Ｐ４の第１～５層は柱抜き取り後の埋土である。
ピット土層解説
１　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
３　褐　　　色　　ロームブロック多量，炭化粒子微量

４　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，粘土ブロック少量
５　暗 褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量

貯蔵穴　北東コーナー部に位置している。長径 92㎝，短径 80㎝の楕円形で，深さは 22㎝である。底面は平坦で，

壁は外傾している。

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　　ク微量

２　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　６層に分層できる。ロームブロックを中量含む第１層が広範囲に床面を覆っていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　粘土粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
５　にぶい黄褐色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
６　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子少量
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所見　時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

遺物出土状況　土師器片 87 点（坏 10，高台付坏１, 高台付皿１, 甕類 75），須恵器片９点（坏６, 甕類３）が，

覆土中からまばらな状態で出土している。174 はＰ４の覆土最上層から出土しており，Ｐ４が埋め戻されてか

ら投棄されたものと考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

174 須恵器 坏 ［14.6］（4.8） ［6.8］ 長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の削り Ｐ４

覆土上層
30%
新治窯

175 土師器 甕 ［21.4］（6.7） － 長石・石英・
雲母・赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面横位のナデ 竈

覆土中 10%

第 1527 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 103 図）
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第 103 図　第 1527 号竪穴建物跡出土遺物実測図

　第 1604A 号竪穴建物跡（第 104・105 図）

調査年度　平成 22 年度に調査した。南部は平成 14 年度に調査し，当財団調査報告『第 214 集』において報告

している。

位置　12 区中央部のＲ８f1 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　当初は１棟の竪穴建物跡として調査を進めたが，第 1604B 号竪穴建物へ建て替えが行われたこと

が判明した。そのほか，第 3082C 号竪穴建物・第 578 号掘立柱建物に掘り込まれている。

床　やや凹凸がある貼床で，出入口部から竈前面にかけての中央部が踏み固められている。壁溝が北東コーナ

ー部を除いた壁下に巡っている。貼床は，西部は地山の上にロームブロックを含み締まりの強い第８・９層

を埋め戻し，東部は掘方にやや締まりの強い第 10・11 層を埋土し構築されている。

規模と形状　壁の状況などから長軸 3.94 ｍ，短軸 3.85 ｍの隅丸方形で，主軸方向はＮ－１ －゚ W である。壁

は高さ 15 ～ 28㎝で，ほぼ直立している。

竈　上半部は第 1604B 号竪穴建物構築時に壊されており，下半部だけが確認されている。北壁の中央部に付

設されている。規模は焚口部から煙道部まで 120㎝ , 燃焼部の幅は 66㎝である。火床部は床面から 24㎝掘り

くぼめ , ロームブロックと粘土ブロックを含む第１層を埋土して構築されている。袖部は地山を掘り残し，基

部を造り出している。火床面は第２層上面で , 火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 62㎝掘り込

まれ , 火床部から緩やかに立ち上がり，煙道際でほぼ直立している。

竈土層解説
１　暗 褐 色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量

２　赤　褐　色　　焼土ブロック多量，ロームブロック・粘土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化物微量

ピット　Ｐ１については『第 214 集』を参照されたい。

覆土　第 1604B 号竪穴建物の掘方で覆土は取り払われており，本跡の床面と第 1604B 号竪穴建物の床下の第

２～５層，第７層は第 1604B 号竪穴建物の床の構築土と考えられる。本跡床下の第６層は壁溝の覆土で，第

８～ 11 層は貼床の構築土である。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量
２　暗 褐 色　　ロームブロック少量，粘土粒子微量
３　にぶい褐色　　ローム粒子・焼土粒子少量，粘土粒子微量
４　にぶい褐色　　ロームブロック・粘土粒子少量
５　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子微量
６　極 暗 褐 色　　ローム粒子・炭化粒子微量
７　にぶい褐色　　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・炭
　　　　　　　　　化粒子微量

８　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量（締まり強
　　　　　　　　　い）
９　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量（締まり強
　　　　　　　　　い）　
10　極 暗 褐 色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量（締まりや
　　　　　　　　　や強い）
11　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
　　　　　　　　　（締まりやや強い）
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

176 土師器 甕 ［22.8］（21.0） － 長石・石英・
雲母・細礫 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部上半部外・内面横

位のナデ　体部下半部外面ヘラ磨き
竈掘方
埋土中 20%

第 1604 Ａ号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 105 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M21 釘カ （7.3） （1.2） （1.3）（24.5） 鉄 角釘　断面四角形　鍛造の一部剥離 床
構築土中

遺物出土状況　土師器片５点（甕類），金属製品１点（釘カ）が，掘方や竈掘方からまばらな状態で出土している。

176 は火床面下の竈の掘方の埋土中から出土しており，混入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。
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第 105 図　第 1604A 号竪穴建物跡出土遺物実測図

　第 1604B 号竪穴建物跡（第 106・107 図）

位置　12 区中央部の R ８f1 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　 第 1604A 号竪穴建物跡を埋め戻してから，主軸方向や竈の位置を変えずに，南北幅は 16㎝拡張し，

東西幅は 20㎝縮小している。そのほか，第 3082C・3083C 号竪穴建物，第 578 号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.10 ｍ，短軸 3.65 ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－ 1 －゚Ｗである。壁は高さ 16 ～ 24㎝で，

ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦な貼床で，出入口部から竈前面にかけて踏み固められている。貼床はロームブロックを含む締ま

りの強い第６・７層を積み上げ，構築されている。壁溝が壁下に巡っている。

竈土層解説
１　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
３　灰　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量，
　　　　　　　　　炭化粒子微量
４　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘
　　　　　　　　　土粒子微量
５　灰 褐 色　　粘土ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子微量
６　灰 褐 色　　ロームブロック中量，焼土粒子・粘土粒子少量
７　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，灰少量，粘土粒子微量
８　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量

９　灰 褐 色　　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　　ク少量
10　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量
11　にぶい褐色　　ロームブロック中量，粘土ブロック少量　
12　暗 褐 色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
13　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　粘土粒子微量
14　灰　褐　色　　粘土ブロック中量，ロームブロック少量
15　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子
　　　　　　　　　微量

ピット　Ｐ１については『第 214 集』を参照されたい。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 124㎝ , 燃焼部の幅は 98㎝である。火床部

は床面から 18㎝掘りくぼめ , ロームブロックを含む第６・８・12 層を埋土して構築されている。袖部は地山

にロームブロック・粘土ブロックなどを含む第９～ 11 層を積み上げて構築されている。火床部の中央部には

Ｑ６の雲母片岩が立てられ，その上には数枚の土器片が重なった状態で確認された。雲母片岩は赤変してい

ることから支脚として再利用されたものと考えられる。土器片は支脚の上に載せる甕などの高さ調節のため

のものと考えられる。火床面は第７層上面で , 火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 72㎝掘り込

まれ , 火床部から緩やかに立ち上がり，煙道際でほぼ直立している。
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第 106 図　第 1604B 号竪穴建物跡実測図

覆土　５層に分層できる。ロームブロックを含む層が不規則に堆積していることから，埋め戻されている。第

６・７層は貼床の構築土である。
土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
３　暗 褐 色　　粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
４　暗　褐　色　　焼土粒子少量，ロームブロック・粘土粒子微量

５　にぶい褐色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
６　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
　　　　　　　　　（締まり強い）
７　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量（締まり強い）

遺物出土状況　土師器片 237 点（坏 56，高台付坏８，皿２，甕類 171），須恵器片 69 点（坏 22，蓋２，皿１，

盤２，高坏１，甕類 40，甑１），石器２点（砥石），金属製品２点（刀子，鉸具）が，覆土中から散乱した状

態で出土している。Ｍ 23 は床面から出土しており，遺棄されたものと思われる。179 は竈の覆土下層から出

土し，破片が接合していることから，割った土器片を天井部や袖部の補強に使用したものと思われる。そのほ

かの多くの土器は破片で，覆土全体から出土しており，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　竈の位置や主軸方向は第 1604A 号竪穴建物跡と変わっていないことから，第 1604A 号竪穴建物から本

跡への建て替えは，さほど間を置かずに行われたと考えられるが，出土土器には若干の時間差がある。時期は，

出土土器から９世紀中葉と考えられる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

177 灰釉陶器 長頸瓶 － （13.7） － 緻密 灰 良好 ロクロナデ　肩部施釉　 覆土中 10%
猿投窯

178 土師器 甕 ［23.0］（14.0） － 長石・石英・
黒色粒子・細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ナデ　指頭痕

体部内面横位のヘラナデ　 覆土中 10%

179 土師器 甕 ［19.8］（18.7） － 長石・石英・
雲母・細礫 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面指頭痕　縦位

のヘラナデ　体部内面横位のヘラナデ
竈

覆土下層 20%

180 須恵器 甑 ［29.0］（10.4） － 長石・石英・雲母 灰 普通 口縁部外・内面ロクロナデ　体部外面縦位の平
行叩き　体部内面ヘラナデ　指頭痕 床面 5%

新治窯

第 1604B 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 107 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ５ 砥石 （5.3） 5.5 3.3 （99.2） 凝灰岩 砥面４面　他は破断面 覆土中 PL46

Ｑ６ 砥石 （20.4）（11.4）（7.0） (2247.4） 雲母片岩 砥面１面　火熱を受け赤変　支脚として再利用 火床部
埋土中 PL45

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 22 刀子 （8.7） （1.1） 0.2 ～ 0.4 （8.3） 鉄 先端部欠損　刃部断面三角形　茎部断面長方形 覆土中 PL47

Ｍ 23 鉸具 （2.6） 3.1 （0.4） （3.9） 銅 鉸具の基部　２孔　１孔に鋲　止め具欠損 床面 PL48

　第 1741A・1741B 号竪穴建物跡（第 108 図　PL15）

　ここでは，規模や竈の位置を変えずに建て替えている第 1741A 号竪穴建物跡と第 1741B 号竪穴建物跡を一

緒に記載する。

調査年度　平成 22 年度に調査した。北部は平成 15 年度に調査し，当財団調査報告『第 236 集』において報告

している。柱穴の番号については，今回報告分と合わせて，既調査分を新しい番号に更新した。

位置　12 区中央部のＲ８b2 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　当初は１棟の竪穴建物跡として調査を進めたが，第 1741B・1741C 号竪穴建物跡へと２回の建て替

えが行われたことが判明した。そのほか，第 1742 号竪穴建物跡を掘り込み，第 3080 号竪穴建物に掘り込まれ

ている。

貼床・掘方土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量（締まり強い）
２　暗 褐 色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
　　　　　　　　　（締まりやや強い）
３　極 暗 褐 色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
　　　　　　　　　（締まりやや強い）

４　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量（締まり強い）
５　褐　　　色　　ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子
　　　　　　　　　少量（締まり強い）

規模と形状　長軸 6.36 ｍ，短軸 5.52 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２ －゚Ｅである。西壁は高さ 18㎝で，外

傾している。

床　第 1741A 号竪穴建物跡の床はほぼ平坦で，中央部から西部は地山を削り出し，東部は掘方にロームブロ

ックを中量含み締まりがやや強い第３層を埋土して構築されている。第 1741B 号竪穴建物跡はほぼ平坦な貼

床で，中央部が踏み固められている。貼床は，中央部がロームブロックを中量含み締まりが強い第１層とその

上にロームブロックや粘土ブロックを含む第４・５層を埋め戻し，西壁際・東壁際はロームブロックを中量含

み締まりがやや強い第２層を埋め戻し構築されている。

竈　北壁の中央部に付設されている以外に確認されず，第 1741A 号竪穴建物跡の竈を位置を変えず，使用し

たと考えられる。竈の規模・構造などは『第 236 集』を参照されたい。

ピット　10 か所。重複関係などから，古く考えられるピットは番号の前にＡを，新しく考えられるピットは

番号の前にＢを付け報告する。ＡＰ１～ＡＰ４は深さ 42 ～ 74㎝で，規模や配置から第 1741A 号竪穴建物跡

の主柱穴と考えられる。ＢＰ１～ＢＰ４は深さ 50 ～ 78㎝で，規模や配置から第 1741B 号竪穴建物跡の主柱穴
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と考えられる。ＡＰ５・ＢＰ５は深さ 30㎝・34㎝で，南壁寄りの竈と向かい合う位置にあることから，それ

ぞれ出入口施設に伴うピットと考えられる。ＡＰ１の第８～ 11 層，ＢＰ１の第９～ 11 層，ＢＰ４の第１～３

層は柱抜き取り後の埋土である。ＡＰ２・ＡＰ５・ＢＰ１～ＢＰ５の底面から，柱のあたりを確認した。

覆土　第 1741C 号竪穴建物跡の床面精査で確認されたため，覆土の状況は不明である。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　極 暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３　黒 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　にぶい褐色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量
５　褐　　　色　　ロームブロック・粘土粒子少量
６　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

７　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
８　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
９　にぶい褐色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・
　　　　　　　　　粘土粒子少量
10　暗　褐　色　　ロームブロック少量，粘土粒子微量
11　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量　

遺物出土状況　土師器片８点（坏２，高台付坏２, 甕類４），須恵器片４点（坏２, 甕類２）が，貼床構築土や

ピットの覆土などからまばらな状態で出土している。いずれも細片で図示できない。

所見　本跡から規模や竈の位置を変えずに２回の建て替えが行われていることから，それらは連続して行われ，

第 1741C 号建物跡の廃絶時期と本跡廃絶の時間差はさほどなかったと考えられることや第 1742 号竪穴建物跡 

を掘り込み，第 3080 号竪穴建物に掘り込まれていることから，時期は，９世紀中葉と考えられる。

　第 1741C 号竪穴建物跡（第 109・110 図　PL15）

位置　12 区中央部のＲ８b2 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　第 1741B・1742 号竪穴建物跡を掘り込み，第 3080 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　第 1741B 号竪穴建物の規模や竈の位置を変えずに，主柱穴の位置などを替え，建て替えを行っ

ているものである。規模・主軸方向・壁の状況は，第 1741B 号竪穴建物跡と同じである。

床　平坦な貼床で，中央部から西部にかけては第 1741B 号竪穴建物跡の床を使用し，東部はロームブロック

を中量含み，締まりが強い第２・３層を積み上げて構築されている。壁際を除いて，踏み固められている。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模や構造などは『第 236 集』を参照されたい。

ピット　13 か所。『第 236 集』の報告では，北部に 10 か所のピットが確認されている。それらのピットは１

か所を除いて重複はなく，建て替えについては述べられていないので，建て替えの最終段階である本跡に伴う

ものと考えられる。Ｐ１～Ｐ４は深さ 50 ～ 74㎝で，規模や配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ 40㎝で，

南寄りの竈と向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７は竈の両袖

の脇に位置していることから，竈に伴うピットと考えられる。そのほかのピットの状況については，『第 236 集』

を参照されたい。Ｐ２・Ｐ３の第１・２層は柱の抜き取り痕である。Ｐ２・Ｐ３の底面には柱のあたりが確認

されている。Ｐ８～Ｐ 13 については，『第 236 集』を参照されたい。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
３　暗 褐 色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

４　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック中量，粘土粒子微量
６　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　単一層である。ロームブロックを中量含む層が全体を覆っていることから，埋め戻されている。第２・

３層は貼床の構築土である。

土層解説
１　極 暗 褐 色　　ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子

　　　　　　　　　微量（締まり強い）　　
３　暗　褐　色　　ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量（締まり強い）



－ 135 －

６６
５５

４４

２

１

６６

５５

４

３

２

１

F F′

E E′

183D D′

18
9

18
8

18
6

18
5

18
4

C
C
′

K
K

K

５４
１

１
１

Ｂ
Ｂ
′

２ ３
１

A A′
22.6m

F
F′

E
E
′

D
D
′

B・
C

B′・
C
′

A A′

SI 3080

SI 1742

P13

P12

P11

P10

P９

P８

P７ P６

P５

P４

P３ P２

P１

平成 22年度調査

平成 15年度調査

189

188

186

185

184 183

R8c2

０ ２m

第 109 図　第 1741C 号竪穴建物跡実測図

遺物出土状況　土師器片 265 点（坏 11，高台付坏２, 盤２, 甕類 250），須恵器片 409 点（坏 194, 高台付坏 13，

蓋 35，盤２，高坏２，甕類 159，甑３，鉢１），金属製品１点（刀子）が，覆土中から散乱した状態で出土している。

183はＰ２の覆土上層から出土しており，ピットが埋まる前に投棄されたものと思われる。184・185・189 は本跡の

覆土下層や覆土上層から出土していることから，Ｐ３が埋まりきった後，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

181 須恵器 坏 － （1.6） ［7.2］ 長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰白 普通 底部回転ヘラ削り  底部に墨書「□」 覆土中 10% 

新治窯
182 須恵器 坏 ［13.6］ 4.4 ［6.8］ 長石・石英・雲母 オリーブ

黒 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向のヘラ削り 覆土中 40%

新治窯
183 須恵器 坏 ［13.4］ 4.6 6.5 長石・石英・

雲母・細礫 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向のヘラ削り

Ｐ２
覆土上層

40%　PL40
新治窯

184 須恵器 坏 ［12.8］ 5.0 6.8 長石・石英・細礫 褐灰 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部ヘラ切り 覆土下層 50%　PL40
三和窯カ

185 須恵器 高台付坏 － （3.2） 7.8 長石・石英・
雲母・細礫 灰黄褐 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け 覆土上層 40%

新治窯
186 須恵器    蓋　 ［16.5］（2.5） － 長石・石英・

黒色粒子・細礫 黄灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土上層 30%
新治窯

187 須恵器 盤 － （4.8） 9.4 長石・石英・雲母 灰黄 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け 覆土中 40%
新治窯

188 須恵器 鉢 ［31.4］（19.9） － 長石・石英・細礫 灰 普通 口縁部外・内面ロクロナデ　体部外面縦位の
叩き　体部内面ロクロヘラナデ　当て具痕 覆土中層 20％

新治窯
189 須恵器 甑 － （5.2）［15.4］長石・石英・

雲母・細礫 黄灰 普通 体部外面下位ヘラ削り　体部内面下位ヘラナデ
底部ヘラ切りによる穿孔 覆土上層 20%

新治窯

第 1741C 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 110 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M24 刀子 （5.6） （1.0）（0.3～0.4）（6.0） 鉄 刃部先端部・茎部欠損　刃部断面三角形　片関カ　 覆土中 PL47

　第 3079A・3079B 号竪穴建物跡（第 111・112 図　PL16）

　ここでは，規模や竈の位置を変えずに建て替えを行っている第 3079A 号竪穴建物跡と第 3079B 号竪穴建物

跡を一緒に記載する。　

位置　12 区中央部のＲ８c3 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 3079C・第 3080 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　竈の痕跡状況や柱穴の位置から，長軸 6.44 ｍ，短軸 6.04 ｍの隅丸方形で，主軸方向はＮ－２ －゚

Ｗと推定される。東壁は高さ４㎝で，ほぼ直立している。

床　第 3079A 号竪穴建物跡の床は平坦で，中央部は地山を削り出し，東部は深さ 40㎝ほどの掘方をロームブ

ロックを中量含むやや締まりの強い第５層を埋土して構築されている。第 3079B 号竪穴建物跡の床は平坦な

貼床で，第 3079A 号竪穴建物跡の床の上にロームブロックを中量含む締まりがやや強い第２層を貼り， 構築

されている。出入口部と思われる部分から竈前面にかけての中央部は踏み固められている。
貼床・掘方土層解説
１　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
　　　　　　　　　（締まりやや強い）
３　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　暗　褐　色　　ロームブロック少量
５　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量（締まり
　　　　　　　　　やや強い）

竈　第 3079C 号竪穴建物跡の竈の下から，地山を削り出した第 3079A 号竪穴建物跡の竈の左袖部の一部や火

床部の一部が確認されている。竈は北壁の中央部に付設され，規模は焚口部から煙道部まで 162㎝である。火

床部は床面から 20㎝掘りくぼめ，ロームブロックを含む第２・３層を埋土して構築されていたと考えられる

が，北半部は第 3079C 号竪穴建物跡の竈の掘方で壊されている。左袖部は地山を削り出し，基部としている。

火床面は第１層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 24㎝掘り込まれ，火床部から緩や

かに立ち上がっている。
竈土層解説
１　赤 褐 色　　焼土ブロック多量，炭化粒子少量
２　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量，粘土ブロック・
　　　　　　　　　炭化物微量

３　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子少量，粘土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化物微量

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。
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覆土　第3079A号竪穴建物跡と第3079B号竪穴建物跡は，第3079C号竪穴建物跡の床面精査で確認されたため，

覆土の状況は不明である。
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第 112 図　第 3079A・3079B 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

ピット　11 か所。主柱穴と思われるピットは３段階の重複関係が確認でき，ピット番号の前に古い順にＡ・

Ｂを付け報告する。ＡＰ１～ＡＰ４は深さ 46 ～ 72㎝で，規模や配置から第 3079A 号竪穴建物跡の主柱穴と

考えられる。ＢＰ１～ＢＰ４は深さ 40 ～ 84㎝で，規模や配置から第 3079B 号竪穴建物跡の主柱穴と考えら

れる。Ａ・ＢＰ５は深さ 32㎝で，南壁際の竈と向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットと

考えられる。Ａ・ＢＰ６・Ａ・ＢＰ７は深さ 37㎝・32㎝で，竈の両袖の脇に位置していることから，竈に伴

うピットと考えられる。ＡＰ１～ＡＰ４とＢＰ１～ＢＰ４の底面から，柱のあたりを確認した。第 3079A 号

竪穴建物跡から第 3079B 号竪穴建物跡への建て替えは主柱穴だけを行い，出入口ピットと竈に伴うピットは

位置を変えないで継続して使用したと考えられる。

190

191

192
193

M25

194



－ 140 －

遺物出土状況　第 3079A 号竪穴建物跡の貼床構築土から土師器片 20 点（坏４，甕類 16），須恵器片 18 点（坏４，

蓋３，高盤３，甕類８），金属製品１点（不明製品）が出土している。190・194 は破片で，竈東側の貼床構築土中

から出土していることから，床の構築前にこれらの土器片を意識的に混入させた可能性がある。

　第 3079C 号竪穴建物跡（第 113 ～ 116 図　PL15・16）

位置　12 区中央部のＲ８c3 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　 第 3079A・3079B 号竪穴建物跡を掘り込み，第 3080 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　第 3079B 号竪穴建物の主軸方向は変えずに，東壁を 20㎝ほど狭め，北へ 55㎝，南へ 95㎝ほど拡

張している。規模は長軸 7.34 ｍ，短軸 6.12 ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－２ －゚Ｗである。壁は高さ４㎝

で，ほぼ直立している。

床　平坦な貼床で，出入口部と思われる部分から竈前面にかけての中央部が踏み固められている。貼床は第

3079B 号竪穴建物跡の貼床の上にロームブロックを含む締まりの強い第１層を厚さ２～８㎝積み重ね，構築さ

れている。壁溝が西壁や南壁西部，東壁の中央部の壁下に巡っている。

所見　時期は，出土土器から８世紀末葉から９世紀前葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

190 須恵器 蓋 － （2.1） － 長石・石英・
雲母・細礫 黄灰 普通 天井部回転ヘラ削り後，摘み部貼付け 貼床

構築土中
30%
新治窯

191 須恵器 蓋 － （2.8） － 長石・石英・
雲母・細礫 灰黄褐 普通 天井部回転ヘラ削り後，摘み部貼付け 貼床

構築土中
30%
新治窯

192 須恵器 高盤 － （10.9）［13.6］長石・雲母 黄灰 良好 脚部外・内面ロクロナデ　透かし孔 貼床
構築土中

30%　PL43
堀之内窯カ

193 須恵器 高盤 － （9.5）［14.6］長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰 普通 脚部外・内面ロクロナデ　透かし孔 貼床

構築土中
20%
新治窯

194 土師器 甕 ［24.0］（12.0） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ 貼床
構築土中 20%

第 3079A・3079B 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 112 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M25 不明製品 （2.6） （0.9） （1.2） （5.8） 銅 先端部肥厚　断面円形 床面

貼床土層解説
１　黒 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
　　　　　　　　　（締まり強い）
２　にぶい褐色　　ロームブロック・粘土ブロック少量

３　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　
４　暗　褐　色　　ロームブロック少量
５　暗　褐　色　　ロームブロック中量　　

竈　北壁の中央部に付設され，火床部は第 3079B 号竪穴建物跡の火床部から北へ 30㎝ほど移動している。規

模は焚口部から煙道部まで 140㎝で，燃焼部の幅は 110㎝である。火床部は第 3079B 号竪穴建物跡の竈の掘方

埋土上に構築されている。袖部は第 3079B 号竪穴建物跡の竈袖部の基部上に粘土ブロックなどを含む第２・

４層を積み上げて構築されている。火床面は第５層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外

に 28㎝掘り込まれ，火床部から外傾している。

竈土層解説
１　暗 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック
　　　　　　　　　少量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子少量
３　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子少量

４　暗　褐　色　　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック・
　　　　　　　　　粘土ブロック少量
５　赤　褐　色　　焼土ブロック多量，炭化粒子微量
６　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　９か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 40 ～ 78㎝で , 規模や配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 30㎝で，南壁際

の竈と向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７・Ｐ８は深さ 30㎝・31㎝で，

竈の両脇に位置していることから，竈に伴うピットと考えられる。Ｐ９は南壁に沿う壁溝で確認されている。
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第 114 図　第 3079C 号竪穴建物跡実測図（２）

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

４　暗　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　
５　暗　褐　色　　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　
６　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

覆土　確認面は締まりの強い黒褐色であり，床面と考えられる。したがって，覆土は壁際でわずかに存在した

だけであり，覆土の全体の状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片 519 点（坏 28，高台付坏１，高台付皿１，甕類 488，甑１），須恵器片 329 点（坏

157，蓋 68，盤３，高盤３，長頸瓶１，甕類 94，甑３），金属製品２点（刀子，鉈尾カ）が床面を中心に散乱

した状態で出土している。195・198 ～ 205・Ｍ 27 は破片で，すべて床面から出土していることから，遺棄さ

れたか投棄されたものと思われる。Ｍ 26 は茎部を屈曲させ，Ｐ６の壁に刺さった状態で出土しており，柱を

立てる前に意図的になされた行為と思われる。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

深さは 19㎝で，性格は不明である。Ｐ１～Ｐ４・Ｐ６～Ｐ８の底面から柱のあたりを確認した。第 3079B 号

竪穴建物から本跡への建て替えは主柱穴の位置をほとんど変えていないが，北と南へ拡張したため，出入口

施設のピットと竈に伴うピットは移動している。Ｐ１～Ｐ３の第３・４層とＰ４の第１・２層は柱抜き取り

後の埋土である。
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第 116 図　第 3079C 号竪穴建物跡出土遺物実測図（２）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

195 須恵器 坏 ［13.6］ 3.8 ［8.7］ 長石 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向のヘラ削り　外・内面火襷 床面 40%　PL40

三和窯カ

196 須恵器 坏 ［13.4］ 5.1 ［8.2］ 長石・石英・細礫 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向のヘラ削り　 覆土中 50%

三和窯カ

197 須恵器 坏 12.5 4.1 7.3 長石・石英 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向のヘラ削り　 覆土中 40%

三和窯カ

198 須恵器 坏 ［14.0］ 3.9 ［8.0］ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
回転ヘラ削り　 床面 20%

新治窯
199 須恵器 坏 － （3.9） ［7.6］ 長石・石英・

雲母・細礫 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
二方向のヘラ削り　外・内面火襷　 床面 30%

新治窯
200 須恵器 坏 － （3.2） ［7.5］ 長石・石英・雲母・

黒色粒子・細礫 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向のヘラ削り　 床面 30%

新治窯
201 須恵器 蓋 ［10.8］ 2.4 － 長石・石英・

雲母・細礫 灰 普通 天井部回転ヘラ削り後，摘み部貼付け 床面 50%　PL43
新治窯

202 須恵器 盤 ［19.0］ 3.8 13.0 長石・石英 灰黄 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け　外・内面火
襷 床面 40%

三和窯カ

203 土師器 甕 ［15.2］（14.8） － 長石・石英・
雲母・赤色粒子 灰黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面横位の

ヘラナデ 床面 20%

204 須恵器 甑 ［28.6］（18.0） － 長石・石英・雲母 褐灰 良好 口縁部外・内面ロクロナデ　体部外面斜位の
平行叩き　体部内面指頭痕　横位のヘラナデ 床面 5%

新治窯
205 須恵器 甑 ［32.8］（11.7） － 長石・石英・雲母 灰 普通 口縁部外・内面ロクロナデ　体部外面横位の

平行叩き　体部内面指頭痕　斜位のヘラナデ 床面 5%
新治窯

第 3079C 号竪穴建物跡跡出土遺物観察表（第 115・116 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M26 刀子 （13.9） 1.5 0.3 （18.5） 鉄 先端部欠損　刃部断面三角形　両関　茎部断面四角形　
茎部屈曲 P6 壁面 PL47

M27 鉈尾ヵ 3.9 4.4 0.5 17.6 鉄 厚さ 1.5ｍｍで，外周を折り曲げている 床面
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　第 3080 号竪穴建物跡（第 117・118 図　PL15・16）

位置　12 区中央部のＲ８c2 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　 第 1741C・3079C 号竪穴建物跡を掘り込み，第 6981・6982 号土坑に掘り込まれている。
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竈土層解説
１　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化粒子少量
２　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭
　　　　　　　　　化粒子少量
３　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・

　　　　　　　　　炭化粒子微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子少量，
　　　　　　　　　炭化粒子微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
６　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

竈　北壁の中央部に付設されている。上半部は削平され，掘方と基部が遺存している。焚口部から煙道部ま

で 148㎝で，燃焼部の幅は 70㎝と推定できる。袖の基部は地山を削り出している。火床部は床面から 18㎝掘

りくぼめ，ロームブロック・粘土ブロックを含む第３～６層を埋土して構築されている。火床面は第１層上

面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 86㎝掘り込れ，火床部から緩やかに立ち上がっている。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 60 ～ 78㎝で , 規模や配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 40㎝で，南壁際

の竈と向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ３の第１・２・４・５層，

Ｐ４の第１・３～５層は柱の抜き取り痕である。それ以外の層は，いずれも柱抜き取り後の埋土である。
ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量 , 焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
４　にぶい褐色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　

５　暗　褐　色　　ロームブロック中量，粘土粒子微量　　　　　
６　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量（締まり強い）
７　褐　　　色　　ロームブロック中量（締まり強い）

覆土　２層に分層できる。ロームブロックを含む層が不規則に堆積しており，埋め戻されている。第４～７層

は貼床の構築土である。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　
３　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化物微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
　　　　　　　　　（締まり強い）

５　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量（締まり強
　　　　　　　　　い）
６　にぶい褐色　　ロームブロック中量，炭化物少量（締まりやや
　　　　　　　　　強い）
７　にぶい褐色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

規模と形状　長軸 4.62 ｍ，短軸 4.50 ｍの方形で，主軸方向はＮ－２ －゚Ｅである。壁は高さ２～８㎝で，ほぼ

直立している。

床　ほぼ平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。貼床は，中央部は地山の上に，東部と西部は掘方を第

６・７層で埋土した上に，ロームブロックを含み締まりが強い第５層を埋め戻して構築されている。壁溝が壁

下に巡っている。

206
207

208

第 118 図　第 3080 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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　第 3082A 号竪穴建物跡（第 119・120 図）

位置　12 区中央部のＲ８e1 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　 当初は１棟の竪穴建物跡として調査を進めたが，第 3082B・3082C 号竪穴建物へ２回の建て替え

が行われていたと判断した。そのほか，第 578 号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　竈の痕跡，壁溝やピットの状況から，長軸 4.96 ｍ，短軸 4.38 ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ

－１ －゚Ｅと推定される。壁はすべて削平されており不明である。

床　地山を削り，平坦に整えられている。壁際を除いて，踏み固められている。壁溝が西側と東側に確認され

ている。

竈　建て替えにより袖部や燃焼部は壊され，煙道部の一部と掘方だけの確認であることから，規模や構造は

不明である。掘方は推定される北壁の中央部に確認されている。規模は長径 108㎝，短径 86㎝の楕円形で，

掘り込みの深さは 44㎝である。

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 46 ～ 60㎝で , 規模や配置から主柱穴である。Ｐ１～Ｐ４の底面で，柱の

あたりを確認した。Ｐ２～Ｐ４の第１～８層は，いずれも柱抜き取り後の埋土である。

ピット土層解説
１　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量　　　　　
３　黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

５　褐　　　色　　ロームブロック多量　　　　　
６　褐　　　色　　ロームブロック多量，焼土粒子微量
７　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
８　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

覆土　第 3082C 号竪穴建物跡の床面精査で確認されたため，覆土の状況は不明である。　　

遺物出土状況　土師器片 10 点（坏３，甕類 7），須恵器片６点（坏２，高台付坏１，甕類３），金属製品１点

（刀子）が，建物の掘方埋土や竈の掘方埋土からまばらに出土している。209 とＭ 28 は竈脇の掘方埋土中から

出土しており，意図的に埋められたものと思われる。

所見　時期は，第 578 号掘立柱建物跡を掘り込んでいることや出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈掘方土層解説
１　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック・灰少量，焼土粒子微量　　　
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

４　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
５　褐　　　色　　ロームブロック中量，粘土ブロック少量　　　
　　

遺物出土状況　土師器片 278 点（坏 63，高台付坏２，高台付椀１，甕類 211，甑１），須恵器片 218 点（坏

95，高台付坏７，蓋 13，盤１，甕類 101，甑１）が，床面を中心に散乱した状態で出土している。206 はＰ１

の確認面から出土しており，Ｐ１が埋まった後に遺棄されたか，投棄されたものと思われる。207 はＰ５の覆

土上層から出土しており，Ｐ５の埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　時期は第 1741C 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや出土土器から，９世紀後葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

206 土師器 坏 ［13.4］ 4.3 ［7.8］ 長石・石英・雲母 灰褐 普通 底部ヘラ切り後，一方向のヘラ削り　体部内面
ヘラ磨き後，黒色処理

Ｐ１
確認面 40%

207 土師器 高台付椀 － （4.8） ［9.0］ 長石・石英・
雲母・赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け　体部内面ヘ

ラ磨き後，黒色処理　
Ｐ５

覆土上層 40%

208 須恵器 鉢 ［26.8］（5.0） － 長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位の平行

叩き　体部内面ナデ 床面 10%

第 3080 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 118 図）
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

209 須恵器 高台付坏 － （2.3） 10.3 長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け 掘方埋土中 30%

新治窯

第 3082 Ａ号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 120 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M28 刀子 （13.8） （1.3） （0.4）（12.2） 鉄 先端部欠損　刃部断面三角形　茎部断面四角形 掘方埋土中 PL47

209

M28

第 120 図　第 3082A 号竪穴建物跡出土遺物実測図

　ここでは，規模や形状を変えずに建て替えを行っている第 3082B 号竪穴建物跡と第 3083C 号竪穴建物跡を

一緒に記載する。　

位置　12 区中央部のＲ８e1 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　 第 3082A 号竪穴建物跡の主軸方向を変えずに，北へ 85 ㎝，南へ 35㎝，東へ 50㎝，西へ 30㎝ほど

拡張している。そのほか，第 3081 号竪穴建物跡，第 560・578 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 1604 Ａ号竪穴

建物に掘り込まれている。

　第 3082B・3082C 号竪穴建物跡（第 121 ～ 124 図　PL16・17）

規模と形状　長軸 6.22 ｍ，短軸 5.14 ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－１ －゚Ｅである。壁は高さ 25 ～ 32㎝

で，ほぼ直立している。竈の東側に棚状施設が付設されている。長さ 1.54 ｍ，中央部の幅 46㎝の不整台形で，

床面と棚の比高は 20㎝である。

床　ほぼ平坦な貼床で，壁際を除いて踏み固められている。貼床の北部や周辺部は，深さ 16 ～ 40㎝ほど掘方

をロームブロックなどを含む第 12 ～ 18 層を埋土して整地し , その上にロームブロックを含み締まりの強い第

10・11 層を積み上げて構築されている。中央部は第 3082A 号竪穴建物跡の床の上に第 11 層だけを積み上げ

床としていることから，第 3082C 号竪穴建物でも第 3082B 号竪穴建物跡の床を使用し続けたと考えられる。

竈土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
３　黒　褐　色　　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
４　灰　褐　色　　灰中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化
　　　　　　　　　粒子少量

５　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量，
　　　　　　　　　炭化粒子微量　　　　　
６　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子・粘
　　　　　　　　　土粒子少量
７　にぶい褐色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量
８　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 154㎝，燃焼部の幅は 76㎝である。火床部

は床面から 25㎝掘りくぼめ，ロームブロック・粘土ブロックを含む第６・７・13・14・15 層を埋土して構築

されている。袖部は地山を削り出した基部上にロームブロック・粘土ブロックなどを含む第９・10 層を積み

上げて構築されている。火床面は第６層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ 42㎝掘り

込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。
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土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘
　　　　　　　　　土粒子微量
２　極 暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　　・粘土粒子微量　　　　　
３　極 暗 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック微量
４　極 暗 褐 色　　ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土

　　　　　　　　　粒子少量
６　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子・
　　　　　　　　　粘土粒子微量
７　黒　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
８　暗　褐　色　　焼土粒子少量，ローム粒子微量
９　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
10　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量（締まり強い）

覆土　９層に分層できる。ロームブロックなどが含まれる層が不規則に堆積していることから埋め戻されてい

る。第 10 ～ 18 層は貼床の構築土である。　　

ピット　10 か所。すべてのピットで新旧関係が確認でき，古い時期のピットは番号の前にＢを，新しい時期の

ピットは番号の前にＣを付け報告する。ＢＰ１～ＢＰ４は深さ 18 ～ 54㎝で , 規模や配置から主柱穴である。Ｂ

Ｐ５は深さ 56㎝で，南壁際の竈と向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。C

Ｐ 1 ～ＣＰ４は深さ 56 ～ 80㎝で，規模や配置から主柱穴である。ＣＰ５は深さ 50㎝で，南壁際の竈と向か

い合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。ＢＰ５，ＣＰ１～ＣＰ５の底面では柱のあ

たりを確認した。ＢＰ１～ＢＰ５の第２～７層，ＣＰ１～ＣＰ５の第１～５層はすべて，柱抜き取り後の埋土である。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　
３　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

５　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　
６　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量
７　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

９　にぶい褐色　　ロームブロック中量，粘土ブロック少量（締ま
　　　　　　　　　り強い）
10　にぶい褐色　　ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土
　　　　　　　　　粒子・炭化粒子微量（締まり強い）
11　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

12　暗　褐　色　　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
13　褐　　　色　　ロームブロック多量，焼土粒子微量
14　灰　褐　色　　灰中量，ロームブロック微量
15   にぶい褐色　　焼土ブロック・粘土粒子・灰少量，ロームブロッ
　　　　　　　　　ク・炭化物微量
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遺物出土状況　土師器片 659 点（坏 74，高台付坏 10，蓋 11，甕類 564），須恵器片 856 点（坏 282，高台付

坏 21，蓋 26，盤 14，甕類 503，甑 10）が , 床面から覆土全体に散乱した状態で出土している。210・213 は墨

書されたほぼ完形の坏で，西壁の中央部の壁溝底面から出土しており，遺棄されたものと考えられる。225・

234・239 は柱穴の埋土の上層からそれぞれ出土しており，柱を抜き取った後，意図的に投棄されたものと思

われる。そのほかの多くの土器は破片で覆土全体から出土しており，埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

所見　本跡は第 3082A 号竪穴建物跡を四方に拡張したものである。主軸を変えていないことや，第 3082A 号

号竪穴建物跡の床面を利用していることなどから，本跡への建て替えは第 3082A 号竪穴建物廃絶から連続し

ていたと考えられる。時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

210 須恵器 坏 11.6 3.5 7.2 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ

削り　体部外面・底部に墨書「 」　 壁溝底面 80%　PL41 

211 須恵器 坏 － （2.6） 5.8 長石・石英・
雲母・細礫 にぶい褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ

削り　 覆土中層 40%

212 須恵器 坏 － （3.5） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部ロクロナデ　体部外面に墨書「 」 覆土中 5%
新治窯

213 須恵器 坏 13.8 4.2 6.2 長石・石英・
雲母・細礫 青黒 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ

削り　体部外面に墨書「 」 壁溝底面 80%　PL41
新治窯

214 須恵器 坏 ［12.0］ 4.8 ［5.6］ 長石・石英・雲母 暗灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向の削り 覆土中 30%

新治窯
215 須恵器 坏 13.8 4.0 6.0 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

一方向のヘラ削り 覆土中 40%
新治窯

216 須恵器 坏 ［13.2］ 4.0 5.6 長石・石英 · 雲母 暗灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
二方向のヘラ削り 覆土上層 30%

新治窯
217 須恵器 坏 ［13.8］ 5.0 ［5.4］ 長石・石英 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　 覆土上層 30%

新治窯
218 須恵器 坏 － （2.7） 6.0 長石・石英・

雲母・黒色粒子 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向のヘラ削り 床面 30%

新治窯
219 須恵器 坏 － （2.7） ［5.8］ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

一方向のヘラ削り 覆土中 30%
新治窯

220 須恵器 坏 ［12.8］ 4.8 5.8 長石・石英・
雲母・細礫 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

一方向のヘラ削り 覆土下層 60%
新治窯

221 須恵器 坏 ［12.9］ 4.2 ［7.0］ 長石・石英・
黒色粒子 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

一方向のヘラ削り 覆土上層 60%　PL40
堀之内窯カ

222 須恵器 坏 12.5 3.8 6.4 長石・石英・
雲母・黒色粒子 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

回転ヘラ削り　 覆土上層 70%　PL40
新治窯

223 須恵器 坏 ［13.2］ 4.7 6.2 長石・石英・
雲母・細礫 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向のヘラ

削り　体部外面に墨書「 」 覆土下層 70%　PL40
新治窯

224 須恵器 坏 12.7 4.4 5.4 長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

一方向のヘラ削り 覆土下層 70%　PL40
新治窯

225 須恵器 坏 ［12.9］ 4.6 6.4 長石・石英・
雲母・細礫 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

一方向のヘラ削り
CP1

覆土上層
70%　PL40
新治窯

226 須恵器 坏 13.6 4.8 6.2 長石・石英・
雲母・細礫 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

二方向のヘラ削り 覆土中層 70%　PL40
新治窯

227 須恵器 坏 14.2 4.6 6.7 長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

二方向のヘラ削り 壁溝覆土中 80%　PL40
新治窯

228 土師器 高台付坏 [13.0] （4.1） － 長石・石英・細礫 明赤褐 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部糸切り後，高台
貼付け 覆土下層 60%

229 須恵器 高台付坏 － （3.6） 7.0 長石・石英・細礫 黄灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け 床面 40%
新治窯

230 須恵器 高台付坏 － （3.3） 7.4 長石・石英・細礫 黄灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け 覆土下層 30%
新治窯

231 須恵器 蓋 － （2.1） － 長石・石英・
雲母・細礫 黄灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中層 50%

新治窯
232 須恵器 蓋 － （3.0） － 長石・石英・雲母 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中 20%

新治窯
233 須恵器 蓋 － （3.6） － 長石・石英・雲母 灰白 普通 天井部回転ヘラ削り　天井部外面に墨書「 」

文字横位
覆土中層

床面
60%
新治窯

234 須恵器 盤 － （2.5） 7.0 長石・石英・雲母 にぶい
黄橙 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け ＣＰ４

覆土上層
30%
新治窯

235 須恵器 盤 16.5 3.7 ［9.2］ 長石・石英・
雲母・細礫 にぶい橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り

後，高台貼付け 床面 60%　PL43
新治窯

236 須恵器 盤 － （2.4） 9.4 長石・石英 褐灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け 覆土下層 40%
新治窯

237 須恵器 鉢 ［29.8］（9.0） － 長石・石英・
雲母・黒色粒子 暗灰 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位の平行

叩き　体部内面指頭痕 床面 10%
新治窯

238 須恵器 鉢 － （10.2）［17.6］長石・石英・雲母 灰 普通 体部外面斜位の平行叩き　体部外面下端横位
のヘラ削り　体部内面当て具痕 床面 10%

新治窯
239 土師器 小形甕 ［9.0］ （8.3） － 長石・石英・雲母 明黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面斜位のヘラ

ナデ　体部内面当て具痕
ＢＰ１

覆土上層 30%

第 3082C 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 123・124 図）

11　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
　　　　　　　　　（締まり強い）
12　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
13　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
14　黒　褐　色　　灰少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

15　褐　　　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
16　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量，粘土粒子微量
17　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
18　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
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－ 154 －

226 227 228

231

232

229

233

230

234

236

237

238
235

239

第 124 図　第 3082C 号竪穴建物跡出土遺物実測図（２）
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　第 3084A・3084B 号竪穴建物跡（第 125 図　PL17）

位置　12 区中央部のＲ７d8 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　 当初は１棟の竪穴建物跡として調査を進めたが，第 3084B・3084C 号竪穴建物へと２回の建て替

えを行っていたと判断した。第 3084A 号竪穴建物跡から第 3084B 号竪穴建物への建て替えは，規模は変えな

いで，竈の位置を東壁から北東コーナー部へと変えたものである。そのほか，第 561・575 号掘立柱建物跡，

第 7019 号土坑を掘り込み，第 3084C 号竪穴建物，第 7011・7027・7028 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第 3084A 号竪穴建物跡と第 3084B 号竪穴建物跡の規模は同じで，長軸 3.42 ｍ，短軸 3.38 ｍの隅

丸方形である。主軸方向は第 3084A 竪穴建物跡がＮ－ 82 －゚Ｅで，第 3084B 号竪穴建物跡がＮ－１ －゚Ｅであ

る。壁は高さ 18㎝で，ほぼ直立している。壁溝が北西コーナー部を除いて，壁下に巡っている。
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第 125 図　第 3084A・3084B 号竪穴建物跡実測図
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竈　第3084A 号竪穴建物跡の竈は，東壁の中央からやや北寄りに付設されている。建て替えにより袖部や火床部

の西半分は壊され，袖部と火床部の東半分だけが遺存している。燃焼部幅は28㎝で，火床部は地山から16㎝掘り

くぼめ，ロームブロック・粘土粒子を含む第６層を埋土して構築されている。袖部は地山を整え，その上にローム

ブロック・粘土ブロックを中量含む第７・８層を積み上げて構築されている。火床面は第４層上面で，火熱を受け

赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部は壁外に 40㎝掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がって

いる。第 3084B 号竪穴建物跡の竈は北東コーナー部に付設されている。燃焼部幅は 46㎝で火床部は床面から

16㎝掘りくぼめ，ロームブロック・粘土粒子を含む第11層を埋土して構築されている。火床面は第12層上面で，

火熱を受け赤変硬化している。煙道部は壁外に 50㎝掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。

竈土層解説
１　にぶい褐色　　焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
２　褐　灰　色　　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ロームブロ
　　　　　　　　　ック微量　　　
３　暗　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
４　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土
　　　　　　　　　粒子少量
６　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量
７　暗 褐 色　　ロームブロック・粘土ブロック中量　　

８　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子
　　　　　　　　　微量
９　暗　褐　色　　ロームブロック少量，粘土粒子微量
10　黒　褐　色　　ロームブロック中量，粘土粒子少量，焼土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化物微量
11　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量
12　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，ロームブロック微量
13　にぶい褐色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土粒子微量
14　暗　褐　色　　炭化粒子・粘土粒子微量
15   暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量，粘土粒子微量

ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ 15㎝・13㎝で , 配置から主柱穴と考えられる。南側にも２か所の主柱穴

が考えられるが，ピットは確認されなかった。Ｐ３は深さ 17㎝で，西壁寄りの竈と向かい合う位置にあるこ

とから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　上部を第 3084C 号竪穴建物への建て替えで大きく削られ，２層だけが確認されている。ロームブロッ

クを含む暗褐色土が全体を覆っており，埋め戻されている。　　
土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　

遺物出土状況　土師器片 19 点（坏５，高台付椀２，甕類 12），須恵器片８点（坏３，甕類５）が，まばらな状

態で出土している。いずれも小片で図示できない。

所見　時期は，第 3084C 号竪穴建物に掘り込まれていることや出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。 

床　地山を削り，平坦に整えられている。壁際を除いて，中央部が踏み固められている。壁溝が壁下に巡って

いる。床面の中央部に径 30㎝ほどの焼土範囲を確認したが，性格は不明である。

　第 3084C 号竪穴建物跡（第 126・127 図　PL17）

位置　12 区中央部のＲ７d8 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第3084B号竪穴建物跡から本跡への建て替えは，第3084B号竪穴建物を埋め戻し，主軸方向はほとんど

変えないで，四方を一回り小さくして構築されている。そのほか，第 7011・7027・7028 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.04 ｍ，短軸 2.96 ｍの隅丸方形で，主軸方向はＮ－２ －゚Ｅである。壁は高さ 14㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が北東コーナー部を除いて，壁下に巡っている。床面の

中央から西寄りに，長径 70㎝，短径 35㎝の範囲で焼土を確認した。性格は不明である。

竈　北壁の中央からやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 106㎝，燃焼部の幅は 30㎝で

ある。火床部は地山を６㎝掘りくぼめて構築されている。袖部は地山を削り出し，その上に粘土ブロックなど

を含む第４～８層を積み上げて構築されている。第 12 層は焼土ブロックを中量含む層で，天井部の崩落土と
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考えられる。火床面は第９層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ 46㎝掘り込まれ，火

床部から緩やかに立ち上がっている。
竈土層解説
１　黒　褐　色　　焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量　　　
３　にぶい褐色　　ロームブロック・焼土粒子少量，粘土粒子微量
４　暗 褐 色　　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子少量，
　　　　　　　　　炭化物微量
５　褐　　　色　　ロームブロック中量，粘土ブロック少量
６　灰　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量
７　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック
　　　　　　　　　少量，炭化粒子微量　　
８　灰　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量，

　　　　　　　　　焼土粒子微量
９　赤　褐　色　　焼土ブロック多量，ロームブロック・粘土粒子
　　　　　　　　　少量
10　褐　　　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　　微量
11　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土粒子少量
12　にぶい赤褐色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土粒子
　　　　　　　　　微量
13　灰 褐 色　　ロームブロック少量，粘土粒子微量
14　暗　褐　色　　粘土粒子少量，炭化粒子微量
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ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 12 ～ 20㎝で , 配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ 16㎝で，西壁

寄りの中央に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ１からＰ５の第１～５層は，

柱抜き取り後の埋土である。
ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘
　　　　　　　　　土粒子微量　　　　　

４　黒　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量
５　黒　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量，
　　　　　　　　　焼土粒子微量　

覆土　８層に分層できる。ロームブロックなどを含む層が不規則に堆積していることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・炭
                           化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　にぶい褐色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量　　　　

　
５　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
６　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
７　極 暗 褐 色　　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
８　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 169 点（坏 46，高台付坏５，高台付椀３，小皿５，甕類 110），須恵器片 75 点（坏

30，蓋２，甕類 42，甑１）が，覆土全体からまばらな状態で出土している。240 はほぼ完形で覆土上層から出

土していることから，本跡がある程度埋まってから遺棄されたかあるいは投棄されたものと思われる。そのほ

かの土器片は破片であり，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

240 土師器 坏 14.0 4.5 7.4 長石・石英・
雲母

にぶい
黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転糸切り 覆土上層 90%　PL41

241 土師器 甕 ［25.4］（14.6） － 長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ

指頭痕 覆土下層 10%

第 3084C 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 127 図）

240

241

第 127 図　第 3084C 号竪穴建物跡出土遺物実測図

　第 3085 号竪穴建物跡（第 128・129 図　PL17）

位置　12 区中央部のＲ７c5 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 4.36 ｍ，短軸 4.32 ｍの方形で，主軸方向はＮ－９ －゚Ｅである。壁は高さ 20 ～ 25㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。壁溝が全壁下に巡っている。貼床は成形された地山の上に

ロームブロックを中量含み締まりの強い第５層を積み上げ構築されている。
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竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 144㎝で，燃焼部の幅は 50㎝である。火床

部は地山を 25㎝掘りくぼめて，ロームブロックを含む第 23・28 層を埋土して構築されている。袖部は地山を削

り出し，その上に粘土ブロックなどを含む第 24 ～ 27 層を積み上げて構築されている。右袖部の底面に小形甕が

倒位に置かれた状態で確認されている。右袖部の構築材の中からは須恵器甕の破片も数点出土しており，袖部

の補強に用いられたものと思われる。第１・10・11 層は焼土ブロックを中量含む暗赤褐色土，明赤褐色土であり，

天井部の崩落土である。火床面は第 22 層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ 46㎝掘り込

まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。
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ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量 ２　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量

覆土　４層に分層できる。ロームブロックなどを含む層が不規則に堆積していることから，埋め戻されている。

第５層は貼床の構築土である。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ14 ～ 32㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ34㎝で，南壁際の竈と

向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５の第１・２層は柱の抜き取り痕である。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物中量
２　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　にぶい褐色　　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子少量　　
５　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量（締まり強
　　　　　　　　　い）

竈土層解説
１　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，炭化粒子少量
２　褐　      色　　炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
３　にぶい褐色　　ロームブロック・焼土ブロック少量
４　黒　褐　色　　炭化粒子中量，粘土粒子微量
５　灰　褐　色　　粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
６　暗　褐　色　　焼土粒子少量，炭化粒子微量
７　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒
　　　　　　　　　子微量
８　灰　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
９　灰　褐　色　　粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
10　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化
　　　　　　　　　粒子微量
11　明 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
12　褐　　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
13　灰 黄 褐 色　　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
14　灰　褐　色　　粘土ブロック中量，ロームブロック少量
15　黒　褐　色　　粘土ブロック少量，ローム粒子微量
16　灰　褐　色　　炭化粒子少量，粘土粒子微量
17　暗 赤 褐 色　　ローム粒子・焼土粒子少量 

18　灰　褐　色　　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
19　極 暗 褐 色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
20　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化粒子少量
21　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロ
　　　　　　　　　ック少量，炭化粒子微量
22　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量，
　　　　　　　　　焼土粒子微量
23　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック・
　　　　　　　　　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
24　灰　褐　色　　粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・炭
　　　　　　　　　化粒子少量
25　灰　褐　色　　粘土ブロック多量，焼土ブロック・ローム粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子少量
26　にぶい褐色　　粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化粒子少量
27　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化物微量
28　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片 184 点（坏 32，高台付坏２，甕類 150），須恵器片 251 点（坏 95，高台付坏６，蓋４，鉢１，

短頸壺１，甕類 142，甑２），金属製品１点（刀子）が，床面から覆土全体に散乱した状態で出土している。

242 はほぼ完形で，床面から出土しており，遺棄されたものと思われる。そのほかの遺物は破片で，覆土全体

から出土しており，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

242 土師器 坏 13.7 4.3 4.6 長石・石英・
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通

底部回転ヘラ削り　体部内面ヘラ磨き　黒色
処理　底部に墨書「ラ」　高台貼付け部を
磨って坏として再利用　

床面 90%　PL41

243 須恵器 坏 ［15.6］ 3.5 ［7.6］ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向のヘラ削り 覆土中層 20%

新治窯

244 須恵器 坏 ［13.4］ 4.3 ［7.2］ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向のヘラ削り 覆土上層 20%

新治窯

245 須恵器 坏 ［12.4］ 4.2 5.4 長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

一方向のヘラ削り
覆土中層
覆土下層

80%　PL41
新治窯

246 土師器 高台付坏 ［14.2］ 5.1 7.8 長石・石英 にぶい
橙 普通

体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り後，
高台貼付け　体部内面ヘラ磨き　黒色処理　体
部外面に墨書「ち」

覆土中層 70%　PL41

247 須恵器 高台付坏 ［14.2］ 5.1 ［8.5］ 長石・石英・
雲母・黒色粒子 暗灰黄 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り後，

高台貼付け 覆土中層 10%
新治窯

248 須恵器 鉢 ［31.2］ 19.7 ［15.6］長石・石英・雲母 暗灰 普通 口縁部横ナデ　体部外面縦位の平行叩き　体部
外面下端ヘラ削り　体部内面当て具痕 床面 50%　PL44

新治窯
249 土師器 小形甕 12.4 11.7 6.9 長石・石英・細礫 にぶい

赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面下位横位の
ヘラ削り　体部内面縦位のヘラナデ

竈右袖
底面　 90%　PL43

250 須恵器 甕 ［22.8］（21.8） － 長石・石英・
雲母・黒色粒子 褐灰 普通 口縁部外・内面ロクロナデ　体部外面縦位の

平行叩き　横位のヘラ削り　体部内面当て具痕 覆土中層 10%

第 3085 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 129 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M29 刀子 （10.2） 0.9 （0.2～0.3）（7.9） 鉄 先端部欠損　刃部断面三角形　片関　茎部断面四角形　　　　 覆土中層 PL47
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　第 3086 号竪穴建物跡（第 130・131 図　PL18）

位置　12 区中央部のＲ７e5 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 80㎝で，燃焼部幅は 44㎝である。火床部

は地山を８㎝掘りくぼめて，ロームブロックなどを含む第 13 層を埋土して構築されている。袖部は地山を掘

り込み，ロームブロックや粘土ブロックなどを含む第 14 層を埋土し，その上に粘土ブロックなどを含む第９

～ 12 層を積み上げて構築されている。第２・５層は焼土ブロックを中量含む暗赤褐色土であり，天井部の崩

落土である。火床面は第 13 層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ 22㎝掘り込まれ，火

床部から緩やかに立ち上がっている。

重複関係   第 3087 号竪穴建物跡，第 569 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 6824・6836 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.86 ｍ，短軸 3.84 ｍの方形で，主軸方向はＮ－４ －゚Ｅである。壁は高さ 18 ～ 28㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が壁下に巡っている。
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竈土層解説
１　にぶい黄褐色　　粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・炭
　　　　　　　　　化粒子微量
２　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック・
　　　　　　　　　粘土ブロック少量
３　灰　褐　色　　焼土ブロック・炭化物・灰少量，ローム粒子微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量　
５　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック・灰中量，ロームブロック・炭化
　　　　　　　　　物少量
６　灰　褐　色　　灰中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化
　　　　　　　　　物少量
７　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子少量，炭
　　　　　　　　　化物微量

８　黒 褐 色　　炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
９　暗　褐　色　　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化物少量
10　灰　褐　色　　粘土ブロック多量，ロームブロック・炭化物少
　　　　　　　　　量，焼土粒子微量
11　灰　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子
　　　　　　　　　少量，焼土粒子微量
12　暗　褐　色　　粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土
　　　　　　　　　粒子・炭化粒子微量
13　暗 赤 褐 色 　  焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・
　　　　　　　　　灰少量
14　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化物・粘土粒子少量

251 252 253

256

254

255

257

第 131 図　第 3086 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

251 須恵器 坏 13.0 4.7 6.7 長石・石英・
雲母・細礫 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底面一方向のヘラ

削り　底面に墨書「土」文字正位 床面 100%　PL41
新治窯

252 須恵器 坏 12.4 4.7 6.2 長石・石英・
雲母・細礫 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底面ヘラ切り後，

一方向のヘラ削り 覆土中層 80%　　PL41
新治窯

253 須恵器 坏 ［13.0］ 4.7 7.5 長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底面ヘラ切り後，

一方向のヘラ削り 床面 70%　　PL41
新治窯

254 須恵器 坏 12.8 5.1 6.6 長石・石英・細礫 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底面ヘラ切り後，
一方向のヘラ削り 覆土中 70%

新治窯
255 須恵器 盤 － 2.7 8.6 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り後，

高台貼付け 床面 50%
新治窯

256 須恵器 　甕　 － （12.9） 11.5 長石・石英・
黒色粒子・細礫 灰 普通 体部外面斜位の平行叩き，体部下位ヘラ削り　

体部内面指頭痕　体部下位ヘラナデ 床面 30%
新治窯

257 須恵器 甑 ［32.0］ 22.0 17.0 長石・石英 黄灰 普通 体部外面横位の平行叩き，体部下位ヘラ削り　
体部内面指頭痕　体部下位ヘラナデ 床面 60%　　PL44

新治窯

第 3086 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 131 図）

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量 ２　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

ピット　P １は深さ 14㎝で，南壁際の竈に向かい合う位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考

えられる。P １の第１・２層は柱抜き取り後の埋土である。

覆土　13層に分層できる。ロームブロックなどを含む層が不規則に堆積していることから，埋め戻されている。
土層解説
１　褐　　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量　　
５　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
６　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
７　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・粘土粒子微量

８　褐 色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
10　にぶい褐色　　ロームブロック中量
11　にぶい褐色　　ロームブロック・炭化粒子少量，粘土粒子微量
12　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
13　褐　　　色　　ロームブロック中量，粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片 110 点（坏 30，甕類 80），須恵器片 66 点（坏 29，高台付坏３，蓋４，盤１，甕類 28，甑１）

がまばらな状態で出土している。251・253 はほぼ完形で，床面から出土しており，遺棄されたものと考えられる。

そのほかの土器は破片で床面や覆土中から出土しており，埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

　第 3089 号竪穴建物跡（第 132・133 図　PL19）

位置　12 区中央部のＲ７b3 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 132㎝で，燃焼部幅は 68㎝である。火床部

は地山を 25㎝掘りくぼめて，ロームブロック・粘土ブロックなどを含む第 20・21 層を埋土して構築されている。

袖部は地山を掘り残して基部を造り，その上にロームブロックや粘土ブロックなどを含む第 18・19 層を積み

上げて構築されている。第３・７・８層は焼土ブロックを中量含む暗赤褐色土であり，天井部の崩落土である。

火床面は第６層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ 46㎝掘り込まれ，火床部から緩や

かに立ち上がっている。

重複関係  第 3090・3097 号竪穴建物跡，第 570 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 6858 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.46 ｍ，短軸 3.94 ｍの隅丸方形で，主軸方向はＮ－１ －゚Ｗである。壁は高さ 12 ～ 18㎝で，

ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が壁下に巡っている。

竈土層解説
１　灰 褐 色　　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒
　　　　　　　　　子微量
２　にぶい褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化
　　　　　　　　　粒子微量

４　褐　　　色　　ロームブロック・粘土粒子少量
５　暗 褐 色　　ロームブロック・炭化物少量，粘土粒子微量
６　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック多量，ロームブロック・粘土
　　　　　　　　　ブロック・炭化物少量
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７　極暗赤褐色　　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘
　　　　　　　　　土粒子少量
８　極暗赤褐色　　焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子少量，
　　　　　　　　　炭化粒子微量
９　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量
10　にぶい褐色　　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
11　灰 黄 褐 色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量
12　褐　灰　色　　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子少量，
　　　　　　　　　炭化粒子微量
13　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
14　暗 灰 褐 色　　粘土ブロック中量，ロームブロック少量

15　褐　灰　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子
　　　　　　　　　・炭化粒子微量
16　灰　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量
17　にぶい褐色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
18　灰　褐　色　　粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土
　　　　　　　　　粒子・炭化粒子微量
19　にぶい褐色　　ロームブロック中量，粘土ブロック少量，炭化
　　　　　　　　　粒子微量
20　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒
　　　　　　　　　子少量
21　褐　　　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子
　　　　　　　　　・炭化粒子微量

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量 ２　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

ピット　５か所。P １～Ｐ４は深さ 15 ～ 18㎝で，配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 44㎝で，南壁際の竈

に向かい合う位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ１～Ｐ５の第１・２層は柱

抜き取り後の埋土である。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子少量
２　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量
３　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子
　　　　　　　　　微量
４　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量　　
５　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
６　にぶい褐色　　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

７　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
８　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
９　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量
10　褐　　　色　　ロームブロック中量，粘土粒子少量
11　灰 黄 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量，
　　　　　　　　　炭化粒子微量

覆土　11 層に分層できる。ロームブロックを含む層が不規則に堆積していることから，埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片 519 点（坏 119，高台付坏４，皿４，高台付皿２，高坏２，鉢２，甕類 386），須恵器片

233点（坏 123，高台付坏９，蓋８，盤２，高盤１，長頸壺１，甕類 87，甑２），金属製品１点（釘）が覆土全体か

ら散乱した状態で出土している。262 はほぼ完形で，竈の底面から出土しており，遺棄されたものと考えられる。

そのほかの土器は覆土全体から破片で出土していることから，埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第 3089 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 133 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

258 土師器 坏 ［14.6］ 4.3 5.9 長石・石英・
赤色粒子

にぶい
褐 普通 体部外面ロクロナデ　体部内面ヘラ磨き後，黒

色処理　底部回転ヘラ削り 覆土上層 20%

259 土師器 坏 ［14.8］ 5.7 ［7.6］ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　体部内面ヘラ磨き
後，黒色処理　底面一方向のヘラ削り 覆土上層 60%

260 土師器 坏 ［16.4］ 5.1 6.0 長石・石英 にぶい
褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き後，黒

色処理　底面回転ヘラ削り　底面に墨書「林」 覆土中層 30%

261 土師器 坏 12.6 4.1 6.4 長石・石英 にぶい
橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　体部内面ヘラ磨き

後，黒色処理　底面一方向のヘラ削り 覆土中層 60%　PL42

262 土師器 坏 ［14.6］ 4.8 6.8 長石・石英・雲母 にぶい
黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　体部内面ヘラ磨き

後，黒色処理　底面一方向のヘラ削り 竈底面 80%　PL42

263 須恵器 坏 13.2 4.9 6.6 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向のヘラ削り 覆土下層 70%　PL42

新治窯
264 須恵器 坏 ［14.4］ 5.2 6.0 長石・石英・雲母 にぶい

赤褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向のヘラ削り 覆土中層 40%

新治窯
265 土師器 高台付皿 ［12.7］ 2.4 6.7 長石・石英 にぶい

褐 普通 体部内面ヘラ磨き後，黒色処理　底部回転ヘラ
削り後，高台貼付け 覆土下層 30%

266 土師器 高台付皿 13.4 5.0 6.4 長石・石英 にぶい
橙 普通 体部内面ヘラ磨き後，黒色処理　底部回転ヘラ

削り後，高台貼付け 覆土中層 60%　PL42

267 須恵器 盤 － （3.2）［15.6］長石・石英・雲母 灰 普通 底面回転ヘラ削り後，高台貼付け　内面に
朱墨痕　内面使用痕　硯転用 覆土中層 40%

新治窯
268 土師器 鉢 ［24.0］（12.6） － 長石・石英 浅黄橙 普通 体部外面横位のヘラナデ　体部内面ヘラ磨き　

指頭痕 覆土上層 10%

269 須恵器 長頸瓶 － （12.1）［10.4］長石・石英 褐灰 普通 体部外面下位回転ヘラ削り　体部内面ロクロ
ナデ　自然釉剥離　 覆土中層 20%　PL43

堀之内窯カ

270 土師器 甕 ［16.8］（7.4） － 長石・石英・細礫 明赤褐 普通 体部外面ナデ　指頭痕　体部内面ヘラナデ 覆土中層 10%

271 土師器 甕 ［19.0］（9.3） － 長石・石英・細礫 灰褐 普通 体部外面ナデ　指頭痕　体部内面ヘラナデ 覆土中層 10%

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M30 釘 （6.1） （1.4） （0.6）（12.3） 鉄 先端部欠損　頭部肥厚　先端部屈曲　断面四角形 覆土中層



－ 167 －

258
260

261

259

263

267

265

262
264

266

268

271

270 M30

269

第 133 図　第 3089 号竪穴建物跡出土遺物実測図



－ 168 －

　第 3091 号竪穴建物跡（第 134・135 図　PL19）

位置　12 区中央部のＲ７b2 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係  第 3090 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 3.28 ｍ，短軸 3.20 ｍの方形で，主軸方向はＮ－２ －゚Ｗである。壁は高さ３～ 11㎝で，外

傾している。

床　平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。貼床はロームブロックを含む締まりの強い第４・５層を積

み上げ構築されている。壁溝が北壁西側を除いて，壁下に巡っている。
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竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 120㎝で，燃焼部幅は 46㎝である。火床部

は地山を 14㎝掘りくぼめて，ロームブロックを中量含む第 15 層を埋土して構築されている。袖部は地山や第

15 層の埋土の上にロームブロックや粘土ブロックなどを含む第 10 ～ 12・16 層を積み上げて構築されている。

第６・19 層は焼土ブロックを中量含む暗赤褐色土であり，天井部の崩落土である。火床面は第 21 層上面で，

火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ 56㎝掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。
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竈土層解説
１　暗 褐 色　　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量
２　灰 褐 色　　粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
３　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
５　灰 褐 色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量
６　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化物少量
７　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
８　褐 色　　粘土粒子中量，ローム粒子少量
９　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
10　暗 赤 褐 色　　焼土粒子中量，ロームブロック・粘土ブロック
　　　　　　　　　少量
11　にぶい赤褐色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量

12　灰　褐　色　　粘土ブロック中量・ロームブロック少量，焼土
　　　　　　　　　粒子・炭化粒子微量
13　暗 褐 色 　  ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　　微量
14　灰 褐 色　　粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土
　　　　　　　　　粒子微量
15　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化物微量
16　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量
17　灰　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量
18　灰　褐　色　　粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子微量
19　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化
　　　　　　　　　粒子微量
20　赤　褐　色　　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量
21   暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，炭化粒子少量

ピット　５か所。P １～Ｐ４は深さ６～ 12㎝で，配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 18㎝で，南壁際の竈に

向かい合う位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘
　　　　　　　　　土粒子微量

４　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量（締まり強
　　　　　　　　　い）　　
５　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量（締まり強
　　　　　　　　　い）

覆土　３層に分層できる。ロームブロックを含む層が広く堆積していることから，埋め戻されている。第４・

５層は貼床の構築土である。

遺物出土状況　土師器片 131 点（坏 14，高台付坏４，皿１，高坏１，鉢１，甕類 110），須恵器片 31 点（坏

21，高台付坏１，甕類９），石器１点（砥石）がまばらな状態で出土している。273 は床面から出土したもの

と覆土下層から出土したものが接合しており，割られてから投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

272 土師器 坏 － （2.6） ［6.5］ 長石・石英 にぶい
黄橙 普通 体部内面ヘラ磨き後，黒色処理　底部糸切り　

底部に墨書「□」 覆土下層 10%

273 須恵器 坏 13.6 4.9 6.2 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向の削り

床面
覆土下層

70%　PL42
新治窯

第 3091 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 135 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ７ 砥石 （4.9） （5.1） （3.1）（80.9） 凝灰岩 砥面３面　他は破断面 覆土中 PL46

272

273

Q7

第 135 図　第 3091 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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　第 3093 号竪穴建物跡（第 136 図　PL20）

位置　12 区中央部のＲ６d0 区，標高 23 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係  第 3092 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　西半部が調査区域外へ延びているため，南北軸 3.40 ｍで，東西軸は 1.46 ｍだけ確認した。方形で，

主軸方向はＮ－ 13 －゚Ｗと推測される。壁は高さ４～ 20㎝で，外傾している。

床　ほぼ平坦で，踏み固められてはいない。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量

３　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

覆土　３層に分層できる。ロームブロックを含む層が広く堆積していることから，埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片 11 点（坏１，甕類 10）が覆土中からまばらな状態で出土している。土器は小片のため，

図示できない。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。
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　第 3094 Ａ号竪穴建物跡（第 137 図）

位置　12 区中央部のＲ７d7 区，標高 23 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係　当初は１棟の竪穴建物跡として調査を進めたが，建て替えが行われていることが判明し，古い竪

穴建物跡を第 3094 Ａ号建物跡，新しい竪穴建物跡を第 3094 Ｂ号竪穴建物跡として報告する。そのほか，第

6881 ～ 6883 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.96 ｍ，短軸 2.84 ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－８ －゚Ｅである。壁は削平されており，

確認されていない。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が全周している。

竈　北壁の中央部から東寄りに付設されている。竈の上半部は削平されており，火床部や袖部の構築状況など

は不明である。規模は焚口部から煙道部まで 108㎝で，煙道部は壁外へ 65㎝掘り込まれている。
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ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量
２　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量　
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

４　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
５　にぶい褐色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
６　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

ピット　５か所。配置などから古く考えられるピットにはＡを新しいと考えられるピットにはＢをピット番

号の前に付け報告する。主柱穴はＡＰ３とＡＰ１の北に予想されるもので北側の列を，第 6881 号土坑と第

6883 号土坑の場所に南側の列を考える。ＡＰ１は深さ 36㎝で，位置から補助柱穴と考えられる。ＡＰ２～Ａ

Ｐ５は深さ 14 ～ 26㎝で，補助柱穴と考えられる。ＡＰ１・ＡＰ２・ＡＰ４・ＡＰ５の第１～３・５層は柱抜

き取り後の埋土である。ＡＰ１では柱のあたりを確認した。

覆土　遺構確認面において床が検出されたため，確認されなかった。

竈土層解説
１　赤 褐 色　　焼土粒子中量，ロームブロック少量 ２　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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　第 3094B 号竪穴建物跡（第 137・138 図　PL20）

位置　12 区中央部のＲ７d7 区，標高 23 ｍの平坦な台地上に位置している。

竈　東壁の中央部からやや南寄りに付設されている。竈の上半部は削平されており，袖部や火床部の構築状況

などは不明である。規模は焚口部から煙道部まで 106㎝で，煙道部は壁外へ 40㎝掘り込まれている。

重複関係  第 3094A 号竪穴建物跡を掘り込み，第 6881 ～ 6883 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第 3094A 号竪穴建物跡の床を利用し，南北幅を 0.64 ｍ拡張したものである。竈は北に位置する

ものから東のものへと変えている。長軸 3.98 ｍ，短軸 3.48 ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－ 94 －゚Ｅである。

壁は確認されていない。

床　平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。壁溝が全周している。中央から西寄りで，長径 62㎝，短

径 34㎝ほどの焼土範囲を確認した。性格は不明である。

竈土層解説
１　暗 赤 褐 色　　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量 ２　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック・ローム粒子少量

ピット　９か所。Ｂ P １～ＢＰ４は深さ 18 ～ 32㎝で，ＢＰ１は壁近くに，ＢＰ２～ＢＰ４は壁に接して位置し，

４本柱として四角形を成すことから主柱穴と考えられる。ＢＰ５は深さ 20㎝で，西壁際の竈に向かい合う位

置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。ＢＰ６・ＢＰ７は深さ 30㎝・25㎝で，壁に接

して位置しており，補助柱穴と考えられる。ＢＰ８・ＢＰ９は竈の近くに位置するピットで，性格は不明である。

ＢＰ１・ＢＰ４～ＢＰ６・ＢＰ８・ＢＰ９の第１・２・４～６層は，柱抜き取り後の埋土である。

覆土　確認面において床が検出されたため，確認されなかった。

遺物出土状況　土師器片 15 点（坏５，甕類 10），須恵器片８点（坏２，甕類６）がまばらな状態で出土している。

所見　第 3094A 号竪穴建物跡の床を利用して建て替えられていることから，第 3094 Ａ号竪穴建物跡から本跡

への建て替えは連続して行われたと考えられる。時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

274 土師器 甕 ［21.8］（11.5） － 長石・石英・細礫 にぶい
赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ

削り　体部内面ヘラナデ　指頭痕 覆土中 10%

第 3094B 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 138 図）

遺物出土状況　土師器片４点（甕類），須恵器片２点（坏，甕類）が，壁溝覆土や竈掘方から確認されている

だけである。いずれも小片で図示できない。

所見　時期は，第 3094B 号竪穴建物跡に掘り込まれていることや出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

274

第 138 図　第 3094B 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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　第 3096 号竪穴建物跡（第 139 ～ 141 図）

位置　12 区中央部のＲ８e8 区，標高 21 ｍの台地端部に位置している。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 124㎝で，燃焼部幅は 54㎝である。火床

部は地山を 18㎝掘りくぼめて，ロームブロックを含む第５・10 層を埋土して構築されている。右袖部は地山

を掘り残して基部を造り，両袖部はロームブロックや粘土ブロックなどを含む第６～９層を積み上げて構築

されている。第２層は焼土ブロックを中量含む暗赤褐土であり，天井部の崩落土である。火床面は第３層上

面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ 36㎝掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がって

いる。

重複関係  第 1520 号竪穴建物跡，第 577 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 6876・6884 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.86 ｍ，短軸 3.74 ｍの隅丸方形で，主軸方向はＮ－２ －゚Ｅである。壁は高さ 14 ～ 30㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が西壁の中央部を除いて，壁下に巡っている。
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ピット　P １は深さ 22㎝で，南壁際の竈に向かい合う位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考

えられる。Ｐ１の第１層は柱痕跡である。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量
２　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
３　灰黄褐色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
４　灰　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子

　　　　　　　　　微量
５　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
６　褐　　　色　　ロームブロック中量

覆土　６層に分層できる。ロームブロックを含む層が不規則に堆積していることから，埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片 113 点（坏 13，高台付椀２，小形甕２，甕類 96），須恵器片 153 点（坏 55，高台付坏３，

蓋８，盤２，高盤１，甕類 82，甑２），石器１点（砥石），金属製品１点（刀子）が覆土全体から散乱した状

態で出土している。279 はほぼ完形で床面から出土していることから，遺棄されたものと思われる。そのほか

の遺物は破片で覆土全体から出土しており，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

ピット土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック少量 ２　暗 黄 褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

竈土層解説
１　暗 黄 褐 色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
３　赤　褐　色　　焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化物少量
４　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量
５　灰　褐　色　　ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土
　　　　　　　　　粒子・炭化粒子微量
６　にぶい褐色　　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子少量，
　　　　　　　　　炭化粒子微量

７　にぶい褐色　　粘土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化
　　　　　　　　　粒子微量
８　にぶい黄褐色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土粒子
　　　　　　　　　少量，炭化粒子微量
９　にぶい黄褐色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物微
　　　　　　　　　量
10　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，粘土
　　　　　　　　　粒子微量 

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

275 須恵器 坏 ［12.6］ 3.8 ［6.8］ 長石・石英・雲母 暗灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底面一方向の削り 覆土中層 40%
新治窯

276 須恵器 坏 － （3.2） 6.2 長石・石英・細礫 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　ヘラ切り後，
回転ヘラ削り 床面 60%

新治窯
277 土師器 高台付椀 ［18.4］ 6.4 ［7.1］ 長石・石英・

赤色粒子 淡橙 普通 体部内面ヘラ磨き　底面回転ヘラ削り後，
高台貼付け 覆土中層 40%

278 須恵器 高台付坏 15.6 6.6 8.2 長石・石英・雲母 にぶい
黄橙 普通 回転ヘラ削り後，高台貼付け 覆土上層 80%　PL42

新治窯
279 須恵器 蓋 ［15.4］ 3.4 － 長石・石英・雲母 にぶい

黄橙 普通 天井部回転ヘラ削り後，摘み貼付け 床面 80%
新治窯

280 須恵器 蓋 18.0 （2.7） － 長石・石英・
雲母・細礫

にぶい
赤褐 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土下層 70%　PL43

新治窯
281 須恵器 盤 ［15.6］ 3.5 9.2 長石・石英・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け 床面 50%

新治窯
282 須恵器 高盤 － （8.6） － 長石・石英 灰 普通 脚部外・内面ロクロナデ　透かし孔 覆土上層 10%

新治窯
283 須恵器 長頸壺 － （12.3） 11.3 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端回転ヘラ削り　体部内面ヘラナデ，

指頭痕　底部回転ヘラ削り後，高台貼付け 覆土中層 30%　PL43

284 土師器 小形甕 ［11.4］（5.7） － 長石・石英・細礫 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面横位の
ヘラナデ 竈底面 20%

285 土師器 小形甕 － （8.2） 7.2 長石・石英・雲母 灰褐 普通 体部外面横位のヘラ削り　内面ヘラナデ　底部
木葉痕 床面 70%

286 須恵器 甕 － （20.4） － 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部外面縦位の平行叩き　体部内面指頭痕 覆土中層 10%
新治窯

第 3096 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 140・141 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ８ 砥石 （7.3） （8.3） 6.8 （552.3） 凝灰岩 砥面４面　他は破断面　条線状の研磨痕　 床面 PL46

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M31 刀子 （11.7） （1.2） 0.2 ～            
0.3 （9.7） 鉄 刃部断面三角形　片関カ　　茎部断面四角形　屈曲　 覆土中層 PL47
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　第 3111 号竪穴建物跡（第 142・143 図）

位置　12 区中央部のＲ８f2 区，標高 22 ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係   第 578 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 7650 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南半部が調査区域外へ延びているため，東西軸は 3.40 ｍで，南北軸は 1.66 ｍだけ確認できた。

床面の状況から方形で，北壁に竈が確認されていないことから，主軸方向はＮ－ 88 －゚Ｅと推定される。壁は

確認できなかった。

床　ほぼ平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。貼床は掘方の埋土であるロームブロックなどを含む第

２～６層の上に，ロームブロックを中量含み締まりの強い第１層を積み上げて構築されている。

掘方土層解説
１　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量
　　　　　　　　　（締まり強い）
２　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　灰　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量

４　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量　
５　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
６　暗 赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　　微量

282

M31

Q8
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　第 3132 号竪穴建物跡（第 144・145 図）

位置　12 区中央部のＱ９j2 区，標高 20 ｍの台地端部に位置している。

竈　推定される東壁の中央からやや南寄りに付設されている。上半部は削平されているが，掘方から規模は焚

口部から煙道部まで 78㎝で，燃焼部幅は 40㎝と推定される。火床部は地山を 20㎝掘りくぼめて，構築されて

いる。左袖部は地山を掘り残して基部を造り，ロームブロックや粘土ブロックなどを含む第３層を積み上げて

構築されている。火床面は第２層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ 36㎝掘り込まれ

ている。

重複関係  第 3144 号竪穴建物跡，第 590 号掘立柱建物跡，第 7201 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　西半部の壁の状況や竈の位置から，長軸 4.25 ｍ，短軸 3.24 ｍの隅丸長方形で主軸方向はＮ－ 91 ゜

－Ｅと推定される。西壁は高さ 16㎝で，ほぼ直立している。

床　北東部は削平されているが，ほぼ平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。貼床はロームブロックを

中量含む締まりの強い第４層で構築されている。壁溝が西部の壁下に巡っている。

竈土層解説
１　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

３　にぶい褐色　ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量

ピット　２か所。P １・Ｐ２は深さ 24㎝・22㎝で，性格は不明である。

覆土　遺構確認面において床面が検出されたため，確認されなかった。

遺物出土状況　土師器片 110 点（坏 36，高台付椀４，高台付鉢１, 甕類 68，甑１），須恵器片９点（坏１，甕類７，

甑１），土製品１点（土玉）が床面や掘方埋土中から散乱した状態で出土している。これらの土器はすべて破片で，

床面や掘方の埋土中から出土していることから，投棄されたものかあるいは埋土に意識的に混入させたものと

考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

287 土師器 坏 － （3.4） 6.2 長石・石英・細礫 橙 普通 体部ロクロナデ　底面糸切り　底面に刻書「〇」 床面 30%

288 土師器 高台付椀 － （3.0） ［6.5］ 長石・石英 橙 普通 体部内面ヘラ磨き後，黒色処理　底面糸切り後，
高台貼付け 掘方埋土中 20%

289 土師器 高台付鉢 － （7.1）［15.3］長石・石英 浅黄橙 普通 脚部外・内面ロクロナデ 床面 30%　PL43

第 3111 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 142・143 図）

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP11 土玉 2.1 1.9 0.7 8.4 長石・石英・赤色
粒子 橙 一方向からの穿孔　底面・側面面取り 掘方埋土中 PL45

DP11289

第 143 図　第 3111 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量 ２　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

貯蔵穴　中央から南西寄りに位置している。長軸 68㎝，短軸 52㎝の隅丸長方形で，深さは 28㎝である。底面

は平坦で，壁は外傾している。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
３　暗　褐　土　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

４　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
　　　　　　　　　（締まり強い）　

覆土　３層に分層できる。ロームブロックを含む層が広く堆積していることから，埋め戻されている。第４

層は貼床の構築土である。

遺物出土状況　土師器片 133 点（坏 36，高台付椀９，甕類 88），須恵器片 41 点（坏 11，高台付坏１，蓋１，盤１，

甕類 27），石器１点（紡錘車）が覆土全体からまばらな状態で出土している。290 は床面から出土しているこ

とから，遺棄されたか投棄されたものと思われる。そのほかの遺物は破片で覆土全体から出土していることか

ら，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

290 土師器 坏 ［13.2］（5.1） － 長石・石英 橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　体部内面ヘラ磨き　 床面 30%

291 土師器 高台付椀 － （2.0） ［6.0］ 長石・石英・
雲母・細礫 橙 普通 体部内面ヘラ磨き　底部ヘラ切り後，高台

貼付け
貯蔵穴
底面 30%

292 須恵器 甕 － （12.0） － 長石・石英　　 灰 良好 体部外面縦位の平行叩き　体部内面指頭痕 覆土上層 10%
新治窯

293 須恵器 甕 － （5.8） － 長石・石英・細礫 灰黄 良好 櫛描波状文　自然釉 覆土上層 10%
産地不明

第 3132 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 145 図）

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ９ 紡錘車 （4.6） 0.9 （0.6）（11.1） 粘板岩 円錐台形　底面・側面研磨　一方向からの穿孔　　 覆土中 PL46

　第 3138 号竪穴建物跡（第 146・147 図　PL22）

位置　12 区中央部のＱ８j0 区，標高 20 ｍの台地端部に位置している。

竈　北壁の中央部に付設されている。右袖部は削平されているが，竈掘方から規模は焚口部から煙道部まで

107㎝で，燃焼部幅は 60㎝と推定される。火床部は地山を 12㎝掘りくぼめて，ロームブロック・粘土ブロック

を含む第６・７層を埋土して構築されている。左袖部は地山を掘り残して基部を造っている。第３層は焼土ブ

ロックを中量含んでおり，天井部の崩落土と考えられる。火床面は第５層上面で，火熱を受けて赤変硬化して

いる。煙道部は壁外へ 56㎝掘り込まれ , 火床部から緩やかに立ち上がっている。

重複関係  第 3139 号竪穴建物跡，第 588 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 3144 号竪穴建物，第 7194・7196・

7197・7199・7203・7205 ～ 7207・7229 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　壁の状況や竈の位置から，長軸 4.80 ｍ，短軸 4.34 ｍの隅丸長方形と推定され，主軸方向はＮ－

３ －゚Ｗである。西壁は高さ 28㎝で，外傾している。

床　東半部は削平されているが，平坦で，壁際以外は踏み固められている。壁溝が西半部の壁下に巡っている。

竈土層解説
１　灰 褐 色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・
　　　　　　　　　粘土粒子少量
２　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量
３　にぶい赤褐色　　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
４　にぶい褐色　　ロームブロック・粘土ブロック中量

５　明 赤 褐 色　　焼土ブロック多量，炭化物少量
６　にぶい黄褐色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子
　　　　　　　　　・炭化粒子微量
７　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子
　　　　　　　　　微量

290

291

293
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ピット　Ｐ１は深さ 18㎝で，南壁際の竈に向かい合う位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考

えられる。Ｐ１の第１・２層は柱抜き取り後の埋土である。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　黒　褐　色　　ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量

３　黒　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化物少量
４　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

覆土　４層に分層できる。ロームブロックを中量含む層が広く堆積していることから，埋め戻されている。

ピット土層解説
１　灰 黄 褐 土　　ロームブロック中量，焼土粒子微量 ２　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 76 点（坏 23，高台付椀３，甕類 50），須恵器片 21 点（坏 12，甕類９），鉄滓４点が，

覆土全体からまばらな状態で出土している。296 はほぼ完形で，竈堀方底面から出土していることから，何ら

かの意味があり，埋められたと考えられる。そのほかの遺物は破片で覆土全体から出土していることから，埋

土と一緒に投棄されたものと思われる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

294 土師器 坏 ［12.6］ 3.8 5.8 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　ヘラ切り後，一方向
のヘラ削り　　　　　　　　　　　　 覆土中層 30%

295 土師器 高台付椀 ［14.4］（5.0） ［7.2］ 長石・石英・細礫 橙 普通 体部内面ヘラ磨き後，黒色処理　底面回転ヘラ
切り後，高台貼付け　高台剥離 覆土中 20%

296 土師器 高台付椀 14.5 5.5 6.7 長石・石英・
雲母・細礫 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き後，黒色処理　底部回転ヘラ

削り後，高台貼付け
竈掘方
底面 80%　PL42

第 3138 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 147 図）

　第 3139 号竪穴建物跡（第 148・149 図　PL20・22）

位置　12 区中央部のＲ８a0 区，標高 21 ｍの台地端部に位置している。

重複関係  第 3145 号竪穴建物跡を掘り込み，第 3138 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　南部は撹乱され，東部は削平されているため，北西部の東西軸 2.02 ｍ，南北軸 2.74 ｍだけが確

認されている。壁の状況から，主軸方向はＮ－７ －゚Ｅと推定される。西壁は高さ 18㎝で，外傾している。

床　北西部はほぼ平坦であるが，あまり踏み固められてはいない。壁溝が壁下に巡っている。

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量，
　　　　　　　　　焼土粒子微量

２　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量
３　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量

覆土　３層に分層できる。ロームブロックを含む層が広く堆積していることから，埋め戻されている。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

294
295 296

第 147 図　第 3138 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片 56 点（坏６，甕類 49，甑１），須恵器片 10 点（坏５，甕類５）が，覆土全体からま

ばらな状態で出土している。297 は削平された斜面部から出土しており，本跡から流れ込んだものと考えられ

る。そのほかの土器は破片で覆土全体から出土しており，埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

297 土師器 坏 ［13.1］ 3.6 ［6.0］ 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

一方向のヘラ削り
削平部
底面 70%

298 須恵器 坏 － （1.6） ［7.6］ 長石・石英・雲母 暗灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
回転ヘラ削り 覆土下層 20%

新治窯

第 3139 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 149 図）

298
297

第 149 図　第 3139 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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　第 3140 号竪穴建物跡（第 150 図　PL21）

位置　12 区中央部の R ９b2 区，標高 20 ｍの台地端部に位置している。

重複関係  第 3134 号竪穴建物跡，第 589・590 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 7168・7178・7238 号土坑に掘

り込まれている。
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土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロ
　　　　　　　　　ック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子

　　　　　　　　　少量，焼土粒子微量
３　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
４　褐　灰　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

覆土　４層に分層できる。ロームブロックを中量含む層が広く堆積していることから，埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片 85 点（坏 11，高台付坏１，高台付皿１，甕類 72），須恵器片 10 点（坏１，高台付坏

１，蓋１，甕類７）が，覆土全体からまばらな状態で出土している。299 は西壁寄りの掘方埋土中から出土し

ており，埋土に混入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

299 土師器 高台付椀 － （1.9） 8.0 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部内面ヘラ磨き後，黒色処理　底部回転ヘラ

削り後，高台貼付け　　　　　　　　　　　 掘方埋土中 20%

第 3140 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 150 図）

　第 3141 号竪穴建物跡（第 151・152 図　PL21）

位置　12 区中央部のＲ８f9 区，標高，21 ｍの台地端部に位置している。

重複関係  第 1527 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　第 1527 号竪穴建物跡の床面精査で，竈と北西コーナー部が確認されている。確認されたのは，

東西軸は 2.04 ｍ，南北軸は 1.22 ｍで，壁溝の状況や竈の位置から方形で，主軸方向はＮ－６ －゚Ｗと推定される。

壁は北西コーナー部でわずかに遺存しているだけである。

床　北西コーナー部から竈全面にかけては平坦で，竈前面は踏み固められている。壁溝が北西コーナー部で確

認されている。

規模と形状　東部を大きく削平されているため，南北軸は 3.50 ｍで，東西軸は 1.35 ｍだけ確認された。壁の

状況から隅丸方形で，主軸方向はＮ－ 83 －゚Ｅと推定される。西壁は高さ 12㎝で，ほぼ直立している。

床　西壁寄りはほぼ平坦で，壁際以外は踏み固められている。壁溝が西部の壁下に巡っている。
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第 151 図　第 3141 号竪穴建物跡実測図
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竈　北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 128㎝で，燃焼部幅は 45㎝である。火床部は地山を

14㎝掘りくぼめて，ロームブロック・粘土ブロックを含む第７・10 層を埋土して構築されている。袖部は埋

土の上に，ロームブロックや粘土ブロックを中量含む第８層を積み上げて構築されている。火床面は第６層上

面で，火熱を受けて赤変硬化している。火床面の奥には支脚が立て掛けられた状態で確認されている。煙道部

は壁外へ 62㎝掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。

竈土層解説
１　暗 褐 色　　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土粒子
　　　　　　　　　少量，炭化粒子微量
２　黒 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量
４　灰　褐　色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化物少量
５　黒　褐　色　　炭化粒子多量，焼土ブロック少量
６　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子

　　　　　　　　　少量
７　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化粒子少量
８　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロ
　　　　　　　　　ック少量
９　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
10　灰　褐　色　　ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子
　　　　　　　　　少量，炭化粒子微量

300

303

301

302
DP12

第 152 図　第 3141 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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　第 3143 号竪穴建物跡（第 153・154 図　PL21・22）

位置　12 区中央部のＲ９c1 区，標高 20 ｍの台地端部に位置している。

竈　東壁の中央部やや南寄りに付設されている。左袖部は削平されているが，竈掘方から規模は焚口部から煙

道部まで 124㎝で，燃焼部幅は 50㎝と推定される。火床部は地山を８㎝掘りくぼめて，ロームブロック・粘土

ブロックを含む第６層を埋土して構築されている。右袖部は地山を掘り残して基部を造り，ロームブロック・

粘土ブロックを中量含む第８層を積み上げ構築されている。第３層は焼土ブロックを中量含んでおり，天井部

の崩落土と考えられる。火床面は第５層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ 56㎝掘り

込まれ , 火床部から緩やかに立ち上がっている。

重複関係  第 3142 号竪穴建物跡，第 7223 号土坑を掘り込み，第 7232 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.62 ｍ，短軸 4.58 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 92 －゚Ｅである。壁は高さ 14 ～ 28㎝で，

外傾している。竈の南東側に棚状施設が付設されている。長さ 138㎝，中央部の幅 24㎝の不整長方形で，床面

から棚の底面までの高さは 12㎝である。

床　ほぼ平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。壁溝が壁下に巡っている。貼床は地山を成形した後，

ロームブロックを多量に含み締まりのやや強い第９層を積み上げ，中央部はさらにロームブロックを多量に含

む締まりの強い第８層を積み上げ，構築されている。

竈土層解説
１　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　　微量
２　暗 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量，
　　　　　　　　　粘土粒子微量
３　赤 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック中量，粘土ブロ
　　　　　　　　　ック少量，炭化粒子微量
４　にぶい褐色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量，

　　　　　　　　　粘土粒子微量
５　にぶい赤褐色　　焼土ブロック多量，ロームブロック少量
６　褐 色　　ロームブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
７　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
８　にぶい黄褐色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロ
　　　　　　　　　ック微量

土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　　微量

覆土　単一層である。ロームブロックを含む層が広く堆積していることから，埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片 143 点（坏 11，蓋１，甕類 131），須恵器片 62 点（坏 35，高台付坏５，蓋１，長頸瓶１，

甕類 20），土製品１点（支脚）が，覆土全体からまばらな状態で出土している。300 はほぼ完形で竈掘方の埋

土中から出土していることから，意図的に埋められた可能性がある。303 は袖部の中から出土していることや

大きな破片であることから袖部の補強として使用されたものと考えられる。そのほかの遺物は破片で覆土全体

から出土していることから，埋土と一緒に投棄されたものと思われる。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

300 須恵器 坏 ［12.8］ 4.8 6.4 長石・石英・
雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

一方向の削り　
竈掘方
埋土中

70%　PL42
新治窯

301 須恵器 高台付坏 12.9 5.6 7.7 長石・石英・
雲母・細礫 灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け 竈

覆土中層 60%

302 須恵器 長頸瓶 － （26） ［12.4］ 長石・石英・
雲母・細礫 灰黄褐 普通 体部下位回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り後，

高台貼付け　底面研磨痕　硯転用
竈掘方
埋土中

10%
新治窯

303 土師器 甕 ［20.4］（22.5） － 長石・石英・
雲母

にぶい
赤褐 普通 口縁部外面斜位のヘラナデ　体部外面縦位の

ヘラナデ　体部内面縦位のヘラナデ 竈底面 20%

第 3141 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 152 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP12 支脚 22.7 10.4 10.1 （1834.7）長石・石英・
赤色粒子 橙 ヘラによる面取り 竈底面
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ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ16 ～ 36㎝で，規模や配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ 22㎝で，西壁寄りの

竈に向かい合う位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ 15㎝で，Ｐ１に近

い位置にあることから，補助柱穴と考えられる。Ｐ７は深さ 12㎝で，南西コーナー部に位置しているが，性格

は不明である。Ｐ２～Ｐ６の第１～６層は，柱抜き取り後の埋土である。Ｐ７の第７～９層はピットの埋土である。
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第 153 図　第 3143 号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説
１　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量
２　褐　　　色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物微量
３　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

４　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量，炭化物微量
５　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
６　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量
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遺物出土状況　土師器片 177 点（坏 60，高台付坏７，椀１，甕類 109），須恵器片 146 点（坏 49，高台付坏３，

蓋９，盤３，甕類 80，甑２），灰釉陶器１点（長頸瓶）が，覆土全体から散乱した状態で出土している。304・

308 は北西コーナー部の床面からそれぞれ出土していることから，遺棄されたものと考えられる。そのほかの

土器は破片で覆土全体から出土していることから，埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

304 須恵器 坏 ［14.2］ 5.3 7.4 長石・石英・
雲母・細礫 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

二方向のヘラ削り　　　　　　　　　　　　
北西コーナー

部　床面
80%　PL42
新治窯

305 須恵器 坏 13.5 4.9 6.8 長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

一方向のヘラ削り　外・内面火襷　 覆土中 70%　PL42
新治窯

306 須恵器 坏 ［14.6］ 4.6 ［7.2］ 長石・石英・
雲母・細礫 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，

一方向のヘラ削り 覆土中層 40%
新治窯

307 土師器 高台付坏 － （2.9） ［7.8］ 長石・石英 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け 覆土下層 40%

308 須恵器 盤 － （3.1）［10.0］長石・石英・
雲母・細礫 灰黄 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼付け 北西コーナー

部　床面
70%
新治窯

309 土師器 甕 13.0 （10.3） － 長石・石英・雲母 にぶい
赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面縦位の

ヘラナデ 覆土中 30%

第 3143 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 154 図）

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
３　灰　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
４　にぶい黄褐色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
５　灰 黄 褐 色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物少
　　　　　　　　　量，焼土ブロック微量
６　にぶい黄褐色　　ロームブロック・炭化物中量，粘土ブロック少
　　　　　　　　　量

７　にぶい褐色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化物少量
８　にぶい黄褐色　　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロ
　　　　　　　　　ック・炭化物微量（締まり強い）
９　褐　　　色　　ロームブロック多量，焼土ブロック少量，炭化
　　　　　　　　　粒子微量（締まりやや強い）

覆土　７層に分層できる。ロームブロックや炭化物を含む層が不規則に堆積していることから，埋め戻され

ている。第８・９層は貼床の構築土である。

７　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　　微量　

８　にぶい褐色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
９　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量

304 305 306

309

308 307

第 154 図　第 3143 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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　第 3144 号竪穴建物跡（第 155・156 図　PL22）

位置　12 区中央部のＱ９j1 区，標高 20 ｍの台地端部に位置している。

っている。

竈　推定される東壁の中央部に付設されている。竈の上半部は削平され，火床部の一部と竈掘方の一部が確認

されているだけである。袖部や火床部の構築状況などは不明である。

重複関係  第 3138 号竪穴建物跡を掘り込み，第 3132 号竪穴建物，第 7199・7200・7203・7204・7208 号土坑

に掘り込まれている。

規模と形状　西半部の壁の状況や竈の位置から，長軸 3.68 ｍ，短軸 3.10 ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－

75 －゚Ｅと推定される。西壁は高さ 25㎝で，ほぼ直立している。

床　東部は削平されているが，西部は平坦で，中央から南部は踏み固められている。壁溝が西半部の壁下に巡

ピット　２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ 36㎝・34㎝で，規模は柱穴と考えられるが対応する柱がなく，性格は不

明である。Ｐ１・Ｐ２の第１～３層はピットの埋土である。

ピット土層解説
１　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

３　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
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第 155 図　第 3144 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量 ２　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量

覆土　２層に分層できる。ロームブロックを中量含む層が広く堆積していることから，埋め戻されている。
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遺物出土状況　土師器片 42 点（坏６，高台付坏１，甕類 35），須恵器片 17 点（坏５，高台付坏１，甕類 11），

金属製品２点（刀子，鏃）が，覆土全体からまばらな状態で出土している。Ｍ 32・Ｍ 33 は壁際の床面から出

土しており，遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第 3144 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 156 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M32 刀子 （12.6） 1.5 0.2 ～ 0.3 （15.2） 鉄 先端部・茎部欠損　刃部断面三角形　両関　茎部断面四角形 床面 PL47

M33 鏃 （6.2） 1.6 0.5 （10.4） 鉄 長三角形　鏃身断面片丸造り　ナデ関 床面 PL47

第 156 図　第 3144 号竪穴建物跡出土遺物実測図

　第 3148 竪穴建物跡（第 157・158 図）

位置　12 区中央部のＲ９c3 区，標高 19 ｍの台地端部に位置している。

第 157 図　第 3148 号竪穴建物跡実測図
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竈　東壁の中央からやや北寄りに付設されている。竈の上半部は削平されている。竈の掘方から規模は，焚口

部から煙道部まで 122㎝である。火床部は床面から８㎝掘りくぼめ，構築されている。第１・２層は焼土ブロ

ックが含まれ，土器片がほぼ同じ高さで出土していることから，天井部の崩落土と考えられる。火床面は第４

層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ 44㎝掘り込まれている。

竈土層解説
１　暗 褐 色　　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック
　　　　　　　　　・炭化粒子少量
２　灰 黄 褐 色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

　　　　　　　　　
３　灰　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・
　　　　　　　　　炭化物少量
４　暗 赤 褐 色　　焼土ブロック多量，ロームブロック・粘土ブロック少量

規模と形状　北部や南東部を削平されているが，遺存している東壁・南西コーナー部・竈の状況などから長軸 3.92 ｍ，

短軸3.20ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－82－゚Ｅと推定される。南西コーナー部の壁は高さ５㎝で，ほぼ直立している。

床　中央部はほぼ平坦な貼床で，南東部は踏み固められている。中央部から東部は掘方をロームブロックを中

量含む締まりが強い第５層で埋土し，西部はロームブロックを中量含み締まりがやや強い第４層を埋土してか

ら，その上にロームブロックを多量に含み締まりが強い第３層を積み上げ，貼床を構築している。

第 158 図　第 3148 号竪穴建物跡出土遺物実測図

覆土　２層に分層できる。ロームブロックを含む層が広く堆積していることから，埋め戻されている。第４・

５層は掘方の埋土で，第３層は貼床の構築土である。

重複関係  第 3134・3149 号竪穴建物跡，第 7181・7241 号土坑を掘り込み，第 7190 ～ 7192・7239・7240・

7245・7246・7252 号土坑に掘り込まれている。
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覆土・掘方土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
２　暗　褐　色　　炭化物中量，ロームブロック・粘土ブロック・
　　　　　　　　　焼土粒子少量
３　明　褐　色　　ロームブロック多量，炭化粒子微量（締まり強い）

　　　　　　　　　
４　灰　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少
　　　　　　　　　量（締まりやや強い）　　
５　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
　　　　　　　　　（締まり強い）

　第 3149 竪穴建物跡（第 159 図）

位置　12 区中央部のＲ９c3 区，標高 19 ｍの台地端部に位置している。

重複関係  第 3134 号竪穴建物跡，第 7180・7181 号土坑を掘り込み，第 3148 号竪穴建物，第 7190 ～ 7192・

7211 号土坑に掘り込まれている。

遺物出土状況　土師器片 198 点（坏 44，高台付椀２，高台付坏４，甕類 147，甑１），須恵器片 20 点（坏３，

高台付坏１，蓋２，甕類 14），灰釉陶器１点（高台付皿）が，覆土全体から散乱した状態で出土している。

314 は甕の破片で，敷かれたような状態で火床面の上層から出土していることから，補強に用いられたものが

天井部と一緒に崩落したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

310 土師器 坏 ［13.1］ 3.0 ［5.8］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向の削り 掘方埋土中 30%

311 土師器 高台付椀 ［14.2］ 5.5 ［6.6］ 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ削り後，高台

貼り付け 竈底面 40%

312 土師器 高台付椀 － （3.4） ［8.6］ 長石・石英・雲母 明黄褐 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 竈底面 20%

313 灰釉陶器 高台付皿 － （1.6） ［6.7］ 長石・石英・
黒色粒子 灰白 普通 体部外・内面刷毛塗り施釉　底部ヘラ切り後，

高台貼り付け 覆土中 10%
猿投窯カ

314 土師器 甕 ［19.3］（15.0） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ 竈覆土上層 20%

315 須恵器 甕 － （10.1） － 長石・石英・
黒色粒子 灰白 普通 口縁に沿って隆起線と沈線文周回　連続する

櫛歯刺突文 床　面 10%
産地不明

第 3148 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 158 図）

第 159 図　第 3149 号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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第 160 図　第 3150 号竪穴建物跡実測図

竈　焼土の位置から，北東コーナー部に付設されていたと考えられるが，撹乱や削平により，規模や竈の構築

状況などは不明である。

土層解説
１　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量

　　　　　　　　　
３　褐　灰　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

覆土　３層に分層できる。ロームブロックを含む層が広く堆積していることから，埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片 11 点（坏３，高台付椀１，高台付坏１，皿２，甕類４），須恵器片３点（甕類）が，

覆土全体からまばらに出土している。316 は覆土中層から出土し，埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，第 3148 号竪穴建物に掘り込まれていることや出土土器から９世紀後葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

316 土師器 高台付椀 － （1.9） ［5.8］ 長石・石英・
雲母・赤色粒子 黄橙 普通 回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土中層 30%

第 3149 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 159 図）

第 160 図　第 3150 号竪穴建物跡実測図

　第 3150 竪穴建物跡（第 160・161 図）

位置　12 区中央部のＲ９e3 区，標高 19 ｍの台地端部に位置している。

重複関係  第 3153 号竪穴建物跡を掘り込み，第 586 号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　南東部を第 3148 号竪穴建物に掘り込まれ，北東部は攪乱を受けているが，遺存している壁の状

況や竈の位置などから長軸 4.12 ｍ，短軸 3.24 ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－ 88 －゚Ｅと推定される。西

壁は高さ 18㎝で，ほぼ直立している。

床　西部は平坦であるが，あまり踏み固められてはいない。壁溝が北壁西部から西壁下に巡っている。



－ 193 －

317

318

Q10

竈　東壁の中央部に付設されていると考えられるが，撹乱のため，規模や構築などは不明である。

土層解説
１　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
２　灰 黄 褐 色　　ローム粒子少量

３　明　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

覆土　２層に分層できる。西側からの流入が確認できる自然堆積である。第３層は掘方の埋土である。

遺物出土状況　土師器片 30 点（坏６，高台付椀１，高台付坏２，皿１，甕類 20），須恵器片２点（甕類）が，

覆土全体からまばらに出土している。317 は掘方埋土中から出土しており，意識的に埋土に混入されたものと

考えられる。318 は竈底面から，Q10 は床面からそれぞれ出土し，遺棄されたかあるいは投棄されたものと考

えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１　にぶい赤褐色　　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，
　　　　　　　　　炭化粒子微量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

317 土師器 高台付椀 ［11.3］ 4.1 5.0 長石・石英 橙 普通 体部内面ヘラ磨き後，黒色処理　底部回転ヘラ
削り後，高台貼り付け 掘方埋土中 60%　PL43

318 土師器 小皿 ［10.8］ 2.3 3.6 長石・石英・
雲母・黒色粒子 橙 普通 体部下端・底部周縁手持ちヘラ削り　

底部糸切り 　竈底面　 60%　PL43

第 3150 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 161 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 10 砥石 （12.7） （8.1） （4.5） （763.7） 凝灰岩 砥面３面　他は破断面　　　　 床面 PL46

第 161 図　第 3150 号竪穴建物跡出土遺物実測図

規模と形状　北部の大半を攪乱されているため，確認できた南北軸は 1.35 ｍで，東西軸は壁の状況や竈の位

置から 3.78 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 75 －゚Ｅと推定される。西壁は高さ 14㎝で，外傾している。

床　中央部は平坦で，踏み固められている。東部は掘方をロームブロックを中量含む第３層で埋土し，床を構

築している。
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表７　平安時代竪穴建物跡一覧表

番号 位 置 主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

1527 Ｒ８f 9 Ｎ－１°－ W 方形 5.14 × 5.10 25 平坦 ほぼ
全周 ４ １ ２ 北壁 １ 人為 土師器，須恵器 ９世紀前葉 SI1528，SK7193 →本

跡→ SI3141・SK7210

1604A Ｒ８f 1 Ｎ－１°－ W 隅丸方形 3.94 × 3.85 15 ～ 28
やや
凹凸

ほぼ
全周 － １ － 北壁 － － 土師器，金属製品 ９世紀前葉 本跡→ SI1604B・

3082C，SB578

1604B Ｒ８f 1 Ｎ－１°－ W 隅丸
長方形 4.10 × 3.65 16 ～ 24 ほぼ

平坦
ほぼ
全周 － １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，

石器，金属製品 ９世紀中葉
SI1604A →本跡
→ 3082C・3083C，
SB578

1741A Ｒ８b2 Ｎ－２°－Ｅ 長方形 6.36 × 5.52 18 ほぼ
平坦 一部 ４ １ － 北壁 － － 土師器，須恵器 ９世紀中葉 SI1742 →本跡

→ SI1741B・C・3080

1741B Ｒ８b2 Ｎ－２°－Ｅ 長方形 6.36 × 5.52 18 ほぼ
平坦 一部 ４ １ － 北壁 － － 土師器，須恵器 ９世紀中葉 SI1741A・1742 →本跡

→SI1741C・3080

1741C Ｒ８b2 Ｎ－２°－Ｅ 長方形 6.36 × 5.52 18 平坦 一部 ４ １ 8 北壁 － 人為 土師器，須恵器
金属製品 ９世紀中葉 SI1741A・B・1742

→本跡→ SI3080

3079A Ｒ８C3 Ｎ－２°－ W 隅丸方形 6.44 × 6.04 ４ 平坦 － ４ １ ２ 北壁 － － 土師器，須恵器
金属製品

８世紀末～
９世紀前葉 本跡→ SI3079C・3080

3079B Ｒ８C3 Ｎ－２°－ W 隅丸方形 6.44 × 6.02 ４ 平坦 － ４ １ ２ 北壁 － － 土師器，須恵器
金属製品

８世紀末～
９世紀前葉 本跡→ SI3079C・3080

3079C Ｒ８C3 Ｎ－２°－ W 隅丸
長方形 7.34 × 6.12 ４ 平坦 一部 ４ １ ４ 北壁 － － 土師器，須恵器

金属製品 ９世紀前葉 SI3079A・B →本跡
→ SI3080

3080 Ｒ８C2 Ｎ－２°－ E 方形 4.62 × 4.50 2 ～ 8 ほぼ
平坦 全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ９世紀後葉 SI1741C・3079C →

本跡→ SK6981・6982

3082A Ｒ８e1 Ｎ－１°－ E 隅丸
長方形 4.96 × 4.38 － 平坦 一部 ４ － － 北壁 － － 土師器，須恵器

金属製品 ９世紀前葉 SB578 →本跡
→ SI3082B・C

3082B Ｒ８e1 Ｎ－１°－ E 隅丸
長方形 6.22 × 5.14 25 ～ 32 ほぼ

平坦
ほぼ
全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ９世紀中葉

SI3081・3082A，
SB560・578 →本跡
→ SI1604A

3082C Ｒ８e1 Ｎ－１°－ E 隅丸
長方形 6.22 × 5.14 25 ～ 32 ほぼ

平坦
ほぼ
全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ９世紀中葉 SI3081，SB560・578

→本跡→ SI3082B・C

3084A Ｒ７d8 Ｎ－ 82°－ E 隅丸方形 3.42 × 3.38 18 平坦 全周 2 １ － 東壁 － 人為 土師器，須恵器 10 世紀中葉
SB561・575 →本跡→
SI3084B・C，K7011・
7027・7028

3084B Ｒ７d8 Ｎ－１°－ E 隅丸方形 3.42 × 3.38 18 平坦 全周 2 １ －
北東
コー
ナー

－ 人為 土師器，須恵器 10 世紀中葉
SI3084A，SB561・575
→本跡→ SI3084C, 
SK7011・7027・7028

3084C Ｒ７d8 Ｎ－２°－ E 隅丸方形 3.04 × 2.96 14 ほぼ
平坦

ほぼ
全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 10 世紀中葉

SI3084B，SB561・
575 →本跡→ SK7011・
7027・7028

3085 Ｒ７c5 Ｎ－９°－ E 方形 4.36 × 4.32 20 ～ 25 平坦 全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器
金属製品 ９世紀中葉

3086 Ｒ７e5 Ｎ－４°－ E 方形 3.86 × 3.84 18 ～ 28 ほぼ
平坦

ほぼ
全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ９世紀前葉

SI3087，SB569 →本跡
→ SI3101，SK6824・
6836

3089 Ｒ７b3 Ｎ－１°－ W 隅丸方形 4.46 × 3.94 12 ～ 18 ほぼ
平坦 全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器

金属製品 ９世紀後葉 SI3090・3097，SB570
→本跡→ SK6858

3091 Ｒ７b2 Ｎ－２°－ W 方形 3.28 × 3.20 ３～ 11 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器

石器 ９世紀後葉 SI3090 →本跡

3093 Ｒ６d0 Ｎ－ 13°－Ｗ ［方形］ 3.40 ×（1.46）４～ 20 ほぼ
平坦 － － － － － － 人為 土師器 ９世紀前葉 SI3092 →本跡

3094A Ｒ７d7 Ｎ－８°－ E 隅丸方形 3.96 × 2.84 － 平坦 全周 1 － 4 北壁 － － 土師器，須恵器 10 世紀前葉 本跡→ SI3094B，
SK6881 ～ 6883

3094B Ｒ７d7 Ｎ－ 94°－ E 隅丸方形 3.98 × 3.48 － 平坦 全周 4 1 4 東壁 － － 土師器，須恵器 10 世紀前葉 SI3094A →本跡
→ SK6881 ～ 6883

3096 Ｒ 8e8 Ｎ－２°－ E 隅丸方形 3.86 × 3.74 14 ～ 30 平坦 ほぼ
全周 － 1 － 北壁 － 人為 土師器，須恵器

石器，金属製品 ９世紀前葉 SI1520，SB570 →
本跡→ SK6876・6884

3111 Ｒ８f 2 Ｎ－ 88°－ E ［方形］［3.40］×（1.66） － ほぼ
平坦 － － － ２ － － － 土師器，須恵器

土製品 10 世紀中葉 SB578 →本跡→
SK7650

3132 Q ９j2 Ｎ－ 91°－ E ［隅丸
長方形］［4.25］×（3.24） 16 ほぼ

平坦 － － － － 東壁 － 人為 土師器，須恵器
石器 10 世紀前葉 SI3144・SB590・

SK7201 →本跡

3138 Q ８j0 Ｎ－３°－ W ［隅丸
長方形］ 4.80 ×［4.34］ 28 平坦 一部 １ － － 北壁 － 人為 土師器，須恵器

鉄滓 10 世紀前葉 SI3139・SB588 →本跡
→ SI3144

3139 R ８a0 Ｎ－７°－ E ［方形・
長方形］（2.74）×（2.02） 18 ほぼ

平坦 一部 － － － － － 人為 土師器，須恵器 ９世紀後葉 SI3145 →本跡
→ SI3138

3140 R ９b2 Ｎ－ 83°－ E［隅丸方形］ 3.50 ×（1.35） 12 ほぼ
平坦 一部 － － － － － 人為 土師器，須恵器 ９世紀後葉

SI3134・SB589・
590 →本跡→ SK7168・
7178・7238

3141 Ｒ８f 9 Ｎ－６°－ W ［方形・
長方形］（2.04）×（1.22） ４ 平坦 一部 － － － 北壁 － 人為 土師器，須恵器

灰釉陶器，土製品 ９世紀中葉 SI1527 →本跡

3143 Ｒ９c1 Ｎ－ 92°－ E 方形 4.62 × 4.58 14 ～ 28 ほぼ
平坦

ほぼ
全周 ４ １ ２ 東壁 － 人為 土師器，須恵器

灰釉陶器 ９世紀中葉 SI3142，SK7223 →
本跡→ SK7232

3144 Q ９j1 Ｎ－ 75°－ E［隅丸方形］（3.68）× 3.10 25 平坦 一部 － － ２ 東壁 － 人為 土師器，須恵器
金属製品 ９世紀後葉 SI3138 →本跡

→ SI3132

3148 R ９c3 Ｎ－ 82°－ E ［隅丸
長方形］ 3.92 ×［3.20］ ５ ほぼ

平坦 － － － － 東壁 － 人為 土師器，須恵器
灰釉陶器 10 世紀前葉

SI3134・3149，
SK7181 →本跡
→ SK7190 ～ 7192

3149 R ９c3 Ｎ－ 88°－ E ［隅丸
長方形］［4.12］× 3.24 18 平坦 一部 － － －

北東
コー
ナー

－ 人為 土師器，須恵器 ９世紀後葉
SI3134，SK7180・
7181 →本跡→ SI3148

3150 Ｒ９e3 Ｎ－ 75°－ E ［方形］［3.76］×［1.35］ 14 平坦 － － － － 東壁 － 自然 土師器，須恵器
石器 10 世紀中葉 SI3153 →本跡

→ SB586
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　（2）　掘立柱建物跡

　第 201 号掘立柱建物跡（第 162 図）

位置　12 区中央部の R ８a7 区，標高 21 ｍの台地中央部に位置している。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－６ －゚Ｗの南北棟である。規模は，桁行 6.6

ｍ，梁行 4.8 ｍで，面積は 31.68㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.2 ｍ（７尺），2.1 ｍ（７尺），2.3 ｍ（８

尺），梁行が 2.4 ｍ（８尺）の等間で，柱筋は揃っている。

柱穴　10 か所。Ｐ１～Ｐ 4 について記載する。平面形は円形または隅丸方形で，規模は径 120 ～ 134㎝である。

深さは 34 ～ 50㎝で，掘方の壁は外傾している。第１層は柱痕跡，第２～ 4 層は埋土である。Ｐ１～Ｐ４の底

面で，柱のあたりを確認した。Ｐ５～Ｐ 10 については，『第 236 集』を参照されたい。

調査年度　平成 23 年度に調査した。西部は平成 15 年度に調査し，当財団報告『第 236 集』において報告して

いる。柱穴の番号については，今回報告分と合わせて，既調査分を新しい番号に更新した。

平成23年度調査平成15年度調査
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第 162 図　第 201 号掘立柱建物跡実測図
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土層解説（各柱穴共通）
１　黒 褐 色　　ロームブロック・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

３　灰 黄 褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
４　にぶい黄褐色　　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片４点（坏１，甕類３），須恵器片６点（坏１，蓋１，甕類４）が，Ｐ１～ P ４の埋土

中から出土している。いずれも小片で図示できない。

所見　時期は，『第 236 集』掲載の出土土器から９世紀前葉と考えられる。本跡は掘立柱建物が集中して配置

されている地区の東部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連する建物と考えられる。性格は，

規模や形状から屋と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量　
３　褐　　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　
４　褐 色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
５　明 褐 色　　ロームブロック中量

６　黒　褐　色　　炭化粒子少量，ロームブロック微量
７　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子少量
８　明　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
９　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

　第 559A・559B 号掘立柱建物跡（第 163 図　PL25・26）

　当初は１棟の掘立柱建物跡として調査を進めたが，建て替えが行われていると判断し，古い方の建物をＡ，

新しい建物をＢとする。第 559B 号掘立柱建物への建て替えは，第 559A 号掘立柱建物の掘方を引き続き使用

しており，ここでは，第 559 Ａ号掘立柱建物跡と第 559 Ｂ号掘立柱建物跡を一緒に記載する。

位置　12 区中央部の R ７c0 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　第 1742・3081 号竪穴建物跡，第 563 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 560 号掘立柱建物に掘り込ま

れている。

規模と構造　第 559A 号掘立柱建物跡は桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－０ の゚南北棟で

ある。規模は，桁行 7.0 ｍ，梁行 5.4 ｍで，面積は 37.80㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.8 ｍ（９尺），

1.8 ｍ（６尺），2.4 ｍ（８尺），梁行が 2.5 ｍ（８尺），2.9 ｍ（10 尺）で，柱筋は揃っている。第 559B 号掘立柱建

物跡は桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－０ の゚南北棟である。規模は，桁行 6.5 ｍ，梁行

4.9 ｍで，面積は 31.85㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.3 ｍ（８尺），2.0 ｍ（７尺），2.2 ｍ（７尺），梁行

が 2.4 ｍ（８尺），2.5 ｍ（８尺）で，柱筋は揃っている。第 559A 号掘立柱建物からの建て替えで，桁行・梁

行ともに 0.5 ｍ縮小されている。

柱穴　10 か所。建て替えで，柱はすべて取り替えており，土層状況は第 559B 号掘立柱建物跡の状況を示すと

考えられる。平面形は隅丸方形で，規模は長軸 108 ～ 138㎝，短軸 88 ～ 106㎝である。深さは 36 ～ 85㎝で，

掘方の壁はほぼ直立している。Ｐ３・Ｐ４・Ｐ６・Ｐ７・Ｐ 10 の第１・９層は柱痕跡，第２～８層は埋土である。

Ｐ１・Ｐ５・Ｐ８・Ｐ９の第１層は柱抜き取り痕で，第２～５層は覆土である。Ｐ２の第２・３層は柱抜き取

り後の覆土である。Ｐ１～Ｐ 10 の底面で柱のあたりを確認し，その内Ｐ１・Ｐ２・Ｐ７～Ｐ 10 では新旧２か

所の柱のあたりを確認した。

遺物出土状況　土師器片 55 点（坏６，高台付坏１，甕類 48），須恵器片 29 点（坏 12，蓋４，甕類 13）が，

Ｐ１～Ｐ 10 の埋土及び覆土中からまばらに出土している。いずれも細片で図示できない。

所見　第 559A 号掘立柱建物から第 559B 号掘立柱建物への建て替えは，柱穴の位置を変えずに行っているこ

とから，建て替えは連続していたと考えられる。時期は，第 1742 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや出土

土器から９世紀前葉と考えられる。本跡は掘立柱建物が集中して配置されている地区の中央部に位置し，これ

までに確認されている掘立柱建物と関連する建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。
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第 163 図　第 559A・559B 号掘立柱建物跡実測図
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　第 560 号掘立柱建物跡（第 164・165 図　PL25・26）

位置　12 区中央部のＲ 8d1 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。
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第 164 図　第 560 号掘立柱建物跡実測図

重複関係　第 3081・3083 号竪穴建物跡，第 559A・B・563 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 6987 号土坑に掘り

込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－90 －゚Eの東西棟である。規模は，桁行5.5ｍ，

梁行 3.7 ｍで，面積は 20.35㎡である。柱間寸法は桁行が西妻から 2.0 ｍ（７尺），1.8 ｍ（６尺），1.7 ｍ（６尺），

梁行が 1.6 ｍ（５尺），2.1 ｍ（７尺）で，柱筋はほぼ揃っている。
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遺物出土状況　土師器片 57 点（坏２，甕類 54，甑１），須恵器片 19 点（坏８，蓋２，甕類８，鉢１）が，Ｐ

１～Ｐ 10 の埋土や覆土中からまばらに出土している。319 はＰ４の覆土上層から出土していることから混入

したものと考えられる。

所見　時期は，第 559 号掘立柱建物跡を掘り込んでいることや出土土器から９世紀中葉と考えられる。本跡は

掘立柱建物が集中して配置されている地区の中央部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連す

る建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１　極 暗 褐 色　　ロームブロック・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量　　　　
４　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量

５　極 暗 褐 色　　ロームブロック・焼土粒子微量
６　暗　褐　色　　ロームブロック少量
７　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

柱穴　10 か所。平面形は隅丸方形または楕円形で，規模は長軸 100 ～ 112㎝，短軸 88 ～ 96㎝である。深さは

28 ～ 48㎝で，掘方の壁は外傾している。Ｐ 1・Ｐ３・Ｐ７・Ｐ８の第１層は柱痕跡で，第３～６層は埋土である。

Ｐ２・Ｐ４・Ｐ５・Ｐ９・Ｐ 10 の第２層は柱抜き取り痕で，第３～５・７層は覆土である。Ｐ６の第３～５層は，

柱抜き取り後の覆土である。

　第 561 号掘立柱建物跡（第 166 図　PL26）

位置　12 区中央部のＲ７e8 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　第 7015 号土坑を掘り込み，第 3084A 号竪穴建物，第 575 号掘立柱建物，第 6850・6852・6853・

7011 号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－２ －゚Ｗの南北棟である。規模は，桁行 5.8

ｍ，梁行 4.2 ｍで，面積は 24.36㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.0 ｍ（７尺），2.0 ｍ（７尺），1.8 ｍ（６

尺）で，梁行は 2.1 ｍ（７尺）の等間である。柱筋は揃っている。

柱穴　10 か所。平面形は隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸 78 ～ 105㎝，短軸 76 ～ 90㎝である。深

さは 32 ～ 70㎝で，掘方の壁は外傾している。Ｐ１・Ｐ３・Ｐ７～Ｐ９の第１～３層は柱痕跡で，第４～ 10

層は埋土である。Ｐ４の第５～８・11 ～ 14 層は柱抜き取り痕である。Ｐ２・Ｐ５・Ｐ６・Ｐ 10 の第４～８・

11 ～ 13・15 ～ 18 層は柱抜き取り後の覆土である。Ｐ１・Ｐ３・Ｐ７～Ｐ 10 の底面で柱のあたりを確認した。

320

319

第 165 図　第 560 号掘立柱建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

319 須恵器 甕 － （10.1） － 長石・石英・雲母 黄灰 良好 体部外面斜位の平行叩き Ｐ４
埋土上層

5%
新治窯

320 須恵器 甕 ［20.6］（6.1） － 長石・石英 灰 良好 口縁部外・内面ロクロナデ Ｐ５
覆土中

10%
産地不明

第 560 号跡出土遺物観察表（第 165 図）
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第 166 図　第 561 号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片 47 点（坏 7，甕類 40），須恵器 56 点（坏 19，高台付坏５，蓋 15，長頸瓶１，甕類

14，盤１，甑１）が，Ｐ１～Ｐ 10 の埋土及び覆土中からまばらに出土している。323 はＰ 10 の覆土下層から，

324 はＰ５の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，第3084A 号竪穴建物や第575号掘立柱建物に掘り込まれていることや出土土器から９世紀前葉と考

えられる。本跡は掘立柱建物が集中して配置されている地区の中央部に位置し，これまでに確認されている掘立柱

建物と関連する建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

321 須恵器 坏 ［13.3］（4.0） － 長石・石英・雲母 黄灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り　 Ｐ３
埋土中

20%
新治窯

322 須恵器 高盤 － （9.0） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 脚部外・内面ロクロナデ　透かし孔 Ｐ７
埋土中

10%
新治窯

323 須恵器 短頸瓶 － （9.8）［12.8］長石・石英・
雲母・黒色粒子 灰 普通 体部下端回転ヘラ削り　体部外・内面ロクロ

ナデ
Ｐ 10

覆土下層
10%
新治窯

324 須恵器 甕 ［20.6］（4.7） － 長石・石英・雲母 灰 普通 口縁部外・内面ロクロナデ Ｐ５
覆土中層

５％
新治窯

第 561 号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第 166 図）

土層解説（各柱穴共通）
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　　炭化粒子少量
３　暗　褐　色　　ロームブロック中量
４　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量　

５　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量
６　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
７　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
８　黒　褐　色　　ロームブロック少量
　　

　第 567 号掘立柱建物跡（第 167 図）

遺物出土状況　土師器片 13 点（坏３，甕類 10），須恵器片７点（坏５，甑１，甕類１）が，Ｐ１～Ｐ６の埋

土及び覆土中からまばらに出土している。いずれも小片で図示できない。

所見　時期は，第 1603 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや出土土器から９世紀前葉と考えられる。本跡

は掘立柱建物が集中して配置されている地区の西端部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関

連する建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

位置　12 区中央部の R ７e1 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　第 1603・3088B 号竪穴建物跡を掘り込み，第 6845 号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　南部が調査区域外に延びているため，桁行は２間，梁行は２間しか，確認できなかった。桁行

方向がＮ－６ －゚Ｅの南北棟と推定できる。柱間寸法は桁行が北妻から 2.1 ｍ（７尺），1.8 ｍ（６尺），梁行が

1.8 ｍ（６尺）の等間で，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　６か所。平面形は楕円形または円形で，規模は長径50～86㎝，短径46～74㎝である。深さは16～42㎝で，

掘方の壁は，ほぼ直立または外傾している。Ｐ３・Ｐ６の第１層は柱痕跡で，第２・３・８層は埋土である。Ｐ１・

Ｐ４・Ｐ５の第１～７層は柱抜き取り後の覆土である。

土層解説（各柱穴共通）
１　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　黒 褐 色　　ローム粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量
４　暗 褐 色　　ロームブロック微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック少量（締まり強い）
６　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
７　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
８　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
９　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　褐　　　色　　ロームブロック中量

11　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
12   黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
13　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
14　暗　褐　色　　ロームブロック少量，粘土粒子微量
15　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量　
16　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒
　　　　　　　　　子微量
17　黒　褐　色　　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
18　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒
　　　　　　　　　子微量
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第 167 図　第 567 号掘立柱建物跡実測図

　第 569 号掘立柱建物跡（第 168 図）

位置　12 区中央部のＲ７e4 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

遺物出土状況　土師器片 91 点（坏 17，高台付坏２，甕類 72），須恵器 38 点（坏 19，蓋 10，短頸壺１，甕類８）

が，Ｐ１～Ｐ９の埋土及び覆土中からまばらに出土している。いずれも細片で図示できない。

土層解説（各柱穴共通）
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　　微量
２　暗 褐 色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３　灰　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
４　褐 色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

５　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
６　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
８　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量

重複関係　第 3086・3087・3095 号竪穴建物跡，第 6816・6819・6866・6867 号土坑を掘り込み，第 6863・

6864 号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－９ －゚Ｅの南北棟である。規模は，桁行 6.4

ｍ，梁行 4.8 ｍで，面積は 30.72㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.2 ｍ（７尺）の等間で，梁行は 2.4 ｍ（８

尺）の等間である。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　９か所。平面形は隅丸方形で，規模は長軸 82 ～ 116㎝，短軸 62 ～ 82㎝である。深さは 34 ～ 70㎝で，

掘方の壁はほぼ直立または外傾している。Ｐ１～Ｐ９の第１～４層は柱抜き取り痕で，第５～８層は覆土であ

る。Ｐ１・Ｐ４～Ｐ６の底面で，柱のあたりを確認した。
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第 168 図　第 569 号掘立柱建物跡実測図

所見　時期は，第 3086 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや出土土器から９世紀前葉以降と考えられる。本

跡は掘立柱建物が集中して配置されている地区の西部に位置し，これまに確認されている掘立柱建物と関連す

る建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。
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　第 571 号掘立柱建物跡（第 169 図）

位置　12 区中央部のＲ７b1 区，標高 23 ｍの台地中央部に位置している。
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第 169 図　第 571 号掘立柱建物跡実測図

重複関係　第 3092 号竪穴建物跡，第 6877・6878 号土坑を掘り込んでいる。第 6870・6880 号土坑とも重複し

ているが，新旧関係は不明である。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－１ －゚Wの南北棟である。規模は，桁行6.4ｍ，

梁行 4.0 ｍで，面積は 25.60㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.0 ｍ（７尺），2.0 ｍ（７尺），2.4 ｍ（８尺），

梁行が 2.2 ｍ（７尺），1.8 ｍ（６尺）で，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　10 か所。平面形は円形で，規模は径 30 ～ 44㎝である。深さは 26 ～ 50㎝で，掘方の壁はほぼ直立している。
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　第 575 号掘立柱建物跡（第 170・171 図　PL26）

位置　12 区中央部のＲ７e8 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

遺物出土状況　土師器片 14 点（坏１，高台付坏１，甕類 12），須恵器片４点（坏２，甕類２）が，Ｐ１～Ｐ３・

Ｐ６～Ｐ８の埋土中からまばらに出土している。いずれも小片で図示できない。

所見　時期は，隣接して位置する第 3091 号竪穴建物跡と主軸方向がほぼ一致することや出土土器から９世紀

後葉と考えられる。本跡は掘立柱建物が集中して配置されている地区の西端部に位置し，これまでに確認され

ている掘立柱建物と関連する建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。
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第 170 図　第 575 号掘立柱建物跡実測図

重複関係　第 561 号掘立柱建物跡，第 7015・7019 号土坑を掘り込み，第 3084A・3084B 号竪穴建物，第 6850

～ 6853・7011・7028 号土坑に掘り込まれている。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

325 土師器 高台付椀 ［16.6］ 5.4 6.4 長石・石英・雲母 明黄褐 普通 体部外面ロクロナデ　体部内面ヘラ磨き後，黒
色処理　底面回転ヘラ削り後，高台貼付け

Ｐ 10
底面 60%

第 575 号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第 171 図）

遺物出土状況　土師器片17点（高台付椀１，蓋１，甕類15），須恵器４点（坏１，甕類３）が，Ｐ３・Ｐ７～Ｐ10 の埋土

中からまばらに出土している。325はＰ10の底面から出土しており，柱抜き取り後に意識的に置かれた可能性がある。

土層解説（各柱穴共通）
１　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
４　暗 褐 色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
５　黒　褐　色　　ロームブロック少量
６　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
７　褐　　　色　　ロームブロック中量

８　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
９　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
10　褐　　　色　　ロームブロック少量
11　暗　褐　色　　ロームブロック少量，粘土粒子微量
12   にぶい褐色　　ロームブロック・炭化粒子微量
13　にぶい褐色　　ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
14　暗　褐　色　　ローム粒子少量，粘土粒子微量

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－４ －゚ E の南北棟である。規模は，桁行 6.2 ｍ，

梁行 4.5 ｍで，面積は 27.90㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 1.9 ｍ（６尺），2.1 ｍ（７尺），2.2 ｍ（７尺）

で，梁行は 2.5 ｍ（８尺），2.0 ｍ（７尺）である。柱筋は揃っている。

柱穴　10 か所。平面形は楕円形または隅丸方形で，規模は長径 92 ～ 136㎝，短径 88 ～ 110㎝である。深さは

36 ～ 70㎝で，掘方の壁は外傾している。Ｐ７の第１・２層は柱痕跡で，第３～６層は埋土である。P １～ P ４・

Ｐ９の第７～ 14 層は，柱抜き取り後の覆土である。P ２～Ｐ９の底面で，柱のあたりを確認した。

所見　時期は，第 561 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 3084A 号竪穴建物に掘り込まれていることや出土土器

から９世紀後葉と考えられる。本跡は掘立柱建物が集中して配置されている地区の中央部に位置し，これまで

に確認されている掘立柱建物と関連する建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。
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　第 576 号掘立柱建物跡（第 172 図）

位置　12 区中央部の R ８f3 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。
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所見　時期は，第 562 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 3096 号竪穴建物に掘り込まれていることや出土土器か

ら９世紀中葉以前と考えられる。本跡は掘立柱建物が集中して配置されている地区の中央部に位置し，これま

でに確認されている掘立柱建物と関連する建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

326 須恵器 鉢 － （12.2） － 長石・石英 褐灰 普通 体部外面斜位の平行叩き　体部内面当て具痕 Ｐ２
覆土中層

5%
新治窯

第 577 号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第 173 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M34 釘 （6.1） 0.7 ～ 1.1 0.4 ～ 0.6 （5.4） 鉄 断面長方形　一部剥離 Ｐ２
覆土中

土層解説（各柱穴共通）
１　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

４　極 暗 褐 色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
５　褐　　　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片４点（坏１，甕類３），須恵器片２点（蓋，甕類），灰釉陶器片１点（長頸瓶）が，Ｐ

２・Ｐ５・Ｐ９の埋土及び覆土中からまばらに出土している。いずれも小片で図示できない。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。本跡は掘立柱建物が集中して配置されている地区の中

央部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連する建物と考えられる。性格は，規模や形状から

屋と考えられる。

　第 577 号掘立柱建物跡（第 173 図）

位置　12 区中央部のＲ８f7 区，標高 21 ｍの台地中央部に位置している。

土層解説（各柱穴共通）
１　暗　褐　色　　ロームブロック少量
２　暗 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　黒 褐 色　　ローム粒子微量

重複関係　第 562 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 3096 号竪穴建物，第 6876 号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　遺構の重複により東部の柱穴は確認されていないが，桁行２間以上，梁行２間の側柱建物跡で，

桁行方向がＮ－ 90 －゚Ｅの東西棟と推定される。柱間寸法は桁行が西妻から 2.1 ｍ（７尺），1.8 ｍ（６尺）で，

梁行は 1.6 ｍ（５尺）で等間である。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　５か所。平面形は隅丸方形または楕円形で，規模は長軸 76 ～ 106㎝，短軸 68 ～ 86㎝である。深さは６

～ 34㎝で，掘方の壁は外傾している。Ｐ１～Ｐ４の第１～４層はすべて柱抜き取り後の覆土である。

遺物出土状況　土師器片 11 点（甕類），須恵器片６点（坏１，蓋２，鉢１，甕類２），金属製品１点（釘）が，Ｐ２～

Ｐ４の覆土中からまばらに出土している。326 はＰ２の覆土中層から出土しており，覆土に混入したものと考え

られる。

重複関係　第 7650 号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行，梁行ともに２間の総柱建物跡で，桁行方向はＮ－０ の゚東西棟である。規模は，桁行 5.8m,

梁行 4.3 ｍで面積は 24.94㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.8 ｍ（９尺），3.0 ｍ（10 尺），東梁行が 2.0 ｍ（７

尺），2.3 ｍ（８尺）とばらつきがあり，両側柱穴と中央柱穴との柱筋が揃っていない。

柱穴　９か所。平面形は楕円形または隅丸長方形で，規模は長径 80 ～ 114㎝，短径 64 ～ 98㎝である。深さは

12 ～ 32㎝で，掘方の壁は外傾している。Ｐ４・Ｐ８・Ｐ９の第１層は柱痕跡で，第２・３層は埋土である。

Ｐ６の第４層は柱抜き取り痕で，第２・３層は埋土である。Ｐ５・Ｐ７の第１～３・５層は柱抜き取り後の覆

土である。Ｐ１～Ｐ４・Ｐ６・Ｐ８・Ｐ９の底面で，柱のあたりを確認した。
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第 173 図　第 577 号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

　第 578 号掘立柱建物跡（第 174 図　PL26）

位置　12 区中央部のＲ８f1 区，標高 22 ｍの台地中央部に位置している。

重複関係　第 3082C 号竪穴建物跡を掘り込み，第 1604B・3082A・3082B・3111 号竪穴建物，第 7009 号土坑

に掘り込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－90 －゚Ｅの東西棟である。規模は，桁行6.2ｍ，

梁行 3.8 ｍで，面積は 23.56㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.2 ｍ（７尺），1.9 ｍ（６尺），2.1 ｍ（７尺），

東梁行が 2.0 ｍ（７尺），1.8 ｍ（６尺）で，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　10か所。平面形は楕円形または円形で，規模は長径64～108㎝，短径54～85である。深さは30～78㎝で，

掘方の壁はほぼ直立している。Ｐ１の第１層は柱痕跡で，第５～７層は埋土である。Ｐ３～Ｐ６の第１～４層

は柱抜き取り痕で、第５～９層は覆土である。Ｐ２の第１層は抜き取り後の覆土である。Ｐ１・Ｐ４・Ｐ６・

Ｐ８～Ｐ 10 の底面で柱のあたりを確認した。
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土層解説（各柱穴共通）
１　暗　褐　色　　ロームブロック・砂粒微量
２　暗 褐 色　　ローム粒子少量，砂粒微量
３　灰 褐 色　　粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック少量，粘土粒子微量
５　暗　褐　色　　ロームブロック少量

６　黒　褐　色　　ローム粒子・砂粒微量
７　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック微量
８　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
９　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
10　褐　　　色　　ロームブロック中量
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遺物出土状況　土師器片１点（坏）が，Ｐ８の覆土中から出土している。小片で図示できない。

所見　時期は，第 3082A 号竪穴建物に掘り込まれていることから９世紀前葉と考えられる。本跡は掘立柱建

物が集中して配置されている地区の中央部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連する建物と

考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

　第 588 号掘立柱建物跡（第 175 図）

位置　12 区中央部のＲ８a9 区，標高 20 ｍの台地縁辺部に位置している。

第 175 図　第 588 号掘立柱建物跡実測図
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表８　平安時代掘立柱建物跡一覧表

番号 位 置 桁行方向
柱間数 規　模 面 積

（㎡）

柱間寸法 柱     穴 
主な出土遺物 時　期 備　考

桁×梁（間） 桁 × 梁
（ｍ） 桁間（ｍ）梁間（ｍ）構造 柱穴数 平 面 形 深さ

（㎝）
201 Ｒ８a7 Ｎ－６°－Ｗ ３×２ 6.6 × 4.8 31.68 2.1 ～ 2.3 2.4 側柱 10 円形

隅丸方形　 34 ～ 50 土師器，須恵器 ９世紀前葉

559A Ｒ７c0 Ｎ－０°　　 ３×２ 7.0 × 5.4 37.80 1.8 ～ 2.8 2.5 ～ 2.9 側柱 10 隅丸方形　 36 ～ 85 土師器，須恵器 ９世紀前葉
SI1742・3081，
SB563 →本跡
→ SB559B・560

559B Ｒ７c0 Ｎ－０°　　 ３×２ 6.5 × 4.9 31.85 2.0 ～ 2.3 2.4 ～ 2.5 側柱 10 隅丸方形　 36 ～ 85 土師器，須恵器 ９世紀前葉
SI1742・3081，
SB563・559A →
本跡→ SB560

560 Ｒ８d1 Ｎ－ 90°－Ｅ ３×２ 5.5 × 3.7 20.35 1.7 ～ 2.0 1.6 ～ 2.1 側柱 10 隅丸方形
楕円形　 28 ～ 48 土師器，須恵器 ９世紀中葉

SI3081・3083，
SB559，563 →
本跡→ SK6987

561 Ｒ７e8 Ｎ－２°－Ｗ ３×２ 5.8 × 4.2 24.36 1.8 ～ 2.0 2.1 側柱 10 隅丸方形
隅丸長方形 32 ～ 70 土師器，須恵器 ９世紀前葉 SK7015 →本跡→   

SI3084A，SB575      
567 Ｒ７c1［N－６°－Ｅ］ ２×２ （3.9）× 3.6 － 1.8 ～ 2.1 1.8 側柱 ６ 楕円形

円形　 16 ～ 42 土師器，須恵器 ９世紀前葉 SI1603・3088 →
本跡→ SK6845

569 Ｒ７e4 Ｎ－９°－Ｅ ３×２ 6.4 × 4.8 30.72 2.2 2.4 側柱 ９ 隅丸方形　 34 ～ 70 土師器，須恵器 ９世紀前葉
以降

SI3086・3087・
3095 →本跡

571 Ｒ７b1 Ｎ－１°－Ｗ ３×２ 6.4 × 4.0 25.60 2.0 ～ 2.4 1.8 ～ 2.2 側柱 10 円形　 26 ～ 50 土師器，須恵器 ９世紀後葉 SI3092 →本跡

575 Ｒ７e8 Ｎ－４°－Ｅ ３×２ 6.2 × 4.5 27.90 1.9 ～ 2.2 2.0 ～ 2.5 側柱 10 楕円形
隅丸方形　 36 ～ 70 土師器，須恵器 ９世紀後葉 SB561 →本跡→

SI3084A・B
576 Ｒ８f3 Ｎ－０°　　 ２×２ 5.8 × 4.3 24.94 2.8 ～ 3.0 2.0 ～ 2.3 総柱 ９ 楕円形

隅丸長方形 12 ～ 32 土師器，須恵器
灰釉陶器 ９世紀後葉 本跡→ SI3111

577 Ｒ８f7 ［Ｎ－ 90°－Ｅ］ ２×２ （3.9）×（3.2） － 1.8 ～ 2.1 1.6 側柱 ５ 隅丸方形
楕円形　 ６～ 34 土師器，須恵器

金属製品
9 世紀中葉

以前
SB562 →本跡→
SI3096

578 Ｒ８f1 Ｎ－ 90°－Ｅ ３×２ 6.2 × 3.8 23.56 1.9 ～ 2.2 1.8 ～ 2.0 側柱 10 楕円形
円形　 30 ～ 78 土師器 ９世紀前葉

SI3083C→本跡
→SI1604B・3082
A・B・C・3111

588 Ｒ８a9［Ｎ－ 78°－Ｅ］ ３×２ （5.8）× 4.6 － 1.8 ～ 2.0 2.3 側柱 ６ 楕円形
円形 20 ～ 56 土師器，須恵器 ９世紀前葉 SI3128 →本跡

→ SI3138・3139

遺物出土状況　土師器片 17 点（蓋１，甕類 16），須恵器片４点（坏２，盤１，甕類１）が，Ｐ３～Ｐ６の埋

土及び覆土中からまばらに出土している。いずれも小片で図示できない。

所見　時期は，第 3139 号竪穴建物に掘り込まれていることや出土土器から９世紀前葉と考えられる。本跡は

掘立柱建物が集中して配置されている地区の東部に位置し，これまでに確認されている掘立柱建物と関連する

建物と考えられる。性格は，規模や形状から屋と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　黒 褐 色　　ロームブロック少量
３　灰 黄 褐 色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
４　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

５　にぶい黄褐色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

重複関係　第 3128 号竪穴建物跡，第 7229 号土坑を掘り込み，第 3138・3139 号竪穴建物，第 7227 号土坑に掘

り込まれている。第 7225・7226 号土坑とも重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造　桁行３間以上，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－78 －゚Eの東西棟と推定される。規模は，

桁行 5.8 ｍ以上，梁行 4.6 ｍである。柱間寸法は桁行が西妻から 2.0 ｍ（７尺），2.0 ｍ（７尺），1.8 ｍ（６尺）で，

西梁行は 2.3 ｍ（８尺）の，等間である。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　６か所。平面形は楕円形または円形で，規模は長径 78 ～ 102㎝，短径 62 ～ 98㎝である。深さは 20 ～

56㎝で，掘方の壁は外傾している。Ｐ５の第１・２層は柱痕跡で，第３～７層は埋土である。P １～ P ４・Ｐ

６の第１～７層は，柱抜き取り後の覆土である。P ２～Ｐ６の底面で，柱のあたりを確認した。
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　第 6860 号土坑（第 176 図）

位置　12 区北部の R ７f3 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 6861・6862 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.77 ｍ，短径 1.67 ｍの円形である。

深さは 23㎝で，壁は外傾している。底面は平坦である。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化物微量
４　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化物微量
５　黒 褐 色　ロームブロック中量
６　褐 色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片 20 点（坏３，甕類 17），須恵

器片５点（坏）が出土しているが，いずれも細片のため

図示できない。

所見　時期は，出土遺物から９世紀前葉と考えられる。

性格は不明である。 第 176 図　第 6860 号土坑実測図
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　（3）　土坑

　第 6864 号土坑（第 177 図）

位置　12 区北部の R ７f4 区，標高 22 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 569 号掘立柱建物跡を掘り込み，第 6863 号土坑に掘り込まれている。

第 177 図　第 6864 号土坑実測図

覆土　６層に分層できる。ロームブロックが含まれてい

ることから，埋め戻されている。

規模と形状　南部が第6863号土坑に掘り込まれているため，

長径は0.87ｍで，短径は0.57ｍしか確認できなかったが，

楕円形と推定でき，長径方向は，N － 77°－ W である。

深さは 50㎝で，壁は外傾している。底面は皿状である。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが含まれてい

ることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　褐 色　ロームブロック多量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片９点（坏３，甕類６）が出土し

ているが，いずれも細片のため図示できない。

所見　時期は，第 569 号掘立柱建物跡を掘り込んでいる

ことや，出土遺物から９世紀前葉と考えられる。性格は

不明である。
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規模と形状　北西部が第 569 号掘立柱建物に掘り込まれているため，短径は 0.57 ｍで，長径は 0.80 ｍしか確

認できなかったが，楕円形と推定でき，長径方向は N － 74°－ W である。深さは 48㎝で，壁はほぼ直立して

いる。底面は平坦である。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，炭化物微量 ２　暗 褐 色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片１点（高台付坏）が出土している。327 は，覆土中から出土していることから，埋土

と一緒に投棄されたものと考えられる。

第 178 図　第 6867 号土坑・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

327 土師器 高台付坏 － （2.9） 7.4 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部下部横位のヘラ削り　体部内面ヘラ磨き　
底部回転ヘラ切り後，高台貼付け 覆土中 50％

第 6867 号土坑出土遺物観察表（第 178 図）

　第 7009 号土坑（第 179 図　PL28）

位置　12 区北部の R ８f2 区，標高 22 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 578 号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.00 ｍ，短径 0.95 ｍの円形である。深さは 66㎝で，壁は外傾している。底面は平坦である。

覆土　４層に分層できる。第２～４層は埋土，第１層は柱抜き取り後の堆積土である。

土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量

３　黒 褐 色　ロームブロック微量
４　極 暗 褐 色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片 12 点（坏６，甕類６），須恵器片４点（坏２，甕類２）が出土している。328 は，柱

が抜き取られた後に投棄された可能性がある。

所見　時期は，第 578 号掘立柱建物跡を掘り込んでいることや，出土遺物から９世紀中葉と考えられる。性格

は，周囲に関連する遺構は確認できなかったが，覆土の堆積状況から柱穴と考えられる。

所見　時期は，第 3098 号竪穴建物跡を掘り込み，第 569 号掘立柱建物に掘り込まれていることや，出土遺物

から 10 世紀前葉と考えられる。性格は不明である。

　第 6867 号土坑（第 178 図）

位置　12 区北部の R ７f4 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 3098 号竪穴建物跡，第 6866 号土坑を掘り込み，第 569 号掘立柱建物に掘り込まれている。
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第 179 図　第 7009 号土坑・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

328 土師器 坏 12.6 4.1 6.0 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通
体部内面ヘラ磨き後，黒色処理　体部下端
手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ削り　体部
外面に墨書「夲」文字正位

覆土下層 70％　
PL44

第 7009 号土坑出土遺物観察表（第 179 図）

　第 7019 号土坑（第 180 図）

位置　12 区北部の R ７d7 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 3084A・3084B 号竪穴建物，第 575 号掘立柱建物，第 7015 号土坑に掘り込まれている。

第 180 図　第 7019 号土坑・出土遺物実測図
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土層解説
１　褐 色　ロームブロック少量

規模と形状　北部が第 3084A・3084B 号竪穴建物，南部が第 575 号掘立柱建物，第 7015 号土坑に掘り込まれ

ているため，長径は 0.43 ｍで，短径は 0.30 ｍしか確認できなかったが，楕円形と推定でき，長径方向は，N

－４°－ W である。深さは 12㎝で，壁は外傾している。底面は傾斜している。

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片１点（甕類），須恵器片１点（坏），灰釉陶器片１点（長頸瓶）が出土している。329 は，

覆土下層から出土していることから，埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，第 3084A・3084B 号竪穴建物，第 575 号掘立柱建物に掘り込まれていることや，出土遺物から

９世紀後葉と考えられる。性格は不明である。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

329 灰釉陶器 長頸瓶 － （16.0） － 長石・白色粒子・
黒色粒子 灰白 良好 体部外・内面ロクロナデ　体部下半回転ヘラ

ナデ　体部内面指ナデ　浸け掛け施釉　釉垂れ 覆土下層 20％
東濃産

第 7019 号土坑出土遺物観察表（第 180 図）

　第 7027 号土坑（第 181 図）

位置　12 区北部の R ７d8 区，標高 22 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 3084C 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 0.69 ｍ，短径 0.60 ｍの楕円形で，長径方向は，N －４°－ E である。深さは 38㎝で，壁は

外傾している。底面は皿状である。

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片２点（小皿，甕類）が出土している。330 は，完形で覆土上層から出土していること

から，埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，第 3084C 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや，出土遺物から 10 世紀後葉と考えられる。性

格は不明である。

第 181 図　第 7027 号土坑・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

330 土師器 小皿 9.7 2.2 6.0 長石・石英・
雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 覆土上層 100％　PL44

第 7027 号土坑出土遺物観察表（第 181 図）

　第 7180 号土坑（第 182 図）

位置　12 区北部の R ９c3 区，標高 20 ｍほどの台地傾斜部に位置している。

重複関係　第 7181 号土坑を掘り込み，第 3149 号竪立建物に掘り込まれている。

規模と形状　径 0.90 ｍの円形である。深さは 46㎝で，壁はほぼ直立している。底面は平坦である。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
３　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

４　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
５　にぶい黄褐色　ロームブロック微量
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遺物出土状況　土師器片６点（坏２，甕類４），須恵器片２点（高台付坏，甕類）が出土している。331 は，

覆土下層から出土していることから，埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，第 3149 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや，出土遺物から９世紀後葉以前と考えられる。

性格は不明である。

第 182 図　第 7180 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

331 土師器 坏 ［14.0］ 5.0 6.6 長石・石英・雲母 橙 良好 体部内面ヘラ磨き後，黒色処理　体部下端
手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ削り 覆土下層 60％　PL44

第 7180 号土坑出土遺物観察表（第 182 図）

　第 7201 号土坑（第 183 図）

位置　12 区北部の Q ９j1 区，標高 20 ｍほどの台地傾斜部に位置している。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
３　灰 黄 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

第 183 図　第 7201 号土坑実測図
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重複関係　第 3132・3144 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　東部を第 3132 号竪穴建物に掘り込まれて

いるため，長径は 0.99 ｍで，短径は 0.75 ｍしか確認で

きなかったが，円形と推定できる。深さは 32㎝で，壁

は外傾している。底面は平坦である。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックなどが含まれ

ていることから，埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片２点（坏），須恵器片４点（坏２，甕類２）が出土しているが，いずれも細片のため

図示できない。

所見　時期は，第 3132・3144 号竪穴建物に掘り込まれていることや，出土遺物から９世紀後葉と考えられる。

性格は不明である。

　第 7222 号土坑（第 184 図）

位置　12 区北部の R ８b9 区，標高 21 ｍほどの台地傾斜部に位置している。

重複関係　第 3145 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。
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規模と形状　長径 0.89 ｍ，短径 0.57 ｍの不整楕円形で，長径方向は，N － 28°－ W である。深さは 16㎝で，

壁は外傾している。底面は平坦である。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ２　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片２点（高台付坏）が出土している。332 は，破片で覆土上層から出土していることから，

埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，第 3145 号竪穴建物跡を掘り込んでいることや，出土遺物から 10 世紀前葉と考えられる。性格

は不明である。

第 184 図　第 7222 号土坑・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

332 土師器 坏 － （3.7） 5.5 長石・石英・
雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き後，黒色処理　底部回転ヘラ

切り後，高台貼付け 覆土上層 50％

第 7222 号土坑出土遺物観察表（第 184 図）

　第 7225 号土坑（第 185 図）

位置　12 区北部の Q ８j9 区，標高 21 ｍほどの台地傾斜部に位置している。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
５　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片２点（甕類），須恵器片１点（蓋）が出土しているが，いずれも細片のため図示できない。

所見　時期は，第 588 号掘立柱建物跡を掘り込んでいることや，出土遺物から９世紀中葉と考えられる。性格

は不明である。

第 185 図　第 7225 号土坑実測図
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重複関係　第 588 号掘立柱建物跡，第 7226 号土坑を掘

り込んでいる。

規模と形状　長径 1.00 ｍ，短径 0.60 ｍの楕円形で，長

径方向は，N －７°－ W である。深さは 48㎝で，壁は

ほぼ直立している。底面は皿状である。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックが含まれてい

ることから，埋め戻されている。
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　第 7233 号土坑（第 186 図）

位置　12 区北部の R ８b0 区，標高 20 ｍほどの台地傾斜部に位置している。

重複関係　第 7230 号土坑に掘り込まれている。

土層解説
１　にぶい黄褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片３点（高台付坏），須恵器片１点

（甕）が出土しているが，いずれも細片のため図示できない。

所見　時期は，出土遺物から９世紀後葉と考えられる。

性格は不明である。 第 186 図　第 7233 号土坑実測図
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　第 7241 号土坑（第 187 図　PL27）

位置　12 区北部の R ９c4 区，標高 19 ｍほどの台地傾斜部に位置している。

重複関係　第 3148 号竪穴建物，第 7252 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東部が第 7230 号土坑に掘り込まれている

が，長径0.79ｍ，短径0.67ｍの円形である。深さは18㎝で，

壁は外傾している。底面は平坦である。

覆土　単一層である。堆積状況から自然堆積である。

規模と形状　南西部が第 7252 号土坑に掘り込まれているが，長軸 0.97 ｍ，短軸 0.96 ｍの隅丸方形で，長軸方

向は，N －５°－ E である。深さは 28㎝で，壁は外傾もしくはほぼ直立している。底面は皿状である。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　黒 褐 色　焼土粒子少量，ロームブロック微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量

３　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 19 点（坏３，高台付坏３，甕類 13），須恵器片４点（坏１，蓋１，甕類２）が出土

している。333 は覆土中層，334 は覆土上層からそれぞれ出土していることから，埋土と一緒に投棄されたも

のと考えられる。

所見　時期は，第 3148 号竪穴建物に掘り込まれていることや，出土遺物から９世紀前葉と考えられる。性格

は不明である。
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第 187 図　第 7241 号土坑・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

333 須恵器 坏 ［14.2］ 4.1 8.0 長石・石英・雲母 褐灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り　底部二方向の削り 覆土中層 50％　PL44
新治窯

334 土師器 高台付坏 － （2.3） ［8.4］ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き後，黒色処理　底部回転ヘラ
切り後，高台貼付け 覆土上層 30％

第 7241 号土坑出土遺物観察表（第 187 図）

番号 位 置 主軸方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

6860 Ｒ７f3 － 円形 1.77 × 1.67 23 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 SK6861・6862 →
本跡

6864 Ｒ７f4 Ｎ－77°－W ［楕円形］   0.87 ×（0.57） 50 皿状 外傾 人為 土師器 SB569 →本跡
→ SK6863

6867 Ｒ７f4 Ｎ－74°－W ［楕円形］     （0.80）× 0.57 48 皿状 ほぼ直立 人為 土師器 SK6866 →本跡
→ SB569

7009 Ｒ８f2 － 円形 1.00 × 0.95 66 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 SB578 →本跡

7019 Ｒ７d7 Ｎ－４°－ W ［楕円形］   0.43 ×（0.30） 12 傾斜 外傾 人為 土師器，須恵器，灰釉陶器
本跡→ SI3084A・
3084B，SB575，
SK7015

7027 Ｒ７d8 Ｎ－４°－ E 楕円形 0.69 × 0.60 38 皿状 外傾 人為 土師器 SI3084C →本跡

7180 R ９c3 － 円形 0.90 × 0.90 46 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 SK7181 →本跡
→ SI3149

7201 Q ９j1 － ［円形］   0.99 ×（0.75） 32 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 本跡→ SI3132・
3144

7222 R ８b9 Ｎ－28°－W 不整楕円形 0.89 × 0.57 16 平坦 外傾 人為 土師器 SI3145 →本跡

7225 Q ８j9 Ｎ－７°－ W 楕円形 1.00 × 0.60 48 皿状 ほぼ直立 人為 土師器，須恵器 SB588,SK7226 →
本跡

7233 R ８b0 － 円形 0.79 × 0.67 18 平坦 外傾 自然 土師器，須恵器 本跡→ SK7230

7241 R ９c4 Ｎ－５°－ E 隅丸方形 0.97 × 0.96 28 皿状 外傾
ほぼ直立 人為 土師器，須恵器 本跡→ SI3148，

SK7152

表９　平安時代土坑一覧表
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　第 218 号井戸跡（第 188 図　PL27）

位置　12 区北部の R ８a0 区，標高 20 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　確認面は長径 1.18 ｍ，短径 1.12 ｍの円形で，円筒状に掘り込まれている。確認面から深さ 1.45

ｍまで掘り下げた段階で，崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土　下層は様相を確認することができなかったが，確認できた範囲は５層に分層できる。ロームブロックな

どが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土
　　　　　　　　ブロック微量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック・炭化物中量

３　暗 褐 色　ローム粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
４　灰 褐 色　ロームブロック少量，炭化物・粘土粒子微量
５　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片４点（小形甕２，甕類２），須恵器片２点（甕類）が出土している。335 は，破片で

覆土中から出土していることから，埋土と一緒に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土遺物から 10 世紀中葉と考えられる。

第 188 図　第 218 号井戸跡・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

335 土師器 小形甕 ［12.0］（8.7） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　体部中位斜位のヘラ
削り 覆土中 10％

第 218 号井戸跡出土遺物観察表（第 188 図）

　（4）　井戸跡

　第 251 号井戸跡（第 189 図　PL27）

位置　12 区北部の R ７a6 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　確認面は長径 1.98 ｍ，短径 1.54 ｍの楕円形で，長径方向は N-55°‐E である。確認面から深さ 1.00

ｍまでは漏斗状に掘り込まれ，下部は長径 1.45 ｍ，短径 1.00 ｍの楕円状に掘り込まれている。確認面から深

さ 1.60 ｍまで掘り下げた段階で，崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土　下層は様相を確認することができなかったが，確認できた範囲は 14 層に分層できる。ロームブロック

が含まれていることから，埋め戻されている。
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遺物出土状況　土師器片 27 点（坏７，高台付坏１，甕類 19），須恵器片９点（坏１，高台付坏１，蓋１，甕類６），

灰釉陶器片１点（長頸壺）が覆土中から出土しているが，いずれも細片のため図示できない。

所見　時期は，出土遺物から 10 世紀代と考えられる。

第 189 図　第 251 号井戸跡実測図
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表 10　平安時代井戸跡一覧表

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

218 R ８a0 － 円形 1.18 × 1.12 （1.45） 不明 直立 人為 土師器，須恵器

251 R ７a6 Ｎ－ 55°－Ｅ 楕円形 1.98 × 1.54 （1.60） 不明 漏斗状 人為 土師器，須恵器，灰釉陶器

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック微量
２　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック微量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量
４　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量
５　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
７　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

８　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
９　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　黒 褐 色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
11　黒 褐 色　ロームブロック・炭化物微量
12　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量
13　黒 褐 色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
14　黒 褐 色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
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４　時期不明の遺構

　土坑

　　今回の調査で時期や性格が不明な土坑を 146 基確認した。以下，一覧表にて掲載する。

表 11　その他の土坑一覧表

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

6813 Ｒ８f7 － 〔円形〕  0.96 ×（0.88） 36 平坦 外傾
ほぼ直立 自然 土師器 SB562 →本跡

6815 Ｒ７e4 － 円形 0.91 × 0.83 20 平坦 外傾 人為 土師器 SI3087 →本跡

6816 Ｒ７d4 － 円形 0.92 × 0.85 15 平坦 外傾 自然 土師器 SI3087・3095 →本跡

6817 Ｒ７e4 － 円形 0.93 × 0.86 10 平坦 外傾 自然 土師器 SI3095 →本跡

6818 Ｒ７d3 － 円形 0.69 × 0.65 ７ 平坦 外傾 自然 土師器，須恵器 SI3095 →本跡

6819 Ｒ７d4 － 円形 0.77 × 0.73 21 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3087，SB569 →本跡

6820 Ｒ７d4 Ｎ－ 41°－ E 隅丸長方形 0.85 × 0.73 30 平坦 外傾
ほぼ直立 人為 土師器，須恵器 SI3087 →本跡

6821 Ｒ７d4 － 円形 0.82 × 0.77 20 平坦 外傾 人為 土師器 SI3087 →本跡

6822 Ｒ７d4 Ｎ－61°－W 楕円形 0.80 × 0.69 23 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3087 →本跡

6823 Ｒ７d3 Ｎ－ 19°－ E 楕円形 0.94 × 0.84 27 平坦 外傾 人為 土師器 SI3087 →本跡

6824 Ｒ７d5 Ｎ－ 27°－ E 楕円形 0.99 × 0.73 20 平坦 直立 人為 土師器，須恵器 SI3086 →本跡

6825 Ｒ７d3 － 円形 0.71 × 0.71 ７ 平坦 外傾 人為 土師器 SI3090C →本跡

6826 Ｒ７c3 － 円形 1.05 × 1.05 11 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3090C，SB570 →本跡

6829 Ｒ７c4 Ｎ－５°－ W 楕円形 0.85 × 0.64 27 平坦 ほぼ直立 人為 土師器 SI3097 →本跡

6831 Ｒ７c4 Ｎ－60°－W 楕円形 0.86 × 0.72 30 平坦 ほぼ直立 人為 土師器，須恵器 SI3097 →本跡

6834 Ｒ７c2 － 円形 0.64 × 0.61 12 皿状 外傾 人為 SI3090C →本跡

6835 Ｒ７c1 Ｎ－10°－W 楕円形 0.61 × 0.55 ８ 皿状 外傾 自然 土師器，須恵器 SI3092 →本跡

6836 Ｒ７e5 － ［円形］  0.64 ×（0.44） 16 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3086 →本跡

6841 Ｒ７a4 Ｎ－ 78°－ E 楕円形 0.82 × 0.59 37 有段 ほぼ直立 人為 SI1740 →本跡

6842 Ｒ７e2 Ｎ－１°－ E 楕円形 0.88 × 0.80 21 平坦 外傾 人為 SK6843 →本跡

6843 Ｒ７e2 Ｎ－ 71°－ E ［楕円形］  0.88 ×（0.62） 19 平坦 外傾 人為 本跡→ SK6842・6844

6844 Ｒ７e2 － 円形 1.07 × 1.01 18 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器，陶器 SK6843 →本跡

6845 Ｒ７e1 Ｎ－89°－W ［楕円形］  1.37 ×（0.77） 30 平坦 外傾 人為

6850 Ｒ７e7 － 円形 1.25 × 1.20 25 平坦 外傾 人為 SB561 →本跡

6851 Ｒ７e8 － 円形 1.06 × 1.06 23 平坦 外傾 人為 SB561 →本跡

6852 Ｒ７e8 － 円形 1.20 × 1.15 30 平坦 外傾 人為 SB561 →本跡

6853 Ｒ７e8 － 円形 1.50 × 1.45 14 平坦 外傾 人為 SB561・575 →本跡

6854 Ｒ７f7 Ｎ－77°－W 楕円形  1.14 ×（0.87） 14 平坦 外傾 人為

6858 Ｒ７c3 － 円形 0.61 × 0.61 18 平坦 外傾 人為 SI3089・3090C・3097 →
本跡

6861 Ｒ７f3 － 円形 0.55 × 0.52 20 皿状 外傾 人為 土師器，須恵器 本跡→ SK6860

6862 Ｒ７f3 － 円形 0.45 × 0.42 16 皿状 外傾 人為 本跡→ SK6860

6863 Ｒ７f4 － 円形 0.96 × 0.93 40 有段 外傾 人為 土師器，須恵器 SK6864・6865 →本跡

6865 Ｒ７f4 Ｎ－81°－W ［楕円形］  1.65 ×（0.57） 53 有段 直立 人為 土師器，須恵器 本跡→ SK6863

6866 Ｒ７f4 Ｎ－17°－W 楕円形 0.74 × 0.64 46 直立 有段 人為 土師器，須恵器 本跡→ SB569，SK6863・
6867

6868 Ｒ７f4 Ｎ－10°－W 楕円形 0.83 × 0.78 24 有段 外傾 人為 土師器

6870 R ７c1 N － 15°－ E 不整楕円形 0.80 × 0.70 11 皿状 外傾 － SI3092 →本跡

6873 Ｒ７c3 Ｎ－80°－W 楕円形 0.65 × 0.50 34 平坦 外傾 人為 SI3090C・3097 →本跡

6876 Ｒ８f7 Ｎ－48°－W 楕円形 1.00 × 0.83 32 皿状 外傾 人為 SI3096 →本跡

6877 Ｒ７b1 Ｎ－19°－W 楕円形 0.68 × 0.47 27 皿状 外傾 人為 本跡→ SK6878

6878 Ｒ７b1 － 円形 0.58 × 0.50 24 皿状 外傾 人為 土師器 SK6877 →本跡

6879 Ｒ７a3 － 円形 1.23 × 1.20 44 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

6880 Ｒ７b1 － 円形 0.53 × 0.53 17 皿状 外傾 人為 土師器

6881 R ７d7 － 円形 0.75 × 0.70 21 皿状 外傾 人為 SI3094B →本跡

6882 R ７d7 N － 42°－ W ［楕円形］    （0.60）× 0.50 13 皿状 外傾 人為 SI3094B，SK6881 →本跡

6883 R ７d6 N － 35°－ W 楕円形 0.97 × 0.52 17 凹凸 外傾 人為

6980 R ８b5 Ｎ－65°－W ［楕円形］    （0.38）× 0.34 22 皿状 ほぼ直立 人為 土師器 本跡→ SB564

6981 Ｒ８c2 N －２°－ E 隅丸方形 0.59 × 0.58 17 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3080 →本跡

6982 Ｒ８c3 Ｎ－ 90° ［楕円形］    （0.71）× 0.69 ９ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3080 →本跡

6983 Ｒ８d4 － 円形 1.92 × 1.76 46 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3079 →本跡

6987 Ｒ７d0 － 円形 0.76 × 0.71 24 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3083C，SB560 →本跡

6989 Ｒ８e4 Ｎ－29°－W ［楕円形］  0.78 ×（0.50） 15 平坦 外傾 人為 土師器 SB558，SK6991 →本跡
→ SK6990

6990 Ｒ８e4 － 円形 0.51 × 0.51 15 皿状 外傾 人為 土師器，須恵器 SK6989 →本跡

6991 Ｒ８e4 Ｎ－57°－W ［楕円形］ （0.41）×（0.38） ５ 平坦 外傾 人為 SB558 →本跡→ SK6989

6992 Ｒ８e6 Ｎ－50°－W ［楕円形］  0.76 ×（0.47） 12 皿状 外傾 人為 SI3078 →本跡→ SB558

6993 Ｒ７e9 Ｎ－59°－W［不整楕円形］   （1.26）× 1.05 ８ 凹凸 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3083C →本跡

6994 Ｒ８e4 Ｎ－４°－ E ［楕円形］  0.76 ×（0.55） 20 平坦 外傾 人為 本跡→ SB558
SB574 と重複

6996 R ８e7 N － 10°－ E 不整楕円形 0.86 × 0.36 25 凹凸 外傾 人為 土師器

6997 Ｒ８b6 Ｎ－ 72°－ E 楕円形 0.70 × 0.43 ７ 平坦 外傾 人為 SI3077 →本跡

7002 Ｒ８c7 － 円形 0.38 × 0.36 39 皿状 ほぼ直立 人為 SB557 →本跡

7005 Ｒ８f6 － 円形 0.59 × 0.56 50 凹凸 ほぼ直立 人為 土師器

7008 Ｒ７e8 － 円形 0.64 × 0.56 20 平坦 外傾 人為

7011 R ７d8 － 円形 0.57 × 0.57 21 平坦 ほぼ直立 － 土師器 SI3084C，SB561・575 →
本跡

7014 R ８a3 N － 72°－ E 楕円形 1.16 × 0.96 14 皿状 外傾 人為 SB559 →本跡

7015 Ｒ７d7 － ［円形］ （0.61）×（0.59） 20 平坦 外傾 人為 SK7019 →本跡→ SB561・
575

7016 Ｒ７b8 Ｎ－88°－W 隅丸長方形 2.50 × 1.64 61 平坦 直立 人為 土師器，須恵器

7017 Ｒ７b7 Ｎ－84°－W 不整楕円形 1.25 × 0.94 37 平坦 直立 人為 土師器

7018 Ｒ７b7 Ｎ－84°－W 楕円形 1.23 × 1.08 37 平坦 ほぼ直立 人為 土師器，須恵器

7024 Ｒ７e7 － 円形 1.11 × 1.02 11 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器

7026 Ｒ７c9 － 円形 1.23 × 1.12 ８ 平坦 外傾 人為 土師器 SB563 →本跡

7028 Ｒ７d8 Ｎ－75°－W 楕円形 0.76 × 0.61 19 皿状 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3084C →本跡

7029 Ｒ７d7 － 円形 0.76 × 0.72 26 皿状 外傾 自然

7160 Ｑ８h8 Ｎ－ 86°－ E 楕円形 0.82 × 0.73 32 平坦 外傾 人為

7161 Q ８h9 － 円形 0.26 × 0.26 24 皿状 ほぼ直立 人為 土師器 SI2970 →本跡

7163 Q ８i9 Ｎ－ 81°－ E 隅丸長方形 1.18 × 0.97 18 皿状 外傾 人為 土師器

7165 Q ８i8 Ｎ－ 60°－ E 隅丸方形 0.50 × 0.44 38 皿状 外傾 人為 土師器，須恵器 SI2970 →本跡

7167 Q ８i8 － 円形 0.44 × 0.41 16 平坦 外傾 人為 SI3128 →本跡

7168 R ９b2 Ｎ－ 89°－ E 楕円形 1.36 × 0.98 50 凹凸 外傾 自然 土師器 SI3140，SB589 →本跡

7169 R ９e3 Ｎ－15°－W 楕円形 1.42 × 0.57 15 皿状 外傾 自然 土師器 SI3153 →本跡

7174 R ９f2 Ｎ－25°－W 楕円形 0.43 × 0.36 23 皿状 外傾 人為

7175 R ９e2 － 円形 0.74 × 0.68 20 皿状 外傾 自然 土師器，須恵器

7177 R ９e5 － 円形 0.69 × 0.69 13 傾斜 外傾
ほぼ直立 人為 SI2808 →本跡

7181 R ９c3 N － 20°－ W ［楕円形］ （1.18）× 0.92　 10 平坦 ほぼ直立 人為 土師器 SI3134・3149 →本跡
→ SK7180

7182 R ９d3 － 円形 0.47 × 0.47 29 皿状 ほぼ直立 人為

7183 R ９d4 N －３°－ E 楕円形 1.02 × 0.88 39 皿状 外傾 人為 土師器，須恵器

7187 R ９e1 Ｎ－60°－W 楕円形 0.85 × 0.68 37 有段 外傾 人為 土師器，須恵器

7190 R ９c4 － 円形 0.75 × 0.71 37 皿状 ほぼ直立
外傾 人為 土師器 SI3148・3149 →本跡

7191 R ９c3 N － 90°　　 楕円形 1.06 × 0.68 14 平坦 外傾 人為 土師器 SI3148・3149 →本跡
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

7192 R ９c3 N － 63°－ E 楕円形 0.86 × 0.63 17 平坦 外傾 人為 SI3134・3148・3149 →
本跡

7193 R ８f0 Ｎ－ 79°－ E 長方形 2.50 × 0.62 42 平坦 ほぼ直立 人為 土師器 SI1527・3141 →本跡

7194 R ８a0 Ｎ－85°－W 楕円形 0.91 × 0.74 26 平坦 外傾 人為 SI3138・3139 →本跡

7195 Q ８j0 － 円形 0.25 × 0.25 15 皿状 外傾
ほぼ直立 人為 本跡→ SI3138・3144

7196 Q ８j0 － ［円形］  0.59 ×（0.45） 18 皿状 外傾 人為 本跡→ SI3138・3144，
SK7197

7197 Q ８j0 － 円形 0.73 × 0.67 36 平坦 外傾 人為 土師器 SK7196 →本跡→ SI3138・
3144

7199 Ｑ９j1 Ｎ－ 30°－ E 楕円形 0.72 × 0.53 19 平坦 外傾 人為 本跡→ SI3138・3144

7200 Q ９j1 － 円形 0.54 × 0.50 17 平坦 外傾 人為 SI3144 →本跡

7203 Q ９j1 Ｎ－ 90° 楕円形 0.63 × 0.48 14 皿状 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3138・3144 →本跡

7204 Q ９j1 Ｎ－ 13°－ E 不整楕円形 0.44 × 0.31 12 皿状 外傾 人為 SI3144 →本跡

7205 Q ９j1 Ｎ－ 31°－ E［隅丸長方形］  0.65 ×（0.62） 29 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 本跡→ SI3138・3144，
SK7206

7206 R ９a1 － ［円形］  0.66 ×（0.51） 26 皿状 外傾 人為 土師器，須恵器 SK7205 →本跡→ SI3138・
3144

7207 R ８a0 Ｎ－ 32°－ E 不整楕円形 0.64 × 0.55 25 平坦 外傾 人為 SI3138 →本跡

7208 Q ９j1 － 円形 0.41 × 0.38 19 皿状 直立 人為 SI3134 →本跡

7210 R ８e9 Ｎ－70°－W 楕円形 0.90 × 0.78 16 皿状 外傾 人為 SI1527 →本跡

7211 R ９c3 Ｎ－５°－ W 楕円形 1.32 × 1.09 15 平坦 外傾 人為 SI3134・3149 →本跡

7212 R ８e8 － 円形 0.78 × 0.78 23 皿状 外傾 人為 須恵器 SI3130 →本跡

7215 R ８d8 － 円形 0.73 × 0.73 30 平坦 外傾 人為 土師器

7216 R ８c8 － 円形 1.27 × 1.27 12 平坦 外傾 人為 土師器 SI3136 →本跡→ SK7250

7217 R ８c8 － 円形 0.65 × 0.61 36 平坦 ほぼ直立 人為 土師器

7218 R ８c8 － 円形 0.63 × 0.63 14 平坦 ほぼ直立 人為 土師器

7219 R ８c8 Ｎ－14°－W 楕円形 0.83 × 0.59 ９ 平坦 外傾 人為

7221 R ８c8 Ｎ－８°－ E ［楕円形］  1.14 ×（0.74） ５ 凹凸 外傾
ほぼ直立 自然 土師器 SI3136，SK7220 →本跡

→ SK7251
7223 R ９c1 Ｎ－３°－ W 楕円形 1.11 × 0.85 36 皿状 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3142・3143 →本跡

7224 R ８b8 Ｎ－63°－W 楕円形 0.85 × 0.77 33 皿状 外傾 人為 須恵器

7226 Q ８j9 Ｎ－２°－ W ［円形］  0.93 ×（0.50） 10 平坦 外傾 自然 本跡→ SK7225

7227 Q ８j9 Ｎ－ 68°－ E 不整楕円形 1.43 × 1.04 18 皿状 外傾 人為

7228 R ８d0 Ｎ－ 69°－ E 楕円形 1.05 × 0.87 32 皿状 外傾 人為 土師器，磁器 SI3133・3137 →本跡

7229 Q ８j0 Ｎ－33°－W ［楕円形］  1.40 ×（1.12） 19 皿状 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3137・3138 →本跡

7230 R ９b1 Ｎ－５°－ E 楕円形 0.30 × 0.25 17 平坦 外傾 人為 SK7233 →本跡

7231 R ９d1 － 円形 0.84 × 0.79 20 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器

7232 R ９c1 Ｎ－ 53°－ E 楕円形  1.20 ×（0.48） 26 凹凸 外傾
直立 人為 土師器 SI3143 →本跡

7234 Q ９j2 Ｎ－58°－W 楕円形 1.23 × 1.07 73 平坦 ほぼ直立 自然 土師器，須恵器 SI3132 →本跡

7235 Q ９j1 Ｎ－ 69°－ E 楕円形 0.94 × 0.58 38 凹凸 外傾
ほぼ直立 人為 SI3132・3144 →本跡

7236 Q ９j2 － 不整円形 0.87 × 0.85 19 傾斜 外傾 人為 SI3132 →本跡

7237 Q ９j1 Ｎ－58°－W 楕円形 0.65 × 0.57 17 皿状 外傾 人為 SI3132 →本跡

7238 R ９a2 － 円形 0.80 × 0.80 29 皿状 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3140 →本跡

7239 R ９c4 － 円形 0.39 × 0.39 13 皿状 外傾 人為 SI3148・3149 →本跡
→ SK7240

7240 R ９c4 Ｎ－86°－W ［楕円形］    （0.92）× 0.73 12 皿状 外傾
ほぼ直立 人為 土師器，須恵器 SI3148・3149，SK7239 →

本跡
7243 R ９b3 Ｎ－12°－W 不定形 0.87 × 0.52 25 傾斜 外傾 人為 土師器，須恵器

7244 R ９c2 － 円形 0.61 × 0.56 16 傾斜 外傾 人為 土師器

7245 R ９c4 Ｎ－ 64°－ E 楕円形 0.79 × 0.53 32 傾斜 外傾 人為 須恵器 SI3148・3149 →本跡

7246 R ９c4 Ｎ－57°－W 楕円形 0.37 × 0.34 21 皿状 外傾 人為 土師器，須恵器 SI3148・3149，SK7252 →
本跡

7247 R ９c4 － 円形 0.55 × 0.52 30 皿状 ほぼ直立
外傾 人為 土師器，須恵器

7248 R ９c4 Ｎ－36°－W 楕円形 0.51 × 0.47 26 皿状 外傾 人為

7249 R ８a7 Ｎ－89°－W 楕円形 1.10 × 0.92 14 平坦 外傾 自然 土師器，須恵器
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

7250 R ８c8 － ［円形］  0.56 ×（0.22） 38 皿状 外傾 － 土師器 SI3136，SK7126 →本跡

7251 R ８c8 Ｎ－３°－ W ［楕円形］    （0.37）×（0.18） 38 平坦 外傾 人為 SI3136，SK7221 →本跡

7252 R ９c4 － 円形 0.61 × 0.61 29 皿状 外傾 人為 SI3148・3149，SK7141 →
本跡→ SK7246

7253 R ８b8 － 円形 0.95 × 0.89 31 皿状 外傾 人為

7260 R ９a5 Ｎ－ 90° 不整楕円形 1.69 × 1.28 27 平坦 外傾 人為 本跡→ SI3146

7644 R ８e0 Ｎ－ 12°－ E 楕円形 0.48 × 0.41 10 平坦 外傾 人為

7645 R ８e0 Ｎ－ 10°－ E 楕円形 0.66 × 0.51 13 平坦 緩斜 － SI3137 →本跡

7646 R ７f9 Ｎ－88°－W 隅丸方形 0.93 × 0.91 25 平坦 ほぼ直立 人為 須恵器

7647 R ７f9 Ｎ － 7 °－ E 方形 0.90 × 0.88 24 平坦 外傾 自然

7648 R ７f8 Ｎ － 5 °－ E 隅丸長方形 1.02 × 0.53 68 皿状 ほぼ直立 人為

7649 R ７f9 Ｎ－ 17°－ E 楕円形 1.04 × 0.90 42 平坦 外傾 人為

7650 R ８f2 Ｎ－26°－W 楕円形 1.25 × 1.02 32 平坦 外形 人為 SI3111 →本跡
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５　遺構外出土遺物

　　今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物については，実測図（第 190 ～192 図）と観察表（表 12）を掲載する。

340

336

337

338

339

341

第 190 図　遺構外出土遺物実測図（１）
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第 191 図　遺構外出土遺物実測図（２）
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第 192 図　遺構外出土遺物実測図（３）

表 12　遺構外出土遺物観察表

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

336 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 にぶい橙 太沈線区画による磨消し懸垂文　単節縄文ＲＬ（縦）施文 表土

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

337 土師器 椀 ［10.6］（7.0） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面斜位のヘラ

削り　体部内面ヘラ磨き Ｒ６e0 30%
PL44

338 土師器 坏 ［13.8］（4.1） － 石英・赤色粒子 褐灰 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　
体部内面ヘラナデ Ｒ８c0 20%

339 土師器 坏 ［11.4］ 3.4 － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り
体部内面ヘラナデ Ｒ７f9 50%

PL44
340 土師器 甕 ［31.0］ 28.0 ［8.4］ 長石・石英・

赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ
削り　体部内面横位・斜位のヘラナデ　 表土 40%

341 土師器 甕 － （31.2） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面縦位のヘラ削り　体部内面横位のヘラ

ナデ 表土 60%

342 須恵器 坏 ［13.3］ 3.8 ［8.1］ 長石・石英・細礫 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向の削り　外・内面火襷 Ｒ８c9 40%

新治窯

343 土師器 坏 ［12.4］ 4.1 ［6.8］ 長石・石英・雲母 にぶい
黄橙 普通

体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ
削り　内面ヘラ磨き後，黒色処理　底部に墨
書「珎カ」

表土 40%

344 土師器 坏 ［14.8］ 3.7 ［9.0］ 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の削り R ８c8 40%

345 須恵器 坏 13.0 4.2 5.2 長石・石英 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向の削り Ｒ７e4 60%  PL44

堀之内窯カ

346 須恵器 坏 ［14.2］ 4.5 7.2 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後，
一方向の削り　口縁近くに円形の刻み Ｒ７e4 70%  PL44

新治窯
347 土師器 小皿 ［9.0］ 1.4 5.8 長石・石英・細礫 にぶい

黄橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底面ヘラ切り後，
回転ヘラ削り 表土 70%

348 土師器 高台付皿 13.6 2.2 6.4 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り後，
高台貼付け 表土 60%

349 須恵器 鉢 ［28.6］（20.7） － 長石・石英・細礫 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き，下位横位のヘラ削り
体部内面当て具痕 表土 20%

350 土師器 甕 ［17.4］（8.5） － 長石・石英・
雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ

ナデ　体部内面横位のヘラナデ Ｒ８c8 10%

351 土師器 甕 ［19.0］（6.5） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面横位の
ヘラナデ Ｒ９a2 10%
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M35 鏃 （6.6） 2.8 0.3 （12.4） 鉄 雁股形　鏃身先端部欠損　頸部関台形関　茎部断面長方形 表土 PL47

M36 釘 （8.7） 0.7 0.4 （8.7） 鉄 先端部・頭部欠損　脚部断面長方形 表土

番号 銭名 径 孔幅 重量 初鋳年 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M37 開元通寳 2.44 0.67 3.08 621 銅 厚さ 0.12㎝　無背銭　 Ｒ７e0 PL48

M38 開元通寳 2.42 0.75 2.74 621 銅 厚さ 0.11㎝　無背銭　　　 表土 PL48

M39 熈寧元寳 2.37 0.57 3.19 1068 銅 厚さ 0.12㎝　真書　無背銭 表土 PL48

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 11 剥片 （7.5） （2.3） （1.0）（12.1） 頁岩 縦長剥片　打面は単剥離面 Ｒ７e3 PL46

Ｑ 12 剥片 （2.7） （1.2） （0.6） （1.1） 黒曜石 縦長剥片　打面は単剥離面 表土 PL46

Ｑ 13 剥片 （5.0） （3.2） （1.6）（15.5） 黒曜石 縦長剥片　打面は単剥離面 Ｒ７e0 PL46

Ｑ 14 加工痕の
ある剥片 （1.8） （1.2） （0.4） （0.8） 黒曜石 打面は単剥離面　側縁細かい加工痕　一部欠損 Ｒ８c5 PL46

Ｑ 15 鏃 1.8 1.8 0.3 0.7 チャート 無茎鏃　表裏押圧剥離 Ｒ７e4 PL46

Ｑ 16 鏃 1.6 （1.2） 0.4 （0.7） チャート 無茎鏃　表裏押圧剥離　一部欠損　 Ｒ８e5

Ｑ 17 有孔円板 2.6 2.4 0.3 （2.9） 滑石 両面研磨　２孔　一方向からの穿孔　一部欠損　　　　　 表土 PL46

Ｑ 18 砥石 （3.6） 4.4 1.9 （42.8） 凝灰岩 砥面４面　他は破断面　表面，側面に条線状の研磨痕 表土 PL46
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１　はじめに　

　　　第 4 節 ま と め

　島名熊の山遺跡は，平成７年度から調査を実施し，これまでに『茨城県教育財団文化財調査報告』第

120・133・149・166・174・190・214・236・264・280・291・322・328・360・380・389・390・403・431・

432 集の 20 冊の報告書を刊行している。今年度は，遺跡の南端部にあたる 12 区中央部の 1,800㎡の報告で，

当遺跡に関する最終報告である。今回の報告で，当遺跡の総調査面積は，271,155㎡となる。これまでに確

認した主な遺構は，竪穴建物跡約 2,600 棟，掘立柱建物跡約 450 棟，古墳２基，方形竪穴遺構約 110 基，地

下式坑約 80 基，堀・溝跡約 400 条，道路跡約 30 条，井戸跡約 230 基，大型竪穴遺構８基，火葬施設約 40 基，

墓坑約 80 基，水田跡２か所，遺物包含層５か所などである。

　遺跡の内容は，古墳時代（４世紀）から平安時代（11 世紀）にかけての集落跡が中心である。６世紀中

頃から 11 世紀に至るまで途絶えることなく生活が営まれ，律令期には「河内郡嶋名郷」の拠点的集落となり，

島名地区では当遺跡周辺だけに集落が集中している。

　今回の報告区域である 12 区は，遺跡の南端部に位置しており，これまでに，『茨城県教育財団文化財調査

報告』第 214 １）・236 ２）・291 ３）・360 ４）・380 ５）集の５冊の報告書が刊行されている。今回のＡ地区・Ｄ地区で，

12 区の報告が終了するので，これまでの報告と合わせて 12 区の調査成果を概観することで，まとめとしたい。

なお，本報告を含めた 12 区の総調査面積は 30,634㎡で，確認されている遺構数は，竪穴建物跡 353 棟，掘

立柱建物跡 106 棟，地下式坑６基，方形竪穴遺構 10 基，井戸跡 25 基，堀・溝跡 79 条などである。ここでは，

南西端部の遺構や時期不明の遺構を除いた時期が確認されている竪穴建物跡 302 棟，掘立柱建物跡 94 棟か

ら 12 区を概観する。

　当遺跡の時期区分については，これまでの成果との整合性を保つため『第 190 集』６）で示されている土

器変遷に基づいて，第５期＝６世紀後葉，第６期＝７世紀前葉，第７期＝７世紀中葉，第８期＝７世紀後葉，

第９期＝８世紀前葉，第 10 期＝８世紀中葉，第 11 期＝８世紀後葉，第 12 期＝９世紀前葉，第 13 期＝９世

紀中葉，第 14 期＝９世紀後葉，第 15 期＝ 10 世紀前葉，第 16 期 =10 世紀中葉とする。また，竪穴建物跡

の規模については，『第 291 集』で示されているように，一辺の長さ４ｍ未満＝小型，４ｍ以上６ｍ未満＝

中型，６ｍ以上８ｍ未満＝大型，８ｍ以上＝超大型とする。

２　12 区の各時代の様相　

⑴　古墳時代

　第５期（６世紀後葉）

　本期には，竪穴建物跡 28 棟が該当し，前時期の竪穴建物跡は北部に２棟だけであったのが，突如として

数を増やしている。ほぼ時期を同じくして島名前野東遺跡７）や島名八幡前遺跡８）においても集落が展開され，

当遺跡を中心とする周辺一帯が大規模に開発された時期ともいえる。人口の自然増だけでこれだけ広範囲な

集落の展開は考えにくく，国造クラスのかなりの力を持った者が強制的に移住させたと考えられる。

　竪穴建物跡の規模別の棟数は，大型が６棟，中型が 16 棟，小型が６棟である。大型・小型が１・２棟，

中型２～４棟の４～８棟で一グループを構成し，台地全体にまばらに配置されている。主軸方向は，西へ

25 度前後振れているものが多い。主な遺物として，金属製品では耳環・刀子・鏃などが，土製品では鋤先形・  
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第 193 図　島名熊の山遺跡 12 区　集落変遷図（１）［５～８期］
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勾玉などが出土している。土玉は上面・底面が平らで，小型のものである。石製やガラス製の臼玉に似た形

状で，土製臼玉としてもよいと思われる。これは鋤先形土製品や土製勾玉などとともに祭祀に用いられたも

のと思われ，それらを使用する祭祀は当該期頃が一番盛んだったと考えられる。

　第６期（７世紀前葉）

　本期には，竪穴建物跡 37 棟が該当する。本期は，当遺跡においても竪穴建物跡数が最大となり，遺跡全

体に建物が分布する時期である。規模別の棟数は超大型１棟，大型７棟，中型 21 棟，小型８棟である。超

大型のものは第 2568 号竪穴建物跡で，8.52 × 8.30 ｍの規模を有する。この単位集団には 7.72 × 7.51 ｍの大

型のもう１棟も加わっているが，基本的には大型が１・２棟，中型が２～４棟，小型１棟の４～７棟ぐらい

を一グループとするものである。竪穴建物跡の主軸方向は前時期と同様に，西へ 25 度前後振れているもの

が多い。その一方 , 第 1573・1596・3083A 号竪穴建物跡のように主軸を真北近くにとるものも出てきている。

　当該期の主な遺物として，須恵器では坏・高坏・長頸瓶・𤭯・提瓶などが，金属製品として耳環・鏃・刀子・鎌・

馬具（引手金具）などが，土製品として鋤先形・土玉・臼玉・紡錘車などが出土している。 その中で , 鉄製品 ,

須恵器 , 紡錘車９）の出土が目立っている。鉄製品の出土が多いのは , 一挙に人口が増え，開墾や農業経営の

上で，農具や馬具などの需要が急増し，必要度が高くなったからと考えられる。

　第3092号竪穴建物跡出土の提瓶や第2808号竪穴建物跡出土の長頸瓶は胎土や技法から北関東地方の窯で，

第 3092 号竪穴建物跡出土の𤭯は東海地方の窯で，それぞれ生産されたものと考えられる。これらの須恵器

は祭祀に用いるものとして，あるいは古墳の副葬品として，当集落でも多く取り入れられている。このよう

な鉄製品や須恵器などを手に入れるため，当集落では交換品として，農作物や布などを生産し，貯えていた

と考えられる。また，集落の拡大の理由の一つは当集落の産物ばかりでなく，小貝川や谷田川沿いに入って

くる海産物や上流からの山の産物も扱う，交易の拠点となっていたからと考えられる。　

　第７期（７世紀中葉）

　本期には，竪穴建物跡 17 棟，掘立柱建物跡１棟が該当する。竪穴建物跡は前時期に比べ半減し，当遺跡

全体でも竪穴建物跡は減少している。規模別の棟数は大型３棟，中型 12 棟，小型２棟と前時期と似た割合

である。竪穴建物跡は全体にばらついて配置されており，グループを捉えるのが難しい状況である。主軸方

向は，以前として 20 度前後西へ振れているものが多いが，真北にとる割合も増えてきている。掘立柱建物

跡は本区中央からやや南に位置し，大型の第 1590 号竪穴建物跡の北東約 10 ｍのところに，３×２間の南北

棟が建てられている。桁行方向は他の同時期の竪穴建物跡と同じように西へ振れている。掘立柱建物跡は，

位置や主軸方向などから第 1590 号竪穴建物跡に伴う建物と考えられ，この時期から穀物などを掘立柱建物

へ納めることが始まったと考えられる。

　主な出土遺物には，金属製品として刀子・鏃・鎌などが，須恵器として坏身・坏蓋・瓶・𤭯などが，その

ほか手捏土器，土玉などが出土している。本区南端に位置する大型の第 1645 号竪穴建物跡からは東海産と

考えられる坏蓋・フラスコ形瓶・𤭯などの須恵器や鏃・刀子などの鉄製品が出土している。本時期も交易に

より多くの品物を手に入れていたようである。

　第８期（７世紀後葉）

　本期には，竪穴建物跡 17 棟，掘立柱建物跡４棟が該当する。竪穴建物跡は前時期と数的には変化はないが，
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　南部では , 前時期の大型の第 1590 号竪穴建物が廃絶し，その建物周辺が整備され，３×２間の南北棟２棟，

東西棟１棟 , ４×２間の南北棟１棟の４棟が建てられている。第 1590 号竪穴建物跡は北東へ 20m ほどのと

ころに移動し，当該期で１棟だけの大型建物である第 1525 号竪穴建物跡となっている。第 1525 号竪穴建物

跡や４棟の掘立柱建物跡の主軸方向は , すべて 20 度前後西へ振れており , 第 1525 号竪穴建物跡の居住者は

４棟の掘立柱建物の建立に関わったと思われる。数棟の掘立柱建物を所有する者は家父長層と考えられ，掘

立柱建物は規模や構造から倉庫として使用されたものと推測される。この時期頃から家父長層は数棟の倉庫

を持ち，農作物などを租税や交易のための品として貯えていたと考えられる。掘立柱建物が建てられたこの

場所は，当該期以降，９世紀中葉まで竪穴建物は構築されずに，掘立柱建物のみが建てられていくことにな

る。当時の社会状況と照らし合わせて考えるならば，律令体制が整う前夜的様相を示していると思われる。

　主な出土遺物には，金属製品として刀子・鏃・鎌・釘など，須恵器として坏・蓋・長頸瓶・𤭯などがあ

る。大型の第 1525 号竪穴建物跡は遺物の面でも他の建物を優越しており , 須恵器のほか，刀子１点，鏃６点，

釘１点，不明鉄製品１点など多くの鉄製品が出土している。

⑵　奈良時代

　第９期（８世紀前葉）

　本期には，竪穴建物跡 22 棟，掘立柱建物跡８棟が該当し，前時期より建物が増加している。竪穴建物跡

の規模別棟数は，大型４棟，中型 17 棟，小型４棟である。割合は前時期と同じようであるが，内容は異なっ

ている。当該期の本区の中央部は空白地帯となっており，北グループと南グループに分けることが可能であ

る。道路が整備されたことによると考えられる。前時期の南グループでは大型竪穴建物跡と掘立柱建物跡が

組み合わさって一つのグループをなしていることを指摘したが，当該期の南グループには中型や小型の竪穴

建物跡がなく，大型竪穴建物跡と掘立柱建物跡だけで，グループを構成している。一方，北グループは掘立

柱建物跡を持たず，大型と中型で大き目の竪穴建物を中心とする竪穴建物だけでグループを構成している。

　南グループは 7.70 × 7.10 ｍの大型の第 1638 号竪穴建物跡と 8.65 × 7.15 ｍの大型の第 1649 号竪穴建物跡

の二つの竪穴建物跡とその北側の「コ」の字状に配置された８棟の掘立柱建物跡群で構成されている。西側

と東側には南北棟が，北側には２×２間の総柱建物を中心に置き，その両側に東西棟が配置されている。そ

の中の第 179 号掘立柱建物跡は，「コ」の字状に配置されている建物群の北東部に位置している４×２間の

側柱建物跡で，北側桁行の外側には４間の庇ないし目隠し状の施設が確認されているものである。柱穴から

は閂が出土しており，この建物が収納倉庫であることを裏付けている。また，南グループの竪穴建物跡や掘

立柱建物跡の主軸は真北から 15 度前後西へ振れており，古墳時代からの主軸方向を継承している。

　北グループは大型の第 3077 号竪穴建物跡１棟と中型で大き目の第 3078 号竪穴建物跡を中心に中型９棟，

小型のもの２棟からなっている。古墳時代後期に見られた４～６棟ほどのグループはなくなっている。第

3077 号竪穴建物跡からは円面硯１点 , 鉄鎌２点が出土しており，北グループの中心的建物と考えられる。円

面硯は硯部がかなり摩耗しているばかりでなく，脚部や外堤が欠けても高さを調整して使用しているなど，

かなり使い込まれているものである。当遺跡において，一番古い硯の出土例は前時期の８期のものであるが，

当該期から出土例が多くなり，集落内での文字の使用が頻繁になったと考えられる。

掘立柱建物跡は増加している。竪穴建物跡の規模別割合は，大型１棟，中型 12 棟，小型４棟で，中型で大

きめの２棟を大型に含めると，規模別割合はさほど変化していない。主軸方向については，竪穴建物跡 , 掘

立柱建物跡ともに，真北から 20 度前後西へ振れるものが多く，伝統が受け継がれている。
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第 194 図　島名熊の山遺跡 12 区　集落変遷図（２）[ ９～ 12 期 ]
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　そのほかの遺物としては，南グループの大型の第 1638 号竪穴建物跡から，刀子３点，鎌１点，不明鉄製

品２点，石製紡錘車１点，炭化種子１点（桃）などが，もう一棟の大型の第 1649 号竪穴建物跡からは , 刀

子３点，鎌２点，鏃１点，不明鉄製品４点，炭化種子１点（桃）などが出土している。大型建物に鉄器・紡

錘車などが保管され，その管理には居住者たる家父長層が当たったと想定することもできる。

　第 10期（８世紀中葉）

　本期には，竪穴建物跡 19 棟，掘立柱建物跡 16 棟が該当する。前時期より竪穴建物跡の数は減っているが，

掘立柱建物跡の数は急増している。北グループに，掘立柱建物群が出現した時期である。本期の竪穴建物跡

の規模別棟数は大型３棟，中型７棟，小型９棟で，小型の占める割合が多くなっている。

　南グループの「コ」の字状に配置された掘立柱建物の広場 10）には大型竪穴建物跡１棟，その北に小型の

竪穴建物跡１棟が置かれている。掘立柱建物跡は「コ」の字状配列の北側列に２×２間の総柱建物跡が，さ

らに，その北側に３×２間の南北棟が，東側列には桁行４間以上，梁行３間の身舎の東側に庇が付属する南

北棟が確認されている。この庇付建物は第 503 号掘立柱建物跡で，本地区で最大の規模を有するものである。

桁行方向は 13 度西へ振れており，古墳時代以来の南グループの主軸方向の伝統が守られている。前時期の

広場で最大の第 1638 号竪穴建物跡の居住者が庇付建物に移ったと考えられる。

　北グループには竪穴建物跡 10 棟（大型２棟，中型３棟，小型５棟），掘立柱建物跡 11 棟（３×２間９棟，

２×２間１棟，２×１間１棟）で，掘立柱建物群が並ぶようになる。掘立柱建物群の配列は大型の第 1565

号竪穴建物跡を南限とし，大型の第 1549 号竪穴建物跡を挟むように南北棟が２列並んで建てられている。

北グループは大型竪穴建物に居住する者を家父長とする２グループが存在したと考えられる。この一グルー

プは律令制の基本単位集団で ,「戸」の概念に近いものと考えられる。

　当該期から，北グループの竪穴建物跡も掘立柱建物跡も，主軸方向が真北を指すようになってきている。

南グループの竪穴建物跡の主軸方向も一部を除いて , ほぼ真北に変化している。建物の構築にあたって，集

落内に強い規制が働いていたものと推測され，真北規制は９世紀後葉まで続く。

　北グループでは第 1549 号竪穴建物跡を挟むように，南グループでは第 1637 号竪穴建物跡を囲むように，

掘立柱建物跡が配置されている。この二つの竪穴建物跡は , グループの中心的建物である。遺物として，第

1549 号竪穴建物跡から円面硯・丸鞆・鉄釘・土玉などが，第 1637 号竪穴建物跡から鏃・不明鉄製品，転用

硯などがそれぞれ出土している。硯・帯金具・鉄製品など家父長層にふさわしい遺物が出土している。

　第 11期（８世紀後葉）

　本期には，竪穴建物跡 14 棟，掘立柱建物跡 25 棟が該当する。前時期より竪穴建物跡の数は減っているが ,

掘立柱建物跡の数は，本地区でピークとなっている。竪穴建物跡の規模別棟数は，大型１棟，中型８棟，小

型４棟で，大型が１棟と少なくなっている。

　南グループは竪穴建物跡３棟（大型１棟，中型１棟，小型１棟），掘立柱建物跡２棟（２×２間）からなっ

ている。「コ」の字状の掘立柱建物配置は崩れ，広場に大型の第 1534 号竪穴建物跡は存在するが，掘立柱建

物跡は西側と東側に２×２間の総柱建物跡２棟だけとなっている。

　北グループは竪穴建物跡７棟（大型１棟，中型３棟，小型３棟），掘立柱建物跡 11 棟（４×３間１棟，３

×２間９棟，２×２間１棟）からなっている。掘立柱建物跡は,西側列と東側列のほかに,東西棟が北側に２棟，

南側に１棟加わり，大型の第 3079A号竪穴建物跡を囲むように「ロ」の字状に配置されている。第 3079A 号
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竪穴建物跡は , ９期の南グループの第 1638・1649 号竪穴建物跡や 10 期の南グループの第 1637 号竪穴建物

跡のような存在である。第 3079A 号竪穴建物跡は , 掘立柱建物群に囲まれた広場の中心に位置しており，時

によっては，グループ内・外の人々との饗膳にあたった家屋と考えられる。

　当該期の主な出土遺物には，刀子・鎌・釘・鑿などの鉄製品，石製紡錘車，転用硯などが出土している。

転用硯は６点出土しており，文字の使用が広まっていることを知ることができる。

⑶　平安時代

　12 期（９世紀前葉）

　本期には，竪穴建物跡 22 棟，掘立柱建物跡 15 棟が該当する。竪穴建物跡の規模別棟数は，大型１棟，中

型 13 棟，小型８棟で，大型が１棟と少なくなっている。掘立柱建物跡の規模別の棟数は，３×２間 13 棟，

２×２間２棟で , 本区においては大型掘立柱建物跡は見られなくなっている。

　南グループの広場には中型で大き目の第 1647 号竪穴建物跡が配置され，グループのエリアは引き継がれ

ているが，組み合わせられる竪穴建物跡はなく，第 1647 号竪穴建物跡１棟だけの存在となっている。掘立

柱建物跡は西側列に３棟，北側列に１棟，第 1647 号竪穴建物跡の北に東西棟が１棟配置されている。

　北グループでは，竪穴建物跡が７棟（大型１棟，中型４棟，小型２棟）で，第 3079 Ｂ号竪穴建物跡を建

て替えた大型の第 3079 Ｃ号竪穴建物跡と中型で大き目の第 3082A 号竪穴建物跡を，掘立柱建物群の「ロ」

の字状配置の広場に置き，掘立柱建物群の外側周辺に中型２棟，小型２棟が配置されている。掘立柱建物跡

は 11 棟で，規模別では４×３間１棟，３×２間９棟，２×２間１棟である。

　主な遺物として，南グループの中心的な建物である第 1647 号竪穴建物跡からは , 転用硯，漆付着須恵器坏，

灰釉陶器の長頸瓶などの土器のほか，鉄製品として，刀子・釘・鉄地金銅張で鋲が３か所打たれている馬具

の一部カなどが出土している。北グループの中心的な建物である第 3079 Ｃ号竪穴建物跡からは，多量の土

器のほか，鉄製品として , 刀子・鉈尾カが出土している。鉈尾カとしたものは，第 1647 号竪穴建物跡出土の

ものと似た鉄製品で，革製の帯などを飾るものと考えており，北・南グループの中心的建物跡から同じよう

なものが出土していることは，興味深い。依然として，掘立柱建物群の広場の中心部に位置するやや大型の

竪穴建物跡の居住者は鉄製品などを保管・管理し，文書を取り扱っていたようである。

　13 期（９世紀中葉）

　本期には，竪穴建物跡 23 棟，掘立柱建物跡 14 棟が該当する。竪穴建物跡の規模別棟数は，大型１棟，

中型 11 棟，小型 11 棟である。大型のものが１棟と少なくなり，小型の割合が増えている。掘立柱建物跡の

規模別棟数は，４×３間１棟，３×２間で東側に庇がつくもの１棟，３×２間 10 棟，３×１間１棟，２×

２間１棟である。

　南グループの広場の位置には，大型の第 1641 号竪穴建物跡が配置され，古墳時代からのグループの区域

を継続している。掘立柱建物群は，「コ」や「ロ」の字状には配置されてはいないが , 西側に南北棟が３棟，

北側に東西棟１棟が配置され，グループの倉庫群を構成している。　　

　北グループでは掘立柱建物群の「ロ」の字状配置は崩れ，西側の列に東西棟１棟，西側列の南端に４×３

間の南北棟１棟が配置されている。前時期までの広場の位置には，中型でやや大き目な第 1741A 号竪穴建

物跡が配置され，２回の建て替えが確認されている。第 1741A 号竪穴建物跡はグループの中心的家屋となっ

ており，同じグループと考えられる竪穴建物跡は，中型２棟，小型４棟で，小型の割合が多くなっている。
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第 195 図　島名熊の山遺跡 12 区　集落変遷図（３）［13 ～ 16 期］
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　本期には，最北に新たなグループが発生しており，最北グループとする。最北グループは，庇付建物跡１棟 ,

２×３間１棟，３×１間１棟の３棟の掘立柱建物跡と中型の竪穴建物跡２棟，小型の竪穴建物跡１棟で構成

されている。このグループの中心的竪穴建物跡は，掘立柱建物跡の東側に位置する第 1506 号竪穴建物跡で，

中型で大き目のものである。しかし，前時期までのような掘立柱建物や竪穴建物の配置に企画性は認められ

なくなっている。

　主な遺物は，当該期においてもグループの中心的建物から出土している。南グループの第 1641 号竪穴建

物跡からは，灰釉陶器，刀子，鏃，鑿，油煙付着土器などが出土している。灰釉陶器は朱墨痕のある皿と小

瓶で，小瓶については，第 1641 号竪穴建物跡の北側に位置する第 174 号掘立柱建物跡から鉄鉢形土器も出

土していることから，仏具として使用された可能性がある。

　北グループでは，第 3082C 号竪穴建物跡から墨書土器５点が出土している。この文字はすべて「 」で，

「己と人の合わせ文字と考えられる」とされる文字である。「 」は本区の井戸や遺物集中地点から，179 点

も出土しており，当遺跡を代表する標識文字である。８世紀前葉から９世紀後葉まで確認され，８世紀中葉

のものが一番多い。平川南氏から「夜刀（谷戸）の神（= 蛇）と集落の人々との関わりを示唆する祭祀的な

文字」とのご教示 11）をいただいているもので，谷に囲まれた当集落を象徴する文字といえる。

　最北グループの第 1506 号竪穴建物跡からは，鎌，鏃，釘，不明鉄製品，砥石，火打石の他に，灰釉陶器，

猿投産須恵器，油煙付着土器，畿内産土師器，「丕」と墨書された須恵器などが出土している。灰釉陶器は

長頸瓶の破片で，井ケ谷 78 窯式期と考えられる。猿投産須恵器は椀の破片で，鳴海 32 号窯式期と考えられ

るものである。他地域との交流に関与する有力者層の存在がうかがわれる。また，「丕」は当遺跡の標識文

字の一つで，これまでにも「城内丕」・「丕」などと墨書された土器などが十数点出土している。

　14 期（９世紀後葉）

　本期には，竪穴建物跡 19 棟，掘立柱建物跡９棟が該当する。竪穴建物跡の規模別棟数は，中型６棟，小

型 13 棟で，大型がなくなり，小型の割合が急増している。掘立柱建物跡の規模別の棟数は，３×２間の総

柱建物１棟，３×２間６棟，２×２間２棟で前時期より少なくなっている。

　南部では，古墳時代から続いていた大型の竪穴建物を広場に配置し，周辺に掘立柱建物群を配置する構成

は姿を消し，中型の竪穴建物跡２棟，小型の竪穴建物跡３棟が間隔を置いて配置されている。掘立柱建物跡

は中央部に東西棟が１棟，東側の斜面部に総柱建物１棟が配置されているだけとなっている。

　北部においても，大き目の竪穴建物を中心とし，掘立柱建物群を企画性の基に配置する構成はなくなり，

北グループ・最北グループとも消滅している。竪穴建物跡は10棟あり，中型の第3080号竪穴建物跡が北グルー

プの広場の位置に置かれているが，そのほかの竪穴建物跡は２～４棟のまとまりで , グループを造っており，

やや離れて配置されている。掘立柱建物跡は南側に２棟の東西棟が配置されている。 

　主な遺物としては，第 1604 号竪穴建物跡から朱墨痕のある転用硯が，第 1578 号竪穴建物跡からは鏃・刀

子のほかに「子淡口」 「宅」「 」と墨書や箆書された土器が出土している。当遺跡からは，有力者層の存在

を示唆すると思われる「大殿墨研」「田部」 「田前」「宅」「子鼻門」「門」「城内」「城内丕」 「丕」などの墨書

土器が出土している。仲山英樹氏が栃木県の文字資料の「門」「家」「殿」「宅」などの分析から，「「宅（ヤケ）」

は屋や倉を含む一区画の施設として，出挙などに関わる農業経営の拠点であろう」12）と論じている。本区

に前時期まで存在した南グループや北グループなどのような律令制の中での「基本単位集団」と考えられる

「戸」のまとまりがなくなり，「宅」に住む有力者が直接当地を治め，人と土地の支配に携わったとすれば，
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この時期の「基本単位集団」の崩壊は，「公地公民制」の崩れの大きな要因であったと考えられる。

　15 期（10 世紀前葉）　

　本期には，竪穴建物跡 18 棟，掘立柱建物跡２棟が該当する。竪穴建物跡の規模別棟数は，中型４棟，小

型 14 棟である。小型のものが全体の 78％を占めていることに注意しておきたい。掘立柱建物跡は２棟で，

激減しており，次の時期には見られくなっている。こうした変化が漸移的ではなく唐突な観があることから，

一般に言われているように , この時期に大きな社会変革があったと考えている。

　南部では，竪穴建物跡は中型２棟，小型３棟で，ある程度の間隔を持って配置されている。配置に規則性

は見て取れない。南部のほぼ中央に，２×２間の総柱建物跡が配置されている。

　北部では，竪穴建物跡は中型１棟，小型６棟で，２・３棟のグループで，ある程度の間隔を持って配置さ

れている。掘立柱建物跡は西側に１棟，東西棟が配置されているだけとなっている。

　当該期の主な遺物は刀子・鏃などの鉄製品，灰釉陶器などで，量的には少ない。

　本区の竪穴建物跡と掘立柱建物跡の状況から考えられることは，前時期で述べたように中心的建物がなく，

小型建物が多いことから，家父長クラスの建物がないことを指摘できる。「戸」単位の集団から，支配され

る側の集団に変化していると考えられる。律令制の弱まりのなかで，「戸」の組織が崩れ，国郡里（郷）制

の地方支配組織とは違った在地有力者の支配する地区，集落ができ始まっていると考えられる。

　

　16 期以降（10 世紀中葉以降）

　本期には，竪穴建物跡 24 棟が該当するが，掘立柱建物跡は見られなくなっている。竪穴建物跡の規模別

割合は中型２棟，小型 22 棟である。小型のものがほとんどとなり，支配される側の様相を濃く示している。

　竪穴建物跡は前時期と比べ密集して配置されている。南部は旧南グループの広場や北側建物群辺りに 13

棟が集まっている。北部は９棟が旧北グループの西側建物群辺りに集まっている。以前からの道路や農地な

どの区割りがあり，建物群であったところや広場だったところに竪穴建物を建てたのであろう。

　主な出土遺物は，刀子・鏃・釘などの鉄製品，石製紡錘車，砥石などであるが，本期も量的には少ない。

竪穴建物跡の規模や遺物の面からも零細な営農状況がうかがえる。

　当該期以降，本区には 11 世紀中頃まで，10 棟前後の棟数で集落が営み続けられる。当遺跡全体でも，竪

穴建物跡の棟数は減るが，11 世紀後葉まで中央部を中心に集落は継続されている。支配者の居宅は不明で，

遺構からは，寒村的な景観と言わざるを得ない。しかし，遺構や遺物からは集落内で機織り，鍛冶，土器造

りなどを行っていたことを知ることができ，ある程度の人口を維持しながら，存在し続けたと考えられる。

３　当遺跡にみる大型掘立柱建物の出現とその背景　

⑴　４区における７世紀代の大型竪穴建物と大型掘立柱建物  

　12 区の集落変遷を概観したが，７世紀後葉には南グループが成立し，大型竪穴建物を中心として，掘立

柱建物群が並ぶ景観が確認されている。８世紀中葉頃には，そのようなグループが当遺跡では全体では 10

か所程度あり，拠点的大集落を支えているのである。それでは，当遺跡の他の地区では７世紀代にどのよう

な変化が起きているのか４区 13）の例で解説する。

　４区は，当遺跡中央からやや北寄りの台地の平坦部に位置している。４区においても，他の地区と同じよ

うに５期（６世紀後葉）になり，急激に竪穴建物跡の数が増す。
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第 196 図　島名熊の山遺跡４区　集落変遷図［６～９期］
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　６期（７世紀前葉）には，竪穴建物跡はさらに増え，４区だけでも 29 棟となる。この時期は当遺跡で竪

穴建物跡数が一番多くなる時期で，全体での竪穴建物跡数は 350 棟を超すと思われる。４区における当該期

の規模別棟数は，超大型 4 棟，大型６棟，中型 11 棟，小型８棟である。一番大きい竪穴建物は第 1045 号竪
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穴建物跡で ,9.82 × 9.68 ｍの規模である。一グループの建物構成は超大型１棟を中心建物とし，そのほか大

型１・２棟，中型２～４棟，小型２・３棟で，３グループ確認できる。主な遺物として，須恵器では坏身・

長頸瓶・短頸壺・提瓶・𤭯が，鉄製品では，鎌・鏃・鋤・刀子が，石製品では紡錘車が，土製品では，土玉・

臼玉・鞴羽口などが出土している。他の時期と比べて，須恵器，鉄製品，紡錘車の出土点数が多い。

　７期（７世紀中葉）は 16 棟と棟数が減る。当遺跡全体でも７期・８期と竪穴建物数は減少する。規模別

棟数は，超大型１棟，大型３棟，中型６棟，小型６棟で，中央のグループは超大型１棟，大型２棟，中型３

棟，小型２棟の８棟で構成されている。前時期に３グループあったまとまりは維持されているが，中央のグ

ループにだけ，超大型と大型が集まっている。一番大きいものは第 1010 号竪穴建物跡で，9.70 × 9.20 ｍの

規模である。第 1045 号竪穴建物跡の居住者が移動したと考えられる。主な遺物は，須恵器では坏身・坏蓋・

長頸瓶・平瓶・提瓶が，鉄製品では鏃・鎌・刀子・釘が，石製品では紡錘車が，土製品では土錐・臼玉など

が出土している。遺物は前時期と同じようで，須恵器，鉄製品，紡錘車の出土が目立つ。

　８期（７世紀後葉）になると，４区は様相が一変する。当該期の竪穴建物跡は 16 棟で，規模別棟数は，

大型１棟，中型９棟，小型６棟である。超大型が姿を消し，大型も１棟だけとなっている。

　前時期，超大型１棟，大型２棟が存在した中央のグループには，当該期 , ７棟の竪穴建物跡が引き続いて

存在するが，構成に大型はなく，中型４棟，小型３棟からなっている。超大型の第 1010 号竪穴建物跡の居

住者は，20 ｍ北に位置する大型の第 57 号掘立柱建物跡（６間×３間側柱式）へ移動したと考えられる。第

57 号掘立柱建物跡は南妻側に庇が張り出し，さらに南側部分の三方を目隠し状の施設（塀カ）が付属するも

ので，居住施設と考えられる。第 57 号掘立柱建物跡の桁行方向は，14 度西へ振れており，前時期の大型竪

穴建物跡の主軸方向も西へ 10 度前後振れているので，前時代の主軸方向を継承していると言える。これは，

12 区の南グループの建物でも受け継がれていたことで，古墳時代の紐帯を基に，掘立柱建物へ移ったから

と考えられる。また，第 57 号掘立柱建物跡に対峙する位置に大型の第 55 号掘立柱建物跡（５×２間総柱式）

と第 56 号掘立柱建物跡（２×２間総柱式）が存在する。第 57 号掘立柱建物跡に付属する倉と想定される。

第 55 号掘立柱建物跡と時期や規模が似ている５×２間の総柱式で，東側と北側に柱穴列を伴う掘立柱建物

が第 55 号掘立柱建物跡の南西約 110 ｍの８区 14）で確認されている。第 559 号掘立柱建物跡で，７世紀前葉

の竪穴建物跡を掘り込み，８世紀前葉の竪穴建物に掘り込まれていることから，ほぼ同時期のものと考えら

れる。

　このように，７世紀後葉頃，当遺跡には，超大型竪穴建物から大型掘立柱建物に移り，大型総柱建物の倉

を持ち，いくつかの単位集団を配下に置くような有力者が出現してきているのである。

　しかし，４区や８区においては，大型掘立柱建物や大型総柱建物は，一時期で姿を消している。次期に ,

当遺跡は再編成されるのである。大型竪穴建物を掘立柱建物群の広場に置く 12 区の南グループが９世紀中

葉頃まで継続していくのと対照的である。

⑵　河内評と嶋名里　

　ここで，当集落に大型掘立柱建物や大型総柱建物が出現した７世紀後葉の時代背景を確認する。郡は，「７

世紀半ば，いわゆる「大化改新」の際にそれまでの国造の「国」を再編成して「天下立評」された「評
こおり

」に

始まる地方行政区画である。評は管下に複数の「五
さ

十戸
と

」　をもっており，のちに五十戸は「里」と表記さ

れるようになる。」15）とされ，大宝律令制定以前に，新しい中央集権的な制度として，国評里制の地方支配

機構があったのである。この国評里制が東国に確実に及んでいたことは，那須国造碑の「評督」16）や「上毛
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野国車評桃井里大贄鮎」と記された藤原京の木簡 17）などが証明している。また，『常陸国風土記』によると「新

治・筑波・茨城・那賀・久慈・多珂などの国々が国造によって治められていたものを，惣領の高向臣・中臣

幡織田連がそれぞれの国造を評造とし，次いで，白雉４年（653）にその国を分割または再編して，新たに行方・

白壁（真壁）・河内・信太の評を誕生させ，これらの評の上に常陸国を置いた」18）とされている。

　７世紀後葉頃には，当集落も国評里制に組み込まれ，河内評の下の「五十戸」を単位とする「嶋名」の里

として，存在していたと考えられる。新しい制度である国評里制のなかで，評家が河内評の中に造られ，里

を支配するのである。当遺跡の家父長クラスの有力者層の中には，１～３程度の単位集団を掌握し，新しい

支配制度とともに伝わってきた大型掘立柱建物に居住し，大型総柱建物の倉を持つ者も登場してきているの

である。

　しかし，４区や８区で確認されている大型掘立柱建物や大型総柱建物は，次期の８世紀前葉には引き継が

れていない。それには，大宝律令の制定が関係していると考える。律令国家は，国郡里（717 年以降は郷）

制を確立し，中央集権的国家をさらに強化したのである。８世紀になり，当遺跡は国司－郡司－里（郷）長

の新地方支配機構の中，郡司あるいは里長のもとで，再編成されるのである。

４　おわりに　

　本書は，当遺跡に関する最終報告書である。これまでに，当財団は 270,000㎡を超える面積を調査し，確

認した遺構数は，竪穴建物跡約 2,600 棟，掘立柱建物跡約 450 棟，堀・溝跡約 400 条などとなっている。本

書でこの膨大な遺構や遺物について総括することはできないが，まとめでは，報告の区である 12 区（30,634

㎡）について概観した。『第 190 集』の「まとめ」は，当遺跡の報告書の指針となっており，本書の「まとめ」

はその方法に従った。

　そのなかで，当遺跡には４つの課題が残っている。一つ目は，６世紀後葉になぜ突然のように，島名の台

地のほぼ全体に大集落が現れるのかということである。二つ目は，７世紀後葉に大型掘立柱建物や大型総柱

建物が建てられながら，なぜ引き継がれずに消えたのかということである。三つ目は，８世紀前葉から９世

紀後葉にかけて，竪穴建物や掘立柱建物がかなりの数存在しながら，大型掘立柱建物や大型総柱建物が少な

く，総柱建物が列をなさないことなど官衙的様相がなぜ薄いかということである。四つ目は，竪穴建物跡や

掘立柱建物跡からは家父長クラスなどの有力者層の家屋は考えられるが , ９世紀後葉頃から律令制が弱わま

り , これ以降 , 有力者層の居宅と考えられる遺構が確認されないのに，なぜ集落がその後 200 年も続くのか

ということである。

　その答えは , 今回で 21 冊となる当遺跡の報告書に掲載されている遺構・遺物等が語っていると考えている。

本書が『第 190 集』で述べているように「『常陸国風土記』に欠落している「河内郡条」の一部を補い」歴

史解明の一助となってくれれば幸いである。
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古墳時代土器集合

写　 真　 図　 版



PL1

平成23年度　調査区遠景（南方向から）

平成23年度　調査区全景



PL2

平成22年度　Ａ地区調査終了状況（１）

平成22年度　Ａ地区調査終了状況（２）



PL3

第2808号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況

第2808号竪穴建物跡

第2808号竪穴建物跡

竈



PL4

第2969号竪穴建物跡

第2970号竪穴建物跡

第 3083B・C 号

竪 穴 建 物 跡 竈



PL5

第 3083B・C 号

竪 穴 建 物 跡

第3083号竪穴建物跡

掘 方

第3087号竪穴建物跡

竈 遺 物 出 土 状 況



PL6

第 3090B・C 号

竪 穴 建 物 跡

遺 物 出 土 状 況

第 3090B・C 号

竪 穴 建 物 跡 竈

土 層 断 面

第3087号竪穴建物跡



PL7

第3092号竪穴建物跡

遺物出土状況（２）

第3092号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況（１）

第3092号竪穴建物跡

遺物出土状況（３）



PL8

第3092号竪穴建物跡

遺物出土状況（４）

第3099号竪穴建物跡

第3092号竪穴建物跡



PL9

第3146号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況

第3146号竪穴建物跡

第3146号竪穴建物跡

竈 土 層 断 面



PL10

第1603号竪穴建物跡

第3077号竪穴建物跡

第3077号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況



PL11

第3078号竪穴建物跡

第3081号竪穴建物跡

第 3 0 8 8 B 号

竪 穴 建 物 跡

遺 物 出 土 状 況



PL12

第3095号竪穴建物跡

遺 物出土状 況（１）

第3095号竪穴建物跡

遺物出土状況（２）

第 3 0 8 8 B 号

竪 穴 建 物 跡



PL13

第3095号竪穴建物跡

第3098号竪穴建物跡

第3097号竪穴建物跡



PL14

第3133号竪穴建物跡

竈 掘 方

第3136号竪穴建物跡

第3151号竪穴建物跡

掘 方



PL15

第3080号竪穴建物跡

第1741A・B・C号

竪 穴 建 物 跡

第 3 0 7 9 C 号

竪 穴 建 物 跡



PL16

第 3079・3080 号

竪穴建物跡　掘 方

第 3082B・C 号

竪 穴 建 物 跡

遺物出土状況（１）

第 3082B・C 号

竪 穴 建 物 跡

遺物出土状況（２）



PL17

第 3082B・C 号

竪 穴 建 物 跡

第3085号竪穴建物跡

第3084号竪穴建物跡

掘 方



PL18

第3086号竪穴建物跡

第3086号竪穴建物跡

遺物出土状況（１）

第3086号竪穴建物跡

遺物出土状況（２）



PL19

第3091号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況

第3089号竪穴建物跡

第3089号竪穴建物跡

竈 遺 物 出 土 状 況



PL20

第3093号竪穴建物跡

第 3 0 9 4 Ｂ 号

竪 穴 建 物 跡

遺 物 出 土 状 況

第3139号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況



PL21

第3140号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況

第3141号竪穴建物跡

竈 遺 物 出 土 状 況

第3143号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況



PL22

第3138・3139・3144号

竪 穴 建 物 跡

第3144号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況

第3143号竪穴建物跡



PL23

第 562・573 号

掘 立 柱 建 物 跡

第 5 5 7 A ・ B 号

掘 立 柱 建 物 跡

第558号掘立柱建物跡



PL24

第562号掘立柱建物跡

確 認 状 況

第563号掘立柱建物跡

第563号掘立柱建物跡

 P5 土 層 断 面



PL25

第564号掘立柱建物跡

確 認 状 況

第559A・B，560号

掘 立 柱 建 物 跡

確 認 状 況（２）

第559A・B，560号

掘 立 柱 建 物 跡

確 認 状 況（１）



PL26

第559A・B，560号

掘 立 柱 建 物 跡

確 認 状 況（３）

第 5 6 1・5 7 5 号

掘 立 柱 建 物 跡

確 認 状 況

第578号掘立柱建物跡



PL27

第 7241 号 土 坑

遺 物 出 土 状 況

第 251 号 井 戸 跡

第 218 号 井 戸 跡



PL28

第6850～6854号土坑 第7009号土坑

第6824号土坑 第6840号土坑遺物出土状況

第6822号土坑遺物出土状況 第6823号土坑



PL29

SI 2808-10

SI 2970-21

SI 3087-24

SI 3146-78

SI 3146-79

SI 2808-11

SI 2808-９

SI 2970-20

SI 3090C-27

SI 2808-13

第2808・2970・3087・3090C・3146号竪穴建物跡出土土器



PL30

SI 2808-18

SI 3134-65

SI 2808-14

SI 3134-67

SI 3092-43

SI 3146-81

SI 3092-44

第2808・3092・3134・3146号竪穴建物跡出土土器



PL31

SI 3090C-28

SI 3092-42

SI 3146-74

SI 3146-71

SI 3092-40

第3090C・3092・3146号竪穴建物跡出土土器

SI 3092-38

SI 3146-72

SI 3146-77

SI 3092-41

SI 3092-39



PL32

SI 3146-82

SI 3092-45

SI 3134-68

SI 3134-70

SI 3128-62

SI 2808-15

SI 1520-３

第1520・2808・3092・3128・3134・3146号竪穴建物跡出土土器



PL33

SI 3092-61

SI 3092-60

SI 3092-58

SI 3146-91

第3092・3146号竪穴建物跡出土土器



PL34

SI 3092-46

SI 3092-53

SI 3092-54

SI 3092-50

SI 3092-51

SI 3092-57

第3092号竪穴建物跡出土土器



PL35

SI 3092-55

SI 3146-84

SI 3146-88

SI 3146-83

SI 3146-85

SI 3146-89

第3092・3146号竪穴建物跡出土土器



PL36

奈良時代土器集合

平安時代土器集合



PL37

SI 3077-105

SI 3077-103

SI 3077-104

SI 3133-146

第3077・3133号竪穴建物跡，第558号掘立柱建物跡出土土器

SB558-160



PL38

SI 3078-106

SI 3088B-116

SI 3088B-117

SI 3095-129

SI 3095-136

第3078・3088B・3095号竪穴建物跡出土土器

SI 3078-107

SI 3088B-113

SI 3088B-115

SI 3095-135

SI 3095-130



PL39

SI 3088B-118

SI 3088B-122

SI 3088B-121

SI 3077-99

第3077・3088B・3133号竪穴建物跡出土土器

SI 3088B-119

SI 3088B-123

SI 3088B-124

SI 3088B-120

SI 3133-145



PL40

SI 1741C-184

SI 3079C-195

SI 3082C-221

SI 3082C-223

SI 3082C-225

第1741C・3079C・3082C号竪穴建物跡出土土器

SI 1741C-183

SI 3082C-227

SI 3082C-222

SI 3082C-224

SI 3082C-226



PL41

SI 3082C-210

SI 3082C-213

SI 3085-242

SI 3085-246

SI 3086-252

第3082C・3084C・3085・3086号竪穴建物跡出土土器

SI 3084C-240

SI 3085-245

SI 3086-251

SI 3086-253



PL42

SI 3091-273

SI 3143-304

SI 3096-278

SI 3089-263

SI 3089-266

第3089・3091・3096・3138・3141・3143号竪穴建物跡出土土器

SI 3141-300

SI 3143-305

SI 3089-262

SI 3089-261

SI 3138-296



PL43

SI 3150-317

SI 3096-280

SI 3082C-235

SI 3079A・B-192

SI 3089-269

第3079A・3079B・3079C・3082C・3085・3089・3096・3111・3150号竪穴建物跡出土土器

SI 3150-318

SI 3079C-201

SI 3111-289

SI 3085-249

SI 3096-283



PL44

SK7009-328

SK7180-331

遺構外-337

遺構外-345

SI 3085-248

第3085・3086号竪穴建物跡，第7009・7027・7180・7241号土坑，遺構外出土土器

SK7027-330

SK7241-333

遺構外-339

遺構外-346

SI 3086-257



PL45

SI 3087-DP３

SI 1604B-Q６

第1603・3083C・3087・3088A・3088B・3092・3095・3111号竪穴建物跡出土土製品，
第1604B・1740号竪穴建物跡出土石器

SI 3088A-DP７

SI 3111-DP11

SI 3083C-DP１ SI 3092-DP５

SI 3087-DP２

SI 3092-DP４

SI 1603-DP６

SI 3088B-DP８

SI 1740-Q１

SI 3095-DP９



PL46

SI 3088B-Q３

SI 3096-Q８

SI 3088B-Q４

遺構外-Q14

遺構外-Q13

SI 3077-Q２

SI 3150-Q10

遺構外-Q17

遺構外-Q15

遺構外-Q12

第1604B・3077・3088B・3091・3096・3132・3150号竪穴建物跡，遺構外出土石器・石製品・剥片

SI 1604B-Q５

SI 3091-Q７

SI 3132-Q９

遺構外-Q11

遺構外-Q18



PL47

SI 3095-M12

SI 1740-M２

遺構外-M35

SI 3136-M17

第1520・1603・1604B・1740・1741C・3079C・3082A・3085・3092・3095・3096・3136・3144号
竪穴建物跡，遺構外出土金属製品

SI 1520-M１

SI 1603-M７ SI 3095-M13 SI 3144-M33

SI 3092-M３ SI 3092-M４ SI 3092-M５ SI 3092-M６ SI 3136-M16

SI 1604B-M22 SI 1741C-M24

SI 3079C-M26

SI 3085-M29 SI 3082A-M28

SI 3144-M32 SI 3096-M31



PL48

SI 3077-M10

SI 3136-M14

SB558-M18

SI 1604B-M23

遺構外-M37

SI 3077-M９

SI 3136-M15

遺構外-M38

遺構外-M39

第1604B・3077・3136号竪穴建物跡，第558号掘立柱建物跡，遺構外出土金属製品・銭貨
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 1,137 ㎡

  663 ㎡ 

島名・福田
坪一体型特
定土地区画
整理事業に
伴う事前調
査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
島名熊の山
遺 跡
　（12 区）　

集落跡 古 墳 竪穴建物跡
土　坑

19 棟
３基

土師器（坏・高坏・鉢・甕・
小形甕・甑），須恵器（坏身・
長頸瓶・提瓶・𤭯），土製品

（土玉・臼玉），石器（紡錘車・
砥石），金属製品（鏃・鎌）

奈 良 竪穴建物跡
掘立柱建物跡
土　坑

16 棟     
 15 棟                                   
　６基

土師器（坏・鉢・甕・甑），
須恵器（坏・高台付坏・蓋・
盤・高盤・円面硯・鉢・甑），
土製品（勾玉・土玉・支脚・
羽口），石器（砥石・紡錘車），
金属製品（鏃・鎌・刀子・釘）

平 安 竪穴建物跡
掘立柱建物跡
土　坑
井戸跡

35 棟    
13 棟
12 基                                                 
２基   

土師器（坏・高台付坏・高
台付椀・蓋・小形甕・甕），
須恵器（坏・高台付坏・盤・
高盤・鉢・甑），灰釉陶器（長
頸瓶・高台付椀），土製品（勾
玉・土玉・支脚），石器（紡
錘車），金属製品（鏃・鎌・
刀子・釘・鉸具）

その他 時期不明 土　坑 146 基          石器（砥石・鏃），縄文土器，
土師器（坏・高台付皿・甕），
須恵器（坏・鉢），銭貨

要 約 　総調査面積 271,155 ㎡の県内最大級の集落跡で，これまでに，竪穴建物跡約 2,600 棟，掘
立柱建物跡約 450 棟などが確認されている。今回報告の調査区は，遺跡南端部の 12 区の台
地上に位置し，古墳時代後期から平安時代前半まで継続して集落が営まれている。古墳時代
後期には，搬入品と考えられる須恵器が数多く出土している。中心の時期は奈良・平安時代で，
竪穴建物跡からは，役人が使用したと考えられる帯金具・円面硯などが出土しており，当遺
跡は河内郡嶋名郷の中心地域と考えられる。
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